


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社アスキー・メディアワークスおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。














　CONTENTS





Prologue.　そこは世界の行きどまり




１．ハンダ通り四丁目雑居ビルの来襲者




２．ススキ家の原因と現状とこれから　７月３日




３．ススキ家の原因と現状とこれから　７月４日




４．猫にまつわるささやかな顛末




５．ダーウィンズ・ヒルと三嶋の場合




６．夏のはじめの最後の日　灰白色の月




７．夏のはじめの最後の日　4th-Girl Code:Innocent




８．ダーウィンズ・ヒルと三嶋の場合〜冬




９．夏の少女にもういちど




Epilogue.　ハンダ通り四丁目雑居ビルの訪問者









[image: ]










　灰かい白はく色しよくの壁かべで囲われた病室と長い廊下が彼女が育った世界の全体だった。廊下の突きあたりには守しゆ衛えい室しつというガラス窓があって、守衛という男の人がスチール椅い子すに長身を押し込んで二十四時間退屈そうにテレビという小さな箱を眺めていた。廊下の突きあたりの脇わきにはエレベーターという分厚い鉄の扉があったがこれは守衛が持っている鍵かぎを使わないとあかないようになっていて、彼女の世界は強制的にそこでぶつ切れていた。

　白いスリップドレスの裾すそをひるがえし、リノリウムの冷たい床を素足でぺたぺた踏んで、彼女は今日も世界の行きどまりへと出かけていく。廊下の途中には他ほかにも病室のドアが並んでいたが、彼女が知る限り誰だれかが住んでいたことはない。食事を持ってくる女の人と月に一度来るお医者さんを除けば、彼女と守衛だけが世界の継続的な住人で、起きたらまず守衛のところに通うのがいつの間にか彼女の日につ課かになっていた。

　その日、冷ひんやりした湿気と、どことなく張り詰めたような静寂が廊下の底辺に停滞する朝。ガラス窓に額ひたいをくっつけて世界の行きどまりの向こう側を覗のぞき込むと、いつもいる長身の守衛の姿は見えなかった。窓が少しあいていたので、彼女は遠えん慮りよなく窓枠によじ登って向こう側に飛び降りた。

（誰もいない……）

　周囲を見まわしながら一つ息を吸って吐く。狭い守衛室の中は彼女の無む味み乾かん燥そうな生活空間よりもいくらか空気がこもっていて、男の人が生活している匂においがした。ものが散らかった机とスチール椅子、壁にはめ込まれた白黒の監かん視しモニタとごちゃごちゃしたスイッチがついた操そう作さ盤ばん──くたびれた蛍光灯に照らされた無彩色な部屋の片隅で、小型のテレビから漏もれる光だけがちかちかといろんな色に移り変わっている。

　今日は一人でごはんをあげよう。

　軽くステップを踏んできびすを返し、守衛室に併設された給湯室に足を向ける。電気コンロと小さなシンクがついているだけの簡かん易いキッチンと大きな棚で占領された細長い空間。奥の壁の高い位置に磨すりガラスの窓があるが、彼女の手ではあけられないようにしっかりと鍵がかけられている。

「ちょっと待ってて」

　シンクの下を覗き込んで囁ささやき声をかけ、いったんその場を離はなれて、つま先立ちで棚の上のほうにしまってある缶詰を一つ取る。守衛が内ない緒しよで調ちよう達たつしてきてくれる、ブリーダーすいしょうとかなんとかいうやつ。

　お皿はどこにやったっけ。きょろきょろしながら缶詰の蓋ふたをあけようとして、頭の隅に何かが引っかかった。

　缶詰のタブに指をかけたまま、さっきのシンクの下を振り返る。配管の陰に小さな段ボール箱がひっそりと置かれている。箱の前に膝ひざを折ってしゃがみ、そうっと覗のぞいてみると、適当な布を敷しき詰めて作った寝床の中でとがった耳に長い尻尾しつぽをした小さな生き物が丸くなって眠っていた。いつもは餌えさの準備をはじめると箱に前肢をかけて催促してくるのに、彼女が近づいても今日は目をあける気け配はいすらなかった。

　ことんと缶詰を床に置いた。

　さわってみると硬くて冷たくて、水分が乾ききったようにひどく軽かった。

「ああ……死んじゃってたのか」

　呟つぶやいた彼女の声は妙に平板だった。

　体毛がほとんど抜け落ち、下半身の皮ひ膚ふが黴かびのような緑がかった色素に侵しん蝕しよくされて腐りかけている。無惨な姿の猫だった。見つけたときにはすでにこの状態で、介抱しても長くはもたないだろうと守しゆ衛えいが言っていた。

　近くこの日が来ることはわかっていたから別にショックは受けなかった。予想内のことだったから、大丈夫。仕方がない。生き物はいつか死ぬものだっていうのは知っている。

　動かなくなった猫の背中を、それでも昨日までそうしていたように撫なでてやった。猫に触れた自分の手の甲に透明な水滴がぱたぱたこぼれ落ち、おかしいなあと自分自身に首をかしげる。わかっていたのに、どうして私泣いてるんだろう。

「ごめんね……」

　わかっていても、一人きりで死ぬのはきっと寂しかっただろう。誰だれもいない給湯室の粗末な段ボールのベッドの中で、何を思いながら息を引き取ったんだろう。今日逝いくって知っていたら、昨日もっと遅くまで起きていたか今日もっと早起きして、ちゃんとそのときについていてあげたのに。

　俯うつむいて猫の背中を撫でながら、ごめんね、ともう一度だけ言った。手のひらで涙を拭ふいて立ちあがる。守衛に頼んでお葬式をしてもらわないと。

　シンクの下から段ボールを引きずりだし、ベッドにしていた布で猫をくるんでやろうとしたとき、守衛室のほうで彼女自身が立てる音とは別の物音がした。廊下のエレベーターが動く音だ。守衛だろうか。あるいは食事を持ってくるいつもぴりぴりしている女の人が来る時間かもしれない。

　給湯室の戸口から覗いてみると、守衛室のガラス窓の向こうにエレベーターから降りてきた複数の人間の影かげが見えた。守衛室の前を通り過ぎて彼女の病室があるほうへと向かっていく。ダークスーツに身を包んだ何やら物々しい雰囲気の一団に彼女は自然と忌き避ひ感かんを覚えて戸口の陰で身をすくめた。

「逃げるんだ」

　囁ささやく声とともに腕を取られた。振り仰ぐと見み慣なれた守衛がいつの間にか彼女を死角に隠すような位置に立っていた。そのまま彼女の腕を引いて給湯室に連れ戻し、奥の壁かべ際ぎわの荷物をどけて窓の鍵かぎをあける。

「おいで」

「でも、お葬式しないと」

　シンクの前に置かれたままの段ボールに未練がましく視し線せんを送りながら、彼女は守しゆ衛えいに抱きあげられて窓枠に乗せられた。「はやく。行くんだ」「一緒に行く？」「ごめんな、俺おれは行けない。一人で行くんだよ」急せかされて窓枠をまたぎ、コンクリートの壁かべを這はう雨どいに素足をかける。小こ雨さめ混まじりの風が吹きつけてスリップドレスの裾すそをはためかせ、風に煽あおられないように両手でサッシにしがみつく。

　廊下のほうが騒さわがしくなってきた。乱らん暴ぼうな足音と守衛を呼びつける居い丈たけ高だかな声が戻ってくる。

「元気で」

　短い言葉と人のいい笑え顔がおを最後に守衛の頭が中に引っ込み、彼女の頭上で再び窓が閉ざされた。「あれ、いませんか？　おかしいなあ。たぶんトイレですよ。あっちです」とぼけた態度で取とり繕つくろう声が磨すりガラスの向こうを遠ざかっていく。

　サッシにしがみついたまま、彼女は肩越しに周囲の景色に視線を巡らせた。向かい側にもすぐ壁があって視界は遮られていたが、切り立ったコンクリート壁に沿って振り仰ぐと、小雨に霞かすんだ白い空が目め眩まいがするほど高くまで突き抜けていた。眼下に横たわるのは終点の見えない濃のう灰かい色しよくの舗ほ装そう路面。自分の世界が建物のどの部分にあったのか今まで認にん識しきしたことがなかったが、見おろしたところ三階か四階くらいだろう。

　深呼吸をして慣なれない外の空気と匂においを気道に入れ、一つ唾つばを飲み込む。覚悟を決めてしまうと恐怖心はなかった。風が行き過ぎるのを待ってから、雨どいの配管を少しずつつたって猫のように滑り降りる。




　世界の行きどまりで命を終えた猫のかわりに、その日、彼女は行きどまりのない世界の大地に降り立った。雨に濡ぬれたアスファルトのざらついた感触が、彼女が生まれてはじめて直接触れた世界の表面だった。
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　目が覚めて数秒かかってから、雨の音だと気がついた。

　窓ガラスを叩たたく交差点の喧けん噪そうの隙すき間まから映りの悪いテレビのノイズに似たかすかな雨音が聞こえている。白っぽく濁にごった意い識しきの表層で、三ミ嶋シマは聞くともなしに鼓膜に馴な染じんで心地ここちよくすらあるその雑音に耳を傾けていた。何か夢を見ていたような気がするが、疲労感が残っているだけで内容は覚えていない。

「何時だ……」

　呟つぶやくとからからに渇いた喉のどに掠かすれた声が張りついた。ソファの上から片手を垂らして床をまさぐり、指に触れた携帯電話を引き寄せる。傍はたから見たら相当ひどい人相だろうという目つきで睨にらむように時刻を確かく認にんしようとしたが、電源が切れていて液晶画面は真っ暗だった。眠気にくらくらと目め眩まいを覚えながらおぼつかない手つきでフリップをあけて電源ボタンを押す。二秒半後にディスプレイに現れたデジタル時計は六月三十日の十七時四十分を示していた。

　頭が追いついてくるまでディスプレイを睨んで固まっているあいだに、四十分が四十一分に変わった。

「……三十日？」

　しかめ面つらのまま首をかしげる。昼夜が完全に逆転していることはまあいいとして、いまいち日付の感覚がない。

（ていうか、なんで俺おれソファで寝てんだ……？）

　どうも身体からだがあちこち痛いと思ったらベッドではなくてソファの上で不自然に身体を折って眠っていた。人から譲ゆずり受けた中古品なので中のウレタンがすっかりすり減って、いびつなスプリングの感触がごろごろと肋ろつ骨こつにあたる。

　少し考えたが、昨夜ゆうべの記き憶おくがひどく曖あい昧まいで思いだせない。

　ピロロロロロ……

　考えているうちにかくんと首が折れてまた意識が遠のきかけたとき、手の中の携帯電話から味気ない着信音が流れだした。眠いので無視しようかと思ったが、薄うすく目をあけてディスプレイを見ると馴染みの発信者名が認にん識しきできたので、思いなおして通話ボタンを押した。

「ふあい。ススキ？」

　寝方が悪かったということを差し引いても異様に身体がだるい。ずり落ちるようにソファから降りながら気が抜けた声で応じると、電話越しの若じやつ干かん割れた声が左耳に聞こえた。

『って、三嶋さん！　今どこです？』

「どこって、家」

『家って、いつ帰ってたんですか』

「昨夜だと思うけど……っと」床に脱ぎ捨ててあったパーカーを素足で踏んで、湿った感触に一いつ瞬しゆん驚おどろいた。濡ぬれて帰ってきたんだっけ。そのまま寝てしまったのか着ているＴシャツのほうも湿っぽい。

（んー……？）

　Ｔシャツの内側に手を突っ込んで背中を掻かきつつまだ寝ね呆ぼけぎみの頭をひねり、パーカーを引きずってとりあえずキッチンへ行く。キッチンといってもほとんどそこは廊下で、反対側の壁かべにバスルームのドア、突きあたりはもう玄関になる。『何、繋つながったのか？』『うん、帰ってるって。替わります？』冷蔵庫を覗のぞいてペットボトルの一本すら入っていないことを確かく認にんしているあいだに、耳にあてた電話の向こうでは通話相手が別の誰だれかと会話を交わす声が遠く聞こえている。電話を受け渡す雑音のあと、通話相手がもう少し低い声の主に替わった。

『三嶋』

　不ふ機き嫌げんそうな第一声に、何やら心配されていたらしい理由に遅まきながら思い至った。

「あー……そっか、もしかして俺おれしばらく音信不通だった？」

『一週間。さすがに死んだかと思うだろ』

　そんなにたってたっけ。どうりで六月も終わるはずだ。

「悪い。ちょっと大学泊まってて」

『大学に？』

「実じつ験けんの手伝い頼まれて、断れなくて……」

　若じやつ干かんばつが悪そうに言うと、電話越しに呆あきれた溜ため息をつかれた。三嶋さんってまだ学校辞めてなかったんでしたっけ？　と遠くでススキのきょとんとした声。いつ俺が辞めるなんて話をしたのか（確たしかにあまり真ま面じ目めには行っていないが）。

「今ススキの店？」

『ああ。配達終わったとこ』

「じゃあ俺も行く。飯食いたいし」

　話しながらバスルームの電気をつけて洗せん濯たく機きにパーカーを投げ込み、ついでに洗面台の鏡かがみを覗いて、我ながらひどい顔をしていることに気づく。少し痩やせたというかむしろやつれたというか。しかし首に浮いていた色素異常は消えていてほっとした。とりあえずシャワー浴びて着替えて、腹減ってないけどとにかく何か食いにいこう。

　そこまで自然に考えて、今さら昨夜ゆうべのことを思いだしてきた。

　そうだ、研究室から解放されて地下鉄で帰ってきて、雨降ってて……あれ？　奇妙な引っかかりがあった。帰ってきたときもう一人、誰かと一緒だったのを覚えている。男友だちとかではなく。

「……うわ」

　何やらまずい事態になっている気がしてきて呻うめき声が漏もれた。考えてみるとソファで寝ていたのは他ほかの誰かにベッドを明け渡していたからで、

　誰だれかって。

　バスルームの戸口に人ひと影かげが立つ気け配はいがした。はっとして振り返ろうとした刹せつ那な、首筋にあてられた刃物の感触に全身が凍りついた。「動かないで。動いたら切れるよ」耳もとで早口の囁ささやき声。少しハスキーで険のある、しかしあきらかにまだ十代くらいの少女の声でそのギャップの異様さに余計にぞっとする。鏡かがみに映る自分の肩越しに、カッターナイフを手にした小柄な人影の頭が半分だけ見えた。
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「ちょっと待っ、何」

「黙だまって」

　指示とともに刃を強く押しあてられて声を飲み込む。『三嶋？』会話が聞こえたのか、耳にあてた携帯電話から怪け訝げんな声が訊きいてくる。

『誰かいるのか？』

「あ。いや」

　曖あい昧まいに応じながら鏡越しに問いかける視し線せんを投げると、同じく鏡越しの視線で切るように指示されているのがわかり、

「いや、別に、……あとでいく」

　電話口に向かってぎこちなくそれだけ言って、手探りで切断ボタンを押した。鏡越しに目配せをして「……切った」報告すると、カッターナイフはそのままにもう一方の手が背後から伸びてきて、三嶋の手から電話を抜き取った。華きや奢しやな白い手だった。

　首にあたっていた刃物の感触が離はなれ、鏡越しにこっちを睨にらみ据えながら人ひと影かげが廊下まで後ずさる。とりあえず凶器が離れてくれて三嶋は詰めていた息をほっと抜き、姿勢はそのままに首だけをぎくしゃくと背後に振り向けた。

　中学生かせいぜい高校にあがるかどうかくらいの、ぼさぼさでこんがらかった長い髪の、小柄な女の子。……が、工作用の比較的大振りのカッターナイフを片手に今にも本気でこっちの背中を突き刺しそうな剣けん呑のんな顔で背後に立っているというのは、そんな他ひ人とごとな状況ではまったくないのだがなんだかものすごく凄せい絶ぜつな光景を見ているような。

「あの、俺おれ……もしかして何かした？」

　何かってなんだ。口に出してから、場違いというか非常に間が抜けた質問のような気が自分ですごくした。いや何もしてないと思う……けど、裸足はだしにてろっとした感じの白いスリップドレス一枚という下着同然の格好の女の子が独り暮らしの男の部屋にいるという時点で、たとえ凶器を持って脅しているのがその彼女のほうだとしても誰にもなんの弁解も聞いてもらえないのは疑いない。

「それ」

　少女はこちらの問いには答えずに、硬い表情のままそう言って顎あごをしゃくった。少し視し線せんをさまよわせてから三嶋は洗せん濯たく機きに引っかかっているパーカーに目をとめて、

「……これ？」

「そう」

　パーカーの袖そでを引っ張り寄せてびくついた手つきで差しだすと、少女がひったくるようにそれを掴つかんだ。パーカーを脇わきに抱え込み、カッターで牽けん制せいしながら後退する。せいぜい一メートル半程度の空間なので三歩も下がればそこはもう玄関になる。踵かかとで段差を探って靴脱ぎ場に降りたところで、

「泊めてくれてありがとう」

　と、やっていることとまるで結びつかない早口の台詞せりふを最後に残して身をひるがえし、素足にスニーカーを引っかけて玄関を飛びだしていった。

　拳けん銃じゆうを突きつけられた人ひと質じちみたいに両手を挙げた格好のまま、三嶋はいまいち状況の展開についていけずに数秒放心してから、

「……それ、俺の靴っ」

　今さら気がついて続いて外に飛びだしたが、そのときには少女の姿は通路を抜けて突きあたりの階段に消えていた。サイズのあわない靴の底を引きずって階段を駆け降りる足音が雑居ビルの狭い通路の壁かべと天てん井じように反はん響きようして遠ざかっていく。「……な」すぐ追いかければ追いつけたかもしれないがそういう思考回路が働かずに唖あ然ぜんとして立ち尽くし、足音が完全に聞こえなくなってからようやく頭の歯車がまわりだして、

「なんだあれ、は」

　なんだかもう怒りにもならない中途半端な後味の悪さだけがこみあげてくる。

　追いかけようにも自分のほうが靴を履はいていないことに気づき、モルタルの床を裸足はだしで踏んで玄関に戻ったときには追いかける気力も失うせていて、結局そのまま部屋にあがった。占領者がいなくなったベッドにうんざりした視し線せんを投げる。せめて布団なおしていってくれればいいのに（何な故ぜか枕まくらが足のほうにある）。

　ブラインドの隙すき間まから射さす戸外の色に次第に夜の翳かげりが降りはじめている。

　ハンダ通り四丁目の交差点の角に建つ、七階建ての雑居ビルの四階。昨夜ゆうべから降りやまない雨の音が耳みみ慣なれた交差点の喧けん噪そうと融とけあって窓ガラスを叩たたき続けていた。
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　ということは、あれは六月二十九日の深夜のことになる。

　二十四時間運転の地下鉄もさすがにこの時間帯になると乗客はまばらだったが、それでも三嶋は人目を避けるように閑散としたホームの壁かべ際ぎわを歩いて一番端の改札を抜けた。地上へ続く階段をややおぼつかない足取りで上りながら、自分の右手に視線を落としてやばいなあと考える。離はなれたところにぽつんと浮かぶ水銀灯の頼りない灯あかりの下でも、肘ひじの内側から手首にかけて食パンにできる緑色の黴かびに似た色素異常が浮いているのがわかる。

「なんか痒かゆ……」

　独りごちて、その右手の爪つめで同じく右側の首筋を掻かく。首にも同じ緑りよく斑はんが現れているのを、地下鉄のドアガラスに自分の顔が映ったときに見つけていた。どうも視界がぐらぐらすると思ったら少し熱ねつっぽい。

（くそー。あれ犯罪だぞ……）

　不幸にも知りあってしまった他学部の研究生に頼み込まれて泊まり込みでデータ整理と実じつ験けんとネズミの世話を手伝わされたあげく、ようやく解放されたと思ったら帰る道すがら怪しげな症状が浮いてきたという踏んだり蹴けったりな状況だった。熱で頭が働いていないせいか我ながら危き機き感かんが薄うすいがたぶんやばいなあなんて呑のん気きに構えている場合ではない。

　とにかく元げん凶きようの研究生、池イケ田ダに電話しようとジーンズの尻しりポケットから携帯電話を引っ張りだす。圏外だったが階段を数段上るうちに電波強度が三本に戻った。人災なだけで友人でもなんでもない池田の番号はメモリに登とう録ろくしていないので着信履り歴れきを漁あさって確たしかこれだという番号を見つけ、発信ボタンを押して耳にあてる。これだけの動作で少し疲れて息をつく。

　ぴ、ぴ、ぴ、という短い発信音のあと呼びだし音が聞こえはじめたが、十回ばかり鳴っても相手が出る気け配はいがないので切った。

（出ないし……）

　どうしようかと途方に暮れて濃のう灰かい色しよくに濡ぬれた足もとの舗ほ装そう階段に視し線せんを落とし、それから視線をあげて、頭上で青灰色の四角い口をぽっかりとあけている地下鉄の出口を見あげる。「雨かー……」本降りのようで強い雨音が階段の壁かべに反はん響きようしている。雨の中大学に戻るのも嫌いやだしなんだかどんどんだるくなってきたし、とにかくもう帰って寝たい。

　明日になってからでも大丈夫かなと安易な考えに傾いて電話のフリップを閉じたとき、頭上の出口に人ひと影かげが見えた。

　と思ったときには、

「って、わっ」

　転がるように階段を駆け降りてきたその人影が真正面からぶつかってきた。自分があげた声に重なって小さな悲鳴が聞こえた。

　突きとばされて段差を踏みはずしそうになったが、宙を掻かいた手が危うく壁際の手すりを掴つかんだ。かわりに手放してしまった携帯電話が軽い音を立てて舗装階段を転がっていく。同時に下方でどさっという重い音がした。

（危ねっ……）

　一拍おいてから熱ねつっぽい額ひたいに冷たい汗が浮いてくる。手すりにすがりついて尻しりもちをついた格好で見ると、少し下の踊り場にシルバーブルーの自分の電話の筐きよう体たいと、そしてぶつかってきた加害者が身体からだを折って倒れていた。びしょ濡ぬれの長い髪で隠れてよくは見えないが、髪の隙すき間まからわずかに覗のぞく横顔と小柄な体たい躯くはたぶん十代くらいの少女のものだ。

　被害者はこっちなのだが一いつ瞬しゆん頭から血の気が引き、三嶋は慌てて踊り場まで駆け降りた。

「ちょっ、平気？」

「う……」

　かがんで声をかけると小さく呻うめく声が聞こえ、華きや奢しやな両手を地面について少女がゆっくり身を起こした。どうやら怪け我がなどはなかったようなのでほっとした。

　そばに落ちていた自分の電話を拾いあげながら、少女の格好に横目を投げて家出でもしてきたんだろうかと思う。薄うすい素材のスリップドレス一枚に下は素足という寒そうな格好の少女だった。泥水で汚れた両の素足が雨の中をだいぶ走ってきたことを窺うかがわせる。放っといて大丈夫だろうかと多少後ろめたく思いつつも関かかわる義理も別にないので、

「じゃあ、気をつけなよ」

　短い挨あい拶さつを残して立ち去ろうとしたが、階段を一段上ってから気になって振り返ると、少女のほうはまだ踊り場にうずくまっていた。打ちどころが悪かったのかと思ったが、身体を折って咳せき込んでいる様よう子すからして階段を転げ落ちたこととは関係なく具合がよくないようだ。少しためらったあと、三嶋は仕方なく後戻りしてもう一度少女の前に膝ひざを折った。

「どっか悪いの？　家に電話する？」

　ポケットにしまった電話をもう一度出しながら訊きいてみる。うずくまって地面に額をつけたまま少女が首を振るので、具合が悪いのは自分もなのだが帰るに帰れず困り果ててその場にとどまっていると、幸い少しすると治まってきたようで、最後に一つ軽い咳せきをして少女が顔をあげた。

　中学生くらいだろうか。ベースはアジア系だがどこか無む国こく籍せきな感じの、不ふ思し議ぎな印象を受ける女の子だった。ごくゆるい癖くせを帯びて肩から流れる黒というよりは墨すみ色いろの長い髪、灰色がかった薄うすいグリーンの瞳ひとみ──目の色が違う日本人など今どき珍しくもないとはいえ、びっくりするくらい自然にそれが似合っている。

「えっと、大丈夫なら、俺おれ帰るから」

　不覚にもちょっとどきっとしてしまい、三嶋は体てい裁さいを繕つくろうように少女から視し線せんをはずして腰をあげた。「わ」と、ところが立ちあがったところを不意に下から引っ張られてすとんと膝ひざが崩れ、「へ？」一いつ瞬しゆん状況が把握できないまま振り返ると、少女がパーカーの裾すそを掴つかんで地面に押しつけている。

　硬質な感じの瞳でまっすぐこっちを見据えて、少女がはじめて口を開いた。若じやつ干かんハスキーなトーンの、非常に一方的な感じがする早口の喋しやべり方で。

「家近いの？　泊めて」

　なんだかぐらっと目め眩まいがした。一気に熱ねつがあがった気がする。

　……なんだって？

「あのさ、あんた何言ってるか……」

「行くところないの」

　言いながら何かを警けい戒かいするように少女は素早く地下鉄の出口を振り仰ぎ、それからまたこっちに視線を戻して、ものすごく本気な顔で繰くり返した。

「泊めて」







　中学生くらいでスリップ一枚姿で裸足はだしでずぶ濡ぬれの家出少女に「泊めて」と迫られて断りきれずに連れて帰ってしまうのは一歩間違えば犯罪だろうが、だからといって中学生くらいでスリップ一枚姿で裸足でずぶ濡れの家出少女を治安がいいとは言いがたい深夜の地下鉄にほっぽり置いて帰るのは、それはそれでやばかったのではないかと、自分自身にそんな言い訳をしてみる。

　いずれにしろ結果的には、被害に遭ったのは一夜の宿を提供したあげく携帯電話と上着と靴を強奪された三嶋のほうだったような気がするが。

　なんだかもう、どうでもいいけど。

「明日携帯買い換えにいかないとなー」

　ショップがあいている時間にちゃんと起きて出かけないといけないと思うと今から気が重い。カウンターに頬ほお杖づえをついてぼやいていると、カウンターの向こうで豚ぶた玉たまのお好み焼きのタネをぐりぐり混ぜていた金髪の店員が呆あきれ顔で言ってきた。

「三嶋さんて、そのうちきっと身に覚えのない赤ん坊育てることになったりとかしますよ」

「なんだよそれ」

「ある日突然赤ん坊を抱いた知らない女が押しかけてきて、あなたの子よ責任取ってちょうだいとか言ったら、三嶋さん断れないじゃないですか」

「……断るって、いくらなんでも」

　半眼で店員を睨にらんで言い返したが、我ながらあり得ない話じゃない気もしてちょっと自分の将来が怖くなる。ほらみろという顔をする店員に同意して、「まったくだ」と隣となりの席からも冷たい声が飛んできた。

「お前は押しに弱いっていうか、隙すきだらけっていうか」

「テッちゃんまで何……」

　隙だらけって……。微妙にショックを受けつつ、三嶋は隣で飄ひよう々ひようと中ジョッキを傾けている友人の横顔に恨みがましい視し線せんを投げた。もうちょっとこうフォローとかがあってもよさそうなもんじゃないのか。

「ちぇ」

　ふてくされて自分のジョッキを一気に呷あおる。空っぽの胃と食道に冷えたアルコールが滲しみて一人で悶もん絶ぜつしているあいだに残りの二人のやりとりはもう別の話題に移っている。

「あっススキお前、肉まで混ぜるなって言ってるだろ、肉は先に焼く」

「どうせ焼くんだから一緒じゃないですか」

「それでもお好み焼き屋の店員かお前は。クビになるぞ」

「大丈夫です。店長がいるときはちゃんとやってます」

　平気な顔でそういうことを言ってのけるこのゆるんだ神経のバイト店員は一応三嶋の友人でススキセイタという。蜂はち蜜みつ色いろというのが近いくすんだ金髪に碧あおい瞳ひとみ、白色系のそれなりに綺き麗れいな顔立ちをしているが、ステロタイプな金髪碧眼の日本人は三嶋たちの世代ではべつだん珍しい特徴ではない。

　一九七〇年代に相次いで起こった形質発現遺伝子の発見と遺伝子関連技術の異常進化、俗に言う〈遺伝子産業革命〉以降、出生前の遺伝子操そう作さによって子供の容姿や性格等を選択できる生殖ビジネスが一般化すると、日本人の親たちの多くが何かの強きよう迫はく観かん念ねんに取とり憑つかれたみたいにこぞって白色系の子供を欲しがったという。今では白色系がかえって月並みになって、日本古来の黒髪黒目に人気が戻ってきているくらいだ。人気というのはもちろんその外見を実際に授かることになる本人ではなくて親の嗜し好こうなわけだが──まあ新生児の名前の傾向に流は行やり廃すたりがあるのと同じようなものだと、三嶋はその程度に思っている。

　もっとも、子供につけた名前が気に入らないからといって誰だれかを訴えることはできないだろうが、子供の容姿が希望どおりではなかったからと生殖クリニック相手に訴訟を起こす親は実際にいる。

「あーもう、自分で焼くからいい。貸せ」

　苛いら立だち半分に吐き捨てて、三嶋の隣となりに座るもう一人の友人がススキの手から箸はしとコテを奪い取った。「あ。らっきぃ」「殴るぞ」メタリックなシルバーグリーンの鱗うろこを帯びた長い腕がアルミボウルのタネの中から器用に肉だけ拾って鉄板に並べる。じゅうじゅうと香こうばしい音と匂におい、白い蒸気がカウンター周辺を包み、普ふ段だんなら食欲をそそられるところだが、体たい調ちよう不良のせいで三嶋はなんだか食う前から胸焼けがしてきた。ちなみにカウンター席の客にだけ店員が目の前で焼いてくれるという暗あん黙もくのシステムになっていて、自分でやる気のない三嶋はいつもカウンターに座る。

「鉄テツ郎ロウさんて手先器用ですよね。トカゲなのに」

「……お前俺おれを人類だと思ってないだろ」

　すっかり見物気分で感心して言うススキに頬ほおを引きつらせて毒づく鱗の腕の持ち主は、ススキと違って今の社会でも相当特殊な部類に入る。ランニングの両肩から腕にかけてと顔の左側半分に爬は虫ちゆう類るいトカゲ目もくの特徴を示す鱗を帯び、琥こ珀はく色いろの虹こう彩さいと縦たてに長く切れた瞳どう孔こうを持つ、異い形ぎようのトランスジェニック。……とはいえ、その鉄郎にしてもこの店にいるぶんには必ずしも浮いている存在ではない。

　むっとする蒸気と油の臭においで澱よどんだ店内に視し線せんを巡らせれば、銀やらピンクやら不自然な色の頭髪をぴんぴん立てたパンクロックっぽい格好をした連中や、映画の世界に出てくる巨人族みたいな筋骨隆々の大男、密集した体毛に頬ほおや腕まで覆おおわれた獣じゆう人にんみたいな連中の姿なんかも見える。奥のテーブルで肉をかっ込んでいた狼おおかみ人にん間げんっぽい顔の男と目があってしまい、裂けた口と鋭するどい牙きばで威い嚇かくするようににいっと笑われてぞっとして視線を逸そらした。

　スラム街の一角に軒を構えるこの店の常連客のほとんどはスラムの住人だ。一般社会から道をほんの一本間違えてスラムに立ち入ると、そこはヒトが本来持たない遺伝子を体内に取り込んだ異形の遺伝子改造中毒者や遺伝子変異者たちの溜たまり場になる。

「そっか、今日ドッグレースやってないのか」

　どうも普段より繁はん盛じようしていると思ったら。店の中をざっと眺めて呟つぶやくと、仕事を取られて手持ちぶさたになったススキが（探せばやることはいくらでもありそうに見えるが自主的に余計な仕事を引き受ける気はないらしい）煙草タバコに火をつけながら話に応じる。

「ずっと雨降ってますしね」

「ずっと雨だったっけ」研究室に引きこもっていたので天気なんかに注意していなかった。

「梅つ雨ゆですよ、今。もうちょっと世の中のカレンダーを気にしてください。実じつ験けんの手伝いって何やってたんです？」

「ああ……別に、ちょっとしたこと」

　適当にごまかして、昨夜ゆうべ緑りよく斑はんが浮いていた首の後ろに右手を触れる。結局今日は池田に連絡していない。起きたら緑斑は消えていたし微び熱ねつも下がったみたいだし、何よりごたごたしていて忘れていたというのが本当のところだ。だいたいあの少女に携帯を持っていかれたので池田の電話番号がわからない。

「人の手伝いしてるくらいなら自分の勉強するために行けよ」

「試し験けんあと一つだし、もう夏休みみたいなもんだよ」

「……」

　ゆるんだ発言をすると鉄製のコテを手にした鉄郎に横目で睨にらまれて、三嶋は首に手をやったままその首を軽くすくめた。

「後期は行くよー……」

　鉄郎の心境はわかるので不ふ真ま面じ目め学生の三嶋はどうにもきまりが悪い。たいした考えもなく適当に大学に在ざい籍せきしているだけの三嶋に対して、スラム育ちで義務教育すらまともに受けていない鉄郎はもっと勉強したくても何かと難むずかしい事情がある。それに一般社会には異い形ぎようトランスジェニックに対する明めい確かくな差別が存在している。

　視し線せんを逃がしてごまかしがてらビールをすすったとき、

「あっ、三嶋だあ！」

　はずんだ声に名前を呼ばれて、振り返った瞬しゆん間かん離はなれ気味のぎょろ目のカエルっぽい顔がいきなり目の前に飛び込んできた。避ける間もなく背後から抱きつかれ、

「来てたんだ、ひさしぶりぃ。ねえ、おごってえー」

「ちょっと、苦し……」

　抱ほう擁ようを通り越してネックロックをかけられ息を詰まらせたところを、「やかましい」横から伸びてきた鉄郎の足がまるで遠えん慮りよのない力加減でカエル顔を蹴けりとばし、文字どおり潰つぶれた蛙かえるみたいな声をあげてカエル顔が床に突っ伏した。少しくらいはカエルに同情しつつ三嶋は呼吸を取り戻してふうと息をつく。

「イター……」

　たいしたダメージはなかったようで、鼻を押さえてぶつくさ言いながらカエルがひょこっと起きあがった。鉄郎の長身を恨みがましく睨みあげ、「なんだ、テッちゃんもいたの。でかいから壁かべかと思った」「目線に入らなくてつい踏んじまった。悪わるいな」露ろ骨こつに喧けん嘩かを売った台詞せりふを鉄郎も真っ向から受けとめて、剣けん呑のんな顔で睨みあう二人。

「やめろって、メッキ」

　たしなめる声とともにカエルの襟えり首くびを掴つかむ手があった。カエルがぎょろ目をさらに丸くして振り仰いだ先、鉄郎よりは小柄だが鉄郎とよく似た琥こ珀はくの瞳ひとみと鱗うろこの皮ひ膚ふを持つ爬は虫ちゆう類るい顔がカエルの背後に立っていた。カエルの襟首を吊つり下げたまま、鱗の頬ほおで気さくに笑って、

「やあ、テッちゃん。三嶋もだいぶ久しぶりだなあ」

「久しぶり、セイドウ」

　三嶋も会釈で応じ、鉄郎もカエルの相手をあっさりやめて「よう」と挨あい拶さつを返す。

「景気どうだい、テッちゃん。仕事はうまくいってる？」

「ああ。まあまあ」

「そりゃよかった」

「ちょっとセイドウ！　裏切り者と何普通に会話してんのよう！」カエルの甲かん高だかい声が割り込んで、せっかくなごんだ空気はあっという間に粉砕された。「あー、じゃあまたあとで」「放してようっ、みしまぁー」じたばた暴あばれるカエルをセイドウが持てあまし気味に店の奥へと引っ張っていく。「そこのバイト、豚ぶた玉たまひとつ！　あと卵！」襟えり首くびを引きずられながらカエルが最後に注文を喚わめいていった。

　ちんどん屋か何かが通り過ぎたあとみたいに急に白しら々じらしいくらいに静かになり、三嶋は喉のどをさすりながら溜ため息をついた。カウンターの向こうで一服していたススキが迷惑そうに自分を指差して、

「そこのバイトって、オレ？」バイトの自覚ないのかこいつは。

「伝票俺おれにつけていいよ」

「りょーかい」

　くわえ煙草タバコのままやれやれと卵を取りにいくススキを三嶋のほうがやれやれという気分で見送って、ふと気がつくと鉄郎が横目でこっちを睨にらんでいた。

「そうやってお前が甘やかすからあの両生類がつけあがるんだ」

「ごめん……」

　首をすくめて謝あやまると、鉄郎はもう何を言う気もないというように渋じゆう面めんでカウンター席に腰を落ち着けなおして豚玉の焼け具合を確たしかめはじめた。

（怒らせた……）

　天てん井じようを仰いでもう一度こっそり溜め息をつきながら、無む意い識しきにまた右手を首の後ろにやって引ひっ掻かいている。──襟えりの裏側、自分からは死角になる場所にかすかに異常が残っていることに気がつくのは、もう何日かあとの話になる。







　ホールの奥を占める大きなテーブルの一帯がこの店の常連客たちの溜まり場だった。お好み焼きの油の臭においと家畜臭さと錆さび臭くささが充満する澱よどんだ、しかし賑にぎわいだ空気の中で、筋骨逞たくましい獣けもの顔がおやら金属化遺伝子を取り込んだ針金頭やらが談だん笑しようしながらジョッキを呷あおっている。さながら冒険の仲間を捜している傭よう兵へいたちの酒場みたいな風景だが、ここの連中は一緒に冒険に出かけて龍りゆうと戦ったり世界を救ったりする勇者の卵を待っているわけではなく単に毎日ビールを飲んでお好み焼きを食ってドッグレースをやっているだけである。現実というのはこんなものなのだとメッキは思う。

　セイドウに引きずられてテーブル席の角っこについてからも、何かが気になってメッキはちらちらとカウンターを振り返っていた。カウンター席で豚ぶた玉たまをつついている三嶋の斜め後ろ姿にぎょろ目を送って首をひねるが、何が引っかかったのかわからない。そのうちに鉄郎が視し線せんに気がついて琥こ珀はくの瞳ひとみで睨にらんできたのでメッキは長い舌を出してやった。

「お前はなんでそうテッちゃんに対して反抗的なんだ？」

「裏切り者だからに決まってるじゃん」

　セイドウの問いに、カウンターからつんと視線をはずしてメッキは答える。

　鉄郎はメッキやセイドウと同じ出身で、スラムでずっと一緒に育ってきて、でも今では鉄郎だけがスラムを出ていってまっとうな社会でまっとうな仕事に就いている。そんなだからメッキは鉄郎が大嫌いなのだった。

「それをいうなら三嶋だってテッちゃん側の人間だろ」

「三嶋はお金あるから好き」

「現金だなあ」

　胸を反らして断言すると、蒸気が立ちのぼる鉄板の向こうでヤモリ顔のセイドウがのんびりと呆あきれた。

　三嶋は見た感じ自分たちみたいなスラムの住人とはなんの関かかわりもなさそうな、ごく普通の外見の青年だった。もっともその意味ではこの店の客の中では逆に目立つと言えないこともない。何かしら特殊な遺伝子が発現しているわけでも、特別背が高いわけでも体格がいいわけでもない。髪の色も今どき地味すぎるくらいの暗めの灰褐色アツシユブラウン。そんな三嶋は何を隠そう、去年ドッグレースで六連続万馬券が出る大番狂わせが起こったときにただ一人その六レースをすべて当てていたという奇跡の戦せん績せきを持っているのだ。スラムの人間じゃないのに三嶋は今でもスラムの一部の連中のあいだでは伝説の有名人だ。

　ぎょろ目を巡らせてまたこっそりカウンター席を窺うかがっているうちに、さっき何が気になったのかやっと思いだした。

　抱きついたとき、シャツの襟えりの裏側、髪に隠れた首筋に緑色っぽい斑はん点てんが浮いているのが見えたのだ。鉄郎の腕や頬ほおにあるシルバーグリーンの鱗うろことも違う、メッキの脚や背中にある蛙かえる色いろのまだら模様の皮ひ膚ふとも違う、小さい黴かびみたいなの。あれって……。

　そこまで気がついたところで、けれどそれに関するメッキの思考は綺き麗れいさっぱり掻かき消された。

「はい、豚玉と卵」

　やる気のなさげな声と態度でテーブルの上に豚玉のアルミボウルとプラスチックの小鉢が置かれ、メッキはカウンターから興きよう味みを引き戻して待ってましたと歓声をあげた。くわえ煙草タバコで注文を運んできた金髪の不良店員が（飲食店の店員がくわえ煙草で仕事をしているのもどうかと思うが、それ以前にどう見てもこの店員は法律的に喫煙が許可されている歳としではない）カウンターに目配せをして、

「おごりだって」

「えっ、ほんと？　悪いなあ、そんなつもりじゃなかったのに」

　とかなんとか言いながらもすかさず両手で小鉢を引ひっ掴つかむメッキに「嘘うそつけ」とセイドウが半眼で突っ込んでくる。

　世の中に誤解しないで欲しいと常々思うのだが、メッキは蛙かえるの遺伝子を持っているからといって虫が好物というわけではない。肉も好きだし甘いお菓子も好きだし、そしてコレ、何はなくともコレ！　大きな両目をうっとりと潤うるませて小鉢の中を覗のぞき込む。黄金色の丸いぷるぷるが透明なつるつるの膜に包まれてきらきらと誇らしげな光を放っている（ようにメッキには見える）。

　それでは遠えん慮りよなく。

「いっただきまあー」

　あ、の口のままつるんとひと呑のみ。金髪でスモーカーで態度が悪い店員が素直に気味悪そうに言った。

「げ。呑んだ」
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　ハンダ通り四丁目の交差点の角、ガードレール沿いにバンを停とめてもらって、三嶋は助手席から飛び降りた。日付が変わって少したった時間だがハンダ通りの往来はまだ多く、後続車しや輌りようのヘッドライトが迷惑そうにバンを避けて追い抜いていく。雨は傘が必要ないくらいのぱらぱらした小粒になっていた。

　サイドドアに〝イナホ酒店〟というシンプルなロゴがペイントされた、よくある白い箱形のバン。助手席の窓越しに運転席のドライバーに礼を言う。

「わざわざサンキュ、テツ。明日も配達だろ」

「ああ。お前明日どうする？」

「うーん、概がい論ろんの試し験けんは来週だし……雨降ってなかったら携帯買い換えにいって、あと」

　少し考えて、

「家に寄ろうかな、と。しばらく行ってないし」

「家、最近うまくやれてんのか？」

「あー。別に普通だよ」

　適当に答えると、鉄郎は納得していないような顔をしたがそれ以上は訊きかなかった。普ふ段だんは他人の事情なんかにいちいち口を出すほうではないのだが、三嶋の家の話に関してだけはこのトカゲはちょっと心配性になる。

　夜の往来の中へと消えていくバンのテールランプを見送り、ガードレールをまたいで歩道に入る。交差点の角に建つ鉄筋コンクリート七階建て──階数に比べて敷しき地ち面めん積せきが狭いので妙にひょろ長く見える灰色の雑居ビルに三嶋の住すみ処かはある。半分くらいは住居としてよりも小規模な店てん舗ぽや事務所として使われていて、入り口付近に無む節せつ操そうに立てられた看板や集合ポストの表札はいわゆるいかがわしい類たぐいの業界のものが多い。『有名タレントのＤＮＡ各種取り扱い／十二時間以内にお届け／秘密厳げん守しゆ』とかいうのはなんだかもう胡う散さんくささを通り越してすがすがしい。

　足もとに散らばった投げ込みチラシを踏んでエントランスを抜け、エレベーターの前は素通りして、ごみごみと荷物が置かれた（こういうのは消防法に触れているのではないか）狭くて急な階段へ。七階建てのこのビルには一応エレベーターが設置されているものの、たいていの日は壊こわれていて単なるエントランスの飾り物と化している。ときどきメンテナンス会社の人間が来て修理しているようではあるが、そうであるのが自然な状態であるかのように気がついたらまた壊れているのだ。

　四階に着いたときには軽く息が切れていた。自分の部屋の前でひと呼吸休きゆう憩けいしてから、ジーンズのポケットに手を突っ込んで鍵かぎを出す。いつもの鍵にはわりと気に入っているスニーカーメーカーのロゴのキーホルダーがぶら下がっているのだが、今持っている鍵は単に鍵だけで何もついていない。ひったくっていかれたパーカーのポケットに鍵が入れっぱなしだったことに気がついたのは出かける直前、まさしくドアを閉めて鍵をかけようとしたときで、部屋に戻って賃貸契約書類やら何やらが放り込んである引きだしからスペアキーを発掘するはめになった。

　こういう場合鍵を換えないといけないような気がするが、大家に連絡したら何かうるさく言われそうだしとりあえずスペアキーでしのいで……。

（そっか、家の鍵もないんだ）

　部屋の鍵はいいとして、実家の鍵もキーホルダーに一緒についていたのを思いだした。まあ母親か佐サ枝エさんか、誰だれかがあけてくれるだろうから支障はないが、インターホンを押さないといけないのかとかいうそんな理由で明日帰ろうかなという予定がすごく億おつ劫くうになってくる。

（明日はやめるかな。別に用もないし……でもそろそろあっちから電話きそうだしな……）

　気乗りしないことをうだうだと考えながらドアをあけた途と端たん、一いつ瞬しゆん部屋を間違えたのかと思うような違和感に囚とらわれた。

　違和感の正体はすぐにわかった。ほんのりとした湿気と石せつ鹸けんの匂におい──バスルームを使ったあとに残る独特の空気が廊下に漂っている。「……？」首をかしげつつ手探りで廊下の電気のスイッチを入れたが、途端ばちっという音がしただけで何も変わらなかった。

「あ」

　切れた。予備あったっけ。

　ぽかんとした顔で天てん井じようの裸電球を見あげて、あらためて足もとに視し線せんを落とすと、暗くておぼろげながら見覚えのあるスニーカーが玄関に脱ぎ捨ててあった。見覚えがあるのは当然で普ふ段だん履はいている自分のスニーカーだ。気に入っていたのだがもう捨てたことにして諦あきらめて、今日は履き潰つぶして靴箱に放り込んであった古いやつを履いて出た。

（うー……ん）

　胸中でなんというか弱り果てた唸うなり声が漏もれた。納得したくないながらもここにこの靴がある理由は一つしか思いあたらない。こっそり返しに来てくれたなんていう殊勝な行動の結果ならいいが、どう見ても靴の先が部屋の中を向いて脱ぎ捨てられている。おまけにあきらかに風ふ呂ろあがりのこの匂におい。

　廊下の先に視線を向けたまま壁かべに手をついて靴を脱ぐ。廊下の左右に振り分けられた簡かん易いキッチンとバスルームのドアの輪りん郭かくはわかるが、その向こうの部屋の様よう子すまでは見通せない。外から届く交差点の騒そう音おんで基本的に無音になることがない部屋なので物音に気を遣う意味もないのだが、それでもなんとなく気け配はいを殺して部屋の奥を覗のぞく。

　ブラインドの隙すき間まから交差点の薄うす灯あかりが射さし込んで、青みがかった暗い影かげを床に落としている。三畳半と五畳半という中途半端な間取りで仕切られているが、壁を取っ払ってあるので実質九畳のワンルーム。五畳半のほうに今どき十七インチしかないブラウン管のテレビと、殺風景な部屋の雰囲気からそれだけ妙に浮いている貰もらい物のアンティーク・ソファ。右奥の三畳半のほうはシングルベッドでほとんど占領されている。

　そのベッドの上で、男物のＴシャツ一枚に素足という格好の少女が丸くなって気持ちよさそうに眠り込んでいた。

　どっちかというと自分自身に呆あきれ返ってちくちくと頭痛がしてきた。

　それはまあ、鍵かぎを盗とられて家も知られているのに不用心に放置しておいた自分のせいなんだろう。鉄郎の言葉どおりどうせ隙すきだらけですとも悪かったな。

　足音を潜ひそめるのも馬ば鹿か馬ば鹿かしくなって（そもそも自分の部屋なんだからそんな必要なんてなかったのだが）普通にベッドに近づいていき、どうしようかと少し考えたあと、

「おい」

　ベッドの角を蹴けとばすと、少女がぱっと目をあけた。

「……？」

　しかしまだ半分寝ね呆ぼけた様子で丸まったまま周囲に視線をさまよわせ、ベッドサイドで見おろしている三嶋と目があったところで、「あっ」いきなり跳ね起きてばたばたと四つ足でベッドの端まで移動して壁に張りついた。胸の前で枕まくらを掻かき抱いて上目遣いに睨にらまれたらまるでこっちが何かしようとしてるみたいじゃないか。

「どっちが不法侵入かわかってるよな」

「私」

　壁かべに張りついて縮ちぢこまったまま、しかし言い訳する気はまるでないらしく澱よどみのない声で答える少女。自分がやっていることの自覚はあるようだ。……勘弁してくれ。

「やっぱり行くところないから、今日も泊めて」

「あのさ、見ればわかると思うけど念のため言っとくけどここは一応それなりに健全な独り暮らしの十九歳男子の部屋なわけなんですけど俺おれが言ってる意味わかる？」なんだ俺この変な言葉遣い。

　少女は今度は答えずに、牽けん制せいするようにこっちに視し線せんを突き刺したまま片手で布団の中を探って、夕方三嶋に突きつけたのと同じカッターナイフを掴つかみだした。どうも見覚えがあると思ったらそのカッターは何かの荷物の封を切るのに使ってそのへんにほっぽりだしておいたこの部屋の備品で、彼女が勝手に着ているだいぶサイズのあわないＴシャツももちろん三嶋の私物だ。

　押しだしたカッターの刃を、少女はこっちに向けるのではなく、両手でしっかり持って彼女自身の首に押しあてた。

「わっ、何す──」

「来ないで」

　制止の声に三嶋は踏みだしかけた足をとめた。

「あっちまで下がって。何か変なことしようとしたら、私ここで死ぬから」

「はあ？　あのなあっ」

　さすがにむかっとして声が荒くなる。御ぎよしやすいと判定されたのかなんだか知らないが完全に舐なめられているような。「やれるもんならやってみろよ。あんたが死んだって俺はまったく困らないしむしろ助か」売り言葉に買い言葉で言いかけた瞬しゆん間かん少女がためらいなく刃を手前に引いたので「あーっ」つい大声をあげて遮ると、少女がぴたっと手をとめた。

　長い髪が数本はらりと少女の膝ひざに舞まい落ち、一秒遅れて首筋に細い血の筋が浮いてくる。少女は意に介したふうもなく据わった目でカッターを握りしめている。

（な……）

　逆に三嶋のほうが血の気の引いた顔で、さっき踏みだした足を無む意い識しきに引いた。なんなんだこの危ない女の子は。

「……わかった、わかったから」

　結局こっちが折れた。

「何もしないから、ていうかする気もないから、とりあえずそれ降ろせ」

「泊めてくれる？」

　声に出して承しよう諾だくしたくなかったので渋々首だけを縦たてに降ろす。少女はまだしばらく表情を変えずにこっちを睨にらみ据えていたが、やがて親指で刃をしまってカッターを降ろした。しかしいつでも刃を出せるようにしっかり握りしめている。

　少女を刺し激げきしないように三嶋はゆっくり後ずさり、もともと三畳半間と五畳半間を仕切っていた壁かべがあった名な残ごりの敷しき居いを踵かかとで踏んで、五畳半間のソファの前まで下がった。膝ひざの裏に触れたソファに腰を落とし、膝の力が抜けると一緒に肩の力も抜けた。うなだれて投げやり気味に首の後ろを掻かきながら訊たずねる。

「家出でもしてきたの、行くとこないって」

「違うけど、少しそう」なんだそれは。

「帰ったほうがいいよ、なんだか知らないけど。親心配してるだろ」

「駄だ目めなの。私、帰ったら手術するから」

「手術って……何か病気？」

　昨夜ゆうべ地下鉄でぶつかったとき具合が悪そうだったのを思いだし、少しだが気遣わしげな声になって訊きき返す。ところが少女は平然とした顔で首を振り、

「ううん。私じゃないの」

「……？　誰だれが手術するって？」

「私」

　会話になっていない気がする。お手あげという気分になってきて次の質問を考えあぐねていると少女はもうその話題を続ける気はないようで、ソファの前の床に置いてある十七インチテレビに目配せをして顎あごをしゃくった。

「ねえ、テレビつけて。今何かニュースやってる？」

「ニュース？」

　普ふ段だんニュースなんて見ないのでよく知らないが、今たぶん二十五時頃ごろだから……ローカルの１３チャンネルなら深夜のニュース番組をやっている時間かもしれない。そのあとが確たしかトランスジェニック芸人のコント番組みたいので。

　なんで顎で使われてるんだろうとうんざりしながらソファから腰を浮かせた途と端たん少女がびくっと身を強こわ張ばらせた。カッターの刃をまた少し押しだすのを見て三嶋は慌てていったん動きをとめ、

「リモコンないんだ。どっかいっちゃって」

　硬い表情で少女が頷うなずいて刃をしまったのでほっとして、ソファから降りて四つん這ばいの格好でテレビの電源に手を伸ばした。チャンネルを１３にあわせて少し下がる。見たことがあるニュースキャスターが画面に現れたことを確かく認にんし、テレビの端を軽く蹴けってベッドからも見えるように角度を変える。

「これでいい？」

　訊いたときには、少女はベッドから身を乗りだしてテレビに見入っていた。返事はなかったがこれで文句はないようだ。

　ちょうど一日の主な出来事のヘッドライン的なコーナーで、画面下部を短い間隔でテロップが流れていく。次々に移り変わるテロップを何やら熱ねつ心しんに目で追っている少女の顔がブラウン管の光を受けてちかちかと瞬またたいて見える。事故とか殺人とかトランスジェニック反対派のデモ行進とか、ニュースキャスターが無感情に読みあげる世の中の事柄は三嶋にはあまり興きよう味みがないのでただの平板な音声として鼓膜を素通りしていく。しばらくそのまま少女の様よう子すを眺めていたが、五分くらいたっても少女が微動だにしないので暇になってきた。

　無造作に立ちあがると少女が即座に顔色を変えて視し線せんを跳ねあげたので、

「あ、トイレ」

　焦って言ってから、

「あと洗せん濯たく機きまわしてきたいんだけど。濡ぬれたもの入れっぱなしで」

　見定めるように少女がこっちの顔を凝ぎよう視ししている一いつ時ときのあいだ、三嶋は居い心地ごこち悪くその場に突っ立って反応を待つ。一応信じてくれたのかやがて少女は慎重に頷うなずいた。それからふと思いだしたように着ているＴシャツに視線を落とし、

「服、勝手に借りた。それとお風ふ呂ろも。ありがとう」

「……どういたしまして」

　どうにも態度が定まらずなんというかもう行き場のない気分で三嶋は部屋を出た。







　バスルームのドアを入ってすぐは洗面所と脱衣所と洗濯機置き場を兼ねたスペースになっていて、奥にトイレ、さらにその奥にある磨すりガラスの折りたたみドアの向こうにシャワーがある。三畳半と五畳半という微妙におかしな間取りのこの物件はバスルームの構造も微妙におかしい。

　バスルームの電球も突然切れたりしてと心配したがそんなことはなく、オレンジがかった鈍にぶい電球の下で洗濯機のスイッチを入れる。洗濯機の前の床に夕方奪われた自分のパーカーとスリップドレスが脱ぎ捨てられているのに気がついて、「あーもう」腰をかがめて拾いあげるとスリップドレスの隙すき間まから白い下着が落ちた。

「……」

　しばらく固まったあと、見ないようにして下着もスリップドレスもパーカーも全部まとめて洗濯機に放り込んで粉末洗剤を八つ当たり気味にぶち込んで蓋ふたを閉めた。

（……今日かわいそうだよな、俺おれ）

　洗面台の鏡かがみに映る自分に向かって同情する。鉄郎に相そう談だんしたいところだが携帯は少女に奪われたままだし、というかほんの数時間前にその少女の話をした手前こんなことで電話するのも格好が悪い。凶器を持っているとはいえ所しよ詮せん女の子だし、寝ているときにでもカッターを取りあげさえすれば、あとはもう適当に放りだして……「痒かゆー……」思案を巡らせながらシャツの襟えりに手を突っ込んで首の後ろを掻かいている。

（なんか腹立ったら、腹減った……）

　普ふ段だんあまり使わない感情をまとめて使ったので余計な精神力を消耗した気がする。いまいち肉が食道を通らなくて豚ぶた玉たまは四分の一しか食わなかったし、考えてみると最後にいつまともな飯を食ったのか覚えていない。

　バスルームを出て廊下から部屋のほうを見ると、薄うす闇やみが落ちた部屋の壁かべにテレビの光が薄く反射している。たぶん少女はまだニュースを見ているのだろう。バスルームの戸口から漏もれる灯あかりを頼りにキッチンの収納庫を漁あさってカップ麺めんを発見した。

（……こんなことしてる場合なのか？）

　自分に首をかしげつつ、なんとかヌードルとかいう縦たて型がたのカップにお湯を注いで割わり箸ばしを口にくわえて部屋に戻ってきて、心持ちぎょっとして戸口で足をとめた。

　少女がベッドから降りてきてテレビの前の床に座り込んでいた。見たかったニュースは終わったらしく、興きよう味み深ぶかそうに他ほかのチャンネルをザッピングしている。深夜帯の番組といえば売れていないコメディアンのバラエティとか深夜アニメとかポルノ映画とか、そんなのしかやっていないと思うが何がそんなに面おも白しろいんだ。

　薄うすい灰色の瞳ひとみを鬼気迫るくらいに見開いてブラウン管に見入っている少女に声をかけるのもためらわれて、三嶋はテレビから少し離はなれた床に膝ひざを折ってしゃがみ、あまり誉ほめられたものではない姿勢でカップ麺をすすりはじめた。ここからだと角度的にテレビの映像は見えないが、ぷつぷつと途と切ぎれがちに聞こえる音声はポルノ映画の喘あえぎ声のようでなんだかなあと思う。

　それからしばらく、ほとんど惰だ性せいで麺をすすり、半分ほど減らしたところでふと視し線せんに気がついて顔をあげると、少女がテレビの前で膝を抱えてこっちを見ていた。勝手に夜食なんか食べはじめたのはやはりまずかったかと怯ひるんだが、どうやら視線の先にあるのは三嶋の顔ではなくて左手に持ったカップ麺のほうだ。試しに左手を水平移動してみたら少女の視線も同じように移動した。

　もしかして腹が減ってるとか……もしかしなくても財布を持っているようには見えないから、三嶋が知っている限りでも少なくとも昨夜ゆうべから丸一日は何も食べていないことになる。

「まだあるけど……食う？」

「それでいい。それ」

　キッチンに目配せして訊きいてみると、三嶋の左手（の先にあるスチレン樹じゆ脂しのカップ）に視線を固定したまま少女が要求してくる。食いかけを欲しがらなくてもと思ったが、一拍おいて理由に思いあたる。

「別に、毒とか入れたりしないって」

　睡眠薬でもあればよかったと今気がついたが残念ながらそんな用意はない。しかし少女はまさかその手のものを盛られた経けい験けんでもあるのか強こわ張ばった表情をゆるめない。

「そこに置いて」

　命令口く調ちようで言われて、三嶋は仕方なく食べかけの麺めんの中に割わり箸ばしを突っ込んでカップを床に置いた。床に手をついて四よつん這ばいで少女のほうにカップを押しやり、少し下がって距きよ離りを取ったところでまた膝ひざを折って座る。それを確かく認にんして、少女が警けい戒かいしながら同じように四つん這いで手を伸ばし、カップに指が触れた途と端たんひったくるように手もとに引き寄せた。

　テレビの前に戻って麺をすすりはじめた少女の格好に、これが普通の出会い方をした女の子だったら今ごろ俺おれ幻滅してるだろうなあと三嶋は内心で吐息した。左手にカッターナイフ、右手に箸を握ったら（しかも箸の持ち方がどこかおかしい）カップを持つ手が足りないので、床にカップを置いたまま這いつくばるような格好で麺をかっ込んでいる。長い髪がひと房一緒に口に入っているのは気になっていないらしい。ブラウン管の青白い光だけが断続的に瞬またたく仄ほの暗ぐらい部屋の中というのもあり、なんというか非常に猟奇的な光景だ。

「……もうちょっと楽な食い方したら？」

　姿勢については人のことは言えないがそれはかなり食いづらいだろう。見かねて言ってみたが、少女は麺を口に詰め込んだままうるさそうにこっちを一いち瞥べつしただけだった。

　一心不乱にカップ麺を貪むさぼる少女を、三嶋はしゃがんだ膝に頬ほお杖づえをついてしばらく眺めていたが、諦あきらめ半分の溜ため息をついて視し線せんをはずした。ずるずると麺をすする音の裏側で聞こえているのはポルノ映画の音声だったりする。

（何やってんだ、俺……）

　ブラインドに反射するテレビの光に何気なく視線を流して自分にうんざりする。身に覚えのない赤ん坊を押しつけられるのとはちょっと違うが、なんだかこれも微妙に似たような展開じゃないだろうか。赤ん坊を抱いた女が押しかけてきても断れない気が本気でしてくる。

　とはいえ、

（明日……帰らなくていいよな）

　歓迎したい状況ではまるでないものの、とりあえず明日家に帰る予定をキャンセルする完かん璧ぺきな口実が自分の中でできたことに、なんとなくほっとしていた。




　三嶋行祐の六月最後の日はこんなふうに終了し、そしてその年の夏がはじまる。
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　ねえ、最近気になってるの。この子少し変じゃない？

　母親が父親にそんなことを言うようになったのは、セイタ少年が五つか六つの頃ころだった。

　どこが変なんだい、という父親の問いに母親は答える。隣となりの子と比べて言葉が拙つたないわ。英語だってね、隣の子はもう一年生のコースまでやってるのに、この子は三歳児の単語カードもまだ覚えてないの。私隣の奥さんに恥ずかしかったわ。それにこの子、あまり笑わないし、あまり泣かないし、あまり怒らない気がする。

　そんなに心配しなくても、これから成長していくさ。確たしかに少し鈍にぶいところがある子だけど、情じよう緒ちよ障しよう害がいってほどじゃないよ。父親がそうなだめても母親は納得しない。遺伝子サンプルのカタログには利発で明るい子になりますって書いてあったじゃない。写真の子たちだってそりゃあもう天使みたいに愛らしく笑ってたのよ。この子一度だって私にあんな笑え顔がお見せたことないわ。私のこと嫌いなのかしら。

　被害妄想だろうそれは……嫌いだなんてことないさ。

　無責任なこと言って、あなたは会社会社でこの子のことなんて見てないじゃない。私がどれだけ苦労して子育てしてるか知りもしないくせに。

　次第に甲かん高だかくなる母親の声に父親は辟へき易えきした顔をして、ちょっと煙草タバコ、とバルコニーに出ていってしまう。そうしてその話が何日か宙ぶらりんのまま放っておかれたあと、母親はさらに言いはじめる。

　ねえ、隣の子のきらきらしたブロンドを見た？　この子の金髪って少し地味だし、よく見ると目だって茶ちや色いろ味みが強くて、嫌いやだわ、これじゃまるで苔こけ色いろじゃない。私明るいライトグリーンを注文したはずなのに！

　たぶんわざとやったわけではなくて、母親は目の前の子供を突きとばしてしまってから自分自身に驚おどろいた顔をする。もっとも驚いたのはこっちのほうで、尻しりもちをついたままセイタ少年がきょとんとして見あげると、母親は投げやり気味に、ほらねやっぱり泣かないわ、と言うのだった。

　それから母親は諦あきらめたように子供の勉強の面めん倒どうをみなくなり、そして子供とあまり目をあわせなくなる。けれどそのかわり休日になると父親がゲームセンターやファミリーレストランに連れていってくれるようになったので、セイタ少年にとってはむしろ嬉うれしかった。

　セイタ、喫煙席でいいか？

　家の中は禁煙だったのでほっとしたようにファミリーレストランの喫煙席で一服する父親の大きな手と仕し草ぐさをよく覚えている。白地に青とオレンジの二に重じゆう線せんが入ったパッケージから同じ模様の煙草を一本くわえて、蛍けい光こう色しよくの使い捨てライターで火をつける──当時のセイタ少年の目には、それはなんだかとても格好いい大人おとなの仕草に映っていた。

　今にして思えば別に何も格好よくなかったうえに健康に多大な害を及ぼすうえに周囲に迷惑がられる公害でしかなかったりしたのだが。







「暑ー……」

　その日、七月三日金きん曜よう日び。梅つ雨ゆの存在などすっかり忘れたように七月に入った途と端たん快晴続きで夏らしくなった。Ｔシャツの襟えりを煽あおって風を入れても蒸むした熱ねつ気きが肌にへばりつくだけでたいして効果がない。Ｔシャツにハーフパンツというだらけた格好でビール瓶のケースに腰かけて、ススキセイタはつま先に引っかけたスポーツサンダルをぶらぶらさせたり蹴けりあげたりしていた。

　ハンダ通り一丁目のビル群の隙すき間まにかなり場違いな感じで佇たたずむ昔ながらの木造建築、イナホ酒店の店先。繁はん盛じようしているようにはとても見えないが、店主のイナホ婆さんの古くからの人脈で配達中心にけっこう取引先があるらしい。

「イナホ酒店、うちわとか作ってないんですか？」

「あるけどお前にはやらない」

　店のロゴがペイントされたバンと店先とを行き来してビールや一いつ升しよう瓶びんのケースを積つみ込みながら、ランニング姿の長身の男が即座にきっぱり答える。メタリックな質感の鱗うろこを帯びた片かた頬ほおと両腕、瞳どう孔こうが縦たてに切れた琥こ珀はくの瞳ひとみはどう見ても堅かた気ぎではない外見だが、本人が言うには「お前や三ミ嶋シマに比べたら俺おれは社会人として百倍まっとう」なんだそうだ。それについてはススキはちょっと反はん論ろんしたい。確たしかに三嶋は学生の分際で毎日ふらふらしているが、ススキはバイト先のお好み焼き屋で一日十二時間くらいこき使われているのだ。勤務態度はともかくとして。

「休みだって四週間ぶりですよ。労働基準法に完かん璧ぺき触れてますよ」

「未成年が煙草タバコふかしながら言っても説得力ねえよ」

「鉄テツ郎ロウさんってオレのこと嫌いでしょう」

　なんでこうことごとく反応が冷たいんだろうこの人は。トカゲは変温動物だからかとススキは不満顔でくわえ煙草の口をとがらせた。白地に青とオレンジの二に重じゆう螺ら旋せん状のラインが入った〈ワトソン＆クリック〉という銘めい柄がらで、なんでも有名な科学者の名前が由来らしいが銘柄自体はマイナーな煙草だ。

「休みの日にわざわざ愚ぐ痴ちを言いに来たのか？」

　つっけんどんに言いながら、鱗の両腕が一升瓶が詰まった木枠の箱を軽々と持ちあげてバンの荷台に積み込む。この暑いのによく働くなあと見ているだけのススキのほうがぐったりしてくる。

「ついでに寄っただけですよ。三嶋さんとこ行こうと思って」携帯電話のフリップを片手で無意味に開閉しながら、「と、思ったんだけど新しい携帯の番号まだ聞いてなかったから連絡つかない」

「番号ごと変えたのか、三嶋」

「変えるって言ってましたよ。でもあれ以来店に来てないし、また音信不通っぽいです。ＧＢＯＸもらう約束してるのに」

「ビンゴ大会の？」

「です。なんでゲームやらない人にああいうのが当たるかな」

　ビンゴ大会というのはこの春にハンダ通りの商店会主催で行われた花見のイベントの一いつ環かんで、一等の景品のゲーム機き＆ソフト三本セットをさらっていったのがゲームなんてやらないくせにこういうとき妙に当たりの引きが強い三嶋だった。

　三嶋という人は一見いたって普通なのだが、つきあってみるとその印象が音を立てて崩れ落ちる。抜けているというか世間離ばなれしているというか、物事に対する関心とか欲とかが今ひとつ欠落していて、そのくせ何気なく天才肌なところがあったりと、とにかくいろいろとアンバランスな人なのだ。

　部屋にいるかもしれないし、電話しないで直接行ってみるか……「れ？」駄だ目めもとのつもりでメモリに登とう録ろくされている三嶋の携帯番号に発信してみて、思わず声をあげてしまった。現在使われておりませんとかのメッセージが流れるかと思っていたら意外にも呼びだし中の表示が出た。

「まだとめてなかったんだ」

　結局機種変更だけしたのか、あるいは三嶋のことだから手続きを忘れているのか。首をかしげて電話を耳にあてると、五回ほど呼びだし音が続いたあと通話が繋つながった。先に相手の声が聞こえるのを待ってみたが、すぐには応答がない。しかし背景でかすかに聞こえている交差点の騒そう音おんはたぶん四丁目の三嶋のアパートだ。

「三嶋さん？」

　こっちから声をかけると、少しの間をおいて向こうから応答があった。

『誰だれ？』

　三嶋の声ではない。

　リアクションが浮かばずにススキは絶句してから、「……えっと」何を言おうとしたのかよくわからないが言いかけた途と端たん、唐突に通話がぶち切れた。

「あ」

「どうした？」

　荷物の積つみ込みが終わったようで、荷台の跳ねあげドアを閉めて首に巻いていた手ぬぐいをはずしながら鉄郎が訊きいてくる。つーつーと平板な音を垂れ流し続けている電話機を降ろしてススキは鉄郎の長身を振り仰ぎ、白っぽい声で報告した。

「女が出ました」

「はあ？」

「たぶん女の子」

　鱗うろこの頬ほおをつたう汗を拭ぬぐって、鉄郎が何やってんだあいつはという溜ため息をついた。

「……ホントに押しに弱いな」

「行ってみます？　部屋にはいたみたいですけど」

「俺おれは配達」

　興きよう味みなさそうに言って鉄郎はさっさとバンの運転席に乗り込んでしまう。ススキが不満げに見送っていると運転席の窓をあけて顔を出し（今どき自動開閉ではなくてくるくるまわすハンドルがついているやつだ）、

「一人で行けばいいだろ」

「嫌いやですよ。女の子連れ込んでる部屋行ってどうしろってんですか、オレ一人で」

　あーあと変な声を出してビールケースから腰をあげる。片足立ちでスポーツサンダルを履はきなおしながら、脳天に照りつける日ひ射ざしと熱ねつ気きに一いつ瞬しゆん目め眩まいがした。七月がはじまったばかりだというのにすでにうんざりするような暑さ。

「帰っても暑いし、ゲーセンにでも涼みにいきます」







　ハンダ通りから環かん状じよう地下鉄でひと駅のところにマネキン通りという安っぽい通称で呼ばれているアーケード街がある。この街で唯一の四年制大学である工科大の最寄り駅であり、環状地下鉄に他ほかの路ろ線せんが交こう錯さくするターミナル駅で沿線に私立の中学や高校もあるので、通学途中の学生が多く立ち寄って夕方以降は賑にぎやかになる。ただし注意しないといけないのは、一般人は工科大の敷しき地ちより向こう側には立ち入らないほうがいいということだ。工科大のすぐ裏手はもうスラム街で、道を一本間違えただけで異い形ぎようの遺伝子改造中毒者や遺伝子変異者たちがたむろする遺伝子社会の無法エリアに足を突っ込んでしまう。

「あ。死んだ」

　スピーカーから自分のキャラクターの無念そうな断だん末まつ魔まの悲鳴。がっかり感を演出するサウンドとともに、目の前の大画面に『ＹＯＵ　ＬＯＳＥ』という派は手でな血文字が浮かびあがった。いい加減指が痛くなってきたので、ススキは三十分ほどかたかたやっていたコントローラーから手を放した。

　オーソドックスな格かく闘とうゲームというのは最近流は行やっていないようで、周囲の同系統のゲームで遊んでいるのは数人しかいない。入り口近くに設置されたいわゆる音ゲーというやつの前には私立校の制服の集団ができている。見た感じススキと同年代だろう。このへんに私服の高校はないので、金きん曜ようの夕方にあきらかに休みという感じの格好でうろついているススキは少し浮いて見えるかもしれない。ススキはそういう体てい裁さいみたいなものを気にするほうではないが、どこかの学校の指し導どう教官にでも補ほ導どうされたりしたらちょっと困る。

（そっか。やばい……）

　補導を心配するなら服装より煙草タバコが一番まずいことに今ごろ気づいて、癖くせでくわえていた煙草を手近な灰皿に突っ込んだ。

　ススキが生まれた頃ころは金髪碧へき眼がんベビーの全盛期だったので、眺めたところ入り口付近に集まっている高校生たちも金髪やら茶髪やらの白色系が多く、日本系の黒髪は見つからない。一見華やかで多様なようだが、しかし実際はほとんどがカタログ・トランスジェニック・チャイルドと呼ばれる画一的で無個性な子供たちだ。

　金髪にする遺伝子とか肌を白くする遺伝子とか性格を活発にする遺伝子とかはカタログ化されて生殖クリニックに出まわっている。親はカタログの中から希望の要素を組みあわせて注文するだけなので、流行の波というのも手伝って同じような組みあわせパターンの子供は同年代にたくさん発生してしまう。血の繋つながりもないのに兄弟みたいに似ている人間がススキにも日本全国に五千人くらいいるかもしれない。

（帰ろっかなあ）

　午後四時半過ぎ。人も増えてきたし、冷房が効いたゲームセンターにずっと薄うす着ぎでいたので寒くなってきた。

　サンダル履ばぎでぱこぱこ歩き、音楽ゲームに夢中になっている制服の集団の背後を抜けて出口に向かう。ガラス扉をあけた途と端たん湿気と熱ねつ気きが顔に吹きつけていきなりぐったりしてきつつ外に出たところで、出口の脇わきにあるクレーンゲームが目に入った。アームを前後左右に動かしてぬいぐるみなんかを獲とるやつだ。

　ガラスケースに詰め込まれた笑い顔や困り顔のぬいぐるみの群れが記き憶おくのどこかに引っかかり、足がとまった。

（この筐きよう体たい……）

　引っかかったのは特定のぬいぐるみではなく、クレーンゲームの機き械かい自体だった。前に来たときは置いていなかった、ずいぶん昔の型の筐体だ。

　ガラス扉の前に立ち、表の壁かべに掲げられた看板を振り仰ぐ。ところどころ欠けたネオン管で店の名前が綴つづられた古くさい看板。ファミリーレストランの帰りに父親がときどき連れてきてくれたのがこのゲームセンターだった。お世辞にもゲームが得意とは言えなかった父親が、小銭を注ぎ込んで何かのぬいぐるみを獲ってくれたことがある。あのときの筐体。

「にひゃくえーん。あるかな」

　気軽に独りごちてハーフパンツのポケットから小銭を漁あさり、百円玉を二枚コイン投入口に入れる。目当てがあるわけではないので一番獲りやすそうなやつを狙ねらってスタート。

（三嶋さんが妙に上う手まいんだよな、こういうの……あ、よし）

　幸いうまい具合に一回目で標的がアームの三本指の先に引っかかった。落ちるなよとついはらはらしてしまいながらアームの移動を見守り、アームが無事にゴールまで帰き還かんしてきたところでほっとする。景品取りだし口に落ちてきたのは困ったような間抜け面づらをしたカエル風のキャラクターのぬいぐるみ──よくわからないが何かのＣＭに出ていた気がする。くたっとしたタオル地の手触りが気持ちいい。

「……で、どうしよう。これ」

　困り顔のカエルを手にして微妙に困る。思いつきで獲とってしまったが別にぬいぐるみなんて欲しくないしむしろ邪じや魔まだ。

　あのへんにいる女子高生がもらってくれないかなと思ったが、ゲームで盛りあがっていてちょっと口を挟める空気ではない。とりあえず獲ってしまったものは持って帰るしかないか。

　カエルを手にぶら下げて店先を離はなれようとしたとき、下のほうから視し線せんを感じた。

　ススキの腰くらいまでの背丈しかない女の子がきっかり気をつけの姿勢でこっちを、いやたぶんカエルのほうをじーっと見あげていた。真ん丸に見開いた瞳ひとみの色は明るいグリーン、ふわふわした肩までの金髪。五歳くらいだろうか、今どきのこれくらいの子だと逆に珍しい典型的な金髪碧へき眼がんだ。

　奇妙な既視感のようなものが脳裏にフラッシュした──ススキよりも全体的に明るい感じだが、たぶんカタログ・パターンにかなり共通点があるせいだ。全国に五千人くらいいるかもしれないドッペルゲンガーの一人かも。

　少女の顔と手にしたカエルの顔を見比べて、

「やる」

　少女の手に無造作にカエルを突きつける。あげたというより押しつけた格好になって少女がよろめいたので少々気が咎とがめたが、そのままきびすを返して歩きだそうとした途と端たん、後ろからぐいと引っ張られた。喉のどを詰まらせつつ振り返ると、カエルを抱いた少女がＴシャツの裾すそにしがみついて目を輝かがやかせている。

「え、何？」

「モグラさんもとって」

　澄すんだソプラノの声で、舌足らずながらきっぱりした要求。

　そういえばＣＭのキャラクターはカエルとモグラで一セットだった。見るとガラスケースの中にそれっぽい茶色いモグラが何体か入っているが、ただしどれも嫌いやがらせ並みに獲りにくい場所に埋まっている。

「自分でとれよ。オレもう帰るから」

「とってー」

　振り払おうとしたが少女が腰にへばりついてきて何がなんでもクレーンゲームの前を離れさせようとしない。「とって、おにいちゃんー」「誰だれがお兄ちゃんだ……」なんで知らない子供にいきなりこんなになつかれるんだよ……。おまけになんだか近くを歩いている通行人にまで一緒に遊びにきている兄妹か何かと思われているっぽく、ここで乱らん暴ぼうに振り切って立ち去ったら小さい妹を街まち中なかに置き去りにして帰った非道な兄みたいになってしまうような。

「もー……」

　渋々ポケットの小銭の残ざん額がくを確かく認にんする。まわりの障害物を崩すのにいくらか注ぎ込んでから奥のモグラを狙ねらう必要があるが、千円くらい使えばなんとかなるかもしれない。ガラスケースの内部状況をざっと把握してモグラ発掘計画の見通しを立てながら、胃の中がすごく居い心地ごこちが悪いような気分になってくる。

（うわ……三嶋さんの立場がちょっとわかった）

　わかりたくなかったけど。

　三嶋のことをどうこう言っておいて、もしかしたら……押しに弱いのはオレもですか？
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「ラーメン食いにいかない？」

　という思いつきの一言で、膠こう着ちやくしていた状況が百歩くらい進展した。

　六月三十日の深夜にカッターナイフを持った少女にベッドの上を占拠されて居座られてから丸二日間。日に何度か警けい戒かいしながらトイレに行く以外、彼女はだいたいベッドの上で膝ひざを抱えて、床に置かれた十七インチテレビを食い入るように凝ぎよう視ししていた。興きよう味みがあるのは主にニュース番組のようだが、やっていないときはいろいろなチャンネルを見たがって三嶋を遠えん慮りよなくリモコンがわりに使う。食事のときも相変わらずカッターを手放さず、片手で不自然な食べ方をする。

　食料といえば去年のビンゴ大会の景品だったと思うカップ麺めん一式くらいしかなかったが、彼女は塩味とか醤しよう油ゆ味あじとかとんこつ味とかにいちいち物珍しげに首をかしげつつ綺き麗れいにスープまで飲み干した。ジャンクフードなんてものが家の中に存在していないような上流家庭で育ったお嬢じようさんなんだろうか──確たしかに彼女の髪と瞳ひとみに含まれる珍しい灰色の色素は、カタログ・トランスジェニックとは桁けた違ちがいに高級なカスタムメイドのものに見えないこともない。

　しかしさすがに毎食ジャンクフードでは健康面でいろいろとよろしくない気がする。だからといって店のラーメンなら健康的ということもないだろうが、外に食いにいかないかと思いつきで提案してみたら、意外にも彼女はすごく行きたそうな顔をした。ラーメンがよほどお気に入りらしい。

　そんなわけで、七月三日の夕方。

　スリップドレスの上に三嶋のパーカーを着て、この暑いのに長い髪を隠すようにフードを被かぶり、コンビニで買った安いビーチサンダルを素足に突っかけて、そんなちぐはぐな格好ではあるが、少女を外に連れだすことに成功した。地下鉄でたったひと駅の移動がこんなにはらはらする冒険に感じたのは、何なに気げに貴重な体たい験けんだったかもしれない。何しろ並んで歩いていても地下鉄で隣となりに座っても、パーカーのポケットに入れた彼女の左手には常にカッターナイフが握られているのだ。

　一度だけ眠っているときにベッドに近づいて取りあげようとしたのだが、彼女が飛び起きてためらいなく彼女自身を斬きりつけたので三嶋のほうが心しん臓ぞうがとまるかと思った。今現在、彼女の身体からだには首と手首の二箇所に大判の絆ばん創そう膏こうが貼はられている。凶器の処理については当面見送ることにした。機き会かいを見て考えよう……というか、無理に取りあげようとしなければ彼女も危ないことはしないんだし、どうしてもなんとかする必要性もないような気がしてきていた。

　マネキン通りで地下鉄を降りて、学校帰りにときどき寄るアーケード街のラーメン屋に彼女を連れていった。変な時間に行くとかなり混んでいるのだが、夕方四時過ぎという中途半端な時間のおかげで客は少なかった。

「うまい？　ここわりと評判なんだけど」

「よくわからない。部屋で食べるのと変わらない」

　カウンター席で醤しよう油ゆラーメンをすすりながら彼女はさほど感動したふうもなくそう答えた。カップ麺めんと変わらないと言われたら評判の店の立たつ瀬せがない。店の人間に聞こえなかったかと三嶋はちょっとひやっとした。

「でもコレはおいしい」

　と、彼女は焼き餃子ギヨーザのほうが気に入ったようでタレもつけずにぺろりと二人前（三嶋のぶんも）たいらげた。ラーメンのスープも全部飲み干して、「残すの？」と三嶋の丼どんぶりに勝手に手を伸ばして残っていたスープまで飲み干したくらいだ。

　会計をして店を出ると、蒸し暑い店内ではさすがに脱いでいたパーカーのフードを彼女はまた目ま深ぶかに被かぶった。日が傾いて多少ではあるが涼しくなってきたアーケード街を並んで歩く。暑気しのぎの打ち水をした路面を踏んで、彼女のビーチサンダルのゴム底がきゅっきゅっと小さな鳴き声を立てる。

「三嶋は食が細いのね。だからそんなふうにひょろっとしてるのよ」

　面おも白しろそうに自分の足を見おろして調ちよう子しを変えたステップを踏みながらすました顔で彼女が言うので三嶋は呆あきれて、

「あんたはよく食うね……」

　華きや奢しやな体たい躯くのどこにあんなにがつがつと食い物が入るのか。彼女の食いっぷりを見ているだけで三嶋のほうまで十分食ったような気になってくる。

　半眼で切り返しておいてから、はたと思い至った。ずっと前から普通に呼んでいたみたいにさらっと言われたので聞き流してしまったが……今、三嶋って。

「名前、俺おれ言ったっけ？」

「ポストに書いてあった」

「あ、ポストか」あまり必要がないので四階の部屋のドアには表札をつけていないが、下の集合ポストには姓だけ表示している。

　納得していると、彼女はパーカーのポケットに入れていた右手をちらっと出してもう一つつけ加えた。カッターを握っている左手じゃないほうのポケットには三嶋から強奪したままの携帯電話が入っている。

「それにさっき、電話かかってきたとき、ミシマって言ってるの聞こえたし」

「……俺おれの携帯に勝手に出ないでください」

「じゃあもう出ないわ」

　悪びれたふうもなく答えて前に向きなおる。どうにも主しゆ導どう権けんを握られていることに三嶋はかなりの部分諦あきらめた気分になっていた。かけてくる相手といえば鉄郎かススキか家くらいしか思いあたらないが、誰だれだろう。まああとで着信履り歴れきを見せてもらえばいいか。

　夕方になって賑にぎわいはじめたアーケード街の人込みを、それからしばらく黙だまって抜ける。この季節に長なが袖そでのパーカーを着込んでフードを被かぶった彼女は少々異質ではあるが、人込みにまぎれてしまえば気にとめる人間はいない。

　彼女のほうではなくそのへんの店の看板を眺めて歩きながら、すごく今さらな質問を思いついて訊きいてみた。

「名前……何？」

「私の？」

「うん」我ながら悠長なことに、三日くらいたっているのに名前を知らなかったのだ。べつだん知りたいと思わなかったから訊かなかったのだが、こっちの名前を知られていると思うと訊いてみたくなる。

　すぐには返事がなかった。何な故ぜか意味深な沈ちん黙もくが降りたままさらに少しのあいだ歩いて、

「マドカ」

　ようやく短い、早口の答えが返ってきた。

「何マドカ？」

「マドカ」

　怒ったようにも照れたようにも見える仏ぶつ頂ちよう面づらで繰くり返す。名字を言う気はないらしい。よくわからないが彼女はそれ以上自分の名前の話を続けたくないようで、

「三嶋は下の名前は何？」

　と、話題の矛ほこ先さきを変えてきた。

「行祐」

「ユキヒロ？」

「名字でいいよ。呼ぶの」

　今度は三嶋のほうがちょっと仏頂面になる。隠す理由もないので訊かれたら答えるが、本当を言うと下の名前で呼ばれるのは好きではない。

「じゃあ三嶋」

「はい？」

「なんでもない。呼んでみた」

「……あ、そう」なんだこの会話。胃がむずがゆくなるやりとりに三嶋は弱りきった気分になってきて、またどうでもいい看板のほうに視し線せんを逃がした。彼女が凶器さえ持っていなければごく普通の平和な会話だと思うが。

　視界の端に見覚えのあるものが引っかかったのはそのときだった。

　アーケードの少し先、建物は古いがこのあたりでは唯一なので比較的繁はん盛じようしているゲームセンターのネオン看板の下に、ハーフパンツにサンダルという夏休み然とした格好の金髪少年が背中を丸めてしゃがみ込んでいるのが見えた。店先で何をしゃがんでいるのかと思ったら、クレーンゲームの景品取りだし口に手を突っ込んで何かを掴つかみだしている。くたっとした感じの茶色いぬいぐるみを手にして少年はすぐに腰をあげ、隣となりではやくはやくというように足踏みしていた小さな女の子にそれを渡した。女の子が歓声をあげてぬいぐるみごと少年の腰にしがみつく。

　女の子を持てあましたように少年は苦い顔で視線を泳がせて、つい足をとめて見ている三嶋と、その隣の少女の存在に気がついた。

「ススキ」

「……三嶋さん。なんでいるんですか」

　目があった途と端たん、お互い非常にわかりやすく、このタイミングでこいつに会いたくなかったなあという顔をした。







　それから五分か十分後には、こいつに会いたくなかったなあという顔のまま、三嶋はゲームセンターの斜め向かいにあるファストフード店の一階にいた。テーブルに頬ほお杖づえをついて紙カップに入ったコーラの氷をストローでつつく。二人用にしても狭いテーブルの向かい側ではススキが同じような顔で同じくコーラをすすっている。

「なんで俺おれ、お前と顔突きあわせてんの？」

「知りませんよ」

　ばったり会ってしまったのは仕方がないとして、なんだってこう面おも白しろくない組みあわせになっているのか。

　男二人のテーブルから人が一人通れるだけのスペースをあけて、隣の窓際のテーブルにマドカと、それからススキと一緒にいた女の子が陣取っている。かがみ込んでテーブルに顔を寄せ、左手はポケットにしまったまま右手だけで包み紙まで口に入れそうな勢いでハンバーガーをがっつくマドカの食べ方を女の子のほうまで真ま似ねしているのはやめさせたほうがいいんじゃないだろうか。ちなみにラーメンと餃子ギヨーザ二人前を完食したばかりのマドカはハンバーガーとフライドポテト（Ｌ）のセットを平然とした顔で食っている。

　まさか今ここでカッターを出したりはしないと思うが、万一女の子に怪け我がでもさせたらえらいことになる。ちょっとはらはらして隣となりのテーブルに視し線せんを送っていると、ススキがコーラのストローをくわえたままテーブルに肘ひじをついて（こいつもたいがい行ぎよう儀ぎが悪い）耳打ちしてきた。
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「こないだ言ってた家出少女って彼女のことですね。出てったとかいって、結局まだ関かかわってるんじゃないですか」

「事情があるんだよ、いろいろと」

　とっくに空になっているカップの中身を未練がましくすすりながら三嶋のほうも顔を寄せて小声で応じる。

「どうせ追いだしきれなかったんでしょう。それとも他ほかの理由？」

「他の理由って何」

「他に理由っていったらわかるじゃないですか」

「わかんねーよ」

　うるさいなこいつは。くわえたストローをぴっと跳ねあげて水を飛ばしてやるとススキがひゃっと声をあげて首を縮ちぢめた。「なんでときどきそういうガキっぽいことするんですか、あんたは」鼻についた水気を払いながら抗こう議ぎしてくる。三嶋は聞こえないふりをして、頬ほお杖づえをついたまま隣となりのテーブルに横目を送った。

「お前こそ何、あの子。誘拐？」

「思いつきで犯罪的なこと言わないでください、聞いた人が本気にしたらどうするんです。ぬいぐるみねだられて獲とってやっただけ」

　黙もく々もくとフライドポテトを口に詰め込むマドカの向かい側で、小さな女の子が負けじと口のまわりをトマトソースだらけにしてハンバーガーを頬ばっている。夏っぽい黄色いワンピースの膝ひざの上にはぬいぐるみが二つ。「ねえ、なんでぼうしかぶってるの？」「魔ま法ほう使つかいだから」物もの怖おじしない子のようで無邪気にマドカに話しかけているが、食べることに忙しいマドカの応対はおざなりだ。

　目の前のススキの顔と女の子の顔を見比べて、

「……似てるよな」

　言ってみると、「よくある顔ですから」とススキは不ふ機き嫌げんそうに答えてほとんど氷だけになったコーラをずるずると飲み干した。

　そこで会話が途と切ぎれ、ススキが灰皿を引き寄せて煙草タバコを吸いはじめたので、することがなくなった三嶋はマドカの頭越しに窓の外に視し線せんを流す。夕方のアーケード街を歩き過ぎる人込みの向こう、筋向かいにさっきのゲームセンターの看板が見える。その看板の下できょろきょろと左右を見まわしている男がいるのが目についた。何な故ぜか引っかかって様よう子すを見ていると男のほうもこっちに目をとめ、その途と端たん急にこっちに向かって走ってくる。表情まではわからないがひどく急いでいる感じだ。

「あ、パパだ！」

　窓際の少女が明るい声をあげて立ちあがったので事情が飲み込めた。少女が窓に張りついたときには男は店の入り口のほうにまわっている。

「親来た、ススキ」

　誘拐未遂に終わって残念だったなとか軽口を言おうとして、ススキを振り返ったところで三嶋はきょとんとして口を閉じた。「……ススキ？」もう別に誰だれが見えるわけでもない窓の外に視線を固定したままススキは何故か表情を失って固まっている。くわえ煙草の先でぱらりと灰が折れてテーブルに落ちた。

「ホタル！」

　自動ドアがあく時間ももどかしいというように駆け足で店に飛び込んできた男が娘の名前を呼んだ。マドカと一緒に座っていた席を離はなれて少女が父親に駆け寄っていく。金髪碧へき眼がんの愛らしい娘とはどこも似ていない、至極普通の日本人っぽい父親だった。

「店の前で待ってなさいって言っただろうっ……」

「パパみて、これ、知らないおにいちゃんにとってもらったの！」

　父親の心配をよそに、ホタルと呼ばれた少女は元気いっぱいでススキに獲とってもらったぬいぐるみを掲げてみせる。「知らないお兄ちゃんって、お前……」娘の肩を抱き寄せながら父親が困惑した顔をこっちに向け、

「すみません、迷惑をかけたようで……悪いね」

　若者相手にとっさに態度を決めかねたのか混乱した言葉遣いで言いながら、最初に三嶋、続いて向かい側のススキに視し線せんを移し、そこでふいに顔色を変えた。

「セイタ──？」

　愕がく然ぜんと呟つぶやく。わざと顔を背けるように窓のほうを向いていたススキがその声にぴくりと反応した。それでもまだそっぽを向いたまま動かなかったが、「セイタだな？　なあ？」再度の呼びかけに、渋々という感じで顔を振り向けた。娘とよく似た金髪の少年の顔をあらためて凝ぎよう視しして、男が喘あえぐような吐息を漏もらした。

「セイタ……」

「久しぶり、ススキさん」

　感極まった男の声とは対照的に、応じるススキのほうは感情を消した平板な声で。

「それ、ホタルだったんだ。わかんなかったよ。でかくなってたから」

「ホタルだよぅ？」

　名前を出された少女が父親の脚にくっついたまま瞬まばたきする。幼い娘の金髪を撫なでながら男は愛想笑いのようなものを浮かべて、「ああ、そう、大きくなっただろ、今年で五つだ。お前三つくらいまでしか知らないんだったな、そうだよな気づかないよな。最近どうしてるんだ、まだあのお好み焼き屋にいるんだったら、今度母さんも連れて食いに」

「三嶋さん、オレもう行きます。バイトあるから」

　まくしたてるように喋しやべる男に対しては一言も返さずこっちに向かってそう言ってススキが席を立った。今日休みだったんじゃないのかと思ったが三嶋は何も言わずに見送る。

「セイタ？　待て、もう少し話を──」

　男が慌てて引きとめたが、ススキは一いち瞥べつもくれずに父娘の脇わきを早足ですり抜けて外に出ていった。途中でコーラのカップをダストボックスに投げ込んでいった以外一度も足をとめることはなかった。

　閉まっていく自動ドアを戸惑いがちに見送って、父親が助けを求めるようにこっちを振り返ったときには、三嶋も椅い子すから腰を浮かせていた。

「あの、君はセイタの友だちかな」

「あー、はい、まあ……マドカ、行こう」

　言葉を濁にごして応じながら隣となりのテーブルに声をかけると、一人我関せずでハンバーガーとポテトをたいらげたところだったマドカが顔をあげた（考えてみるとこれがまともに彼女の名前を呼んだ一回目だったのだが普通に流れてしまった）。「あっ、君……」「すいません。さよなら」視し線せんを避けて軽く頭を下げただけで、自分の空のカップとマドカのトレイを片づけて彼女を出口へ促す。

　行っちゃうの？　と幼い少女の残念そうな声が背中に聞こえて少し気が咎とがめたが、振り返らずに父娘を残して店を出た。

　黄昏たそがれ色いろが降りはじめたマネキン通りの雑踏の中を地下鉄の駅に向かって歩きだす。小走りで隣となりに追いついてきたマドカがフードの隙すき間まからこっちを見あげて瞬まばたきをする。彼女の灰色がかった瞳ひとみはこれくらいの時間帯の空の色と少し似ている。

「どうしたの、三嶋」

「別に……ススキんちは、ちょっと面めん倒どうな事情があって」

「ふうん」

　興きよう味みのなさそうな相づちを打ってマドカは肩越しに一度だけ店を振り返り、

「二人、同じ煙草タバコの匂においがしたね」

　指についたフライドポテトの塩気を舐なめながら、何気なくそう呟つぶやいた。
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　妹が生まれたのは、セイタ少年が十二歳のときだった。

　明るいグリーンの瞳ひとみにふわふわした明るいブロンド、人見知りしない快活な子で、言葉の覚えもはやく、母親がかつて長男に望んでいたものをすべて実現したまさしく〝天使みたいに愛らしい〟女の子。娘の成長を見守る母親はとても幸せそうだった。長男が小さかった頃ころのようにヒステリー気味になることもなく、優やさしく朗らかないい母親になって、妹の誕たん生じようにより家の中のすべてがうまくいくようになった。セイタ少年も妹をよくかわいがったし、父親も平凡だけれど善良で誠実ないい父親で、ススキ家は理想的な四人家族になったように、一時期は思われた。

　父親とセイタ少年が異変に気がついたのは、しばらくたってからのことだ。

　何してるの、こんなところで？

　ある日、セイタ少年がリビングで幼い妹と遊んでやっていると、部屋に入ってきた母親に不ふ審しんな声をかけられた。妹を膝ひざに乗せてレゴで遊んでいただけなので、セイタ少年は何を咎められているのかわからなかった。

　嫌いやだわ、鍵かぎあいてたのかしら……あなた、どこから入ったの？　どこの家の子？　小学生？　中学生？　お家に連絡するわよ？

　何言ってるの、母さん……？

　お母さん？　まあ、私あなたのお母さんじゃないわよ？

　最初は冗じよう談だんを言われているのかと思った。しかし母親は至極真剣な顔で、誘拐犯から奪い返すみたいに息子の腕から娘をひったくった。

　どうしたんだお前？　変な冗談やめろよ、セイタじゃないか──幸いその日は父親がいたので、状況が飲み込めず固まっている息子に代わって父親が口を挟むと、母親は息子の顔を見つめて小首をかしげ、どこか呆ほうけた顔で、ああ、そうね。セイタもいたんだわ。と言った。

　その日から少しずつ、母親は長男の存在を忘れることが多くなった。

　家の中にいると突然誰すい何かの声をかけられたり、セイタ少年のぶんだけ食事の準備がすっぽり忘れられて、食卓についても何も置いていなかったりした。冗談でやっているわけでも嫌いやがらせでもなくて、母親をカウンセリングに連れていった父親が言うにはそういう心の病気なのだそうだ。それ以外の部分では申し分なくいい主婦でありいい母親だったが、彼女にとってのススキ家の中に長男は存在しないものになっていた。父親はいろいろ病院をまわったりして腐心したようだが、状況が好転する兆しは当面見られなかった。

　中学の卒業式が終わってすぐ、セイタ少年は自分から家を出た。父親は反対しなかった（母親については言うまでもない）。

　ごめんな、セイタ……母さんはきっとすぐに治るから。

　家を出る日、申し訳なさそうに肩を落として見送る父親の姿が逆に申し訳なく思えて、きびすを返して早足で家を離はなれた。一度も振り返らなかった。




　七月三日の夕暮れ、昼間の暑気がまだ残るアスファルトをサンダルの底でこすりながら、十七歳のススキセイタはあのときと同じように一度も振り返ることなく帰った。
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　七月四日、はれ。正午の気温、３３．２℃（前日比＋２℃）。

　銀行らしき建物の壁かべに掲げられた電光掲示板を見あげて、マドカはふうんと特に意味のない感想を抱いただけで、ずらしたフードを被かぶりなおした。

　３３．２℃というのはたぶんかなり暑いのだろうが、アーケード街を一人で歩くマドカは昨日と同様長なが袖そでのパーカーを着込んでいる。暑くないわけではないのだが、暑いときの反応というか表現方法というかがマドカはよくわかっていない。三ミ嶋シマは部屋の床にへばりついて死体みたいにぐったりしていたからそういうのが普通なのかもしれないが、マドカが見たところ三嶋は生命活動レベルみたいなものがもともと普通の人より低い位置にある。

「……皿がまわってる。何あれ」

　ある飲食店の前を通り過ぎようとして、通りに面したガラスの向こうに不ふ思し議ぎな光景が見えた。少し行き過ぎてしまってから後戻りし、ガラスに張りついて店の中に目を凝こらすと、料理が載った小さな皿が長い列を成して店内を巡っている。

（あれも食べてみたい……）

　それから昨日のハンバーガーも、他ほかにもいろいろ種類があったからまた食べたい。あ、あっちにアイス売ってる。アイスも欲しい……。アーケード街を抜けながらあちこち目移りする。しかし与えられた予算は今しがたラーメン屋で使ってしまったので、あとは帰りの地下鉄のぶんしか残っていなかった。明日は強引にでも三嶋を引っ張ってこようと、三嶋の財布をすっかりあてにするつもりで心に決める。

　今日はマドカ一人でマネキン通りに来ていた。

　昨日のラーメン屋にまた食べにいきたいと言ったら三嶋は床にへたばったまま俺おれ何も食いたくないここから動きたくないとうだうだぬかして、どうしても行きたいんなら一人で行ってきなと、床にへたばったまま財布を探って千円札をくれた。「場所、昨日覚えただろ。地下鉄でひと駅だから」「わかる」一人で地下鉄に乗ったこともお金を持たされて一人で外出したこともなかったので、マドカは緊きん張ちようしながらもはずんだ気分になってきた。

　ビーチサンダルを履はいて部屋を出ようとしたところで、もしかしたら一人で出かけさせておいて閉めだすつもりではないかと思いついた。出かけてこいと言われた時点でそれを警けい戒かいするべきだったのに、つい気がゆるんでいた。自分が一方的に三嶋の部屋に居座っていることをマドカは自覚している。

　疑わしげに問いただすと、三嶋は床にへたばったまま頬ほおだけずらしてこっちを見あげ、

「だってマドカ、鍵かぎ持ってるだろ。帰りたければ帰ってくれば」

　と、当たり前の顔で言った。

　マドカが言うのもなんだが三嶋はお人ひと好よし以前にただの天てん然ねん呆ぼけだと思う。刃物を持った立てこもり犯を普通ラーメンをおごりに連れていったりはしないんじゃないだろうか。最初の日以来マドカの事情を特別訊きこうとしないし、迷惑そうにしながらもあまり真剣に追いだそうともしない。自分と自分の周囲の状況というものに三嶋は全体的に無関心だ。

　あの日地下鉄で偶然ぶつかったのが三嶋で、よかったと思う。

（……帰ろうっと）

　パーカーのポケットに両手を突っ込み、指に触れたキーホルダーの感触を確たしかめて、歩ほ調ちようをはやめた。アイスクリームを売っているワゴン車にそれでもちょっと未練がましく横目を送り、コーンに盛られたチョコレートアイスを背伸びをして受け取っている小さな子を羨うらやみながら歩き過ぎる。

　ワゴンの前を過ぎて少し行ったところで足をとめた。

（あれ、今の……ホタルだ）

　確かそんな名前。昨日会った女の子。

　一拍おいてからそれに気がついて振り返ったとき、後ろから歩いてきた四、五人の少女たちの集団がちょうどワゴンの前を通りがかった。中の一人がアイスを持って嬉うれしそうにきびすを返したホタルとぶつかる格好になり、突きとばされたホタルが後ろによろめいた。

「あっ」

　軽く尻しりもちをついただけで済んだが、右手に持ったアイスに視し線せんを落としてホタルが愕がく然ぜんとした声を漏もらした。コーンは手放さなかったものの、上に載っていたアイスのほうがぽとりと地面に落ちていた。

　無惨に頭がなくなってしまったコーンを悲しそうに見つめるホタルをよそに、集団のほうはぶつかったことに気づかなかったのか、あるいは気づいていても気にもしていないのか、振り返る気け配はいもなく仲間どうしのお喋しやべりに夢中になっている。今日は確か土ど曜よう日びだから休みなのだろうか、学校の制服ではないが、高校生くらいに見える少女たちだった。明るい色素の髪に白色系の目鼻立ち、タンクトップやキャミソールにショートパンツという夏らしい格好で白い肌を露ろ出しゆつしたきらきらした集団。お互いにもたれかかるようにじゃれあってきゃあきゃあ騒さわぎながら、立ちどまって見ているマドカの前を歩き過ぎていく。

　フードを被かぶった頭を俯うつむけてマドカは目の前を通り過ぎるサンダルたち（コンビニのビーチサンダルと比べたらひと桁けたかふた桁値段が違いそうな、ラメ入りの華きや奢しやなのとか踵かかとの厚いこてっとしたのとか）に視線を落とし、ふと片足を前に突きだした。

　後ろのほうを歩いていた少女が向こう脛ずねを引っかけられて、前のもう一人を巻き込みながら転倒した。

「わっ、ちょっと大丈夫！」

「見た？　こいつ今わざと足引っかけたよ？」

「何すんの！」

　甲かん高だかい抗こう議ぎの声がいっせいにわき起こる。噛かみついてくる少女たちにマドカはつんとそっぽを向いて、

「足が滑ったのよ。悪かったな」

「ふざけんな！」

　平然とうそぶくマドカの肩を一人の少女が乱らん暴ぼうに押してきた。通り沿いのショウウィンドウに背中をぶつけて退路がなくなったマドカを少女たちが取り囲む。同年代だが自分よりも背が高い相手連中を上目遣いに睨にらみ据えて、マドカはポケットに入れていた左手を出した。

「わっ……」

　途と端たん、少女たちがどよめいた。マドカの左手に握られたカッターナイフを目にしてあきらかに怯ひるんで後ずさる。刃を前に突きだしてマドカが半歩前に出ると、包囲網がさらにざっと二歩後退。

「な、何……ケーサツ呼ぶよっ」

「やだ、こいつ危ないよ。放っとこうよ」

「行こっ……」

　引き気味に言いあって、少女たちはお互いの服を引っ張ってマドカの前を離はなれだした。肩越しにちらちらと振り返りつつ、マドカが追いかけようとしないので余裕が戻ったのか「変な格好」とか「みっともなー」「ブス」とか捨て台詞ぜりふを残して歩き去っていく。

（ばあーか。ブスはお前らだ）

　胸中で悪態をついてマドカはカッターの刃をしまった。状況によっては本気で斬きりつけるつもりもあったのだが、刃が駄だ目めになるから使わずに済んでよかった。

　ポケットに手を突っ込みなおして、バカ女たちが去っていったほうと反対側を振り返る。アイスクリーム屋のワゴンの前に幼い少女が茫ぼう然ぜん自失で座り込んでいる。近づいていくと、少女がこっちを見あげて「あ」という顔をした。

「こんちわ、ホタル」

「魔ま法ほう使つかいのおねえちゃん……」

「マドカ」

　知っている顔に会ったからなのかホタルはそこではじめて泣きそうになったが、こらえるように唇を引き結んで下を向いた。小さく鼻をすすって顔を拭ぬぐうホタルの前にマドカもしゃがんで膝ひざを抱えた。そんなに時間はたっていないのに、チョコレートアイスは舗ほ装そう路面の熱ねつでもう半ば溶けて茶色いスライムみたいになっていた。

「アイスとけちゃった……」

　がっくりと気落ちしてホタルが呟つぶやく。

「パパにもうひとつ買ってもらえば」

「今日、パパいないの。ホタルひとりで来たの」

「一緒だ。私も今日ひとりで来たんだよ」言いながらマドカは少し考えて、カッターが入っているほうと反対側のポケットを探った。出てきた小銭を数えると二百円とちょっと。ワゴンの値段表を見あげると、シングルというサイズのでも二八〇円する。

「ちょっと足りないな」

　独りごちるマドカの顔を見あげてホタルが目をしばたたかせた。それから泣き顔を少し明るくして、「ホタルもまだ少しあるよ」と肩にかけていたポシェットの中から小銭入れを取りだした。道端にしゃがんだままお互いの所持金を見せあう。二人あわせて四百円ちょっと──シングル二つは買えないが、ダブルを二人で一つなら買える。コーンの上に小さめのアイスを二種類載せてくれるやつだ。

　二人でおでこを突きあわせて、真剣な顔で。

「何と何にする？」

　協きよう議ぎの結果、ホタルが強弁にチョコレートの再さい購こう入にゆうを主張し、マドカはチョコマーブルというのにしてみたかったのだがそれだと味が被かぶってつまらないのでイチゴにして、四百円と引き替えに茶色とピンクのアイスが載ったコーンを受け取ってワゴンを離はなれた。

　溶けないうちに交互にコーンを受け渡して食べながら（味が混ざってイチゴチョコになってしまった）、アーケード街を一緒に歩く。

「今日はね、おにいちゃんにネコさんとってもらうの」

「ネコさん？」

「うん。ネコさんはげんていひんで、みんなにじまんできるんだよ」

　一拍おいてから話の意味に合点した。通りの先に昨日ホタルと三嶋の友だちに会ったゲームセンターの看板が見える。「約束してるんだ」「ううん」とホタルはあっさり首を振った。じゃあ会えるかどうかわかんないじゃん……。

「まどかは何しに来たの？」

「ラーメン食べに来たの。もう帰る」結局地下鉄代をアイスに使ってしまったので徒歩で帰るつもりだった。ひと駅くらいなら歩けるだろうし、三嶋のアパートは大きなストリート沿いだから道沿いに歩いていけば着くだろうと楽らつ観かんしている。

　ゲームセンターの前でちょうどアイスも食べ終えたのでそこで別れようとしたが、三嶋の友だちはやはり来ていないようだった。店の中を覗のぞいてもそれらしい金髪は見つからない。

「今日は来ないのかもよ」

「……でも、来るかも。ホタル少しまってる」

　頑かたくなにそう言ってホタルは店先のゲーム機きのガラスケースに寄りかかった。ここで人待ちを決め込むつもりらしい。ガラスケースのぬいぐるみの中にお目当てなのだろう灰色に蒼あおい目のネコが埋もれているのが見える。

「悪い人に誘拐されても知らないよ？」

「ホタル、知らないひとなんかについていかないもん」……昨日知らないお兄ちゃんにぬいぐるみをとってもらってハンバーガー屋までついてきたのは誰だれだっけ。

　ちょっと肩をすくめて、マドカもホタルと一緒にガラスケースに背中を預けた。仏ぶつ頂ちよう面づらでサンダルのつま先を睨にらんでいたホタルがきょとんとした顔をあげた。

「少しなら一緒に待っててあげる」
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「三嶋、お前営業妨害だ」

　カウンターに突っ伏してぐったりしていたらぺしっと頭をはたかれた。「痛いて……」鉄製のコテではたかなくても……頬ほおをずらして恨みがましい視し線せんをあげると、カウンターの向こうにこめかみに青筋を浮かべた〈閂かんぬき亭てい〉の店長が立っている。

「不景気なツラして人の店にのさばってんじゃねえ。客が引くだろ」

「客が少ないのは俺おれのせいじゃないですよ」

　投げやりに反はん撃げきして、三嶋はまたぱたっと反対向きに突っ伏した。

　七月四日のお好み焼き屋〈閂亭〉は、はっきり言って暇だった。常連の客たちは今ごろナイトレースに詰めかけて、レースを走る遺伝子操そう作さ犬たちに野や次じやら激げき励れいやらを送っているだろう。ドッグレースがない日は暇ひま潰つぶしの客が流れてくるが、三嶋の顔が不景気であろうとなかろうと普ふ段だんはどうせたいして繁はん盛じようしている店ではない。

　そしてこれがこの店の特異なところなのだが、客が少ない日のほうが店長がいる。

　ここの店長というのはススキの性格をそのまま大人おとなにしたようなゆるんだ神経の四十代の男で、暇なときは店に出ているが忙しいときはバイトに店をまかせて奥でさぼっているか賭と博ばくに行っている。針金みたいな硬い鉛なまり色いろの短髪、皮ひ膚ふの一部まで金属質に硬化した遺伝子改造中毒者──生体を金属化する遺伝子を体内に取り込んでこんな姿になっているらしい。もちろんそんな外げ道どうの遺伝子改造が人間の身体からだに有害でないはずはなく、身体機き能のうまで侵蝕されて、硬化した足を若じやつ干かん引きずって歩く。三嶋には理解しがたいが、自分自身を破は壊かいしてまで遺伝子改造に取とり憑つかれた中毒者はスラムを歩いていればホウキで掃けるほど見かける。

「まったく、久しぶりに顔見せに来たと思ったらろくでもないツラぶら下げやがって」

「俺が来てなかったわけじゃなくて店長がいなかったんです」

「ああ？　お前なんだ、今日はやけに口答えするじゃねえか、不景気二号」

　柄の悪い恫どう喝かつとともにもう一度はたかれた。

　不景気二号がいるからには一号もいるわけで、視線をずらして見ると三嶋以上に鬱うつ々うつとした顔をぶら下げた金髪のバイトが奥のテーブル席で鉄板を磨いている。作業に対して微み塵じんもやる気が感じられないのは常のことだが、今日はいつにも増して心ここにあらずという感じで虚こ空くうの一点をぼんやり眺めて単に自動的に手を動かしていて、磨かれすぎた鉄板の表面が剥はげてきている。あれ給料から引かれるな。

　三嶋も三嶋で人のことは言えず、皿の上の豚ぶた玉たまを無意味に箸はしでいじくりまわしていたのでよくわからないぐちゃぐちゃな物体になっていた。罰が当たりそうだ。

　昼間ラーメン屋につきあわなかった埋めあわせに、夜はマドカにここのお好み焼きを食わせてやろうと思っていたのだが。

　……とかいうことを考えてしまって何かにはまり込んだ気分になってくる。

　午後はやくに出かけたマドカが夜になっても帰ってこないので（だいぶ気温が下がって動く気力が戻ってきたというのもあって）マネキン通りに行ってみたのだが、ラーメン屋で訊きいたところでは、確たしかにフードを被かぶった変わった女の子が来たがラーメンと餃子ギヨーザをたいらげてとっくに帰ったという。念のため昨日のファストフード店やマドカが興きよう味みを持ちそうなところもざっと覗のぞいたが、姿は見えなかった。

　マドカが持っている携帯に電話してみればいいのかと気づいたものの、前提問題として三嶋は自分の携帯番号をそらで覚えていない。ススキの携帯を借りようと思って〈閂かんぬき亭てい〉に移動してくるあいだに、……何をこんなに一いつ生しよう懸けん命めい捜してるんだ俺おれはと、ふと我に返った。もともと集中力が長続きしないこともあり、店に着く頃ころには焦しよう燥そう感かんは冷めていた。

　自分の家に帰ったのかもしれない。家出の理由は結局要領を得なかったが、もともと三、四日もしたら帰るつもりだったのかもしれない。三嶋の部屋に帰ってこないといけない義理は彼女には何もないんだし。

（ていうか、俺帰ってきて欲しかったのか？）

　違うだろ、と自問自答する。むしろこれでやっかい払いができたはずだ。新しい携帯買って鍵かぎも交換して、いつもの生活に戻るだけのことで。

（なーんだ……これでいいのか）

　何な故ぜか余計に気分が低下してきた。

「帰ろうかなあ」

「とっとと帰れ。豚玉とウーロン茶にサービス料込みで千円」

「サービスされてないんで釣りください」

　言い返しつつカウンターに千円札を置いて腰をあげる。顔なじみとはいえ金を払って営業を支えている客にとっとと帰れとか言うか。

「ススキ、外にゴミ出してこい。そのあとキャベツ刻んどけ」

　渋々という感じで釣り銭を放ってよこしながら店長が厨ちゆう房ぼうに声をかけ、「ふあーい」テーブル席を片づけて戻ってきたススキが顔もあげずに気の抜けた返事をした。

　ポケットに小銭を突っ込んで三嶋が店を出ると、少しあとから生ゴミのポリ袋を提げたススキも出てきた。「てめえゴミ持って表から出るな！」店長の怒声が追いかけてきたがススキは知らん顔で踵かかとを使ってドアを閉め、鉄製のドアに遮られて店内からはこもった雑音しか聞こえなくなった。

　表口とはいえ店自体が裏道に面しているので、街灯も人ひと気けも少なく周囲は静かだった。店内の蒸し暑さと油臭さから解放されて、涼しいというほどではないがそれなりにしのぎやすい青灰色の夜気が頬ほおに触れる。すぐに帰ってもよかったのだが、店の脇わきのポリバケツにススキがぞんざいにゴミ袋を突っ込んでいるあいだ、三嶋は壁かべに寄りかかって見物していた。

「昨日の彼女、どうかしたんですか？」

「んー……別に」

　答えにならない答えでごまかしたが、ススキのほうも本当に訊ききたくて訊いてきた感じではなくそれ以上突っ込んでこなかった。仕事に戻る前に一服するつもりらしく少し離はなれた壁にススキも同じように寄りかかり、エプロンのポケットからオレンジと青のラインのいつもの煙草タバコを出した。

　特に話すこともないので沈ちん黙もくが降り、草むらなど見あたらないのにどこかで聞こえる夏の虫の声にしばらく無意味に耳を傾ける。「昨日の、」「そういえばオレ」言いかけたときススキの声が被かぶさって、三嶋のほうの台詞せりふはそのまま流れてしまった。

「三嶋さんの家の話って聞いたことない。なんか不公平じゃないですか」

「俺おれんちなんて別に面おも白しろくないって」

「面白くないならいいや」

　ぜんぜん発展しない白っぽい会話が頭の上のほうを通り過ぎる。ローテンションな人間どうしで話していてもスパイラル式にテンションが降下するだけだったので、

「……帰るわ」

　溜ため息をついて壁から背を離したとき、店のドアがあいて店長が顔を出した。

「ススキ」

「今行きますって」

　吸い殻を踏み消しながら、向こうから何か言われる前にススキが応じる。しかし店長はサボリを咎とがめに出てきたわけではないようで、「電話だ」と、店の入り口にある公衆電話の受話器をいっぱいに伸ばして突きだしてきた。

「オレ宛あてに？　誰だれ？」

「親」

　端的な返事とともに受話器を押しつけられてススキは一いつ瞬しゆん固まったあと「ちょっ、店長、嫌いやですよっ」「出とけ。雇用条件だ」受話器を突き返そうとしたが、店長は一方的に言って店の奥に引っ込んでしまった。最低限の連絡先は親もとに教えておくという条件で店長は中卒のススキを雇って面めん倒どうをみている。

　ピンクの公衆電話の受話器を掴つかんだままススキは三嶋のほうに困惑した視し線せんを送り、「ちょっと待っててください」三嶋が残っていてもしょうがないだろうがすがるような感じでそう言っておいて、受話器を耳にあてた。応答する前に向こうから呼びかけがあったようで、一拍おいて気乗りしない声で応じる。

「……うん、オレ。何、父さん」

　内容までは聞き取れないが、受話器の向こうから早口でまくしたてる声が漏もれてくる。

「知らないよそんなの。なんでオレに訊きくんだよ」

　ススキの応答に、受話器からさらにせっぱ詰まったような早口の声。伏し目がちに電話口の声に耳を傾けるススキの表情に特別変化はなかったが、応じる声には次第にあきらかに険が含まれはじめた。

「……まさかオレが連れだしたとでも思ってるのかよ。言っとくけどオレはホタルの顔なんて見たくもないし二度と関かかわる気もないからなっ」最後のほうはススキには珍しく怒ど鳴なるくらいの声になっている。ピンク電話に受話器を叩たたきつけるススキに、話の片側のみ聞いていた三嶋は少々驚おどろきつつ問いかけた。

「ホタルが何？」

「さあ。いなくなったんだって」

「さあって」ススキよりもむしろ三嶋のほうが表情を変えて、「捜そう。テツにバン出してもらって」「捜すったってどこ捜すんですか」そう言われると確たしかに困る。冷静に切り返されて答えに窮きゆうしているとススキは微妙に呆あきれ顔で肩をすくめ、

「親が捜してるし、三嶋さんが心配することないですよ。じゃあオレ仕事戻ります」

　少なくとも表面的には平然と言い残し、きびすを返して店に戻っていった。

　くすんだ金髪の後ろ姿を最後にドアが閉まり、店内の空気が遮断されると再びほどよく生ぬるい夏の夜気と静寂が周囲に降りる。店の前に取り残されて三嶋は少しのあいだ立ち尽くしたあと、「あー」と意味不明の声を漏らして後頭部の髪を掻かきまわした。マドカの次はホタルか……マドカはともかく五歳のホタルがいなくなったというのはかなりまずいんじゃないだろうか。どうしよう、あてはないけど少しでも捜してみるか。

「三嶋さん」

　と、それほどしないうちにまたドアがあいてススキが顔を出した。捜しにいく気になって出てきたのかと思ったら、さっき店長がやったみたいにこっちに電話を突きだしてくる。ただし店の公衆電話ではなくて、ススキ個人の携帯電話を。聞いたことがあるゲームのテーマ曲がてろてろと流れている。

　着信中の電話を何やら扱いに困ったように差しだしてくるので、三嶋は訝いぶかしげに電話に視し線せんを落とし、

　〝ミシマ〟

　液晶に表示されている発信者名を目にした瞬しゆん間かんススキの手から電話を引ったくった。反射的に通話ボタンを押してからその姿勢で固まってしまい、通話時間のカウントがはじまってから、ぎこちなく受話部を耳に持ってくる。

「……マドカ？」

『あれ？　三嶋が出た』

　昼間出かけたときとまったく変わったところのない、ものすごくあっさりした少女の声が返ってきた。「あれ？　って、あのな、俺おれがっ」思わず半ギレで言いかけたが怒りは一いつ瞬しゆんですり抜けて、もう単なる脱力感だけが残る。電話を耳にあてたままがっくりとうなだれて、

「……何やってんだよ。今どこ」

『よくわからないの。橋の上にいるんだけど……あ、なんか下のほうに橋の名前書いてある』

「橋？」ノイズ混じりの少女の声の背景で車が通り過ぎる騒そう音おんが絶えず聞こえる。どこか大きなドライブウェイの陸橋だろうか。

『よかった、三嶋が出て。なんかね、道間違えたのかな。遠くまで来ちゃったし足痛くなっちゃった。このサンダルってあまりたくさん歩けないのね』

　こっちの気も知らず一方的な口く調ちようで彼女はそう言って、

『三嶋、迎えにきて』

　いつものとおりの一方的な要求に、三嶋はもう何を言う気力もなかった。
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　陸橋の欄らん干かんの隙すき間まから投げだした素足の下を、赤や黄色の光の筋が長い尾を引いてびゅんびゅん流れ過ぎていく。サンダルを脱いで靴くつ擦ずれの傷を夜風にあてているうちに痛みはだいぶ引いてきていたが、

「お腹なかすいた……」

　靴擦れよりも空腹のほうがマドカにとっては重要問題だった。

　足をあげて膝ひざを抱えた格好で座りなおし、膝頭にぐったりと顎あごを乗せる。傍かたわらには履はき潰つぶしたビーチサンダル。反対側の隣となりでは金髪の小さな女の子がマドカと同じように膝を抱えて、ものすごくご機き嫌げん斜めな顔でぐずぐずと鼻をすすっている。

「泣くなよー……」

「だって、おなかへったし、つかれたし。やっぱりパパかおにいちゃんがくるまで待ってればよかった」

「三嶋と三嶋の友だち、すぐ迎えにくるって。そしたらおいしいものおごってもらおうよ。私だって我慢してるのに、ホタルは我慢しないの？」

　おいしいもので釣れたのか、あるいはマドカへの対抗意い識しきが働いたのか、ホタルは仏ぶつ頂ちよう面づらながらも頷うなずいて涙が溜たまった目を拭ぬぐった。

　ゲームセンターの前でしばらく待ちぼうけしていたのだが、結局三嶋の友だちは来なかった。日が暮れてきたし帰ろうと言ったら、マドカが地下鉄代を使ってしまったのと同様にホタルもなけなしのバス代を二個目のアイスに使ってしまったのだという。バスで十分くらいだというから歩けないこともないだろうと送っていくことにしたのだが、街まち中なかのバス通りを歩いていたはずがいつの間にか大きなトラック通りに出てしまった。方角を確かく認にんしようと陸橋に上ってみたところでホタルが頑として歩かなくなり、そんなこんなで無一文で腹ぺこの二人はこうしてここに座り込んでいる。

　ホタルに負けず劣らずマドカもすっかり歩き疲れていた。ビーチサンダルというのはアスファルトの上をたくさん歩くのには向いていないようだ。ストラップがあたっていた親指の付け根と足の甲が擦すり切れて血が滲にじんでいる。

（三嶋、はやく来ないかな……）

　三嶋の携帯電話に三嶋の友だちから着信があったのだと思いだして、ホタルを迎えにきてもらおうと電話してみたら三嶋が出た。声を聞いたらなんだか一気に足の力が抜けた。もっとはやく思いついて迎えにきてもらえばよかった。

　シルバーブルーの折りたたみ式の携帯電話を手の中で弄もてあそぶ。街で見かける人たちの携帯電話にはじゃらじゃらと飾りがついていたりするが、面めん倒どうなのか三嶋は何もつけていない。何かかわいいのを探してつけようかな。

（……いつまで、いられるかな……）

　ニュースを見ている限り大っぴらな捜索はしていないようだが、あの人たちが動いていないはずはないだろう。見つかって強制的に連れ戻されるのが先か、あるいはもしかしたら、このまま逃げていればあの人たちにとってマドカが必要なくなるときが来るだろうか。それはつまり、あの子が死んだときになるんだろうけど……。

「あ！　おにいちゃんたち来た！」

　ホタルがはずんだ声をあげ、今の今まで疲れて駄だ々だをこねていたくせして軽快に立ちあがった。電話をパーカーのポケットに戻してマドカも腰をあげた。

　欄らん干かんから身を乗りだして眼下のトラック通りを見おろすと、白い箱形の車が少し先の路ろ肩かたに寄って停とまるところだった。完全に停まるのを待たずに後部座席のサイドドアがスライドして金髪の少年が飛び降りる。続いて助手席からもう一人、取りたてて特徴のない暗めのアッシュブラウンの髪の青年が滑り降りてきた。まだマドカたちの姿を見つけていないようできょろきょろしているので、

「三嶋ぁー」

　陸橋の上からひらひらと手を振ると三嶋がこっちに顔をあげ、すぐに振り返ってススキに声をかける。ホタルが駆けだしたのでマドカもサンダルを拾って裸足はだしであとを追い、階段を駆け降りてちょうど陸橋の下で三嶋たちと行きあった。

　最後の段を飛び降りてマドカは三嶋の前に立ち、

「三嶋、クツ買って。壊こわれた」

　ストラップが擦すり切れたビーチサンダルを突きだして、靴くつ擦ずれした自分の足に目配せをした。軽く息をはずませながら三嶋は打ちあげられた魚みたいに口をぱくつかせ、「あのな……」すごく疲れた顔で何か言おうとしたとき、

「おにいちゃんー」

　無む邪じや気きに駆け寄っていったホタルの頭を、ススキが出し抜けにぱしんとはたいた。

　マドカも三嶋も呆あつ気けにとられて固まってしまい、ひと呼吸おいて、きょとんと立ち尽くしていたホタルが泣きだした。

「なんでぶつのー……」

「泣いたってだめだ、お前が悪いんだから。父さんたちに心配かけたのわかってるのか？」

　大声をあげて泣きじゃくるホタルをススキが厳きびしくたしなめる。怒られたホタルは泣きやむどころか余計に激はげしく泣くばかりで、「ススキ、何も殴らなくても……」「三嶋さんは怒らなすぎです。あんただって彼女の心配してたのに」「いや、俺おれは別に」仲裁に入った三嶋までぴしゃりと言われて口ごもった。

「ホタル！」

　と、遠くで聞こえた女の声にホタルがぱっと顔をあげた。対向車しや線せんの路ろ肩かたに乗用車が停とまり、男女の大人おとなが降りてくるのが見える。男のほうはマドカも見覚えがある。きっとススキが連絡したんだろう、ホタルの父親と、そうするとたぶん女のほうは母親だ。

「ホタル！　ホタルちゃん！」

　トラックが行き交う大通りの向こうから母親が半泣きで娘の名を呼び、父親はそのあいだに走って陸橋にまわっている。

「ママぁー」

　父親の到着を待ちきれず、ホタルが泣きながら一直線に母親のほうへと駆けだした。

　ぱぁ────ん！

　耳をつんざく甲かん高だかいクラクション──ホタルの横からトラックのヘッドライトが突っ込んでくるのが見えた瞬しゆん間かん、マドカは反射的に車道に飛びだした。







　そのとき三嶋がとっさに取った行動は、あとで考えると自分自身複雑になったのだが、ホタルを助けることではなくてマドカをとめることだった。

　ぱ──……ん……

　クラクションの残ざん響きようが長く尾を引いて耳鳴りのように鼓膜にこびりついている。

　マドカを後ろから抱きとめて路ろ肩かたにへたり込んだ格好で、三嶋は目の前の一点を見つめて固まっていた。「おい、ぶつかってないよなっ……」トラックの運転手が蒼そう白はくな顔で飛び降りてくる。結果的にマドカも三嶋も飛びださなかったかわりに、ぎりぎりで停とまったトラックの鼻先に金髪の少年が倒れていた。

「痛いてー……」

　頭を振りながら少年がのろのろと身を起こした。少年の腕の中から幼い少女のくぐもった泣き声が聞こえる。

　若じやつ干かん呆ほうけた顔で少年は周囲に視し線せんをさまよわせたあと、自分にしがみついて泣きじゃくっている妹に視線を落として、十七歳の少年にしては少し斜しやに構えた感じの、けれどほっとしたような吐息を漏もらした。
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　二年ぶりの家の中は呆あきれるくらい何も変わっていなかった。壁かべ紙がみは全体的にオフホワイト系の品のいい色しき調ちようで統一され、玄関や廊下の壁には母親が趣しゆ味みでやっている刺し繍しゆうの壁掛け、来客用のスリッパの色や柄まで変わっていない。母親の女性らしい趣味が反映された、ごくありふれたマンション住まいの核家族家庭の風景。

　我ながら間が抜けた顔で周囲を見まわしていて、「ひゃっ」膝ひざに滲しみた消毒液にススキはつい声をあげてしまった。

「もうちょっと我慢してね……はい、おしまい」

　ススキの肘ひじと膝に四角い絆ばん創そう膏こうを貼はり終えた母親が救急箱を持って腰をあげた。傷の痛みよりも消毒液のせいで涙目になっているススキにくすくすと笑って、

「これくらいで済んで本当によかったわ。絆創膏はちゃんと貼り替えるのよ」

「どうも……」

　優やさしい声をかけられて、ススキが逆に戸惑って仏ぶつ頂ちよう面づらで答えたとき、ぱたぱたと足音がしてホタルがダイニングキッチンに駆け込んできた。落書き帳やらクレヨンの箱やらを両手に抱えている。

「おにいちゃん、あそぼう」

「ホタル、わがまま言わないの。お兄ちゃん怪け我がしてるんだから」

「おにいちゃんに絵描かいてあげるの。ホタル、絵うまいんだよ。幼稚園でいっとうしょうもらったんだよ」

　大いばりで言ってホタルが広げてみせた落書き帳を覗のぞくと、確たしかに五歳児にしてはなかなかよくできた絵が並んでいる。母親もきっと自慢に思っているだろう。長男のほうは残念ながら芸術面にまったく才能を発揮しなかったので。

「あっちのお部屋いこう。こっちこっち」

「え、ああ……」手を引かれるままついつい流されてススキも椅い子すを立った。「もう、お兄ちゃんにあんまり迷惑かけちゃだめよ、ホタル」たしなめながらも微笑ほほえましげに母親が二人を見送る。

「お夕食の準備するから、ゆっくりしててね。えーと」

「……セイタ」

「セイタくん。うん、いい名前ねえ」

　セイタくん。母親のその呼びかけはあきらかに他人の家の子供に向けたもので、しかしそれはススキ家の中にいたときのセイタ少年が決して母親から得ることのできなかったやわらかい微笑とあたたかい声で、ススキはこみあげてくる何かの感情に自分自身戸惑って、逃げるようにダイニングを出た。

　ホタルの案内でリビングまで引っ張っていかれた。案内なんてしてくれなくても家の間取りくらい覚えているのに。リビングの家具の配置も二年前と変わっていなかった。父親が奮発して買ったプラズマテレビ、ソファとローテーブル、レースのカーテンの向こうに心ばかりのバルコニーがある。床に散らかっているホタルのレゴや絵本などの遊び道具だけが、当時の三歳児用から五歳児に見あったものに変わっている。

　まったく変わっていないように見えて、やはりススキの知らない二年間がこの家で流れていたということの、それが証拠だった。

「ホタル、お手伝いしてくれる？　パパとお客さまにお茶持っていって」

「はぁーい」

　キッチンから母親の声に呼ばれ、素直に応じてホタルが駆けていく。元気で素直でそりゃかわいがられるよなあと皮肉でもなんでもなくススキは普通に感心しつつ（セイタ少年はできうる限り手伝いを避けようとする子供だった）、薄うすいカーテンの隙すき間まからバルコニーに出た。

　バルコニーの手すりに灰皿がわりの空き缶がくくられていた。相変わらず家の中は禁煙のようだ。ちょうどいいので一服しようと煙草タバコを出したとき、背後で気け配はいがした。

　ちらりと振り返ると父親がサンダルを履はいて出てきたところだった。単に娘を交通事故からかばった恩人を連れてきたという感じでうきうきしている母親とは違い、父親の表情は複雑に曇くもっている。たぶん自分も同じような顔をしているんだろう。遺伝子組換えによって親子とは思えないほどまるで容姿は似ていないのに、自分はやっぱり父親似なのだとときどき思う。

「お前煙草吸うのか……」

　ちょっと愕がく然ぜんとして父親が呟つぶやく。しかしススキが無視して煙草に火をつけていると、父親はそれ以上は何も言わず、並んで手すりに寄りかかって自分も煙草をくわえた。白地にオレンジと青のラインの〈ワトソン＆クリック〉。息子も同じ銘めい柄がらを吸っていることに父親が気づいたかはわからない。

　ほどよく冷房が効いた室内よりも蒸し暑い住宅街の生ぬるい夜風が、二筋の煙をゆるゆると運んでいく。

「帰ってこないか。母さんも、一緒に暮らすうちに少しずつ思いだすと思うんだ。お前のことを気に入ったみたいだし、もう前みたいなことにはならないと思う」

「母さんが今オレを気に入ってるように見えるのは……オレが他人だからだよ」

　自分で言った台詞せりふがなんだか自分に痛かった。

　たぶん自分は怖いのだと思う。母親にまた嫌われるのが。母親が自分のせいで苛いら々いらしたり父親にきつくあたったりするのを見るのが小さい頃ころから嫌いやだった。他人でいることであんなふうに笑ってもらえるんなら、今のままで十分だった。

「あのな、セイタ……」

　少しの沈ちん黙もくのあと、遠えん慮りよがちに、しかし意を決したように父親が口を開いた。くわえ煙草タバコの先に灯ともる小さな火を伏し目がちに眺めながら、ススキは無言で続きを聞く。

「お前が生まれた日のことを、俺おれは今でもよく覚えてるんだ。ちょうど仕事が忙しい時期で出産に立ちあえなくて、電話で産まれたことを聞いて、十五分だけ時間を作って会社の近くの神社に駆けていった。普ふ段だんお参りなんてしないのに、まあそんなときだけ都合よくなんだけどな。持ってた小銭を全部投げ込んで、その子の幸せと成長を願った。全力で守ろうって誓った。本当に、本当に嬉うれしかったんだ、お前が生まれてきてくれて……それなのに、母さんがあんなふうになったとき、お前を守ってやれなくて、家族を守れなくて、お前には本当に辛つらい思いをさせて、悪かったって……」

「父さんは、オレを守ってくれたよ」

　自分が不幸だと思った覚えは、正直言ってススキにはなかった。たぶん父親がいたからだと思う。ゲームセンターに行くのも好きだったし、ファミレスでは好きなものを食わせてもらえたし（ガキだったしバカだったから自分の境遇に気づかなかっただけという気もするが）。不器用ながらも精いっぱい息子を救おうとしていた父親を責める気はなかった。

　だとしたら誰だれのせいにすればいいんだろう。遺伝子組換えに多少の誤差があったせいだろうか。当然起こりうるはずのその誤差を受け入れられなかった母親のせいだろうか。いずれにしてもススキにとっては、別に誰かの責任と決めなければいけないようなことではない。しいて言えばセイタ少年があまり大人おとな受けする子供ではなかったせいとか、そんなくらいにしておいていいと思う。

　半開きの窓越しにあどけない鼻歌が聞こえた。リビングを振り返るとお茶のセットが載ったトレイをホタルが危なっかしい手つきで運んでくる。

「だんなさま、お茶をめしあがれ。それともホタルをめしあがりますか？」

　かしこまった感じでそんなふうに呼ぶので、唖あ然ぜんとしたあと吹きだしてしまった。なんのテレビの影えい響きようなのか知らないがあんまり変なものは見せないほうが。父親は笑えないようで困り果てた顔をしている。

「……ときどき遊びに来てもいいかな。ホタルの相手しに」

　それが今ススキに引けるぎりぎりのラインだった。いつかもっと時間がたったら、ラインを踏み越えられる日が来るかもしれないけど、今はとりあえず。
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　たいていの女の子は鉄テツ郎ロウの顔をはじめて見ると怖がるのだが、マドカはといえば硬い鱗うろこに侵蝕された異い形ぎようの左ひだり頬ほおと琥こ珀はく色いろの鋭するどい瞳ひとみを目を丸くしてまじまじと凝ぎよう視しして、

「カッコイイわ」

　五秒くらい凍りついたあと、鉄郎はこういうときどうリアクションすればいいんだみたいな視し線せんを三嶋に送ってきた。「カッコイイって。よかったね」笑いをこらえつつ三嶋が言うと文字どおり苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたトカゲみたいな顔をした。

　人ひと気けがない夜の住宅街のはずれ。道端に停とめたバンの運転席でまだ不ふ機き嫌げんそうに（半分は照れ隠しかもしれない）ぶつくさ言っている鉄郎の顔がバックミラーに映っている。

「お前状況に流されすぎだ。一方的に押しかけてきて居座った家出少女にいつの間にか振りまわされてる自分に疑問とか感じないのか？」

「いや、感じてないこともないけど……」

　バックミラー越しに睨にらんでくる琥珀の瞳から三嶋は曖あい昧まいに視線を逃がした。眠っている少女を起こさないようにぼそぼそ喋しやべる二人の声が静かな車内にこもって聞こえる。

　後部シートの隣となりの席でマドカがかくんと首を倒して眠り込んでいる。半はん袖そでの腕に長い髪がかすかに触れてむずがゆい。今なら余裕でカッターを取りあげられそうだったが、それをやったが最後彼女は二度とこんなふうに誰だれかの隣で無防備に眠ったりすることはないのではないかと考えると、なんとなく躊ちゆう躇ちよした。

　マネキン通りのアーケード街からマドカたちを見つけた陸橋まで、徒歩で約三時間、距きよ離りにして十キロ近く。五百円のビーチサンダルでよく歩いたなと感心するよりも呆あきれる。座席の上でたたんだ素足は埃ほこりと排気ガスで汚れて灰色に染まり、靴くつ擦ずれがかさぶたになりかけている。

　家に帰ったのかもなんて、なんで疑ったんだろう。

「……三嶋、ごめんね」

　と、眠っているとばかり思っていたマドカの口からふいに声が漏もれたのでびっくりした。起きてたのか……。本気でカッター取りあげようとしたりしなくてよかったと変な冷や汗が滲にじんでくる。

「何が？」

　理由があるわけではないが運転席の鉄郎に聞こえないように囁ささやき声で訊きき返す。マドカは伏せていた瞼まぶたを薄うすくあけ、しかし半分眠たいのかぼんやりと虚こ空くうに視し線せんを向けている。

「三嶋、心配してたの？」

「え」

　ストレートに訊きかれてとっさに答えに詰まり、

「さあ……まあすこしは」

　わりと卑ひ怯きような答え方をして反対側に視線を泳がせた。

　少し先にぽつんと佇たたずむ街灯の青白い灯あかりの周囲に小さな羽は虫むしが集まっている。その下を俯うつむき加減に歩いてくる金髪の少年の姿が見えた。向こうもバンが停とまっているのに気づいたようで意外そうな顔をあげた。

「そこの少年、乗って帰る？」

　窓から声をかけるとススキがバンの横に寄ってきた。「なんで待ってるんです？」「送ってやろうと思って」「送るのは俺おれだけどな」鉄郎がぼそっと補足。ばつが悪そうにススキはぷいと横を向き、

「いいです。地下鉄で帰ります」

「あそ。じゃあな」

　鉄郎の冷たい声とともにバンが（本当に）発進した。
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「ちょっ……嘘うそです、乗せてってください！」

　焦った訂正が入るが鉄郎は容赦なくアクセルを踏む。「わ、テッちゃん本気？」運転席を振り返って言いながらも三嶋はつい笑いだしている。サイドドアから身を乗りだして走って追いかけてくるススキに手を伸ばし、「ススキ、あとでジュースおごって」「あーおごりますからっ」手を貸して後部座席に引っ張りあげたときにはバンはすでに普通のスピードで住宅街を抜けて〈閂かんぬき亭てい〉方面への帰路についている。

「信じらんないですっ、鉄郎さんホントにオレのこと嫌いでしょう」

　後ろ向きでシートにしがみついて息を切らせつつススキがぼやく。バックミラー越しに後部座席を一いち瞥べつしただけで鉄郎は知らん顔でハンドルを握っている。

「あー笑った」

　ひとしきり一人でウケたあと、三嶋はシートにもたれて疲れた息をついた。隣となりで何がそんなに面おも白しろいのかという顔をしているマドカと目があってちょっとばつが悪くなる。

　薄うす灰はい色いろの大きな瞳ひとみでマドカは一つ瞬まばたきをして、「子供みたい」と言った。




　七月四日、夏のはじめ。

　こんなふうにだらだらしながら今年もそのうちに夏が過ぎるんだろうということを、そのときの三嶋はあまり疑っていなかった。
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　それはまだ彼女が行きどまりがある小さな世界に住んでいた頃ころ、灰かい白はく色しよくの世界の壁かべの外側にはもっとずっと大きな世界があって、たくさんの人間が生きているということがよくわかっていなかった頃のこと。

　その日、いつものとおり暇ひま潰つぶしに世界の行きどまりへと出かけていき、ガラス窓に額ひたいをくっつけて向こう側を覗のぞき込むと、いつもいる守しゆ衛えいという人の姿は見えなかった。いつもは鍵かぎがかかっている窓が少しあいていたので、あまり考えずに彼女は窓枠によじ登って向こう側に飛び降りた。

　はじめて乗り越えた〝世界の行きどまりの窓〟の向こうは小さな部屋になっていた。中央に簡かん素そな机とスチール椅い子す、奥の壁には何枚かの白黒の絵がはめ込まれている──〝絵〟を見あげて彼女は小首をかしげた。彼女の病室や廊下やトイレの様よう子すが斜め上から描かれている、へんな構図の絵だった。

　さらに視し線せんを巡らせて、ある一つのものに興きよう味みを奪われた。壁際のキャビネットの上に置かれた灰色の立方体。彼女以外に動くものがない部屋の中で、その箱の一面だけがちかちかと不ふ思し議ぎな光を瞬またたかせている。箱の中を覗き込んで彼女は目を丸くした。

　彼女の両手で抱えられるくらいの狭苦しい空間の中で、彼女の知らない小さな世界が動いていた。

　彼女の世界は全体的に無彩色だったが箱の中には見たことがないくらいたくさんの色があり、見たことがないくらいたくさんの人間がぎゅうぎゅう詰めに押し込まれていた。時折りノイズが入って伸びたりひっくり返ったりする世界の中から途と切ぎれ途切れの音声が漏もれている。その頃の彼女はまだそれほど多くの言葉を知らなかったが、それは守衛やときどき来るお医者さんが話すのと同じ種類の言語だと推測できた。

　そうっと手を伸ばして、世界の表面に触れてみる。

「ひゃ」

　途と端たん、指先がばちっとはじけて驚おどろいて手を引っ込めた。箱のほうはしれっとした態度でその場に鎮ちん座ざし続けている。もう一度、人差し指でおそるおそる触れてみると、今度は箱は攻こう撃げきしてこなかった。

　世界の表面は滑らかで少し熱ねつを持っていて、こすると指に黒い埃ほこりがついた。世界の中に手を突っ込むことはできなかった。箱の下側についているボタンを押してみると、箱の中の世界が突然別の風景に入れ替わった。ボタンを押すたびに世界が消滅して違う世界が現れる。前の世界に住んでいた人々は押おし潰つぶされて死んでしまったんだろうかと思ったが、世界の数は有限のようで、しばらくすると世界が一巡してさっき見た人々がまた現れた。

　世界が変わるのが面おも白しろくて次々とボタンを押しているうち、ある世界が見えたところで彼女はふと手をとめた。

　箱の中に一人の女の子が立っていた。長い髪に薄うすい灰色の瞳ひとみの、それは鏡かがみで見る彼女と同じ顔をした女の子だった。ただし彼女が着ているみたいなてろてろした素材のスリップではなくちゃんとした綺き麗れいな服を着ていて、大人おとなの人間に連れられて黒い車に乗せられている。箱の中の世界には自分と同じ顔をした人間がたくさんいるんだろうか。

　かじりつくように箱の中を凝ぎよう視ししていると、背後で物音がした。

　守しゆ衛えい室しつの隣となりにある給湯室の戸口の前で、コンクリート色の制服を着た背の高い男が湯気が立ちのぼるカップと割わり箸ばしを手に立っていた。昨日までいた守衛ではない、はじめて見る人だ。

　首だけまわして振り返った彼女とぽかんとした顔で突っ立っている見知らぬ守衛と、顔を見あわせたまま少しのあいだ固まって、

「あっ、俺おれ、今日から交替で」

　突然スイッチが入ったみたいに守衛が喋しやべりだし、と思ったらしまったというようにまた突然言葉を切った。「そっか……必要ないんだっけ」呟つぶやいてばつが悪そうに頭を掻かく。思いがけず話しかけられたので彼女のほうも少し驚おどろいた。今までにも何度か守衛の交替はあったが、彼女に挨あい拶さつなんかした人ははじめてだった。そもそも今までに来たどの守衛も食事係の女の人もお医者さんも、自分たちが喋っている言葉を彼女がかなりの部分理解して聞いているなんて思ってもいない。

　ところがそれでも、今日来たその守衛はふと気を抜いた顔になって「ま、いいか」と独りごち、小柄な彼女の目め線せんにあわせて長身をかがめた。

「よろしく。って、わかんないと思うけど」

　彼女にはちゃんとわかっていたが、わかっているということを伝える方法がよくわからなかったのでなんの反応もできなかった。押おし黙だまったまま守衛が手にしたカップから立ちのぼる湯気を見つめていると、守衛がきょとんと瞬まばたきをしてカップに視線を落とし、

「あ、これ」

　ちょっと困った顔で、

「まだあるけど……食う？」

　と言った。







「けほっ、けほ……」

　自分の咳せきで目が覚めた。枕まくらに顔を埋めてこもった軽い咳をする。

　起きるのが億おつ劫くうだった。でも食事係の女の人が来る時間の前に守衛のところに行って猫に餌えさをあげなきゃいけない。あの女の人はあまり好きではなかった。いつもぴりぴりと気を張っていて動作や口く調ちようがせわしなくて、ああいうのをなんて表現すればいいんだろうと思っていたら守しゆ衛えい室しつのテレビでげっ歯類という動物を見てあの人の動きはひまわりの種を頬ほおばるげっ歯類にすごく似ていると思うようになった。

（……？　どこだ……）

　考えているうち、いつもの病室のベッドと寝ね心地ごこちが違うことに気がついた。病室のわざとらしいくらい清せい潔けつな白っぽい空気とは違う、もっと雑然とした生活感のある匂においが枕まくらにかすかに染み込んでいる。

　枕に頬を埋めたまま、マドカはゆっくり瞼まぶたをあげた。視界に映る部屋の様よう子すにぼんやりと視し線せんを流す。降ろしたブラインドの隙すき間まから白く濁にごった戸外の光と交差点のくぐもった騒そう音おん、さあさあという雨の音が漏もれて、部屋の中をほどよいノイズと薄うす明あかりで満たしている。

　寝ね呆ぼけていた頭がはっきりしてきて、自分が今いる場所を思いだした。

　ああ、そっか。猫はもういないんだった。

　ベッドがある三畳半間から五畳半間のほうを眺めると、床の真ん中に置かれたテレビを挟んで、クッションと毛布でベッド化されたソファが見える。テレビの前にもソファの上にも誰だれもいなかった。

「三ミ嶋シマ……？」

　少々だるく感じる身体からだを起こしてベッドから降りた。立ちあがれないほどだるいわけではないが単に怠たい慢まんでテレビの前まで這はっていき、スイッチを入れる。ぷっという雑音のあと箱の中と世界が繋つながる。昼過ぎのトーク番組がやっている時間だった。

　体育座りで膝ひざを抱えて、しばらく頭を使わずにテレビから漏れる光だけを視覚の表面で受け取っているうち、テレビの横の床に無造作に積つんである何冊かの本にふと興きよう味みが移った。四つん這いで近寄って上のほうの本を手に取る。英語[image: ]、ドイツ語[image: ]……わりと薄っぺらい本に混じってもっと難むずかしそうな厚い本もある。

　化学記号らしきものがたくさん出てくる分厚い本を床に広げてぱらぱらと眺めていると、廊下のほうでドアがあく音がして、Ｔシャツにナイロンパンツという適当な格好の青年がタオルで髪を拭ふきながら姿を見せた。

「面おも白しろい？」

「うん」

　本のページに視線を落としたままマドカは頷うなずく。

「なんの勉強してるの？」

「……勉強してるかはともかく、」

　視界の端にナイロンパンツの脚が立ち、男の人にしては比較的華きや奢しやな手がマドカが崩した本の山から中くらいの厚さの専門書を一冊引き抜いた。

「これ」

　無む機き材料工学概がい論ろん、という角張った言葉が実際角張った書体で書かれている。

　タオルを頭に被かぶったまま三嶋は本に続いて床に捨ててあった肩掛け鞄かばんを拾いあげた。そこではじめてマドカは眺めていた本からまともに顔をあげた。

「出かけるの？」

「うん、学校。今日一コ試し験けん残ってて」「試験……」マドカには縁えんのないその言葉が意味するところを知ち識しきの中から引っ張りだす。

「三嶋、試験勉強してたっけ」

「してません。すっかり忘れてた」

　渋い顔で溜ため息をつき、しかしそれほど危き機き感かんを持っているふうでもなくまあなんとかなるよとか呟つぶやきながら三嶋はその場にしゃがんで本やノートを鞄に放り込みはじめる。そうは言いつつぱらりと見えたノートの中身には細かい文字や化学式がけっこうしっかり書き込まれていた。三嶋が大学に（一応）行っているというのは聞いていたが部屋で勉強しているのを見たことはなかった。そもそもこの部屋には机というものがない。

　七月六日月げつ曜よう日び。結局一週間マドカはこの部屋に居座っているが、三嶋はすでに気にしたふうもなく自分のペースで生活している。マドカもマドカで育ったところにいたときと同じように十二時間寝て十二時間起きているようなサイクルで、同じ部屋にいながらそれぞれ勝手にやっているという感じなのだが、二人とも起きているときは普通に会話になるし一緒にご飯を食べたりテレビを見たりする。噛かみあっているのかいないのか不ふ思し議ぎな感じの共同生活。

「あー、そういえば食うもん何もなかった。腹減った？」

「ううん。今いらない」

　首を振るとものすごく珍しそうな顔をされた。失礼だ。

「……マドカ？　どっか具合悪いのか？」

「少しだるい」

　床の上で本を閉じ、こもった咳せきを一つする。と、ふいに三嶋の手が額ひたいに触れたのでマドカは俯うつむいた姿勢のままちょっと固まった。華きや奢しやに見えるのに額にあたる手の甲の感触は意外とごつごつしていた。

「よくわかんないけど、熱ねつはないのかな……俺おれやっぱり今日いようか」

「試験は？」

「いや、前期だめだったら後期でとれるし、ていうかぜんぜん勉強してないから実は行ってもあまり意味がないっていう」

　聴ちよう覚かくを通り過ぎるナチュラルな感じの話し方を聞きながら、ああそうか、とマドカはなんとなく気がついた。三嶋はあの守しゆ衛えいと似ているのだ。見た目はまったく似ていないけど、気が抜けているというか考え方がちょっとゆるんでるというか……ぜんぜん誉ほめてないような気がするけどそういうところが。急いでいるげっ歯類みたいな食事係の女の人と対照的に、空気が楽で心地ここちいい。

　本当はもっと遠くへ逃げたほうがいいのかもしれないのに、だからたぶん、マドカはまだここにいる。

「一人で平気。少し寝たら治る」

　視し線せんを伏せたまま、少し表情をやわらげてそう言った。

「テレビ、つけたままがいい」言い置いてもぞもぞとベッドに戻るマドカの様よう子すを三嶋は床にしゃがんだ格好で見守っていたが、「ならいいけど」とわりとあっさり引き下がって出かける準備を再開した。それはそれで三嶋らしいのだが自分で辞退しておいてマドカは微妙に不満になったので、

「起きたらきっとプリンが食べたいと思う」

　掛け布団に潜もぐり込みながらもう一言つけ足した。昨日一緒にコンビニに行ったとき買ってもらったらこれが非常に美味であったので。頭から被かぶった布団の向こうでちょっと呆あきれたような沈ちん黙もくのあと、「了解」苦笑混じりに言う声が聞こえた。




　　　　[image: ]




「池イケ田ダ？　今日は見てないな」

「そうですか……」

　試し験けんが終わってから思いついて自分の学部がある校舎とは違う学部の校舎に足を向けてみたが、訪ねた研究室にいたのはくたびれた白衣を着た助教授だけで、捜しにきた研究生は捕まらなかった。

「じゃあいいです。どうも」

　面めん識しきはあるがあまり話したことはない助教授だったので（そもそも普通は他学部の助教授なんかとは面識すらないものだが、三嶋は自分の学部よりも何な故ぜかこっちの学部に知りあいが多い）礼を言っただけで早々に研究室を出ようとすると、口の端で煙草タバコをふかしながら助教授が声をかけてきた。

「なあ、君何年だっけ」

「二年ですけど」

　戸口で足をとめて三嶋はきょとんとして答える。

「じゃあ来年ゼミだろ。うち来ない？」

「俺おれ学部違います。無む機き材料の二年です」

「じゃあ三年で転部しろよ、手続きしてやるから。うん、ぜんぜん問題なし」「……ありますよ」人の専攻を勝手に変えようとするな。半眼で切り返したが助教授は人の迷惑などまったく気にしたふうもなくたたみかけてくる。「別に理由があって材料専攻してるわけじゃないだろ。だいたい無機材料なんて今どき就しゆう職しよく先さきも少ないぞ。こんなところに遊びにきてるってことはどうせ学部に友だちも少ないんだろ」

「ほっといてください……。なんで俺おれを誘うんです、自分とこの学生勧誘すればいいじゃないですか」

「うちの学生はみんな一研行っちまうんだよ」

　よれた煙草タバコをくわえた口をひん曲げてぼやく助教授。それはまあ、こんなところと助教授自身が言ってしまう研究室に誰だれが行きたがるのか。

　三嶋が在ざい籍せきしているのは材料工学部無む機き材料工学科という。そして今いるこの棟は生物工学部遺伝子工学科。池田というここの研究生にごり押しで頼まれて何度か手伝いをしたことがあるだけで、材料工学部と生物工学部とは本来ほとんど縁えんはない。

　進化生命工学第二研究室、というのがこの研究室の名前だった。遺伝子工学科の中でも特に先せん鋭えい的てきな現代遺伝子工学を扱う進化生命工学研はこの工科大の花形的存在だが、第一研究室と比べて第二研究室のほうは同じ学部とは思えないほど寂れている。置いてある機材やパソコンは無関係者の三嶋の目で見てもあきらかに古いものばかりで、ただでさえ少ない所属学生や研究生もなんというかみんなくたびれている。

「なんで二研て過疎化してるんですか？」

「総ソウ領リヨウ晴ハル継ツグがここの卒業生だからさ」

　その場しのぎで口にした問いに当たり前というようなさらっとした答えが返ってきたが、三嶋には答えの意味がわからなかった。

「誰ですかそれ」

「え、知ってるだろ？　総領晴継だぞ？」

「知りません」

　きっぱり答えると、最近の学生はとでもいうように助教授は肩をすくめた。

「ダーウィンズ・ヒルの長男だよ」

「ダーウィンズ・ヒル……？」

　三嶋が首をひねりつつ復唱したのでまさかそれも知らないのかという顔をされたが、さすがにその単語はこの街に住む人間なら誰でも知っている。アップタウンの一等地に君くん臨りんする遺伝子工学・遺伝子医い療りようのエリート企業グループ、通称ダーウィンズ・ヒル。研けん究きゆう職しよくや技術職には生物工学部の出身者も多いらしい。

「ここの過疎化とダーウィンズ・ヒルの長男がなんで関係あるんです？」

「知りたいか？」

「はあ。まあ」そうでもないけど一応頷うなずく。うらぶれた研究室の風景にやけに馴な染じんで見えるシニカルな仕し草ぐさで煙草をくゆらせながら助教授はもったいぶった間をおいたあと、にやりとして言った。

「二研に来たら教えてやる」

「嫌いやです」

　即座に辞退。長居すると本当に押し切られそうだったので三嶋は今度こそ退散した。

　階段で一階に降り、校舎のエントランスに立てかけておいた使い捨てのビニール傘を差して外に出る。七月に入るなりげんなりするほどの夏空続きだったが、忘れていた梅つ雨ゆを思いだしたように今日は一日中冷たい雨が降っていて、Ｔシャツ一枚では肌寒いくらいだった。

　八割以上が適当に汚い格好をした男子学生という工科大のキャンパスは大学というものの開放的な雰囲気とは縁えんがなく、もともと無彩色なキャンパスの風景に灰色がかった霧きり雨さめの幕が降りて不景気感をいっそう演出している。

　先週の色素異常について一応文句を言っておこうと思ったのに池田は捕まらないし、かわりに変な助教授に捕まって時間を食ってしまった。概がい論ろんのテキストとノートが入っているだけのすかすかの肩掛け鞄かばんを背中側に追いやってナイロンパンツのポケットに手を突っ込み、西門に向かって歩きだす。西門からマネキン通りに出るのが帰るルートになる。

（うーん。概論って落とすと三年になれないんだっけ……）

　周囲の風景も手伝って、歩きながら少々不景気な気分になって溜ため息をつく。

　試し験けんは一応受けたものの、結局試験時間中マドカの様よう子すが気になってあまり集中できなかったので出来は最悪だった。というのはまあもともと勉強していなかった言い訳だが。後期で取り戻せるだろうという妙な自信はあったのでそれほど深刻に考えてはいなかった。

　プリン買って帰ろう。
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「コレ、オイシイ」

　というのが、マドカがおそらく生まれてはじめて口にした、明めい確かくな意味と指向性を持った言葉だった。守しゆ衛えいの交替があってから一週間ほどたったある日のこと、守衛室の机を挟んで守衛と向かいあって、スチレン樹じゆ脂しのカップに入った細長い麺めんを先割れスプーンで不器用にすすりながら。部屋の片隅の箱の中ではちょうど〝ゼンコクラーメンメグリ〟というのがやっていて、箱の中の小さい人が同じく「オイシイ」を連発していた。

　前触れなく呟つぶやいたマドカの声に、机の向かい側で同じものをすすっていた守衛が目を丸くして、右手の割わり箸ばしを取り落とした。

「……今、喋しやべった……？」

　ぽかんとあけた守衛の口からカップの中にぼとぼとと麺が落ちた。

　よろしく──と新しく来た長身の守衛に言われたあの日からほぼ毎日、マドカは守衛室に入り浸って黙もく々もくと守衛の夜食のお裾すそ分わけに預かっていたが、食べ物についての感想を表したのはもちろん、マドカのほうから守衛に話しかけたのはその日がはじめてだった。

　〝世界〟を訪れる大人おとなたちは誰だれもマドカに言葉を教えなかったし、マドカにまともなコミュニケーション能力があるとは思っていなかったようだが、マドカは大人たちの会話を聞き分けてある程度の言葉を理解していた。さらに新しい少々ゆるんだ守しゆ衛えいが来てからは（彼はいつも守衛室の窓の鍵かぎをかけ忘れるので）ちょくちょく守衛室に入り込み、〝世界の箱〟から流れる音声を聞いて多くの言葉を吸収した。〝世界の箱〟がテレビと呼ばれるものだということを知ったのもこの頃ころで、テレビの中の世界が彼女の〝世界〟の外に実際に存在しているということをマドカは次第に理解していった。

　テレビで見たことについてマドカがあれこれ訊たずねると、守衛は自分自身も首をひねりつつ言葉の意味や外の世界の事象について教えてくれるようになった。今までに来た大人たちの態度から察するに、たぶんマドカとあまり親しくしてはいけないという暗あん黙もくの決まりごとがあったのだと思うが、今度の守衛はそういうことにいまいち頓とん着ちやくしない人で、積せつ極きよく的てきというほどではないながらも普通にマドカと接してくれた。

「ねえ、見て、これ見て、同じ人なのに違うチャンネルではぜんぜん違う国にいて、違う名前で呼ばれてる。同じ顔の人がたくさんいるのは当たり前なの？」

　チャンネルと録ろく画が放送という概がい念ねんを理解した頃、チャンネルボタンを興こう奮ふんぎみにがちがち押しながら守衛に説明を求めると、守衛はエイガやドラマというものを教えてくれた。

「どう言えばいいのかなあ、嘘うその人物を役者さんが演じるんだ。だからどっちも同じ人で、でも本当はどっちも存在してない人で……」

「ヤクシャさんは存在してない人なの？」

「いや、役者さんは本当にいる人なんだけど」

「……？」この概念の理解には少々手こずった。それじゃあ以前テレビに映っていたマドカと同じ顔の女の子はやっぱりマドカ自身で、マドカが知らないうちにヤクシャさんになってその子を演じていたんだろうか──混乱したことを考えて、しばらくかかって理解が追いつくまでずっと混乱していた。

　その子と自分の関係について知ったのはテレビではなくて、だいぶ字を覚えたある日、守衛室の机に置き忘れられていたファイルを盗み見てからだった。あの女の子は誰だれなのか、あの女の子は外の世界にいるのに、それに対してどうして自分は物心ついたときからこの無む機き質しつなフロアに閉じ込められているのか、毎日薬を飲まないといけなくて、月に一度お医者さんが検診に来て、そのたびにたくさん血を抜いていくのは何な故ぜなのか。

　マドカ、という名前もそのときに知った。それはテレビの中にいた、自分と同じ顔の女の子の名前だった。




　そうして、新しい守衛が来てから季節がいくつか巡り、マドカが生まれてから十五回目の季節が過ぎた年。




　灰色の人たちが迎えにきたら逃げるんだ──その年の春頃ごろから、守しゆ衛えいが口くち癖ぐせのようにそう言うようになった。お医者さんや食事係の女の人の態度が少し変化し、彼らが来るたびに空気がいっそう緊きん張ちようするようになった。

　しかしそれでもまだ、マドカと守衛、二人の〝世界〟は日々それなりにゆるやかに流れ続けていた。

　なぁー。

　という奇妙な声を聞いたのは、例によって窓の鍵かぎがあいていたので窓枠を乗り越えて守衛室に入り込んだ朝のことだった。

　どこから聞こえたのだろうとマドカはきょろきょろと周囲を見まわした。守衛室には誰だれもいなかったが、隣となりの給湯室のほうで物音と、そしてさっきの奇妙な声とはまた違う、うーんうーんという呻うめき声のようなものが聞こえていた。戸口から覗のぞいてみると給湯室にも人ひと気けはなかったが、奥の壁かべに椅い子すが寄せてあり、その上の磨すりガラスの窓があいていた。呻き声はその向こうから聞こえている。

　窓辺の椅子によじ登って窓から顔を出した途と端たん、今まで触れたことのないざらざらした感触の空気が頬ほおを撫なでた。「わ……」向かい側にもすぐ壁かべがあったが、切り立ったコンクリート壁の隙すき間まに見える〝天てん井じよう〟は薄うすく濁にごった青灰色。埃ほこりとスモッグの匂においがかすかに混じった、決して澄すんではいないけれどどこまでも遠く高くまで突き抜ける外の匂い。

　テレビを介してしか見たことがなかった外の世界の空気に、マドカが生まれてはじめて直接触れた瞬しゆん間かんだった。

「あのさ……」

　顎あごの下から申し訳なさげにかけられた声に視し線せんを落とすと、窓の下の壁に沿って渡された配管に守衛が両手でぶら下がっていた。

　少し考えてマドカは訊きいてみる。

「自殺？」

「こうやって自殺しようとしてる人間がテレビに出てきたか？」

「いなかったと思うわ」

　しれっとしてマドカが答えたとき、配管に掴つかまった守衛の手ががくんと滑って守衛がわっと声をあげた。指先ぎりぎりで取りすがったところを一本ずつ指を這はわせてどうにか掴まりなおし、泣きそうな顔でマドカのほうを見あげてくる。

「ちょっと手を貸してくれるととても助かるんだけど」

「もしかして困ってるの？」

「すごく困ってる」

　そう言われてようやくマドカは守衛に手を貸すことを思いついた。マドカの力で引きあげるのは無理だったので給湯室で丈夫そうな紐ひもを探してきて棚の脚に結びつけ、片側を窓から垂らす。長身の守しゆ衛えいの体重を引きあげるには心こころ許もとない強度だったが、ロープを手がかりに配管の上に上体を引きずりあげたところで守衛は自力で足をかけて配管に這はいあがり、そこまで来るとあとはそれほど苦もなく窓枠に手をかけてよじ登ってきた。マドカは守衛のコンクリート色の制服の肩口を引っ張って、最後に給湯室に転がり込むのを手伝った。

「あー、死ぬかと思った……」

　給湯室の床に二人で座り込み、守衛が人ひと心地ごこちついたように吐息する。

「何やってたの？」

「ああ、うん」

　なぁー。

　さっきの変な声が守衛の中から聞こえた。目を丸くするマドカの前で、守衛が制服の懐ふところに入れていた何かをそっと掴つかみだした。

「ずっと声が聞こえてるから、どこで鳴いてるのかと思って捜してみたら、雨どいに引っかかってて。よくこんなところまで登ってきたなあ」

　とんがった耳に茶色い目、薄うす汚よごれた白っぽい体毛の、小さな生き物だった。

　目の前に見せられたその生き物をマドカはしげしげと見つめてテレビで得た知ち識しきと照らしあわせ、

「……トカゲ？」マドカが最初にテレビで知った動物の名前だ。

「猫だよ」

「ネコ。持ちたい」

　手を伸ばして守衛からそうっとそれを受け取る。もっとあったかくてふかふかしているものかと思ったら、泥と埃ほこりで汚れた体毛はぱりぱりと硬くて肋ろつ骨こつにさわれるくらい痩やせていて、想像と比べて抱き心地はぜんぜんよくなかった。下半身のほうは体毛がほとんど抜け落ちて、緑色っぽい斑はん点てんが浮いた皮ひ膚ふが腐くさりかけていた。

「かわいそうに……小学生にでもいたずらされたのかな」マドカの横から猫を覗のぞき込んで守衛がせつなそうに言う。猫とはこういうものなのかとマドカは不ふ思し議ぎにも思わなかったが、どうやらこれは普通ではないようだ。「これ、たぶん色素遺伝子の異常の痕あとだ。今は理科の実じつ験けん用にクラゲの蛍光遺伝子組換えキットなんてのも売ってるからな」

「ふうん……」

　なぁ……。

　脇わきを持って掲げると、猫は悲しそうな声で鳴いて尻尾しつぽと後ろ足を垂れた。

「飼っていい？」

「この状態じゃどうせすぐ死ぬぞ」

「でもまだ動いてるよ？」

　首をかしげてマドカが言うと、守しゆ衛えいはうーんと困った顔で唸うなったが、それほど悩まずに破は顔がんして「まあバレなければいいか」と気軽に言った。

　死んだらお墓を作ってあげようと思った。テレビで見たことがある、緑の芝が敷しき詰められた共同墓地に並ぶ白い墓標、あんなのがいい。綺き麗れいな白い四角い石を切ってきて、静かで緑がたくさんあって、でも寂しすぎない場所に猫を埋めてあげよう。白い石を手に入れる方法なんてマドカは知らなかったし、緑がたくさんある場所なんて行ったこともなかったけど。







（そうだ、お墓……作ってあげられなかった）

　横になったまま天てん井じようを見あげて、猫と守衛のことを思いだしていた。〝世界〟を逃げだしたときに放置してきてしまった、あの猫の亡なき骸がらはどうしただろう。灰色の人たちに見つからなかっただろうか。守衛はうまく切り抜けただろうか。マドカをわざと逃がしたことがばれて咎とがめられていなければいいけど。

　ひと眠りしたらだいぶ気分がよくなっていた。ベッドの上で身体からだを起こして軽く伸びをする。布団を被かぶったらすぐ眠ってしまったので三嶋がいつ出かけたのかは知らないが、言ったとおりテレビはつけておいてくれたようで、部屋の真ん中の床から控えめな音声とちらちらした光が漏もれている。ブラインド越しに見える外の色にわずかに翳かげりが射さしはじめていた。時間帯を除いて三嶋が出かける前と部屋の様よう子すは何も変わらず、ブラインドの向こうからは依然ガラスを叩たたく細かい雨音が聞こえている。

　なぁー。

　雨音に混じって鳴き声が聞こえた気がした。

　ベッドから降り、窓辺に寄ってブラインドの隙すき間まから外を覗のぞく。格子状の網入りガラス越しに雨で霞かすんだ外の色が見えるだけだったので、ブラインドを半分あげて裏側に潜もぐり込み、窓の鍵かぎをはずした。

　窓をあけた途と端たん小こ雨さめ混じりの冷たい外気が頬ほおに触れた。窓の下半分に落下防止の手すりがあるだけでこの建物にはバルコニーというものがなく、窓から少し顔を出すと眼下に交差点の舗ほ装そう路面が見える。雨と排気ガスをともなった交差点の風が吹きあがって前髪を掻かきあげた。

　なぁー。

　頭の上で再び鳴き声が聞こえた。首をひねって上方を振り仰ぐと、窓枠の上の心ばかりのひさしの陰からこっちを見おろしている小さな瞳ひとみと目があった。白に茶色と黒のブチが混じった、ずぶ濡ぬれの三毛猫だった。

「困ってるの？」

　問いかけると、なぁ、とまた鳴いた。

　よいしょと小さく声に出してマドカは窓枠の下端に足をかけ、サッシに掴つかまりながら手すりの上に立った。猫はひさしの端っこで丸まってこっちの様よう子すを観かん察さつしている。「おいで」手すりの上で背伸びをしてひさしに手を伸ばす。

　猫の首根っこのあたりを掴つかもうとしたとき、置き物みたいに固まっていた猫がいきなりひさしを蹴けってマドカの頭の上に飛び乗ってきた。「わっ」さすがに驚おどろいてとっさに足を引いてしまい、濡ぬれた手すりを踏んでいた素足の踵かかとががくんと滑った。そのまま滑り落ちそうになったところを危うく手すりに腕を絡めてしがみつく。肘ひじをぶつけて一いつ瞬しゆん痛みが走った。

（危ない……）

　内心でふうと息をつく。ぶらぶら揺れる素足の下には四階ぶんの虚こ空くうを隔てて雨に濡れたアスファルト。車の列が騒そう音おんを引いて交差点を通り過ぎる。四階というのは下へ手たしたら気絶する前に地面に激げき突とつする高さだというのをテレビで見た覚えがあるので落ちたらきっと悲惨だ。

　寝ね間ま着きがわりの男物のＴシャツの裾すそが雨風にふわりとひるがえった。下からパンツが見えてるかも。どうにもまずい事態に陥っているマドカの頭の上で猫だけが「なぁ」と平然と鳴いたりしている。

　どうにかしてよじ登ろうとしたが雨で手が滑って身動きとれなくなっていると、部屋のほうで物音が聞こえた。

「マドカ？」

　ブラインドの下からひょこっと頭を出した三嶋がこっちの状況を見るなりぎょっとした顔をした。

「な、何やってんの？」

「自殺じゃないよ」

「は？」

「猫が、困ってるみたいだったから」手すりの下のほうに腕を絡めてすがりついた格好で、マドカは自分の頭上に上目遣いの視し線せんを送り、「助けようと思ったんだけど、そんなに困ってたわけじゃなかったみたい。それで、今は私が困ってるみたい」

　説明すると、三嶋はひどく疲れた顔をしつつ肩掛け鞄かばんを床に放り、マドカが最初にやったように窓枠に足をかけて登ってきた。ひさしから落ちる大粒の雨滴が無雑作に伸びた髪とＴシャツの肩をすぐに濡らす。手すりから上半身を乗りだし、マドカの脇わきに手をまわして支えたところで、

「こっち。俺おれのほうに掴まって」

　耳もとで指示されて、マドカはすがりついていた手すりを手放して三嶋の腕に掴まった。途と端たん、Ｔシャツの袖そでを引っ張り降ろすような格好になってさっきより頭一つぶん余計にずり落ち、三嶋がわっと声をあげて自分自身も落ちそうになりながら危うくマドカの背中に手をまわした。猫だけが三嶋の肩に飛び移ってするすると背中を登っていった。

「ちょっ、ちゃんと掴まれ。俺の部屋から飛び降り死体とか本気で勘弁」

　耳もとで嘆たん願がん混じりの声。あっという間にずぶ濡ぬれになった三嶋の髪から水滴が流れ落ちてマドカの頬ほおをつたう。首に腕を巻きつけてしっかり掴つかまりなおすと、危なげながら少しずつ引きあげられて、最後は二人折り重なるような格好で部屋に転がり込んだ。

　二人ともすっかり濡れ鼠ねずみで床に尻しりもちをつき、肩で安あん堵どの息をついて、

「びっくりしたー」

「いや、びっくりしたのは俺おれだって……」

　マドカの百倍くらい疲れた顔で三嶋がぼやいて、座り込んだまま部屋を振り返る。先に難なんを逃のがれていた猫がソファの上に陣取って後ろ足で耳を掻かいていた。
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　帰りしなに買ってきたプリンを蓋ふたの上にすくってやってみると、猫は少しだけ警けい戒かいして匂においを嗅かいだあとぺろりと食べた。まだ欲しいというようにマドカを見るので、マドカはものすごく名な残ごり惜しそうな顔をしつつ、自分用に確かく保ほした残りのプリンからまた少し蓋の上に載せてやっていた。

　向かいあって床にしゃがんでそんなことをしている猫と少女を横目で眺めて三嶋は溜ため息をつき、濡れた髪を投げやり気味にがしがし拭ふく。

「マドカ、髪拭けよ。昼間具合悪かったんだろ」

「うん」

　頷うなずいたもののあきらかに生返事で、マドカはタオルを頭に被かぶったまま猫の胴体を持って（抱いてではなく、マドカのやり方はまさしく持ってという表現がしっくりくる）目の前に掲げ、裏を見たり表を見たり念入りにチェックしはじめた。

「……マドカ？」何をやってるんですか君は。

「どこもおかしくない」

　ひとしきり確認を終えると、何やら一人で満足そうに少しだけ微笑ほほえんだ。笑ったところをはじめて見たかもしれないと思った。

「飼っていい？」

「人んちの猫だよ、これ」

　マドカに掲げられてぷらんとしている猫を三嶋も横から覗のぞき込み、喉のどにぶら下がっている小さな鈴を指ではじく。ほとんど響ひびかないかすかな鈴の音がした。細い首くび輪わがついているし、かなり人ひと慣なれしているようなのでちゃんとしたところで飼われている猫だろう。それに確認したことはないがたぶんこのビルは動物不可だし（まあバレなきゃいいだろうけど）、だいたい飼っていい？　って……

　マドカがどこまで考えて言ったのか知らないが、いつまでいる気なんだろうか。あらためて訊きくのもなんとなくためらわれて口には出さなかった。







　日が暮れる頃ころには雨がやんできたので、猫を抱いて一階に降りた。エントランスの前でマドカがしゃがんで猫を放すと、猫はひとときの暖かい部屋とタオルとプリンを提供した二人に感かん謝しやの意を表すふうもなく走り去っていった。

「轢ひかれるなよー」

　ハンダ通りの夕暮れに馴な染じんで遠ざかっていく小さな影かげに声をかけ、隣となりで見送る少女にちらりと横目を投げる。猫を抱いて部屋を出た頃から何な故ぜか無口になっていた彼女は、伏し目がちの灰色の瞳ひとみに何か、容易に読み取ることができない深い表情を沈ませて、黄昏たそがれが降りた街並みをまっすぐ見据えていた。

「帰ろう、マドカ」

　少ししてから声をかけるとマドカはふと我に返ったように瞬まばたきをして、

「ん。お腹なかすいた」

　こっちを見あげて言ったときにはもうけろっとしていた。いつもの食欲が戻ったようだ。

　身軽にきびすを返してエントランスに駆け戻っていく少女のあとを三嶋のほうは普通の歩ほ調ちようでついていきながら、帰ろうという言葉が自然に出た自分に今さら気がついて複雑な気分になる。

　建物の中に入る前に、もう一度さっきの猫が消えた方向を振り返った。

（猫かー……）

　なんだか猫そっくりな女の子をすでに一匹拾ってしまった。勝手に居ついておいて気がついたら恩知らずにいなくなっているんじゃないかという、けっこう本気でそんな予感がしつつ、

（ま、そのときはそのときか……）

　気軽に考えて、見み慣なれたハンダ通りの景色に背を向けた。

　そういうのがむしろ彼女らしいかもしれない。そのときに自分はどう思うんだろうかというのは、今は考えないでおくとして。
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　月げつ曜よう日びというのはたいがいの労働者にとって気分のいいものではないが、七月十三日月曜日の総ソウ領リヨウ征セイ威イは朝っぱらからとびきり陰いん鬱うつな気分になっていた。

　梅つ雨ゆが最後の雨の叩たたき売りをするかのように朝からどしゃ降りになったその日。もっとも空くう調ちよう完備のビル内にいるぶんには天気はあまり関係ないし、征威は雨が嫌いではなかったので、気分の悪さは天気のせいではない。

「……兄貴、わざわざ僕の仕事場で朝飯を食わないでくれ」

　会かい議ぎで使う書類をまとめながらげんなりと言うと、デスクの前の応接ソファで宅配ピザをぱくついていた晴ハル継ツグが顔をあげた。

「お前も食うか？」
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「遠えん慮りよするよ。家で食ってきた」

　晴継も同じ食卓で朝食を摂とっていたはずだがなんで二時間もしないうちに平然とした顔でピザを注文しているのだろう。しかも何な故ぜか弟の執務室で、シーフードとポテトにマヨネーズとかいうとても朝から食いたいとは思わないトッピングの、さらにおまけにラージサイズの。臭においにあてられていただけで征威のほうが胃がもたれてくる。

「で、あれはまだ見つからないのか？」

「ああ……あちこち手は尽くしてるけど、まだ」

「ふうん。そうか」

　指についたピザソースとマヨネーズを舐なめながら今ひとつ心ここにあらずという感じで晴継が相づちを打つ。この長兄と自分がまったくと言っていいほど同じ遺伝子を持っていると考えるとせめてもう少しちゃんとして欲しいと征威は思う。この季節でも四つボタンのダークスーツを着崩さない征威に対して、晴継のほうは服も髪の手入れも無む頓とん着ちやくで無ぶ精しよう髭ひげまで残っている。本来は一卵性双生児並みにそっくりなはずなのに、はじめて会う人間にはとても兄弟だとは思われない。

「マドカの容態もよくない。はやく見つけないと……」

　自分で言った台詞せりふが自分にのしかかり、征威は言葉を切って重苦しい溜ため息をついた。

「叔お父じさんは本気であれを使う気なのかな。僕はやっぱりちょっと気乗りしない。もう一度叔父さんに話してみようと思ってる」

「そんな呑のん気きなこと言って、他ほかに方法があるのか？　もたもたしてるうちにマドカに何かあったらどうするんだ」それはそうだが呑気な兄貴に言われる筋合いはない気がする。

　マドカのことが最さい優ゆう先せんなのはもちろんだが、それでもやはり気が進まなかった。

　病棟の一フロアに隔かく離りしたうえまったく教育は与えていなかったはずだが、医師等の話では驚おどろくべきことにいつの間にかかなりの知ち識しきを獲かく得とくして自由に言葉を使うようになっていたらしい。しかし少し考えればそう驚おどろくような事態ではない。マドカと同じ、天才と呼ばれる血を引く遺伝子を持っているのだから。

　戸こ籍せきも名前もないとはいえ、あれはまぎれもなく一個の人格を持った人間なのだ。

　プルル、プルル、プルル

　小刻みな着信音が内ない線せんを知らせた。長兄に向けていた注意をデスクに戻して電でん話わ機きの通話ボタンを押す。

「僕だ」

『役員会かい議ぎ、七分前です』スピーカー越しに抑揚のない秘書の声（この秘書は何な故ぜかいつも五分前とか十分前とかではなくて七分前に電話してくる）。

「ああ。すぐ準備する」

　短いやりとりで通話を切って書類を揃そろえる作業に戻ると、

「征威！」

　と、晴継がいきなり大声をあげてソファから乱らん暴ぼうに腰をあげた。山盛りに具が載ったシーフードポテトマヨネーズピザをこっちに向かって突きつけて、

「お前は、仕事と妹とどっちが大切なんだっ」

　……なんだかそれは、言いたいことはわかるが男兄弟から言われたい台詞せりふではない。口の中のものを撒まき散らさんばかりに言ってくる長兄にちくちくと頭痛を覚えながら、だったら兄貴が少しでも会社に貢こう献けんして俺おれの負担を減らしてくれと征威は胸中でぼやいた。

「よし、俺も捜す」

　ピザの残りを口に詰め込みつつ晴継がきびすを返すので征威は若じやつ干かん慌てて、

「兄貴、捜すったってあんまり大げさなことは」

「心配するな、考えがある。軍団に擬ぎ態たいさせて捜させる」

「ぎた……軍団って、おい、兄貴！」

　どうせまたろくでもないＢ級映画でも見て影えい響きようを受けたのだろうがなんだその小学生並みの発言は。呼びとめたが長兄はまったく耳を貸す様よう子すもなく、肩をいからせてブースの向こうに出ていってしまった。ブラインドが下がった防音ガラスを挟んで征威の直ちよつ轄かつの部署のオフィスがある。何人かの社員がデスクやその周辺で仕事をしていたが、自分の会社の跡取り息子の姿を見ると畏い敬けいというよりはどちらかというと敬遠するように場所をあけて見送っていた。

　何やら不安な方向にやる気になったらしい長兄が立ち去ると台風が過ぎ去ったあとみたいに妙に静かになった。食い散らかされたピザの箱に視し線せんを向けて征威は嘆息し、会かい議ぎの準備の手をとめてデスクの背後の窓辺に立った。降ろしたブラインドを指で少し押しあけて外の景色に視線を流す。

　征威のオフィスがあるのは十七階。一番高くはないが周辺のビルの中では比較的高層にあり、ダーウィンズ・ヒルの摩ま天てん楼ろうの景色を一望することができる。雨の幕と都市のスモッグの混合物で霞かすんだ大気に包まれて、景気の悪い墓標の群れのようにのっぺりと佇たたずむ灰色のビル群。

　今から三十数年前、一九七〇年代前半に起こった遺伝子技術の急進歩の立役者であり、形質発現遺伝子と組換え技術に関する特許の多くを所有する、企業・研究所・医い療りよう機き関かんの一連のグループ──その主要なビル群が集結するこのエリアを指して、いつから定着したのか知らないが今では誰だれもが〈ダーウィンズ・ヒル〉と呼ぶ。億の単位の刻ときをかけてゆるやかに移り変わってきた自然の進化の系けい譜ふから、ほんの数十年のあいだに完全にはぐれてしまった人類への皮肉を込めて。

　そしてその呼称は同時に、グループのトップに君くん臨りんする一族を指す言葉としても使われる。

　それが総領征威の家系だった。

　ダーウィンズ・ヒルの総領家──総領という姓と、灰色の瞳ひとみの遺伝子を持つ一族。
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　ぴこぴこぴこ。ぴるる。ぴこぴこ。

　ときどき変へん調ちようする軽快な電子音とコントローラーを叩たたく乾いた音が閉め切った仄ほの暗ぐらい部屋にこもる。二人でいても会話もなく、それぞれ画面を凝ぎよう視しして手もとのコントローラーを操そう作さするだけの時間がしばらく過ぎたあと、

「……来た。八はち連れん鎖さ」

「げ、待っ」

　淡々とした少女の呟つぶやきと同時に、画面の上から降ってきた緑と黄色のスライムが画面下部に積つみあがったスライムのブロックに合致、女の子キャラクターのかけ声とともに画面いっぱいに炎が炸さく裂れつして敵方の画面に追加スライム群がどかどかと降ってくる。

　自分の画面がスライム群で埋め尽くされる前に、ススキは負けを認めてコントローラーを放りだした。

「えぇー……」

　敗北感というか脱力感というかそんなのありかよーというか、いろんなものが入り混じった呻うめき声を漏もらして床に倒れ込む。隣となりで同じように床に座ってコントローラーを握っていた少女が平然とした顔でこっちの反応を見物している。

「なんであんたそんなに強いの？」

　恨みがましく少女を見あげて訊きくと、「ススキが教えてくれたんじゃん」と彼女はさらりと言った。やりはじめて三日目くらいで教えた人間より数段も強くならないで欲しい。ランダムに降ってくるいろんな色のスライムを同じ色どうしで繋つなげて消していくというパズルゲームだが、普通に四連鎖とか五連鎖、たまに八連鎖以上なんていうのを組んでくるのだ。格かく闘とうゲームはそれほど強くなかったのだがパズル系はかなり得意らしい。

「もういっかいやろう、ススキ」

「負けるからヤだ」

　ふてくされた断り方をしてススキは投げやりに床に突っ伏した。三ミ嶋シマから伝染したのかいつの間にか普通にススキって呼び捨てされてるし。三嶋が呼ぶのはともかく彼女はススキよりも少し年下、たぶん十四、五歳に見える。

（それにしても……すっかり居ついたよなあ）

　床に片かた頬ほおをつけたまま、部屋の中に呆あきれた視し線せんを巡らせる。

　三嶋の部屋は以前と少々配置が変わっていた。壁かべを取っ払ってある三畳半間と五畳半間のあいだに簡かん単たんな仕切りが立てかけられて、ベッドがある三畳半のほうに彼女用の空間ができあがっている。一方の三嶋の寝床はテレビがある五畳半の壁際に押しつけたソファで、ガタが来たソファを布団やクッションで補ってそれなりに寝られるように整備されている。三嶋はそういう方面に思考と労力が働く人間ではないので、仕切りのトタン板も寝具も調ちよう達たつしてきたのは鉄テツ郎ロウらしい。

　まあそのへんはススキがどうこう言うことではないのだが、ススキにとっての大問題はススキが譲ゆずってもらう予定で箱もあけずに部屋の隅に積まれていたゲーム機きにマドカが目をつけてしまったことで、おまけに三嶋は配線ができない（やらない）のでススキが繋いでやったうえになりゆきですっかり対戦相手までさせられているという現状。彼女の辞書にはエンリョという単語が絶対に載っていない。というかこの段階になるともう、三嶋が彼女に振りまわされているというよりは、三嶋と彼女というわりと人の好意に遠えん慮りよがない二人がセットになってススキや鉄郎を振りまわしていると言ったほうがいい気がする。

「ススキ、コレ、エイガとかも見れるんでしょ？」

　四よつん這ばいでテレビに寄ってゲーム機きのリセットボタンを押しながらマドカが訊きいてくる。

「ＤＶＤのこと？」

「うん、それ」

「レンタル屋で借りてくれば。映画なら三嶋さんも見ると思うよ」三嶋はゲームをやらないので代打みたいな感じでススキがつきあわされているのだ。

「ふうん。じゃあ三嶋と見ようっと」

　気のせいかもしれないが心持ちはずんだ声で言うマドカを横目で眺めて、彼女と三嶋って結局どういう関係なんだろうとちょっと疑問に思う。

　ばんばん、と玄関のほうでドアを叩たたく音が聞こえた。タイミングよく三嶋が帰ってきたのかと思ったが、たぶん鉄郎だろう。さっき電話で来るって言っていた。

「私、でる」

　立ちあがって廊下に駆けていくマドカをススキのほうは床に寝転がったまま見送る。玄関をあける音が聞こえ、すぐにマドカが戻ってくるか鉄郎が顔を出すかと思ったら、戸口で声が聞こえるだけで部屋に入ってくる気け配はいはない。甲かん高だかい声が何やら一方的に喚わめきたてているようだ。マドカの声ではないしもちろん鉄郎の声だったら気持ち悪い。

「マドカ？　誰だれ？」

　寝返りを打って廊下に声を投げた直後、がしゃんと乱らん暴ぼうにドアが閉まる音が響ひびいた。首をすくめて何ごとかと思っていると、マドカが奇妙な顔で首をひねりながら部屋に戻ってきた。

「何、今の。誰？」

「ひらべったいのが何か怒って、帰った」

「ひらべったい？」

　眉まゆを寄せて訊き返すと「ひらべったいっていうのは、扁へん平ぺいってこと」とマドカが真ま面じ目めな顔で難むずかしい言葉に言いなおして余計に話をわからなくする。と、そんなにしないうちに再びノックの音が聞こえた。

「あいてますよー」

　今度こそ鉄郎だろう。床の上で頭だけをもたげて玄関に向かって応じると、ドアがあいてあがってくる物音がして、「今、メッキがすごい勢いで駆け降りてったぞ」訝いぶかしげに玄関に目配せして言いながら、部屋の戸口にトカゲ顔の長身が現れた。ひらべったいってそれかと店にときどき来るカエル顔を思いだしてススキは合が点てんした。

「何しに来たんだ？」

「さあ。マドカが出たらなんか一人で喚わめいて帰ったみたいです」

「なるほど……」

　二人で顔を見あわせて、ひらべったい訪問者のことなどすでに気にしたふうもなく淡々とテレビの前のポジションに収まっている少女に視し線せんを投げる。男の部屋を訪ねていきなり知らない女の子が出たらそれはまあショックだろう。微妙に同情したがそれだけで、さっきと反対側に寝返りを打ってススキもまたテレビの前に戻った。薄うす暗ぐらい部屋でテレビの前に陣取っている少年少女という構図に鉄郎が渋い顔で苦言を呈す。

「昼間っからブラインドもあげずに、腐乱死体になるぞ」

「日が入ってくると暑いじゃないですか」

「お前らは……」

　三嶋の部屋の床は打ちっ放しのコンクリートなので日さえ当たっていなければ冷たくてそれなりに過ごしやすい。だらけた返事をして床にへばりついていると、ふいに額ひたいの上に冷やっとする物体が載せられた。

「あ、ジュースだ。気がきくー」

「ジュース？」

　イナホ酒店のポリ袋の中に５００mlのペットボトルが入っていた。コーラやオレンジなど余り物っぽいのを適当に取り混ぜて四本。だらだらしていた顔を途と端たんに輝かがやかせて袋を覗のぞき込む十代の二人の様よう子すに鉄郎のほうは年寄りじみた溜ため息をつく。

「三嶋は？」

「出かけましたよ。コーラもらうよ？」

　袋の中を漁あさりつつ頭半分で答え、後半はマドカに対して言って、コーラを取った残りを袋ごとマドカにまわす。「珍しいな、あいつが昼間っから……そうか」何やら考え込むように独りごちながら鉄郎が寝転がっているススキの足をまたいで窓辺に寄り、容赦なくブラインドをあげた。

　仄ほの暗ぐらさに慣なれた視覚に午後の陽光が突き刺さる。幸いというか不幸にもというか大通りの交差点に面しているので目の前に遮しや蔽へい物ぶつがなく、さりげなく日当たりがいい物件なのだ。それ以上に騒そう音おんがひどいので住居としての借り手はあまりないようだが。

「うわ、すぐ蒸し風ぶ呂ろになっちゃいますよー。エアコン壊こわれてるんですよ、ここ」

「窓あけろ窓。四階なんだし少しは風入るだろ」

　言いながら鉄郎はすでに窓の鍵かぎをはずして網入りガラスをがらりとあけている。窓越しにくぐもって聞こえていた交差点の騒音が一段やかましくなっただけで、風を感じる以前にいっそうぐったりした気分になった。

　備えつけの旧式のエアコンは冬の終わりごろ調ちよう子しが悪くなったらしい。金があるときに修理するなり買い換えるなりしておけばいいものを、季節柄しばらくエアコンがいらなかったので危き機き感かんがなかったというのと工事を呼ぶのが面めん倒どうだったという実に三嶋らしい理由で放置しているうちに、いざエアコン必ひつ須すの夏になってみたら「あ、今修理代ないなあ」……そういうところがまた三嶋らしい。

　そうなのだ、三嶋は金を持っているときは意外なくらい持っているのだが、使い方に執しゆう着ちやくがないので持っていないときは本当に持っていない。ドッグレース万馬券六連勝の収入はなんの惜しみもなくぽんと使ってしまったし、今現在だってごくつぶし（失礼）の家出少女が我が物顔で部屋に居座っていてもあまり気にしていないという無神経ぶり。女の子が二週間もいたら食料はもちろん日用品や着替えだって必要になるわけで、彼女が今着ている夏っぽいひらひらしたキャミワンピも携帯のフリマサイトで買ったとかいうやつだ。

「三嶋さんてあの金銭感覚で大丈夫なんですか？　そのうちきっとマグロ漁船とか乗らないといけなくなりますよ」床にひっくり返ってペットボトルのキャップをあけながら、半分は本気で心配しつつ半分は他ひ人とごとで呟つぶやくと、

「本当に生存に関かかわるくらい困ったら下ろせる貯金はあるんだよ、あいつは。家から仕送りけっこうもらってるはずなのにほとんど手えつけてないから」

　換気を促したあとは散らかっていたアイスやスナック菓子の袋なんかを片づけはじめている鉄郎が（鉄郎に自分たちと同じ血液型があてはまるのかススキは知らないが、そうだとしたら絶対Ａ型だ。偏見だけど）溜ため息混じりにそう答え、そこでススキは興きよう味みを覚えて、逆さまの視界に映る長身を仰ぎみた。

「三嶋さんの実家って、鉄郎さんは知ってるんですよね？」

「少しはな」

「三嶋、もうひとつ家があるの？」我関せずでまだジュースを選んでいたマドカが（一本に絞るのに悩んでいるらしい）珍しく関心を示して顔をあげる。「まあそりゃあるだろ」と鉄郎は心なしか苦い声で言って、スナック菓子の空き袋をゴミ箱に突っ込んだ。

「父親がいないから、母親とお手伝いさんしかいないけどな。金銭感覚がないのは家が金持ちだからだろ」

「へえ……はじめて聞きました」

　どう考えても三嶋に金持ち育ちっぽいところなど見あたらないが、しかし頷うなずける部分もないではない。あの人のあの根本的なゆるさというか天てん然ねん呆ぼけはそういう余裕のある育ちのゆえだったりするのかもしれない。一人で勝手に納得しつつ、ススキはまた寝返りを打って俯うつぶせになり、床に頬ほお杖づえをついてペットボトルに口をつけた。

　甘苦い炭酸をすすりながらちょっと苦い顔をして、

（三嶋さんちって片親だったのか……）

　以前訊きいたとき別に面おも白しろい話などないと本人が言っていたわりにはそれなりに家庭の事情はあったのかと、少しだけ複雑な気分になる。

「あれ？」

　と、ジュースの袋を覗のぞき込んでいたマドカがふいに声をあげて袋の底のほうに手を突っ込んだ。「何か入ってた」袋から出した彼女の手にはいびつな立体物らしきものが入った小さな袋が握られていた。どれかのペットボトルについていたおまけだろう、袋の上部に十円玉大の穴があいている。

「何かな」

　首をかしげつつごそごそと袋をあけ、手の上に落ちてきたおまけを見た途と端たん、何な故ぜかマドカはぱちくりと瞬まばたきをして、上目遣いに鉄郎の顔を見た。「何？」肘ひじで這はい寄ってススキもマドカの手の中を覗き込み、やっぱりちらりと鉄郎の顔を見た。不愉快そうに鉄郎が鱗うろこを帯びた頬ほおを歪ゆがめた。

　入っていたのはトカゲ人間とでも言うべきキャラクターのマスコットフィギュアだった。確たしか少し前にやっていた、トカゲ型の宇宙人の軍団が侵略してきて地球人に擬ぎ態たいして主人公が知らないうちに周囲の人々が一人ずつトカゲに入れ替わっていって……とかいうホラー調ちようのＳＦ映画だ。大々的な宣伝をしてグッズも大量に出まわっていたわりに興こう行ぎよう自体はコケて、そういえば最近はもうぜんぜん話題にならなくなった（やっぱり余り物のジュースだったのか）。

　手のひらに乗せたどっちかというとグロテスクだと思うトカゲ型宇宙人のフィギュアをマドカはしばらくじっと見おろして、

「かわいい」

　と、うっとりした顔で呟つぶやいた。
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　三嶋　祐ユ梨リ子コ・行ユキ祐ヒロ

　いい加減表札から自分の名前をはずして欲しいと思いながら、門の脇わきのインターホンを押した。インターホンの向こうでこもった呼びだし音が聞こえ、少ししてから『はい』と女の声が応対する。

「俺おれです」

『あらっ……』

　ぼそりと名乗っただけだがすぐにわかったようだ。短いやりとりでインターホンが切れ、玄関があいてエプロン姿の中年女性が出迎えた。

「行祐くん」

　気の優やさしそうなやわらかい声に、三嶋も軽く会釈を返す。

「こんにちは、佐サ枝エさん」

「よかったわ、来てくれて。こちらから連絡しなくちゃと思ってたんだけど……」

「何かあったんですか？」

　歓迎しながらも表情を曇くもらせて佐枝が言うので、何かよくない話だろうか。来た早々から来たことを後悔してきていると、「ええ……あ、ごめんなさいね。とにかくあがって。暑かったでしょ」と、佐枝が取とり繕つくろうように微笑ほほえんで中へ招いた。

「元気にしてる？　暑いからって食べてないんじゃないの？」

「わりと食ってますよ」

　異様によく食べる居候に引きずられて珍しく三嶋も比較的まともに食べている。それにしても普ふ段だんそんなに食ってないように見えるのか、帰るたびに飯の心配をされるなと内心ちょっと辟へき易えきしつつ苦笑で応こたえて門をくぐる。

　両開きの正面玄関からエントランスに入ったところで、

「ユキヒロ！　おかえり！」

　不必要なくらいはしゃいだ声が飛んできて、廊下の先にもう一人別の女が姿を見せた。と思った途と端たん一いつ直ちよく線せんに駆け寄ってきて抱きついてくるので三嶋はたたらを踏んで転びそうになった。「ちょっと、母さん……」「もう、来る前に電話してくれればいいのに！」シャンプーか香水かわからないが花の香りみたいなものがふわりと嗅きゆう覚かくに触れる。なんだか会うたびに違う匂においがするので三嶋の中には母親の匂いというものの印象がまったく残っていない。

「ちょっと痩やせたんじゃない？　ご飯食べてる？」

「食ってるよ」……また言われた。

　母親の手が頬ほおに触れたとき一いつ瞬しゆんだけびくっとして避けそうになった。しかし母親は気づかなかったようで、綺き麗れいにマニキュアを塗った両手で息子の頬を挟んで顔を覗のぞき込んでくる。

　母親は女性にしては背が高いほうで、三嶋がせいぜい一七〇センチ台の半ばなので向かいあって立つとそんなに目め線せんが変わらない。ストレートのプラチナブロンドに薄うすいブルーアイという白色系の美人──外見上の特徴が親子でひとかけらも似ていないのは今の時代よくあることとして、二十代の半ばか、下へ手たしたら十代でも通る容姿の彼女は実際は十九歳になる息子がいる歳としだ。

「リビングに行ってて。私お茶淹いれるわ」

「奥さま、お茶でしたら私が」

「いいのよサエちゃん。せっかく行祐が来たんだもん、お茶だしくらい私にやらせてよ。ねえ、ケーキ買ってあったかしら。あ、ケーキはないけど和菓子ならあったかも」

「いらないからどっちも。あと麦茶でいいから」

　一方的に喋しやべるだけ喋って奥のキッチンへ向かう母親を三嶋は溜ため息をついて見送った。普段は家事なんてやらないくせに、人が来たときだけはりきってお手伝いをしたがる小さい子と同じだ。佐枝と困った顔を見あわせて、仕方なくリビングへ足を向けた。

　母親と佐枝の二人だけで住むには、この家は無む駄だに広くて無駄に立派だった。敷しき地ち面めん積せきはそれほどでもないが（それでも寝室二つとリビングが使われているだけなので部屋は有り余っているが）内部の造りが、昔遊びにきた同級生に言わせれば〝お城みたい〟なのだという。吹き抜けのエントランスの正面に幅の広い階段があり、二階の廊下が吹き抜けを囲んで半円形の回廊になっているあたりは確たしかに洋館っぽいかもしれない。三嶋は自分の祖父母を知らないので実感はないが、祖父の代から三嶋家はけっこう裕福だったらしい。

　ハンダ通りの三嶋の部屋全体の二倍か三倍くらいあるリビングに入ると、内装と調ちよう和わする西欧アンティーク調の応接セットが中央にどっしりと鎮ちん座ざしている。妙に洒しや落れていて生まれ育った家なのに居い心地ごこちが悪い。ソファに座るのではなく背もたれの端に浅く腰かけて、

「お袋、今日機き嫌げんいいですね」

「そうなの。最近ずっとあんな感じで、お料理やお洗せん濯たくまでときどきご自分で」

「へえ。珍しい」

　母親が自分で自分のことを（不器用ながらも）してくれれば佐枝の負担も多少は減るだろうに、しかし佐枝はどうも浮かない顔をしている。連絡したいことがあったとついさっき言っていたのを思いだした。

「それで、何かあったんですか」

「ええ……」

　エプロンの前で組んだ両手に視し線せんを落として佐枝は言葉を濁にごしたあと、

「奥さま……妊娠されてるの」

　小さな声で、しかしはっきりとそう言った。

　聞いた瞬しゆん間かん、視界が一瞬真っ白になった気がした。

「……え？」

　訊きき返した自分の声までなんだか白い。「あのね、このあいだクリニックで検査の結果が出て、無事着床して、経過も順調だって……」俯うつむいたまま佐枝が続けるがそういうことが訊きたいんじゃなくて、

　妊娠……？

「あっ、サエちゃん言っちゃったの？　だめよう、私が驚おどろかそうと思ってたのに」

　歳としのわりにあまりにも無邪気すぎる声とともに、銀盆を手にした母親がリビングの戸口に現れた。「奥さまっ、私がやりますから」危なげな手つきを見かねて佐枝が慌てて駆け寄って銀盆を受け取った。

　銀盆を手放してあいた手で嬉うれしそうに自分の腹をさすって母親が言う。

「男の子よ。行祐とそっくりにしてもらったの。行祐みたいにカッコよくて優やさしい子になるわ」そっくりって？　そっくりってなんだそれ俺おれがもうひとりできるってことか──母親がさすっている下腹部の中に入っているモノを想像するとぞっとして、母親の姿を直視できず視界の端だけに入れたまま三嶋はまだ固まっていた。そこへ母親がちょこちょこと寄ってきて、

「ね、さわってみる？　三ヵ月じゃあ、まだあまりわからないかな？」

　と、固まっている三嶋の手を一方的に取って自分の下腹部にあてた。手のひらに触れるやわらかい感触に豚の肝かん臓ぞうとか膨ふくらんだ蛙かえるの腹とかそういうものが自動的に連想されて食道を吐き気が駆けのぼってきて、

「触るなっ……」

　思わず乱らん暴ぼうに手を振り払った。

「きゃっ」

「行祐くんっ……」

　母親の小さな悲鳴に佐枝がさすがに非ひ難なんの声をあげた。「なぁに、どうしたの？」母親だけが理由が飲み込めていない顔で片手をあげたまま瞬まばたきをする。その途と端たん三嶋は自分が何をやっているのかわからなくなり、

「あ……ちょっと、トイレ」

　顔を背けて逃げるようにリビングを出た。




　洗面台に突っ伏して頭から水道水を浴びながら、胃の中にあったものを全部吐いた。
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　あの人が本当にユキヒロの母さん？

　姉ちゃんじゃなくて？

　すげー。モデルみたい。

　小学校の低学年くらいまでは、遊びにきた友人たちにそんなふうに羨うらやましがられるのはどちらかというと嬉うれしかった。三嶋の母親は同級生の母親と比べて、息子の視点からというフィルタを取り払って見ても若くてきらきらしている人だった。

　しかしそんなささやかな自慢は年がたつにつれ恐怖の感情に変わっていく。三嶋が中学生になっても高校生になっても、母親のほうは二十代かともすると十代の容姿を残したまままったく歳としを取っているように見えない。天てん真しん爛らん漫まんな女の子がそのまま大人おとなになったような性格も変わることはない。友人たちも次第に怪け訝げんに思いはじめたが、三嶋自身がもっとも自分の母親を気味悪がっていた。

　三嶋がはじめてそれを目もく撃げきしたのは十一歳のとき。小学校五年、学校のクラブではサッカーをやっているという至極当たり前に健康的な子供だった。

「母さんあのね、こんどの練習試合で、俺おれレギュラーに──」

　学校から帰ってすぐ、嬉うれしい報告を持って母親の寝室に飛び込んだ五年生の三嶋は、母親が化け物に喰くわれてしまったんじゃないかと一いつ瞬しゆん本気で思った。

　カーテンを閉め切った薄うす暗ぐらい部屋の中、ベッドサイドのドレッサーの前で髪を梳とかしていた女がはっとしたように振り返った──途と端たん、ブラシに絡まった髪が引ひき攣つれてごそりと大量に抜け落ちた。女が何か言おうとして口を開くと、頬ほおの皮ひ膚ふが消し炭になった仮面みたいにぼろぼろに割れて剥はがれ落ちた。

「母さ……？」

「見たのね、行祐……」

　ひび割れた唇が上下して、黒板を爪つめで引っ掻かいたみたいな悪お寒かんを引き起こすしわがれた声が漏もれた。「あの、俺おれ……」「見たのね？」頭皮にかろうじて引っかかっている長い髪の隙すき間まから、色素が抜けたような白っぽく濁にごった眼球がこっちを睨にらむ。

　数秒、三嶋は唖あ然ぜんとして戸口に立ちすくんでいたが「……あっ」何がなんだかわからないままとにかくきびすを返して逃げだそうとした瞬しゆん間かん、部屋の中から母親が奇声をあげて追ってきた。廊下に出たところで捕まってもんどり打って転び、母親が上から掴つかみかかってくる。

「見たのねえ！　ユキヒロッ！」

「やっ──」

「奥さま！」

　佐枝が間一髪で割り込んでこなかったら絞め殺されるか目玉をえぐりだされるかしていたかもしれない。「奥さま落ち着いてください！　行祐くん、お部屋に行ってて！」そう言われても腰が抜けていて、それ以上に思考回路がショートして、母親を鎮しずめる佐枝のスカートにしがみついたまま三嶋はがくがくと震ふるえていた。

　吐はき癖ぐせみたいなものがついたのはこのときで、その日食ったものを全部吐いた。母親とはひとまず隔かく離りされ、その夜。佐枝になだめすかされてどうにかベッドに入ったが、あの母親が夜中に首を絞めに来るような気がして眠れなくて窓から逃げだした。

　たぶん当時の自分はとにかく母親の手が届かないところへ逃げなきゃいけないと思ったんだろう。自宅があるアップタウンからなるべく遠く、街のはずれのスラム街を一週間くらい放浪したあげく見つかって連れ戻されたとき、母親は何ごともなかったみたいにいつもの綺き麗れいで天てん真しん爛らん漫まんな母親に戻っていた。




　スラムに迷い込んだときに目にした異い形ぎようの人間たちが遺伝子改造中毒者（トランスジェニック・ジャンキー）と呼ばれる存在だと知ったのは、それから少したってからだった。未認可の組換え遺伝子を体内に取り込んで自分自身を改造する人々──そしてジャンキーと呼ばれるゆえんはその常習性にある。組換え遺伝子は安定性に欠け効果が永続しないため、姿を維持するには一定間隔で遺伝子を取り込み続けないといけない。蓄ちく積せきされた遺伝子操そう作さの副作用で身体機き能のうに障害が出たり、細胞が崩ほう壊かいして死に繋つながることもあるという。

　自分の母親がその一種だと理解するのにそう時間はかからなかった。
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　部屋の鍵かぎも携帯電話も、なければないでそんなものだと思ってしまってそれほど不自由しなかったので、結局まだマドカに預けた（奪われた）ままになっている。スペアキーで玄関をあけると、廊下の先から青白い光が漏もれているだけで部屋の中は暗かった。廊下の電球も結局切れっぱなしなので暗いところで靴を脱ぎ、部屋の戸口から覗のぞくと、マドカが体育座りみたいな格好でテレビの前に座り込んでぴこぴことコントローラーを操そう作さしていた。色素の薄うすい瞳ひとみが次々に移り変わるゲーム画面を反射していろんな色に瞬またたいている。

　少し待っていると、やがてテレビからコンプリートの音声が聞こえ、ようやくマドカが膝ひざ頭がしらにつけていた顎あごをあげてこちらを見た。

「おかえり」

　とっくに気づいていたらしい顔で言う。マイペースだなと三嶋は苦笑して、

「ただいま」

　自然に返してから、ただいまなんて単語を口にしたのは何年ぶりだろうと思った。独り暮らしをはじめてから一度も言ってなかったかもしれない。

「ススキ帰った？」

「うん。テツも来てた。ジュース持って」

「俺おれのは？」

「ぬるくなるから飲んだ」

「冷蔵庫って知ってる？　……まあいいけど」

　いつの間にか当たり前になった日常会話を交わしながら壁かべ際ぎわのソファに座ろうとして、思いなおしてソファの前の床にすとんと腰を降ろした。「はー」年寄りくさい溜ため息をつき、ソファに後頭部を預けて天てん井じようを仰ぐ。

　青みがかった薄うす闇やみに沈んだ天井の真ん中に円えん盤ばん形の蛍光灯がぼんやりした白い月みたいに浮かんでいる。マドカの領土と化している三畳半のほうに電気スタンドが一つあり、そこから漏れる頼りない灯あかりとテレビの光、それにブラインド越しに射さし込む交差点の灯りで部屋全体が照らされているだけだが、読み物や書き物をするわけではないので（家で勉強する習しゆう慣かんというのが三嶋にはない）目が慣なれてしまえばそれくらいの明るさで用が足りてしまう。

　コンクリートの天井に染み込んだ汚れの模様を無意味に眺めているうちに視し線せんを感じ、顎を戻すと、マドカがテレビの前でコントローラーを握ったままじっとこっちを見ていた。彼女の肩越しに見えるテレビの画面ではパズルゲームのデモムービーが流れている。

「そっか。腹減った？」

「うん」

　こくんとマドカが頷うなずく。すっかり雛ひな鳥どりに餌えさを与える親鳥みたいになっている現状に疑問を感じなくもないが、部屋の明るさと同じようなもので慣なれてしまえばそれも当たり前のような気になってくる。……疑問を感じるべきなのは現状よりも、自分の根本的な悠長さというか順応性のほうかもしれない。

「今から何か食いにいく？」

「ううん……いいや。三嶋疲れてるみたいだから」

　マドカとは思えない殊勝な発言に三嶋はぽかんとして、

「マドカ、そんな気遣いできたんだ」

「失礼だわ」

　心外というふうに頬ほおを膨ふくらませるマドカの反応が面おも白しろくてちょっと笑ったが、あっという間に笑い疲れてまたぽふっとソファに後頭部を乗せた。

　夜九時を過ぎたくらいの時間。昼間の熱ねつ気きがこもって室内の空気は生ぬるいが、足を投げだして座った床の感触が心地ここちいい。前の住人が何かの作業場として使っていたとかでフローリングが剥はがされてコンクリートが剥むきだしになっているのだが、冷たくてちょうどいいのでそのままにしている（ススキまで真ま似ねして地べたに座ったり寝転がったりするようになったのでなんだか駄だ目めな若者の溜たまり場みたいになってしまった）。

　ゲームのデモ音声と交差点の喧けん噪そうが混じりあった雑音を聞き流しながらたぶん数秒うとうとしていて、床の上に何かが置かれる音で意い識しきを引き戻された。

　目をあけるといつの間にかマドカがすぐ近くまで寄ってきていた。膝ひざを抱えてしゃがんだ彼女の足もとに刃をしまったカッターナイフが置かれている。

「これ、返す」

　端的な説明に、三嶋は瞬まばたきをしてマドカの顔を見返した。伏し目がちにカッターナイフを見おろしてマドカが言葉を足す。

「返すの忘れてた。もう使わないし」

　というのはつまり完全に警けい戒かい心しんを解いてくれたという意思表示なんだろうか……まあ三嶋もすっかり忘れていたくらいだし今さら警戒される理由もないだろうが、だからといってあらためて信用してもらっていると思うと逆に後ろ暗いような気になって反応に困り、

「それなくなったら、俺おれ何かするかもよ？」

　冗じよう談だん混じりに言った途と端たんマドカの表情がさっと強こわ張ばったので即座に後悔した。思い詰めたように視し線せんを落として「……いいよ。三嶋がしたいなら」などと彼女が答えるのでいっそうざくざくとこっちにダメージが来る。言わなきゃよかった。

「ごめん。嘘うそです」

　撤てつ回かいすると、ところがマドカは今度は不満げに口をとがらせて、

「嘘うそなの？　なーんだ」

「……ちょっと待って。冗じよう談だんか冗談じゃないのか判別できないんだけど」目め眩まいを覚えてこめかみを押さえつつものすごく墓穴を掘った気分になる。冗談で切り返したつもりがなんでこっちが翻ほん弄ろうされてるんだ。

　床に置かれたカッターに手を伸ばしたが、軽く触れただけで手を引いて拳こぶしを握り込み、結局受け取らずにマドカのほうに滑らせた。

「返さないでいいよ」

「どうして？」

「マドカはもう使わないんだろ。じゃあ、マドカが持ってて」

　俺おれは……今なら使うかもしれないから。

　母親の腹にカッターを突き刺す自分の姿が無む意い識しきに脳裏に浮かんでしまいすぐに想像を掻かき消した。下腹部の感触がまだ残っているような気がする右手をきつく握りしめて、手のひらに爪つめを立てる。

「三嶋？」

「……ごめん俺、寝る」

　不ふ思し議ぎそうなマドカの視し線せんを避けてソファに這はいあがり、壁かべのほうを向いて頭から毛布を被かぶった。







　予想どおりというか、変な夢を見た。中二くらいの生物の授業で蛙かえるの解剖をしている。中学の制服を着た三嶋が手にしているのは理科準備室にあるメスではなくて自分のカッターナイフ。ひっくり返してピンで留めた蛙の白っぽい腹に刃を突きたてるとどろっとした粘性の血と一緒に中から人間の赤ん坊の手が突きだしてきて、カッターを握った三嶋の手首を掴つかむ。

　赤ん坊の手に続いて裂けた蛙の胃袋の中から母親の顔をした赤ん坊が這いだしてくる。白く澱よどんだ眼球でこっちを見あげて恨めしげな声を絞りだす。

　見たのね、ユキヒロ……

　途と端たん、赤ん坊の片方の眼球が銃弾にえぐられたようにぼこっと陥没し、眼がん孔こうを中心に赤ん坊の顔にひびが入って皮ひ膚ふが剥はがれ落ちはじめる。感染したかのように掴まれた自分の右手も細胞レベルで崩ほう壊かいしはじめ、蟻ありの群れが這いあがってくるような不快感とともに手首から肘ひじに向かって崩壊が進み、右腕全体が消し炭になって足もとに崩れ落ちる。

「わっ……」

　自分の声で目が覚めた。「っと」跳ね起きた拍子にソファからずり落ちて尻しりもちをつき、反射的に支えにした右手が滑って床に肘をぶつけた。

「痛いて……」

　それについては薄うすいリアクションをしただけで、若じやつ干かん呆ほうけたまま周囲に視し線せんを巡らせる。

　ぼんやりとした薄うす闇やみに包まれた部屋の真ん中で、つけっぱなしのテレビがゲームのデモ画面を垂れ流し続けている。その向こうに立てかけられた仕切り越しにベッドの輪りん郭かくが半分だけ見えている。マドカが起きなかったようなのでほっとした。

　のろのろと腰をあげ、ひどく重く感じる身体からだを引きずってバスルームに行った。

　さすがにもう吐くものはなかったので水を飲んで顔を洗っただけで、しばらく蛇口を握りしめたまま出しっぱなしの水道水の音を聞いていた。髪から滴る水を払って頭をあげると、正面の鏡かがみに自分の顔が映る。

（なんで俺おれ、こんなに滅め入いってんだ……）

　小五のときの騒そう動どうを除いて家で特別問題が起こったことはないし、今はもう母親とも普通に喋しやべれている。昔のことがトラウマになっているという自覚はなかったのだが。

　自分自身制御できないはまり込みようにうんざりと溜ため息をついて蛇口を締しめた。蛇口を握った右手が夢の中みたいな消し炭になっていないことを確かく認にんして微妙に安心する。

（……？）

　肘ひじのあたりからぱらりと何かの破片が剥はがれ落ちた。

　首をかしげてＴシャツの袖そでから伸びる自分の腕を見おろすと、肘の内側を中心に黴かびに似た緑色の斑はん点てんの帯が浮かんでいるのに気がついた。はっとして視線をあげ、あらためて鏡に映る自分の顔を見る。右側の首筋にも同じ緑斑が現れている。

（これ……こないだの）

　ひと晩で治まったと思っていた色素異常──あれからもう二週間くらいもたっているはずだがなんで今ごろ再発してるんだ。しかも前のときよりあきらかに広こう範はんになっている。

　ぞっとしつつ右手で首の緑斑に触れた途と端たん、指が沈み込むような異様な感触があり、緑斑に侵された皮ひ膚ふが一部分ごそっと取れた。「──！」一気に全身に鳥肌が広がった。爪つめに付着した自分の組そ織しき片へんを凝ぎよう視しして数秒硬直したあと、

「わっ」

　唐突に声をあげて鏡の前から飛とび退のいた。背後のドアに肘をぶつけてしまい、半開きだったドアが全開になって廊下の壁かべに激げき突とつした。バスルームの戸口に寄りかかってへたり込みながら、左手でおそるおそる右肘を引ひっ掻かいてみる──さっきと同じように簡かん単たんに皮膚が剥がれた。瞬しゆん間かん、ぼろぼろに崩れた母親の顔が脳裏にフラッシュし、「う……あっ」動転してとにかくやみくもに皮膚を掻きむしろうとしたとき、

「三嶋！」

　少女の声で名前を呼ばれ、同時に腕を掴つかまれた。

「だめ、何やってるの！」

　いつの間にか廊下に飛びだしてきていたマドカがこっちの行動を目にしてやめさせようとする。「っるな！」首を絞めようと掴つかみかかってくる母親の顔が一いつ瞬しゆん重なって見えて思わず乱らん暴ぼうに振り払い、マドカの小さな悲鳴が聞こえた。

　白い頬ほおに一筋、赤い血が滲にじむのを見て、我に返った。

「あ……マドカ、ごめ……」

　自分がしたことに唖あ然ぜんとしながら、

「悪い、ごめんな、ごめん、俺おれ、」

「大丈夫」

　引ひっ掻かき傷ができた彼女の頬に手を伸ばし、まだ混乱したままたたみかけるように謝しや罪ざいすると、静かになだめる声とともに頭を抱き寄せられた。無抵抗に頭を下げて、長い髪がかかる彼女の肩に額ひたいをつける。「大丈夫、落ち着いて。大丈夫」女の子にしては若じやつ干かんハスキーな、冷静な声が耳もとで囁ささやく。彼女自身の傷のことではなく、それは三嶋に向かって言っている大丈夫だった。すがるような気持ちで華きや奢しやな背中に手をまわすと、彼女のほうからきゅっと抱きしめてきた。

「……俺……なんか変だ、今日、すごい疲れてて……」

「うん。どうしたの」

「今日、嫌いやなことあって、ちょっと引きずってて……変な夢みて、起きたら、今びっくりした……から、つい」意味が通っていない言い訳を口をつくまま呟つぶやくあいだ、マドカはときどき小さく首肯するだけで何も言わずに聞いていた。話しているうちに少しずつ頭が冷えて平静な思考回路が戻ってくる。

「ごめん……ちょっと混乱して、ほんとに……ごめん」

「うん。大丈夫、私がいるよ。そばにいる」

「……うん」

　私がいるよ。短い言葉が心しん臓ぞうの芯しんに沁しみる。

　細く長く息を吐き、「もう平気……」吐息とともに腕の力を抜くと、マドカのほうもゆっくり両手を降ろして身体からだを離はなした。

　バスルームの戸口に向かいあって座り込んだ格好で、少しのあいだ沈ちん黙もくが降りる。浅いが目立つ彼女の頬の傷を直視できずにいたたまれない思いで視し線せんを落とすと、色素異常に侵された自分の右腕が視界に入る。自分で掻きむしったせいで皮ひ膚ふが縦たてに長くえぐれているが、痛覚まで侵されているのか痛みはなく、ただすごく痒かゆい感じがした。首にも同様の痒みがあり、無む意い識しきに引っ掻こうとしていて手をとめた。

「これ、どうしたの……病院行く？」

　自分で見てもかなりグロテスクな状態になっているし一見して何かの病気が伝う染つりそうな気がするが、マドカは意に介したふうもなく腕に軽く自分の手を添えた。

「病院……」

　呟つぶやいてから、落ち着いてきた頭で三嶋は少し考えて、

「病院は……いい。マドカ、俺おれの携帯貸して。それでたぶん明日すぐ学校行かないといけないから、マドカどうする？　もしかしたら明日中に帰れないかもしれないから……」言いながら視し線せんをあげ、ようやくまともに彼女の顔を見た。いつもの臆おくさない透明な瞳ひとみで彼女はこちらを見つめ返して、

「ん。一緒に行く」

　と頷うなずいた。

　澱よどみのない返事に三嶋はやっと少し気が軽くなって、固まっていた表情をやわらげた。いろいろなことをようやく普ふ段だんのペースで考えられるようになっていた。研究室に行く前にマドカに朝飯を食わせてやらないといけないな、とか。
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　死体が転がっていたので近寄ってみた。眼がん孔こうが落ちくぼみ頬ほおの肉が削そげた男の死体。細胞崩ほう壊かいの前兆である青あお黴かびに似た色素異常に全身を侵されてなんだかしなびたキュウリみたいだ。目に見えてわかる細胞崩壊がはじまる前に身体からだの内部で臓ぞう器き不ふ全ぜんでも起こして死んだのか、死因はなんにしろこの季節だからすぐに腐るだろう。まあそれもこのあたりの空気に染み込んでいる悪臭が〇．五パーセントほど濃こくなる程度の問題だ。

「ちぇ。出遅れた」

　懐ふところを漁あさってみたが金目のものはとっくに持っていかれたあとで、メッキは舌打ちして死体から離はなれた。

　遺伝子改造の廃人の屍しかばねを見かけることも珍めずらしくない、いつもの怠たい惰だなスラムの風景。異い形ぎようのカエル顔を白昼堂々さらして歩いていても別に誰だれにも気にとめられることはなく、メッキ以上に人間離れした姿に堕おちたトランスジェニック・ジャンキーたちが暑気を避けて日陰に座り込み、ある者は身体の痛みを訴えて呻うめき声を漏もらしたり、ある者は脳神経まで侵されてのそのそと無意味にそのへんを這はいまわったりしている。日が暮れるとマーケットが建ち、道端のあちこちに小さな集団ができてドッグレースの予想を肴さかなに酒盛りをしたり、街灯の下や路地の奥では違法品の闇やみ取引が行われる。

「三嶋のばぁーか。浮気者」

　浮気者っていうのは一方的な中傷だが独り言だからいいのだ。左右に裂けた蛙かえる口ぐちをとがらせて路上のゴミを蹴けとばしたとき、

「荒れてるなあ」

　頭の上からのんびりした声が降ってきて、顎あごを垂直に持ちあげて見ると、茶ちや褐かつ色しよくの鱗うろこを頬に帯びたヤモリ男が琥こ珀はくの瞳ひとみをぎょろりとさせてこっちを見おろしていた。道端の古い木造の商店の二階、ベランダから張りだした軒の上にへばりついて顔を覗のぞかせている。ヤモリのお気に入りの場所なのだ。

「何よ、セイドウ」

「まあまあ、そう腐るなよ。これやるから」

　軒の端から手を垂らしてメッキの脳天めがけて缶ジュースを落としてくるので、メッキは慌ててのけぞりながら両手でキャッチした。「タマゴのほうがいいなー」わがままを言いつつも遠えん慮りよなくプルタブを引き、飲み口から溢あふれだした生ぬるい炭酸をすする。

　喉のどを通る炭酸は爽そう快かいなのに昨日のことを思いだすとむかむかする。

　最近〈閂かんぬき亭てい〉で会えないから三嶋の家に遊びにいってみたら、当たり前みたいな顔で女が出た。ひらひらした服が似合ってる普通の女の子だった。普通っていうか、むしろけっこうかわいかっ……いやそんなことないぜんぜん不細工だったけど。

「何さ、結局三嶋も普通の女の子のほうがいいんだ」

「ていうか、そもそも三嶋がいつ普通の女の子よりお前のほうがいいなんて言ったんだ。別にそんなことで怒らなくてもいいじゃないか。金があればいいんだろ？」頭の上からクールに突っ込む声。

「うるさいなあ。ほっといてよ」

　軒上のヤモリ男を睨にらみあげてメッキはつんと視し線せんを逸そらした。

　野や暮ぼったいシャツにぶかぶかのオーバーオールという、かわいらしさとは対極にある自分の格好を見おろしてこっそり溜ため息をつく。肩がヒモしかないような服とか膝ひざまでしかない短いスカートなんて、もしまかり間違ってメッキが着る機き会かいがあったとしたって、背中や脚の蛙かえる色いろのまだら模様が剥むきだしになって不気味なだけでどうせ全部台無しだ。別に、今さらそんなことを気に病んでるわけじゃない。

　ただ三嶋は、そんなメッキの不格好な外見に関係なく、メッキと普通に友だちになってくれたはじめての普通の人だったのだ。

（そりゃあでも、普通のかわいい子のほうがいいよね……）

　理屈ではわかっていても裏切られた気がしてしまう。鉄郎にしたって普通の社会に憧あこがれてスラムを出ていった。そうやって自分たちはどんどん普通じゃないものに区別されて、ここはどんどん無価値なものの掃はき溜だめになっていく。

　メッキたちの活動拠点であるこのスラムは古い下町にある。かつて一度住人が追いだされて無人の街になり、しばらく時を経てから社会から疎外された遺伝子変異者や遺伝子改造者たちが流れてきてスラムが形成されるようになったのだという。木造の廃アパートや錆さびたシャッターが降りた商店、腐りかけた資材に埋もれた町工場──時代の流れに置いてけぼりにされた色いろ褪あせた街並みに、その街が活いきていた当時の日本人とはかけ離はなれた外見をした異い形ぎようの者たちが棲すみ着いているという、ちぐはぐな光景の街だった。

「あーあ。ドッグレースに行くお金もないしなあ」

　やけ酒みたいな気分で炭酸ジュースを一気に呷あおったところでふと気になって、軒を仰いで訊きいてみる。

「これどうしたの？」

「テッちゃんにもらった」

「……いらない」

　聞いた途と端たんむっとして、とはいえきっちり飲み干したジュースを軒上に投げ返した。「ゴミは自分で持ち帰れよー」ぼやきながらセイドウが手を伸ばして空き缶を受け取った。

「そんなことより何か儲もうけ話ばなしないの？」

「そう言われてもなあ。最近ダーウィンズ・ヒルの下したっ端ぱたちがうろついてるから、みんな様よう子す見みで動きを抑えてる感じで……そうだ、ひとつあるけど、でもダーウィンズ・ヒルと関かかわるのはなあ……」

「ダーウィンズ・ヒル？　儲け話なの？」

　言葉を濁にごすセイドウにメッキは焦じれったくなってきて、「なんなの、中途半端な言い方しないではっきり教えてよ」苛いら々いらと問い詰めると、セイドウは気乗りしない様子で軒の陰に頭を引っ込めつつ詳細を話しはじめた。

「人捜しをしてるんだって。保護した奴やつには金一封って話がまわってる。対象はソウリョウマドカ、ダーウィンズ・ヒルの家出した娘。でもなんかきな臭いんだよ。自分ちの家出娘ならもっと大っぴらに捜せばいいのに、賞しよう金きん懸かけて裏で捜させるなんて。総領家の娘は寝たきりっていう噂うわさもあるし……」

「金一封！」

　ぎょろ目を輝かがやかせてメッキのほうは一気に乗り気になりセイドウの後半の懸け念ねんなんて聞いていない。跳びつかんばかりに軒に向かってジャンプして、「詳しく教えて！　もっと情報とかないの、そのソウリョウマドカって──」ん？　自分で口にした名前を最近どこかで聞いた気がした。首をひねって考える。ソウリョウマドカ……マドカ？　って、三嶋のところにいた女が確たしか部屋の中からそう呼ばれていた。

　唐突に黙だまり込んだメッキに頭の上でセイドウが怪け訝げんな顔をする。メッキはまた唐突に顔をあげ、

「写真とかある？　探して！」

「うーん……あがってこいよ。ネットで探してみる」

　怪訝な顔をぶら下げたままセイドウが軒の陰に頭を引っ込め、そのまま声も一緒に二階へと消えていく。メッキは商店の外階段にまわり、ぴょんぴょんと蛙かえる跳とびっぽく軽快に階段を駆けあがった。




　その日、七月十五日。

　あとで知ったことだが、この日この街にも梅つ雨ゆ明けが訪れたのだそうだ。

　夏はいよいよはじまったばかりで、けれどその日は、ある一部の人々にとっては、唐突に季節が停止する日になる。
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　その少年と出会ったとき、トカゲの瞳ひとみと鱗うろこを持つ彼もまだ少年と言っていい歳としだった。そして今よりもう少し普通の人間というものに不信感を持っていて、普通の社会というのはスラムよりもずっと綺き麗れいですばらしいところなのだろうと漠然と思っていた（実際はそんなに違うものではないと、酒屋で働くようになってから気づくことになるのだが）。

　この街は深い歴史の上に浅い歴史が乗っているという特殊な経けい緯いがある。一九四五年の敗戦後に一度連合国に接収され、基地が敷ふ設せつされる予定で再開発が進んでいたが、数年後に協定で返へん還かんされたという。現在の住人は返還後に戻ってきたり新たに集まってきた人々なのだ。軍の主要施設ができる予定で特に再開発が進んでいたのが、現在ダーウィンズ・ヒルが鎮ちん座ざしているアップタウンの中心地。それに対してダウンタウンのほうは放置状態で、廃はい墟きよとなっていた古い街に貧乏人たちが流れ着いて棲すみつきはじめた。今でもダウンタウンの地下には戦前・戦中に掘られた地下道や防ぼう空くう壕ごうが誰だれ一人ひとり正せい確かくにマップを把握できない状態で遺のこっている。

　トカゲが育ったスラムのはずれに大きな廃工場があり、木材なんかを手に入れるためにトカゲはときどきそこに行くことがあった。スラムの古い家屋の修しゆう繕ぜん等で稼かせいだ小銭で彼は細々と生計を立てていた。金を手に入れる手段は他ほかにもいろいろあったのだが、彼はそういう生き方を選択する性格だった。

　そこに潜もぐり込んでいた少年を見つけたのは、八年前。色素異常に全身を侵されて腐りかけたジャンキーの死体の傍かたわらで膝ひざを抱えて、しかしそれについては視界に入っていないかのようにまるで反応を示さず、工場の底に沈むオイル混じりの池の表面を眺めて座り込んでいた。見た目がごく普通の少年なだけにそれはかえって異様な光景だった。

　家を持たない放浪者や動けなくなった遺伝子改造の廃人が雨あま露つゆをしのぐために入り込んでくることはあるが、その少年は普通の社会から迷い込んできたようだった。これといって目立つ特徴はなく、それだけにこの異い形ぎようの社会では逆に目立った。十歳くらいに見えた（正確には当時十一歳だったそうだ。トカゲは当時十六、七だった）。生きていくことに狡こう猾かつなスラムの子供たちに比べてその少年はあまりにも無防備で無む頓とん着ちやくで、それを弱肉強食の社会の摂理だからと放っておくには、トカゲは少々お人ひと好よしだった。気がついたら、不本意ながら少しばかり少年の世話を焼いていた。

　拾った初日、少年は何も喋しやべらなかった。名前を訊きいても頑かたくなに答えない。廃工場で死体が隣となりに転がっていても平然としていたくせに別の何かに異常なほど怯おびえていて、名前を言った途と端たん居場所が見つかってしまうと思っているような感じで、身を硬くして隅のほうにうずくまっていた。

　しかし元来順応性が高い性格らしく、次の日にはぽつぽつと喋るようになった。

　トカゲの顔をじっと見つめて少年は小首をかしげ、あんたもそのうちぼろぼろの灰になるのかと訊きいた。なんのことだかトカゲは最初わからなかったが、トランスジェニック・ジャンキーによく見られる副作用のことを言っているのだと気づき、自分のことを少年に話した。自分はあいつらとは違って生まれたときからこの姿だから、たぶんこれからも、死ぬまでこの姿のまま変わらないんだと思う、と。

　遺伝子改造の廃人たちと、トカゲやその同胞との決定的な違いは、後天性か先天性かということだ。後天的な体細胞改造によってかりそめの異い形ぎようを手に入れているジャンキーと違い、卜カゲの場合はまだ彼が受精卵というたった一個の細胞だったときに組み込まれた遺伝子が身体からだ中じゆうの全細胞を構成している。ゲテモノマニアの好こう事ず家かが爬は虫ちゆう類るいやら両生類やらの遺伝子を組み込んだハイブリッド受精卵を作ることに熱ねつ中ちゆうし、作られた結果が彼らだった。ほとんどの受精卵は正常に成長することはなかったが、トカゲをはじめとしてどうにかまともに生まれてきた何人かの同胞たちは、好事家がわりあいあっさり死んでから、それでも一応父親だった男を失って路頭に迷う。何しろ外見が普通ではないから就ける仕事もそうそうなく、多くの子供たちはスラムでちんぴらまがいのことをして生きていくしかなかった。

　至って〝普通っぽい〟その少年のことが、トカゲは羨うらやましかった。ところがそれを言うと少年のほうは、トカゲの出生の不幸とかコンプレックスとかとは今ひとつズレた次元のところで、当たり前という顔で言うのだった。

「でも、テッちゃんは普通よりいい奴やつだよ」

　それが、その少年とトカゲとの八年来の腐くされ縁えんのはじまりになる。







「バカかお前はっ！」

　携帯電話に向かって怒ど鳴なりつけると、怒声を予期して耳を離はなしていたのか相手の声が返ってくるまでにタイムラグがあった。『ごめん……でもまあ大丈夫だから。今電話できるくらいだし』「ほおう。大丈夫ね……」こいつの自分に関する大丈夫の基準が異常に低い位置に置かれていることを鉄テツ郎ロウは知っている。

「三ミ嶋シマ、ちょっと真ま面じ目めな話するから、真面目に聞け」

『って、今？』

「今だ」

『……ハイ』

　神妙に続きを待つような空白。電話を耳にあてたままバンのサイドドアに寄りかかって鉄郎は話を続ける。

「お前一人の問題だったら、自業自得で死んだところで俺おれは別にかまわないし何を言う気もないけどな」

『ひでー』

「いいから聞け。あのな、お前今、面めん倒どうみなきゃいけないのは自分一人じゃないだろ？　誰だれかの面倒みるためには自分のことももうちょっと考えろ。お前が自分で抱え込んだんだぞ。責任持てないんだったらもっとはやく追いだしとけ」

『……』今度は横やりはなく、少し沈ちん黙もくがあった。

「俺おれが言いたいこと、わかるか」

『……わかる』

　反省しているっぽい返事があったが鉄郎はまだ表情を崩さず苦々しい溜ため息をついた。それでもさっきよりは若じやつ干かん語ご調ちようをゆるめて、「まあ今日のところはいい。配達終わったところだから、今から迎えにいく。旧五号棟って確たしか裏から入ればすぐだよな」

『悪い、世話かけて』

「お前の世話なんかな、今さら放りだすくらいなら八年前にとっくに放りだしてんだよ」

　三十分で行くと言って電話を切った。

（まったく……）

　本当にわかっているのか、今さらあの性格が改善されるくらいならそもそもこんな苦言は言っていない。思えば三嶋は会った当時から自分の状況に無関心というか、自分を取り巻く状況から自分自身を切り離はなして他ひ人とごとにしてしまうような癖くせがあって、それはたぶん家庭環かん境きようから自然に身についた自己防ぼう衛えい本能だったのだろうが、その片へん鱗りんが未いまだにあの世間離れした性格になって残っているのは非常に問題がある。

「さて……と」

　軽く反動をつけてサイドドアから背を離す。ここから工科大の裏門まで三十分もかからないのだが、少し用事があった。

　携帯電話をワークパンツの尻しりポケットに突っ込んだとき、子供が一人、ぴったりくっつくくらいの場所に立ってこっちを見あげているのに気がついた。砂と埃ほこりまみれの汚い格好をした小さな女の子だった。

　目があってお互い一つずつ瞬まばたきし、

「があ」

　歯を剥むいてみせると、少女は怯おびえるのではなくきゃっきゃと笑った。

「テツだあ」

「テツー」

　電話しているときからこっそり見ていたのだろう、周辺の家屋や路地から同じような格好の子供たちがいっせいに駆けだしてくる。鉄郎はバンの荷台にまわって飲料会社の段ボールをひと箱降ろした。「足りなかったら二人で一本だぞ。取りあいするな」「わかってるよう」先頭の子供の手に一本ずつ缶ジュースを放り、後ろに並んだ子供たちの小さな手から手へと次々に渡されていく。熱ねつがこもる荷台に入れっぱなしだったので生ぬるくなっているが、みんな喜んで受け取っていく。

　鉄郎が育った場所、古い下町の趣おもむきのあるスラムの一角。酒屋で働くようになってから、配達のついでにときどき足を伸ばして子供たちにジュースやアイスを撒まきにきている。

「テツ、あそんで」

「ねえねえ車乗せて」

「悪いな、今日はあんまり時間ないんだ」

　まわりを囲んで手や服を引っ張ってくるチビたちを見まわして苦笑混じりに言ったとき、通りの先に見み慣なれた同類の姿を見つけた。

「セイドウ」

　声をかけると、道を渡って素通りするところだったヤモリのセイドウが心なしかびくりとして足をとめた。

「や、やあ、テッちゃん」

「メッキを見なかったか？」

「ああ、メッキ、うん、今日は見てないよ」

「そうか……」昨日三嶋のアパートですれ違っただけであっという間に走り去ってしまったので、ちょっと様よう子すが気になっていたのだが。

　まあいいか、メッキのことだからもうけろっとしているだろう。

「ところでなんだ、その荷物」

　セイドウが何やらずいぶんかさばる荷物を引きずっているのに目をとめて怪け訝げんに思った。どこで見つけてきたのか、工事中の建物に被かぶせる緑色のネットのようなものだ。「どっかに運ぶなら乗せてってやろうか？」「あっ、平気平気。ありがとう」バンの荷台に目配せして言ったがセイドウは早口で辞退して、自力でネットを引きずって通りの向こうへと消えていった。

（なんだあいつ？）

　内心首をかしげて見送っていると、下からくいくいと手を引かれた。「テツ、テツ」最初に近づいてきた少女が耳を貸してと言いたげに背伸びをして顔を近づけてくる。「ん？」腰をかがめて目め線せんをあわせると、大事な秘密を打ち明けるみたいに両手で自分の口を囲んで少女が耳打ちしてきた。

「あたし知ってるよ。セイドウたち、きんいっぷうをつかまえるんだって」
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「怒られたの？」

「怒られた」

　しゅんとして答えて三嶋は携帯電話のフリップを閉じた。自分の電話なのだが惰だ性せいでマドカの手に返し、

「迎えにきてくれるって。俺おれまだ帰れないと思うから、マドカ、テツんところの酒屋の婆ちゃんちに行ってて。面めん倒どうみてくれると思うから」

「三嶋んちにいるからいい」

「俺んちにいてもいいけど……もし俺が何日も帰れなかったら食うもんないよ？」

　そう言うとマドカは微妙に怯ひるんだ顔をした。その点はかなり重要問題らしい。

「……でも、三嶋の部屋にいる」

　しかし半ば意地になっている感じで繰くり返し、ベンチに足を乗せて膝ひざを抱える。黄ばんだ白衣を着た学生や研究生が時折り興きよう味み深ぶかげにこっちに視し線せんを送りながら向こうのほうを歩き過ぎていく。

　進化生命工学第二研究室の根城である旧五号棟の一階。エントランスの片隅のベンチにマドカと並んで座っていた。研究室の不景気さを反映するように建物の内装はかなり年季が入っており、壁かべもベンチの塗装も色いろ褪あせて、暗い蛍光灯が頭上で明滅している。蛍光灯が切れかかっていることなんかにはここの人間は誰だれも気を遣わないのだ。大学構内には街の返へん還かん前からあるんじゃないかという古めかしい校舎と新築された近代的な校舎とが混在しているが、旧五号棟は典型的な前者に属する建物だった。外から見るとひび割れた壁に苔こけや蔦つたがお化け屋や敷しきのごとくびっしり這はっている。現在は遺伝子工学科のほとんどの機き能のうは新築された新五号棟に引っ越しているが、進化二研だけは解体寸前の旧校舎に取り残されて細々と活動している。

「私、三嶋の部屋好き」

　正面のガラス扉の向こうに見える外の色を眺めながら、マドカがぽつりと呟つぶやいた。薄うす汚よごれたガラス越しに射さし込む夕方の陽光が屋内に気け怠だるい日ひ溜だまりを落としている。正面玄関の反対側の壁には階段と小型のエレベーター、少し離はなれたところに別棟へ通じる廊下がある。

　ベンチの背もたれに背中を預けて、三嶋はそうかなあと首をかしげた。

「あんまりいい住じゆう環かん境きようじゃないと思うけど。騒そう音おんひどいし」

「音がなくならないから好き。ひとりでいても怖くないから」

　マドカがそういうことを考えていたというのは意外だった。三嶋の反応を待たずに、半分独り言みたいに彼女は続ける。「いつもちょっと暗いのも、居い心地ごこちがよくて好き。テレビ、床に置いてあるのも好き。床も冷たくて気持ちいいから床で寝るの好き。でもベッドで寝るのも好き。布団、三嶋の匂においがするから」

　テレビや床とさらっと同列に並べられて三嶋は一いつ瞬しゆん聞き流してしまってから、瞬まばたきをして隣となりの少女の横顔に視線を送った。彼女のほうは別になんということもない顔で、ベンチに乗せた靴のつま先を伏し目がちに見おろしている。「あー、と」三嶋のほうが妙にあたふたしてリアクションに困っていると、

「三嶋くん」

　後ろからばこんと何かではたかれた。

「痛つー……」

　後頭部に手をやって背後を振り仰ぐと、よれた白衣を着たよれた男が分厚い資料が挟まったファイルを持って立っていた。

「もう、ふらふら歩きまわらないでよ。君今一応安静にしてないといけない人なんだから」

「すいません」

　安静にしてなきゃいけない人間をファイルの角で殴るだろうかと思いつつ一応謝あやまる。だいたいそっちがずっとふらふらしていて捕まらなかったせいで今こんなことになってるんじゃないのか。

　右腕と首に浮いていた色素異常はさっき抗ウィルス剤というのを打ってもらってからだいぶ引いて、薄うす緑みどり色いろの痕あとが残る程度になっていた。今は自分で引ひっ掻かいた裂傷の保ほ護ごのために、医務室でもらってきた大きな絆ばん創そう膏こうが貼はられている。

「遅くなってごめんね。説明するからちょっと来て」

　促されてベンチから腰をあげたとき、つんと背中を引っ張られた。マドカがベンチに座ったまま手だけを伸ばしてシャツの裾すそを掴つかんでいる。表情が変わらないのでわかりにくいが心配してくれているのが伝わってきて、つい少し笑みがこぼれた。「ほんともう、平気だから。ありがと。ちょっと行ってくるけどテツが来たら呼んで」顔を寄せて囁ささやく声をかけ、彼女の手を軽く握って服から放した。

　エントランスに彼女を残し、白衣の男のあとについて階段を上る。

「彼女うちの学生じゃないよね。高校生？　いいなあ。羨うらやましいなあ」

「そういうのじゃないですよ」

　素直に羨む声に三嶋はばつの悪さもあって仏ぶつ頂ちよう面づらで応じる。この罪悪感と緊きん張ちよう感かんに欠けた男が池イケ田ダ、ようやく今日捕まった二研の研究生だった。たぶんまだ二十代前半だと思うがあまりそう見えないのは不健康な土つち色いろの肌のせいと、何より少々特徴的な顔の造作が年ねん齢れいを読み取りにくくしている。頭部の右半分に比べて左半分のほうが異様に大きく、左の眼球がグロテスクなほど飛びだしたアンバランスな顔──奇形遺伝子保持者で右脳と左脳の大きさが極端に違うのだそうだ。トランスジェニック世代には従来の遺伝性疾患では見られなかった奇形遺伝子を持って生まれてくる子供も多い。この遺伝子欠陥のせいで第一研究室に入れてもらえず、第二研究室なんかで才能を持てあましているのだ。と、本人は言っている。

「えーとね、簡かん単たんに説明すると、今の遺伝子操そう作さはレトロウィルスベクターって呼ばれる良性ウィルスの一種に遺伝子を組み込んだものをターゲット細胞に感染させて遺伝子を組み換えるっていうのが主流の方法なんだけど、」簡単にと言ったくせにいきなり理解の糸口のない説明をはじめる池田。よくわからない顔をする三嶋を置いてきぼりにして、ファイルに視し線せんを落として歩きながらさらに続ける。「レトロウィルスには本来自己複製能力はないんだけど、稀まれに体内で突然変異して自己複製能力を獲かく得とくする個体が出てくる。そうなるとウィルスが悪性化して細胞を破は壊かいしはじめる。トランスジェニック・ジャンキーがよく細胞崩壊を起こして死ぬっていうのは知ってると思うけど、死因の実体はこのレトロウィルスの異常繁はん殖しよくなんだ。最近主流のレトロウィルスベクターは〈Ｄ３〉系っていうんだけど、これが悪性化すると青あお黴かびに似た色素を作って異常繁殖し、細胞が正常に分裂できなくなって壊え死しがはじまる。ここまで意味わかる？」

　一いつ生しよう懸けん命めい聞いていても半分くらいしかわからなかったが、もしかしたら死にかけたのかもしれないということはわかった。

「そんな危険なもん人の身体からだに入れないでくださいよ」

「いや、君に手伝ってもらったのはほんと簡かん単たんなパッチテストみたいなもんで、危険性はないはずだったんだよ。無害な色素遺伝子をちょこっと入れて反応見て、一週間したら消えるはずのもので……たぶん君、体質的に〈Ｄ３〉系と相性がいいんだ。稀まれにいるんだよ、宿しゆく主しゆ体質っていうのかな。普通はマウスとかだけどね。人間では珍しいね」罪悪感のかけらもなくうんうんと頷うなずく。そんなことで感心されてもまったくありがたくない。

　それがつまり、三嶋が六月の末に一週間つきあわされた〝実じつ験けんの手伝い〟だった（いるついでにデータ整理とかネズミの餌えさやりとかもやらされたが）。言ってしまえば人体実験なわけだが、同意の上の自己責任で行われる限り未認可の遺伝子組換えも黙もく認にんされているので大学に限らず研究機き関かんでは当たり前に行われている（らしい。池田の口上によると）。何が安全で何が安全でないかなんて、倫理面でも技術面でも多くのグレーゾーンを抱えたまま急速に発展してきた遺伝子社会では正せい確かくな判断を下せる人間などいないのだ。

「もう二度とやらないですからね」

「そんなこと言わないでよー。二研は一研と違って評判悪いからサンプルになってくれる人探すのたいへんなんだよ。今度はもう危険なことしないから。バイト代出すから。君反応が出やすくてすごいサンプルに向いてるよ、うん」

「ますます嫌いやですって……」

　このあいだの助教授といいなんでこう二研の人間は自分のために他人の迷惑を平然と却下してのけるのだろう。すり寄ってくる池田を引き気味に押し返しながら、あの助教授とも同じようなやりとりがあったことをふと思いだした。

「なんで二研って評判悪いんです？」

　きょとんとして訊きくと、池田のほうもきょとんとして「あれ、知らないの？」と訊き返してくる。生物工学部の内部事情なんてそもそも知るもんか。だいぶ忘れられがちなようだが三嶋の所属は材料工学部だ。

「ダーウィンズ・ヒルの長男のせいって聞きましたけど」

「そう。ダーウィンズ・ヒルの総ソウ領リヨウ晴ハル継ツグ。うちの卒業生で、まあ裏口で入学させてごり押しで卒業させたようなもんらしいけど、なんでも頭はいいんだけどココのほうが」人差し指で自分のこめかみをつついて「ちょっと、イッちゃってる人で、最初は一研にいたんだけど変な研究ばっかりやりたがったりすぐキレて機き材ざいぶっ壊こわしたり……。で、その長男を隔かく離りしておとなしく遊ばせとくためにつくられたのが二研で、だからその名な残ごりで今でもうちははみだし者の掃はき溜だめってわけ……あっ、」

　と、喋しやべっているうちにいきなり池田が短い声をあげて言葉を切った。エアポケットにでも入ってしまったかのように数秒間だけ会話が途と切ぎれ、閉へい塞そく感かんのある階段の壁かべと天てん井じように二人ぶんの足音が妙に大きく響ひびく。

　妙な間をおいてから池田が再び口を開いた。

「そうか、ダーウィンズ・ヒルで思いだした。さっきの君の彼女、誰だれかの面おも影かげがあるような気がしてたんだ」

「彼女じゃないですって」

「総領マドカだ」

　反はん論ろんした口を中途半端にあけたまま、三嶋は無む意い識しきのうちに立ちどまっていた。少し行き過ぎてから池田も不ふ思し議ぎそうに足をとめて振り返った。一階のエントランスと同様不景気な風景の廊下が鈍にぶい蛍光灯に照らされて長く延びている。通りがかりの学部生が横目でこっちを見ながらすれ違い、こつこつと足音を響かせて階段を降りていった。

　ソウリョウ……マドカ？

「……誰です？」

「総領マドカ。ダーウィンズ・ヒルの愛まな娘むすめ。教授のお供で学会に行ったとき、総領征威と一緒に来てるのを見たことがあって」ソウリョウセイイ……また耳みみ慣なれない名前が出てきた。そのときの情景を思いだすようにどことなく恍こう惚こつとした表情を浮かべて池田が続ける。

「綺き麗れいな子だったなあ……。ちょっとだけ目があってさ、そしたら笑ってくれたんだ。僕の顔を馬ば鹿かにしたわけじゃなくて、普通に笑ってくれたんだ。ほんとだよ。でも、そうだ……そのすぐあとだよ、入院したの」

「入院？」

「うん。重い病気らしくて、噂うわさではそれからずっと寝たきりだって……」

　左右非対称な顔で池田はせつなそうに天井を仰いで、呟つぶやいた。

「今度の手術が成功しないと、もうやばいらしい」







　てれれ、てれれ、というテンポのいい電子音が寂れた校舎のエントランスにちょっと間抜けに響いて聞こえる。着信メロディのサイトで見つけたとある曲を着信音に設定して、マドカは一人で満足してフリップを閉じた。電話にぶら下げたトカゲ型宇宙人のマスコットフィギュアがぷらんと揺れた。

（暇だなー……）

　電話を持ったままベンチの上で膝ひざを抱えて、何気なく自分の靴を見おろす。素足の上に履はいているのは新品ではないがそこそこきれいな白いスニーカー。五八〇円也なり。携帯電話から見られるフリーマーケットのサイトというのがあって使い方がわかってくると面おも白しろくていろいろ買ってみて、金払うの俺おれなんだけどそのへんわかってる？　と三嶋に困った顔をされた。困る程度で怒らないのがやっぱり三嶋だと思う。

　スニーカーにスカートにキャミソール、その上に三嶋のパーカーを着るのがマドカのここ最近の外出着だった。

　私が捕まるのが先か、それともあの子が死ぬのが先か──。

　最初の頃ころに抱いていたそんな凄せい惨さんな危き機き感かんが、最近は薄うすれてきていた。もしかしたらこのままずっと三嶋のところにいられるのかもしれないという、そんな気が次第に強くなってきている。ススキは遊んでくれるし鉄郎は面めん倒どうみてくれるし、みんなとずっと、今のまま夏が続けばいいと、そう思う。

（でも、たぶんそんなにうまくはいかない……）

　思いなおして、心の中で大きくなる希望を抑え込む。

　くぐもった話し声が背中で聞こえた。エントランスの奥を振り返ると階段の横のエレベーターがあいたところだった。仄ほの暗ぐらい旧校舎の一角でそこだけ黄みがかった光に包まれた箱の中から二人の人間が降りてくる。一人が一方的にがなりたてていて、そして何か気に入らないことがあったのか腕を振りあげてもう一人を殴り倒した。殴られた被害者はここの先生だろうか、白衣を着ているということ以外これといった特徴のない中年の男だ。

　それに対して加害者のほうの男は異常に特徴的だった。鉄郎と同じくらいの長身だが骨格はひとまわりがっしりしていて、格好も仕し草ぐさもひどく粗野な感じ、そして目を引くのが、石灰を被かぶったような白っぽい灰色の髪──。

「……！」

　男の正体を認にん識しきした瞬しゆん間かんマドカは跳ねるようにベンチから立ちあがった。パーカーのフードを引きおろした手が滑って携帯電話を取り落としてしまい、かしゃんと軽いが目立つ音がエントランスに響ひびいた。

　音に気がついて男がこっちを振り返った。そのときにはマドカはベンチを跳び越えて出口に向かっている。重いガラス扉を身体からだ全体で押しあけ、出口のステップに躓つまずいて転びかけながら外に飛びだしたところですぐに校舎の陰に飛び込んでさらに走る。走りはじめたばかりなのに心しん臓ぞうが不規則に脈打って呼吸が苦しくなる。

（あいつだ！　見たことある、灰色の奴やつだ……！　なんであいつがここに？　私を捜してるんだっ……）

　右も左もわからない広い大学構内を校舎の隙すき間まを縫ぬってとにかく全速力で走りながら頭の中はぐちゃぐちゃになっていた。今顔見られた？　私のことわかった？　フードを被かぶっていたから気づかれなかったかもしれない。でもあからさまに逃げだしてしまったからどっちにしても確かく実じつに怪しまれたはず。しくじった、どうしよう──

「あっ」

　地面のくぼみにスニーカーのつま先を引っかけてすっ転んだ。起きあがるのもそこそこに目についた建物の陰に飛び込み、身を低くしたまま壁かべに張りついて走ってきた方向を窺うかがう。

　最初にいた蔦つたの這はった校舎はもうどこにも見えない。灰色の校舎の壁の底辺に黄こう砂さのスモッグが薄うすく沈ちん殿でんする夕方のキャンパスの風景──夏休みに入っているので構内に学生の姿はほとんどなく、向こうのほうに一人二人見かけたが特にこっちを気にとめることなく遠ざかっていく。

（いない……）

　息をとめてしばらく待っていたが、追ってくる人ひと影かげはなかった。やっぱり早とちりだったんだろうか。気づかれなかったのかもしれない。

　吐息と一緒にようやく若じやつ干かん緊きん張ちようを解き、そのまま力を抜いて壁際にしゃがみ込む。「けほっ、けほ……」急にたくさん走ったので咳せきが出てきた。何度か咳き込みながら自分の膝ひざに視し線せんを落とすと、両脚とも擦すり剥むけて血が滲にじんでいた。

「けほっ……みしま……」

　ずきずきする膝を押さえてうずくまり、小さな声で泣き言が漏もれる。旧五号棟という最初にいた校舎からずいぶん離はなれたところまで来てしまった。走ってきたルートは頭の中で思い描けるから戻れると思うが、あいつがまだいるとしたら戻るわけにはいかない。携帯電話も落としてきてしまったし。

「どうしたの？」

　ふいにどこかで声が聞こえた。聞いたことがあるような気がしたが思いだせない、甲かん高だかくて少し変な訛なまりがある声。しゃがんだまま顔をあげて視線を巡らせると、校舎の脇わきを抜けたところにあまり使われていない感じの錆さびた門があり、その下に人影が立っていた。ぶかぶかのオーバーオールを穿はいた子供くらいの体格、掘りの浅い丸顔の中で離れ気味のぎょろぎょろした目玉が異様に目立つ。

　三嶋の部屋に来た〝ひらべったいやつ〟だ。

「迷ったの？　おいでよ。連れてってあげる」

　頬ほおまで裂けた薄い口でにいっと笑って〝ひらべったいやつ〟が言い、ぺた、ぺたんと不ふ揃ぞろいなステップを踏んで身をひるがえした。

　壁に手をついて立ちあがり、誘われるままマドカもそちらに足を向けた。門の前に着いたときにはさっきの人影はもう見えなかった。キャンパスの裏手に通じている門のようで、往来の少ない寂れた道が左右に延びている。軽トラックが一台、埃ほこりと砂さ塵じんを巻きあげて通り過ぎた。

　排気ガスの渦が残る裏通りに一歩出たとき、頭の上から突然黒っぽい幕のようなものが覆おおい被かぶさってきた。

「セイドウ、はやくそっち押さえて！」

「押さえてるって」

　幕の向こうでくぐもった声が聞こえてアスファルトに押しつけられる。驚おどろいて悲鳴も出ないままマドカはじたばたもがいたがもがくほどに覆い被さっている幕が手足に絡みつく。大きな網のようなものだと認にん識しきし、地面に押しつけられたまま首を巡らせて網目の隙すき間まから見あげると、上から網を押さえている〝ひらべったいやつ〟と目があった。

「ごめんねえ。あんたに個人的な恨みはないんだけど」

　大きな目玉をぐりっとまわして勝ち誇ったようにそいつが笑う。ぎょろ目の向かい側で同じく網を押さえながら、鉄郎とよく似た爬は虫ちゆう類るい顔が茶ちや褐かつ色しよくの鱗うろこの頬ほおを引きつらせて「嘘うそつけ」と言った。







　ベンチの脚の隙間にフリップが半分あいた携帯電話が落ちていた。電話を拾って上体を起こし、灰かい白はく色しよくの髪の男はふうん？　と首をかしげた。

　フリップ式のごく普通の筐きよう体たいだが大柄な男の手に収まるとちゃちな玩おも具ちやのように見える。メモリに登とう録ろくされている名前をいくつか眺めたあと、特に目にとまるような登録先もなかったので、ナンバーボタンを押してとある番号を呼びだした。

　電話を耳にあてながら、フードを被かぶった人ひと影かげが逃げていったガラス扉のほうを眺める。ぷぷぷ、ぷぷぷ……と途と切ぎれがちの呼びだし音が鼓膜の奥でこもって聞こえる。十回ほど呼びだし音が続いたあと、短い雑音とともに電話が繋つながった。

「征威か？」

　こっちからの呼びかけに、驚おどろいたような間があったあと相手の声が応こたえる。

『兄貴？　どこから……誰だれの電話だ？』

「この電話の持ち主を調しらべろ」

『え、ああ、それはすぐできるけど。この電話が何？』

「わかったら折り返せ」

　それだけ言って通話を切った。

　フリップを閉じてゆっくりと腕を降ろしながら、次第に夜の色に侵されはじめた外の景色に視し線せんを流して、男は口の端で薄うすく笑った。
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　総領マドカ。似てる女の子。入院してる。手術……。

　自分の中でまだ情報を整理できないまま頭の右から左へつれづれに思考を流す。顔が似ていて名前が同じで……他人のそら似とは考えにくい。というか他人のそら似だったら逆にそんな偶然にびっくりする。

（手術……）

　その単語がずっと引っかかっていた。池田から聞いたときには理由がわからなかったが、マドカが最初に転がり込んできた日に「手術する」と言っていたのを思いだした。

　現代医い療りようと現代遺伝子工学の権威、ダーウィンズ・ヒルを統すべる総領一族──その技術の粋を集めて創つくられた最高級のフルカスタムメイド・トランスジェニック・チャイルド、総領家の自慢の愛まな娘むすめは、何年か前まではしばしばマスコミの話題にもなっていたらしい。しかし重い疾しつ患かんを抱えていて入院生活が長く、さらにこの春先からは危き篤とくが囁ささやかれているという。

　マドカがつまりその入院中の総領家の娘なんだろうか？　しかし危篤が囁かれているような重病人がこんなところをうろうろしているだろうか、それにダーウィンズ・ヒルの大事な娘が家出なんかしたらもっと大げさな騒さわぎになっているはずだし。マドカが頑かたくなに帰ろうとしない理由との繋つながりもさっぱり見えない。

　ごちゃごちゃと考えながら階段の最後の一段を降り、

（……だからなんだ）

　という結けつ論ろんに達した。

　なんにしてもマドカが自分から言わない限り事情を訊きく気は別にないし、彼女がどこの誰だれだろうと今さら三嶋にとって何が変わるわけでもない。……と思う。

「マドカ……？」

　一階のベンチに彼女の姿はなかった。黄昏たそがれ色いろが降りた無人のエントランスに自分の声が虚むなしくこだまする。トイレにでも行ったのか、あるいはもう鉄郎が迎えにきたのか、しかし鉄郎のことだからたぶんこっちにひと声（苦言を）かけてから帰ると思うが。

　ぱたん、と小さな音が聞こえた。

「ミシマユキヒロ？」

　低い男の声に呼ばれて振り返る。誰もいないと思ったが、壁かべ際ぎわの陰になったところに背の高い人ひと影かげが立っていた。ぱたん、ぱたんという小気味よい音は男が手にした携帯電話のフリップを開閉している音だ。

「ミシマユキヒロ？」

「……はい」

　もう一度訊きかれて返事をすると、男が壁かべから背を離はなしてこちらに近づいてきた。呼ばれた名前に外国人が発音しにくい日本人名を口にしたみたいな違和感があったので、少なくとも知ち己きの人間ではない。ぱたん……ぱたん。フリップの開閉を繰くり返しながら、その動作に歩ほ調ちようをあわせるように一歩ずつ近づいてくる。

　最後にフリップを閉じて、男が電話をこっちに差しだした。

「これ、落としもの」

　そう言われてようやく、目の前に差しだされたシルバーブルーの筐きよう体たいがマドカの、いや自分のものだと気がついた。「どうも……」電話を受け取りながらだいぶ背が高い相手の顔を見あげる。もともとあまり人の顔を覚えているほうではないが、やはりはじめて会う顔だ──一度でも会ったことがあったら忘れそうにない異様な存在感がある。脱色なのか先天的なトランスジェニックなのか知らないが白っぽい灰色の髪と、何より髪の色をさらに白に近づけた奇妙な色の瞳ひとみが強烈に印象に残る。

　若じやつ干かん気後れしながら、

「あの、これ持ってた子は」

「ああ──」

　白い凶眼がこっちを見おろして、笑った。

　瞬しゆん間かん、みぞおちに拳こぶしを食らって吹っ飛ばされた。壁に背中を叩たたきつけられ、たまらず身体からだを折って悶もん絶ぜつする。いきなりのことで声も出なかったが、大おお股またでさらに近づいてきた男に腕を掴つかまれたときは悲鳴に近い声が漏もれた。脆もろくなっていた右腕の肘ひじにあり得ないほど指が食い込む。相手のほうが感触に驚おどろいたのか、三嶋の腕を掴んでいる自分の手をしげしげと見おろして、

「へえ」

　どことなく子供が玩おも具ちやを手に入れたみたいな顔をして──力を強めた。腕をもぎとられるかと思う激げき痛つうにほとんど息もできない三嶋に顔を寄せて訊いてくる。

「お前はなんだ、なんでＣ４がここにいる？」

「なん、の、」

　かろうじて声を絞りだしたが腕をねじあげられて最後まで言えなかった。腕と背中を壁に押しつけられ、頭の上で硬質な音がした──男のもう一方の手に刃を出した折りたたみナイフが握られていた。慄りつ然ぜんとして目を見開く三嶋の左眼の結膜ぎりぎりに刃が突きつけられる。一ミリでも動いたら刃先が眼球に触れそうで、三嶋は瞬まばたきもできずに至近距きよ離りから覗のぞき込んでくる相手の目を見つめ返した。灰かい白はく色しよくに濁にごった瞳には何も映り込んで見えない。

「何を企たくらんでる？　裏で糸を引いてる奴やつがいるのか？　高架下か、地下のネズミか？」

「なんのことか……」

　ちりっと刃先が眼球に触れたような気がして背筋に戦慄が走る。しかし知らないものは知らないので喋しやべれることなど何もなく息を飲んだだけで黙だまっていると、「ふうむ」と男が首をひねって少しだけナイフを離はなした。ほんの少しだが。

「じゃあマドカって言えばわかるか？」

　わかるかも何もさっぱりわからないことだらけだったが、頭の中でいくつかの点が繋つながった。総領マドカ、ダーウィンズ・ヒル、灰かい白はく色しよくの髪と瞳ひとみの男──。

　声には出さずに、三嶋は相手に向かってわずかに唇だけを動かした。「あ？　何？　聞こえねえよ」男が耳を寄せてくる──刹せつ那な、ぎりぎりのところで顔を横にずらしてナイフの刃先から逃れ、渾こん身しんの力で相手の腹部を蹴けりとばした。

　不意をつくことに成功して男がベンチの列に背中から突っ込み、その隙すきに三嶋は転がるように身をひるがえして別棟へ続く渡り廊下を走りだす。刃先が触れて切れたようで左目のすぐ下から血が溢あふれてくる。

（なんだ……なんだなんだなんだっ……）

　単語が繋がったところで状況のほうは何も飲み込めていなかった。逃げなきゃいけない理由もわからなかったがとにかく恐怖心が背筋にへばりついて、あいつはヤバイ種類の人間だということだけは明白に感じる。昏くらいノイズに侵されたようなざらついた薄うす闇やみが降りる旧校舎の廊下をふらついた足取りで走りながら左手で携帯電話を操そう作さする。電波が弱く途と切ぎれがちな呼びだし音が続く。相手が出るまでの時間がひどく長く感じる。

　倉庫らしき引き戸の部屋に飛び込んで薬品棚の陰にまわり込み、そこで膝ひざが崩れて座り込んだところで、呼びだし音が途切れて通話が繋がった。

「テツっ……」

『三嶋？　今向かってるところだ。こっちから電話しようと思ってた。ちょっと話が』

「テツ、それよりマドカを捜せ。たぶんどっか近くにいるから」

　囁ささやき声なのに叫び声みたいなせっぱ詰まった早口で喋しやべる。

『どうした、何が……』

「いいから、頼むっ」

　頭上に大柄な影かげが落ち、反射的に切断ボタンを押して視し線せんを跳ねあげた瞬しゆん間かん、視界の横から男の脚が飛んできた。側頭部を蹴られて床を滑り、電話がからからと回転しながらもっと先まで転がっていった。

「くっ……」

　視界が半分暗くなり、起きあがろうとしたが世界が変な具合に歪ゆがんで起きあがれない。ぶちぶちと何かが切れるような不快な雑音が片方の耳の中ではじけている。頬ほおをつけた床のすぐ先に革靴を履はいた足が立ち、有う無むを言わさず五発くらい腹に蹴りを入れられて身体からだを折って咳せき込んだ。

「なんだ、脆もろいなあ。もう少し喧けん嘩か慣なれしといたほうがいいぞ？」

　雑音の壁かべの向こうから大きなお世話なアドバイスが降ってきて、もう一発蹴られたあたりでテレビの電源をぶち切ったみたいに意い識しきが飛んだ。




　　　　[image: ]




「ええ、わかってます叔お父じさん。こっちも善処してますよ。やることが多いんです。Ｃ４の件は、今さっき兄貴から……はい。進展があったらまた電話します」

　叔父の詰きつ問もん攻こう撃げきをようやくかわして通話を切った直後にまた着信があった。まだ言い足りないことがあるのかと征威はげんなりしたが、ディスプレイの発信元の表示を見て叔父ではないことを確かく認にんし、電話に応じた。

『征威さま』

　七分前です、とまったく同じ抑揚の秘書の声。

『明日、飛び込みの予定です。二時から生命倫理委員会の公開意見交換会』

「それ僕が出席しないといけないのか？　他ほかに誰だれかいるだろう」

『生倫委から、総領征威氏に直接のご指名だそうです』

「……わかった。出かける時間に電話してくれ」

『はい。七分前に』

　電話を切って上着の胸ポケットに戻し、ひと呼吸ついてから征威は自分で運転してきた車を降りた。オフィスから車で十五分、灰色の墓標のようなビル群が建ち並ぶ摩ま天てん楼ろうを見おろす高台に総領の本宅はある。

「おかえりなさいませ」

「うん」

　征威より二倍か三倍くらい歳としの行った庭師が恭うやうやしく出迎える。「そのままでいい。四十分で出るから」車をガレージにまわそうとする庭師に声をかけて征威は運転席を離はなれた。風ふ呂ろと着替えのためにいったん帰ってきただけで会社に戻るつもりだった。ここ何日か仕事が溜たまっていてそんな生活になっている。

　深しん碧ぺきの木々が鬱うつ蒼そうと繁しげる前庭を抜けて日本風の邸宅の玄関をくぐると和服姿の使用人が列を成して出迎え、おかえりなさいませ。うん。という同じやりとりを繰くり返す。といっても総領本家の使用人は屋や敷しきの規模のわりに仰々しいというほどには多くない。

「大丈夫ですか。ずいぶんお疲れのようですが」

「ずいぶん疲れてるよ」

　板張りの廊下を歩きながら上着を脱いで、斜め後ろをついてくる使用人に渡す。無ぶ精しよう髭ひげも剃そらないとなと顎あごをさすり、ふと思いついて肩越しに訊きいてみた。

「なあ、僕って入社何年目くらいに見えるのかな」

「は？」

　使用人はどういう答えを期待されてるんだろうという顔をした。どんな答えも期待していなかったので征威は返事を待たずに「いいや。なんでもない。変なこと訊きいて悪かった」と話題をとりやめた。

　実際の話、征威が総領グループの中心である総領ジェネティクス社に入社してからまだ一年程度しかたっていない。医大を出て二年間研修医をやったあとアメリカに留学して帰ってきて、今年二十九歳。それがもう二十年くらいいる重役みたいな顔をして会社のほとんどの面めん倒どうをみている。そのくせ総領の一族の中では若じやく輩はい者もの扱いで発言力は弱かったりするので上からも下からもこき使われて仕事ばかり多い中間管かん理り職しよくの気分だ。

（二十代最後の夏がこれかー……）

　今すごく自分にがっくりした。俺おれの人生って。

「征威さま……征威さま？」

「あー？」

　ネクタイをゆるめながらついゆるんだ返事をしてしまい、はっとして態度を立てなおす。使用人が困惑したように背後に目配せしているのを見て、玄関のほうが何やら騒さわがしくなっていることに気がついた。

　廊下を振り返った途と端たん疲労が五割増しになった。自分とだいたい同じ顔をした粗そ暴ぼうな男が使用人たちの制止も聞かずにずかずかと玄関にあがり込んできたところだった。

「晴継さま、お待ちください。そんな汚い荷物を持ち込まれては……」

「うるせえな。おう、いたか征威」

　内心嫌いや々いや征威が玄関まで引き返すと、晴継が肩に担いでいた荷物をどさっと足もとに降ろした。誰だれの趣しゆ味みなのか日本邸宅の板張りの廊下とは不釣り合いな西欧風の毛足の長い絨じゆう毯たんが玄関先にだけ敷しかれている。その絨毯に顔を埋めるように転がり落ちたのは、血まみれの頭のくたっとした少年だった。

「捕まえた」

　得意満面で言う長兄。ってヌーを捕まえてきたライオンじゃあるまいし。「兄貴……」Ｃ４が誰かに匿かくまわれていたのを見つけたらしいというのは電話のやりとりの断片からわかってはいたが……。頭が痛い。

「あのさ、僕たちは暴力団体じゃないんだ」

「そいつを吐かせとけ。俺はＣ４を捕まえにいく。車貸せ」どうもすっかりねぐらに食しよく糧りようを持ってくる親ライオン気取りで晴継は肩をいからせてまたきびすを返す。側頭部を軽く押さえただけで征威はもう何を言う気力もなく、

「追いかけろ。とりあえず目を離はなすな」

　こめかみを引きつらせつつ命じると、二人の黒服の使用人があからさまに嫌な使命を帯びたなあという顔で晴継を追って出ていった。

　長兄だけでなく使用人に対しても頭痛を覚えつつ見送って、玄関先に転がされた少年の前に膝ひざを折る。ガタイのいい長兄に担がれているとひとまわり小柄に見えたので子供かと思ったが、顔を覗のぞき込むと少年というよりは一応もう青年に分類してよさそうな歳としだった。右腕と首に治ち療りようの形跡があるのは長兄の乱らん暴ぼうとは関係ないようだ。長兄の犯行の痕こん跡せきは左耳と左ひだり頬ほおの出血と、あとはひどく蹴けられたんだろう。「けほっ……」ぐったりしたまま青年が小さく咳せき込んで血を吐いた。

「手当てしてやれ」

　指示を受けて、遠巻きにしていた残りの使用人が青年の脇わきを持って怖々と担ぎあげる。

（ん……？）

　ぶらんと垂れさがった右腕に細胞崩ほう壊かいの前兆の色素異常が浮いているのが目にとまり、征威は内心首をかしげた。こんな普通の若者がジャンキーか……？

　三嶋行ユキ祐ヒロ、十九歳、マネキン通りの工科大の材料工学部二年に在ざい籍せき──携帯電話会社の登とう録ろく情報から身もとを探ったところでは、家族はともかく彼自身に関しては特筆すべき情報はなかったが……。「じゅうたんが」と、青年を担いだ使用人の一人が血痕で汚れた絨じゆう毯たんを見おろしてぼやいた。

　全体的にもう少しまともな使用人を雇ってくれと征威はうんざりした溜ため息をついた。




　　　　[image: ]




　旧五号棟にいた左右アンバランスな顔の研究生から要領を得ない話を聞いていると、携帯に着信があった。発信元を確かく認にんして電話を受ける。

「ススキか。どこだ？」

『今裏門の近くです。わかりました、爬は虫ちゆう類るいとちんちくりんの二人組が女の子を捕まえて運んでったって、目もく撃げき者しやがいました』

「やっぱり……セイドウとメッキか」

　面めん倒どうなことになってきたと鉄郎は舌打ちした。電話の向こうから不満げな声。

『あのー、事情教えてくださいよ。何があったんです？　三嶋さんは？』

「俺おれもよくわかってない。ダーウィンズ・ヒルが絡んでるみたいだけど」電話と話しながら白衣の研究生を一いち瞥べつすると、所在なげに突っ立っていた研究生が首を縮ちぢめて「僕だって知らないですよっ、総領晴継がトカゲ人間の軍団作るとか言って研究室に来てたらしくて助教授が殴られて血だらけの三嶋くんを担いで連れてっちゃって……」早口で弁明するあいだにこっちの電話のやりとりは先に進んでいる。

『ダーウィンズ・ヒル？　なんでそんな雲の上の話になってるんです？』

「マドカはたぶんダーウィンズ・ヒルの関係者だ」

『うわ……ほんとに？　変わったコだとは思ってたけど』

「ああ……」

　相づちを打っただけで鉄郎は言葉を濁にごした。

　スラムの子供から金一封の話を聞き、何か気になったのでスラムの知りあいをあたってみたら、すぐに〝総領マドカ〟の名前が浮かびあがった。あまり鮮せん明めいではないが、ネットを漁あさってもらったら昔の週刊誌に載った写真も出てきた。約三年前、当時十二歳。中学校の入学式の日に撮とられたものとかで、着き慣なれていない感じのお嬢じようさま中学の制服に身を包んだあどけない少女だった。マドカと同一人物だと断定はできないが（そもそも十二歳と十五歳の少女を見比べて別人か同一人物か断定できるほど鉄郎は女の子というのを見慣れていない）、確たしかによく似ていた。

　二週間前から行ゆく方え不ふ明めいになっているこの少女を保ほ護ごした者に謝しや礼れいを出すという情報が裏で出まわっているのだが、警けい察さつに届けるなりして普通に捜せばいいものを非公式に処理しようとしているというのがきな臭い。それに総領マドカは現在危き篤とく状態で病院にいるはずという噂うわさも流れている。どうも腑ふに落ちないことばかりだ。

「とにかくマドカを捜す。セイドウとメッキのねぐらをあたってみるぞ」

　その話題はそこまでにしてとにかく今すべきことに集中する。確かメッキはスラムのあちこちの廃はい屋おくに潜もぐり込んで寝床にしているはずだ。

　きびすを返してエントランスを出ようとしたとき、研究生が背中に声をかけてきた。「三嶋くん、見つかったら戻ってくるように言ってくれる？　もう少し抗ウィルス剤打って様よう子すみるつもりだったのに、いなくなっちゃったから困ってるんだよね」一応真ま面じ目めに三嶋のことを心配しているようだがどうしてこう緊きん張ちよう感かんがないのだろう。耳から離はなした電話の向こうでは鉄郎さん切っていいですか、電池なくなりそうです。とススキの声が聞こえている。

「裏門に車停とめてるから来い」

　電話のほうにはそれだけ言って切り、研究生のいびつな顔を肩越しに睨にらむ。

「二度とおかしな実じつ験けんにつきあわせるなよ」

　低い声で凄すごみをきかせて、大おお股またで校舎を出た。「あっ、じゃあ君今度バイトしない？　組そ織しき片へんちょっと分けてくれるだけでいいから。痛いこととか危ないことしないから。君のそれって先天でしょ、ＤＮＡ見てみたいなあ」何かたわごとを言いながら研究生が追いかけてきたがもう取りあわずに、両開きの重いガラス扉を後ろ手で閉めた。

　大学構内はすでに日が落ち、またキャンパスのはずれのほうということもあって学生の姿はない。大学の人間が主に使うのは西門からマネキン通りに出るルートだが、旧五号棟の脇わきを抜けて塀沿いに少し行くと裏門があり、そこから裏手のスラムに抜けることができる。

　裏門に向かって人ひと気けのないキャンパスを歩きながら渋面で溜ため息をつく。何かしらやっかいごとを抱えている少女だろうとは思っていたが、よりにもよってダーウィンズ・ヒルのわけありの少女に入れ込むとは……普ふ段だん安閑としているくせになんだってあいつは問題を起こすときは極端にやっかいなのを起こすのだろう。

（だから最初から追いだしとけばよかったんだ……）

　苦々しく考える。正直言って鉄郎としてはマドカのほうとはこれといった関かかわりはないんだし、三嶋はともかくマドカの面めん倒どうをみてやる義理はないのだが。

「……」

　カッコイイわ。

　なんの忌き憚たんもなくそう言った少女の顔が脳裏に浮かんだ。テッちゃんはいい奴やつだよ、と当たり前の顔で言った十一歳の少年を保ほ護ごしたときのことを思いだし、やれやれという気分で頬ほおの鱗うろこを掻かく。

　気を取りなおして足をはやめた。

　絶対無事に助けよう。
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　真っ黒で真ん丸で底がない沼みたいな二つの目玉がさっきから瞬まばたきもしないでこっちを見つめている。いい加減マドカは気分が悪くなっていた。

「何か用なの？」

「べっつに。見てるだけ」

「目が乾くよ」

「ありがとう。大きなお世話」

　別にカエルの心配はしていない。肩をすくめてカエルの視し線せんを視覚から抹消し、首を巡らせて周囲を確かく認にんする。

　空気は埃ほこりっぽくて冷んやりしていた。じんわりとした裸電球の光が天てん井じようを覆おおう闇やみを頼りなげに押しのけている。たぶん地上ではなくて地下、物置きみたいなところだ。天井に近いところに明かり取り用の小さな窓が一つと、扉が一つ。出口はそれだけ。窓はマドカの背で届く高さではなく、唯一の扉の前にはカエル顔のトランスジェニックがまさしくそういう蛙かえるの置き物みたいに鎮ちん座ざしている。マドカは両手両足を拘こう束そくされて部屋の中央の床に座らされていた。

　背中側で縛しばられた両手をそっと滑らせて、スカートの腰の後ろに差したカッターナイフに触れる。パーカーのポケットに入れていたのを見つからないうちにこっちに移動しておいた。

（まだ、様よう子すをみる）

　焦るなと自分を鎮しずめて、感触を確たしかめただけで手を降ろした。

（三嶋、どうしたかな……）

　頭上の小窓を通して唯一外の様よう子すを知ることができる。さっきまでは濃こい青灰色一色に塗り潰つぶされた夜空が見えるだけだったが、スモッグで霞かすんだ朧おぼろ月づきがあがってきていた。

　月は半分。下か弦げんの夜。

　夜空を背景に浮かぶ白はく濁だくした半月が、灰かい白はく色しよくの凶眼のように見えた。
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　中学一年か二年のとき、何が原因だったか忘れてしまったが救急車で運ばれる怪け我がをして何日か入院したことがある。「ごめんね行ユキ祐ヒロくん、遅くなって。退屈してなかった？」入院二日目、家の仕事を済ませてから着替えや日用品や本を持って見み舞まいに来た佐サ枝エに訊きかれて、三ミ嶋シマは答えた。

「ううん。点滴みてたから」

　佐枝になんともリアクションできない顔をされた。

　点滴台に吊つるされた点滴パックから自分の腕に通された管に向かってメロンソーダに似た液体がぽたぽた落ちていく様よう子すを眺めながら、そんなことを思いだしていた。点滴を眺めて暇ひま潰つぶしができるというのは我ながらちょっとどうかと思う。

　周囲を見まわして、理科準備室みたいな部屋だなという感想を持った。無骨なスチールのデスクの上には学術書やら英語の科学雑誌やら分厚いファイルやらが乱雑に積つまれ、ガラス戸のキャビネットには大小の薬品瓶とか神経系のホルマリン漬づけとかが並んでいる。三嶋が今座っている椅い子すも、職しよく員いん室しつや保健室によくありそうな背もたれのない合成皮ひ革かく張りのスツール。キャスターがついていてくるくるまわれるやつだ。点滴に繋つながれていなかったらあたりを眺めるついでにひとまわりしていた。

　キャビネットの脇わきに飾ってあるプラスチックの模型（オレンジと赤の小さな球体の集合が二重螺ら旋せんを描いている）を眺めていると、キャビネットに半ば埋もれたところにあるドアがあき、ワイシャツにゆるんだネクタイをした長身の男が現れた。

「待たせてすまない。退屈だっただろう」

「いえ。点滴みてました」

「……？」

　なんともリアクションできない顔をされた。肩をすくめただけで男はドアを閉めて部屋に入ってきた。

「耳のほうは？」

「ちょっと聞こえにくいです」

　左耳を覆おおって貼はられたガーゼに手をやり、少し首をかしげて答える。喋しやべるために息をすると脇腹がずきずき痛い。それから左目の下にも白い傷テープが貼られている。喧けん嘩かした中学生みたいだ。……一方的にやられただけだが。

「そうか……たぶん大丈夫だと思うけど、もし二、三日しても治らなかったら会社に電話してくれ。これ、連絡先」

　言いながら男は胸ポケットから皮のカード入れを出し、名刺を一枚引き抜いてこちらに差しだした。名刺なんてもらう機き会かいがないので不ふ慣なれな手つきで受け取りながら三嶋が素直に訝いぶかしげな顔をすると、「ああ、ここは自宅。僕の個人的な部屋」と、理科準備室を見まわして男が補足する。「会社のこととかもやってるけど本ほん職しよくは研究医のつもりで。本当は研究だけしていられたらいいんだけどなあ……っと、愚ぐ痴ちって失礼」

　名刺に印刷された名前を見おろしてから、三嶋はあらためて男の顔を見あげた。あの灰かい白はく色しよくの男とよく似ているが髪も瞳ひとみももっと灰色が濃こく、体格はもっと細身で、たぶん少し若い。そして何より全体的な雰囲気が正反対だった。

　無ぶ遠えん慮りよに観かん察さつするこちらの視し線せんを受けとめて男は若じやつ干かん体てい裁さいが悪そうに笑った。人がいい感じの笑い方をする。

「ちゃんと自己紹介していなかったな。僕は総ソウ領リヨウ征セイ威イ。君を連れてきたのは兄貴、晴ハル継ツグ」

「三嶋です」

「うん、調しらべたよ。三嶋行祐くん」

　調べたと言われて三嶋は眉まゆをひそめた。総領征威はそれについてはそれ以上何も言わず、近づいてきて点滴が刺さった三嶋の右腕を取った。「だいぶ消えたな」腕に浮いていた色素異常はほとんどわからないくらいまで薄うすくなっている。池イケ田ダに打たれた怪しげなのより効果的な抗ウィルス剤のようだ。

「俺おれ、マドカを捜しにいきたいんですけど」

「家の者が行ってる。君はもう何もしなくていい」

「……」黙だまり込んで俯うつむいて、たぶん自分は今すごくふてくされた顔をしていると思った。こういうちゃんとした大人おとなの男を前にすると自分のガキっぽさを思い知らされて嫌いやだ。

「マドカが世話になったようで、君には感かん謝しやしてる。兄貴が、まああんな性格で、誤解して乱らん暴ぼうなことをしてすまなかった。もし慰い謝しや料りようを請せい求きゆうする気なら言い値で応じるよ──といっても君んちは金には困っていなさそうだな」

　家のことを持ちだされて露ろ骨こつに上目遣いで睨にらんでしまい、征威が軽く首をすくめた。母親が遺伝子改造中毒者というのも、ダーウィンズ・ヒルの権力を使えばとっくにわかっているのだろう。

　膝ひざの上に視線を落としてぼそっと口を開く。

「マドカは……彼女は、本当に総領マドカなんですか」

「どういう意味かな。あの子は僕の実の妹だよ」

「入院してるって聞きました」

　数秒、周囲の空気が固まった。三嶋のほうから話を続ける。

「マドカは、こんなすごい家のお嬢じようさんにしては行ぎよう儀ぎも言葉遣いも悪すぎます。それにあの子は、誰だれかに見つかることに異常に怯おびえてました」最初に家に押しかけてきた日のことを思いだす。カッターナイフを握りしめて限界まで気を張って周囲を警けい戒かいして、自分を守るために自分すら傷つけるような子だった。

　視し線せんをあわせずしばらく両者沈ちん黙もくしたあと、征威が諦あきらめたように細く息を吐いた。

「このまま引き下がってくれたら、それでいいかと思ったんだけど……君はおっとりしてるように見えて意外と子供っぽい意い固こ地ぢなところがあるな」

「そんな分析をあんたにされる筋合いはないです」図星だけにむっとする。

「はは、ごめん。心理学もかじったことがあって」

　笑ってごまかしながら、征威は本や書類で埋まったデスクの上をひっくり返して一枚のぺらっとした紙を抜きだした。目の前に見せられたそれは、二十人ほどの人間が二列になって並んでいる古い集合写真だった。

　意図が読めないまま写真をしばらく眺めて、奇妙なことを発見した。古そうに見えて実際にはそう古くもない普通のカラー写真だ──古く見えたのは写真自体の保管状態がよくなかったせいもあるが、それ以上に写っている人間が全体的に無彩色な印象で、一見して白黒写真みたいだったのが原因だった。ほとんど全員がダークカラーのスーツを着て、年ねん齢れいや髪型はさまざまなのによく見ると全員がほとんど同じ顔で、そして全員が灰色の瞳ひとみをしている。

　そっくりな顔の人間が二十人ばかりずらりと並んで、四十個ばかりの灰色の瞳が無表情にカメラを見つめている。シュールな効果を狙ねらった合成写真かと思うようなものだった。見ていて気分が悪くなってきていると、

「これ、合成じゃないんだよ」

　と、征威がこっちの心を読んだように註釈を入れ、わざと時間をおいてそこまで考えさせるのを待っていたのか、ようやく写真の説明をはじめた。

「十五年くらい前の、僕らの親族の集合写真だ。これが現当主、つまり僕の親おや父じ……今はちょっと、身体からだ壊こわして一線から退いてるけどね。で、これが兄貴で、これが僕」

　説明にあわせて征威の指が写真の表面を滑り、写っている人物を順に示す。中央で椅い子すに座っている威い厳げんのある感じの初老の男、その隣となり、気をつけの姿勢で佇ちよ立りつしている大人おとなたちの中で一人だけ微妙に傾いて立っている二十歳くらいの青年、さらにその隣にいるのが、中学生くらいの凛りんとした表情の少年──これが少年時代の征威なのだろう。今とさほど感じが変わっていない。

「そしてこれが、マドカ」

　暗い印象の男ばかりが並ぶ中で、征威の横の人物に抱かれている赤ん坊だけが白い産うぶ着ぎに包まれて、そこだけ別世界みたいに雰囲気をやわらげていた。眠っているので瞳の色はわからないが、きっと薄うすい灰色だろうと想像できる。マドカと同じ色。

「もっとも君が知ってるマドカじゃない。本物の総領マドカだ」

　征威のその台詞せりふに、三嶋は写真から顔をあげた。

　親族の集合というものに敬意も価値も感じていないのかぴらっとぞんざいに征威は写真をデスクの上に放り、デスクの端に浅く腰かけて話を続ける。スチールのデスクが軽く軋きしんだ音を立てた。

「総領の血筋は女の子が育たない。体外受精で無む理り矢や理り女児をつくっても、無事に生まれて健康に育つことは少ない。マドカも生後まもなく原因不明の免疫不全症を発症し、以来入退院を繰くり返している。遺伝子工学の権威と言われている総領家が、その技術を駆使してもどうしても自分たちの呪のろわれた血だけを払ふつ拭しよくすることができないでいる。マドカは今、総領家の最後の女の子なんだ。絶対に死なせられない大事な女の子だ。そのために僕らの一族は、マドカの出生にあたってある〈保険〉をかけた」

「保険……？」

「受精卵クローン。もっと簡かん単たんに言うと、一卵性の四つ子。マドカが生まれるとき、同じ受精卵を分割してさらに三人の胎児がつくられた。Ｃ２は胎児の段階で死亡、Ｃ３は生後まもなく死んだ。しかし最後の一人は、呼吸器官系に疾しつ患かんを抱えてはいたものの幸い順じゆん調ちように育った。免疫細胞が自己生成できないマドカのために、定期的に輸ゆ血けつ用の血液を採取するために生かされている。ヒトの形をした造血細胞といったところかな。そのクローン、Ｃ４が、脱走して行ゆく方え不ふ明めいになった。

　……というのが、本当のところだ」

　最後のほうは妙に軽い口調で、総領征威は締しめくくった。

　なにをいってるんだこのひとは？

　話を聞きながら三嶋は全身の血が冷たくなるのを感じていた。話を全部理解できていたわけではない。わかるのは、この連中がやっていることはようするに、人格を認めない単なる道具としてのヒト・クローンの製造ということではないか……？

「それは、」

　唾つばを飲み込んで、乾いた唇を開く。

「犯罪、ですよね」

「うん。でもダーウィンズ・ヒルは自らの発展のために違法なことなんていくらでもやってきた」さらりと認めた。

「なんで俺おれにそこまで話すんです？　ケーサツとかマスコミに言うかも」

「ははは」

　と、出し抜けに乾いた声で総領征威は笑いとばした。最初に見せた人のいい笑みの片へん鱗りんすらない、感情のない冷たい笑い。「政府も警けい察さつもマスコミも、君みたいななんの力も持たない若者が何か言ったところで、僕らは簡かん単たんに抑え込めるんだ。……でもまあ、一応忠告しておくけど、念のため口外はしないほうがいい。三嶋行祐くん」

　ひと呼吸おいてから、声のトーンを一段落として。

「君の家族や友人まで、もしかしたら危険なことになるかもしれない」

「そんなの、俺の知ったことじゃない……です」

「うーん、それはちょっと大人おとなげないな。本気で言ってるんじゃないといいけど」

　反はん論ろんできずに唇を噛かむ。母親や佐枝や、閂かんぬき亭ていやイナホ酒店の人たちや──思い浮かぶ顔を今は煩わずらわしいとすら思う。たぶんダーウィンズ・ヒルはやろうと思えば平気で彼らの生活や将来を潰つぶすようなことをするのだろう。親しい人間なんて誰だれもいなくて自分一人だけだったらよかったのに。

「君に引き下がって欲しい理由はもうひとつある。総領の血を引く女の子は疾しつ患かんを抱えているってさっき言っただろう。Ｃ４も例外じゃない。あれはどっちにしろ外の空気に長期間触れて生きることはできないんだ。隔かく離り病棟を逃げだしてからもうかなりたつ──すでに呼吸器官に深刻な影えい響きようが出ているはずだ。君にも心当たりがあるんじゃないか？」心当たり……マドカがときどきむやみに咳せき込むことがあったのに思いあたる。若じやつ干かんながら口く調ちようをやわらげて、征威の声が続く。「僕らとしても、マドカのためにＣ４が必要だ。丁てい重ちような対応をすることは約束する。少なくとも僕らの保ほ護ご下かにある限りＣ４は最大限の看護を受けられる。でも君にはそれは無理だろう。君にはあれは荷が重すぎる」

「そんなこと、は……」

　途中で尻しりすぼみになる自分の声が自分で痛かった。そんなことはないと、絶対責任持てると言い切ることができない自分が疎うとましい。

　黙だまり込むことが結果的には肯定になり、征威が満足したように頷うなずいた。

「悪いけど、君にできることは何もない。短いあいだだったけど、Ｃ４が世話になってありがとう、さよなら。僕からの話はこれで終わりだ」

「……」

　納得できたことなどひとつもないのにひとつも言い返せない。首を深く俯うつむけて、点滴の液体がとまるくらいに三嶋はただ強く拳こぶしを握った。
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　完かん璧ぺきに計算された遺伝子を持つ完璧な美少女なんだってさ。はー。

　ドアの前にぺたんと蛙かえる座ずわりをして部屋の真ん中に座る金一封の少女を観かん察さつし、メッキは皮肉たっぷりに心の中で吐き捨てた。

　ゆるやかな癖くせを持つ墨すみ色いろの髪、光の加減によって碧あおみを帯びて見える薄うす灰はい色いろの瞳ひとみ。日本人形のような古風で整ととのった顔立ちをベースにしながらもどことなく異国的な翳かげりがある。鼻がほんの少し上を向いているのは少女らしい愛らしさを出すためなんだとか。……以上、全部三年前の週刊誌の受け売りだけど。

　じっとりと観察していると金一封のほうも生意気にこっちを睨にらみ返してきた。外ヅラだけじゃなくて肝も据わってるってことか。

「だから、何か用なの？」

「パンツ見えてる」

　指摘すると、金一封は体育座りをしたスカートの裾すそを一度見おろしたが、言われて姿勢を変えるのが癪しやくとばかりにそのままの格好でそっぽを向いた。恥じらいとかないのか。確たしかに美少女なのかもしれないが言動のほうはこれっぽっちもかわいげがない。三嶋はこんなののどこがいいんだろう。

　きっと騙だまされてるんだという結けつ論ろんに思い至ってとても納得した。そうだ、こいつを捕まえることは三嶋を助けることにもなるんだ。

　目が乾いてきたのでようやく少女から視し線せんをはずしてぱちぱちと瞬まばたきをしていると、背後で鍵かぎをあける音がした。あっと思ったときには向こう側からドアがあき、ドアの真ん前に座っていたメッキは後頭部を思いきりどつかれた。「イター」飛びだしそうになった目玉を押さえつつ振り仰ぐと琥こ珀はくの瞳ひとみのヤモリ顔がなんでお前はそんなところにいるんだという顔でこっちを見おろしている。

「危ないなあ。声かけてよ」

「悪い悪い」

　メッキの抗こう議ぎをセイドウはたいして悪いとも思っていないふうに受け流し、金一封の少女に一いつ瞬しゆん視線を投げてすぐに逸そらした（パンツが見えたのかもしれない）。

「どう、取り引きの場所」

「まだ誰だれも来てなさそうだった。連絡してからまだそんなに時間たってないしな」

「本当に金一封くれるのかなあ」

「そうだな、相手はあのダーウィンズ・ヒルだしなあ……友好的に取り引きする振りして近づいてきて、俺おれたちとっ捕まって皮剥はがれてＤＮＡ調しらべられて脳みそ吸われたりして」「やめてよ、それ……」真ま面じ目めな顔で言うセイドウにメッキはごくりと唾つばを飲む。皮を剥がれて手足を磔はりつけにされて天てん日ぴ干ぼしにされているカエルとヤモリというのはえらく想像しやすい光景だ。

「まあ、いざとなったら地下ネズミに売り払うって手もあるし」

「あいつらと関かかわるのはイヤだな。臭いもん」

　人質を視界の端に入れつつ（パンツは視界からはずし）二人でぼそぼそ作戦会議。地下ネズミというのはダウンタウンの地下網に巣くう異い形ぎようトランスジェニックたちのことだ。ほかにもダーウィンズ・ヒルの対抗勢力である高架下のバイオ企業群とか、遺伝子操そう作さは神の領域の侵害だとか言ってトランスジェニック・チャイルドに反対している宗教団体だとか、ダーウィンズ・ヒルは強大なだけに何かと敵も多い。

　ここはメッキの別荘の一つ──といっても使われていない廃はい屋おくに勝手に潜もぐり込んでいるだけで家賃は払っていないが。表向きはガレージのような造りで、半地階に部屋がある。ダーウィンズ・ヒルが開いている裏の連絡ルートに金一封を保ほ護ごしたことを連絡し、この近くの路地を引き渡し場所に指定して、約束の時間を待っているところだった。

「とにかく慎重に、様よう子すをみてこっちの対応も決めればいいってことさ。あっちの行動に怪しいところがあったらすぐ逃げて、人質は売り払う」

「うん。慎重にね」

　慎重に頷うなずきあったところでメッキの腹の虫が鳴った。そういえば今日はろくに食べていないのでお腹なかが減った。慎重な作戦にはまず腹ごなし。

　二人で顔を見あわせて、セイドウがすかさず

「買いだしジャンケン、ぽん」

「あっ」

　とっさに出したらパーとチョキでメッキが負けた。メッキが最初にパーを出す癖くせがあることをセイドウは知っているのだ。「くそー」舌打ちして渋々腰をあげる。地下室を出ようとしたところでふと思いついてセイドウを振り返り、

「何人分？」

　訊きいてみるとセイドウも考えていなかったようで虚をつかれた顔をして、金一封の少女の斜め上のほうに横目を投げてから、

「人数分でいいんじゃねえ？」

　と言った。







　調ちよう子しのはずれた鼻歌を歌いながら表に出ると、冷んやりした地下室よりも戸外のほうが昼間の暑気が残っていて蒸し暑いくらいだった。

　メッキのガレージは寂れた裏通りに面しているが、路地を一本抜けるとマーケットに出られるので買いだしには困らない。

　マーケットというのはひと括くくりにして言うところの〝いかがわしい商売〟が密集している地帯のことで、日が暮れると道端のあちこちにいかがわしい食べ物屋のスタンドが立ち、悪あく趣しゆ味みなネオン看板で飾られたいかがわしい店の前に若い女（じゃない場合もあるが）が立って客引きをしたり、路地や酒場の奥では闇やみブローカーとのあいだでクスリや違法品の売買が行われたりする。このへんでいうクスリというのはいわゆるドラッグのほかに、各種の組換え遺伝子を組み込んだレトロウィルスベクターを密封した瓶や液体パックの意味もある。トランスジェニック・ジャンキーの中には身体からだの改造の苦痛を緩かん和わするために（苦痛ならやらなければいいのに）ドラッグを同時にやる人間が多い。ダウナー系のドラッグで潰つぶれて道端でくたばっているジャンキーを横目で眺めながらメッキはてくてくと通りを抜けた。

　ジャンクフードのスタンドの前で立ちどまり、しばらく真剣に財布の中身と相そう談だんする。

（フィッシュバーガー食べたいなあ。目玉焼き入りで……）

　順じゆん調ちようにいけば今日大金が転がり込んでくるはずだし、目玉焼き入りにするくらいの些さ細さいな贅ぜい沢たくは許されるだろう。

（よし）

　冷やかしなら帰れと言いたげに店番の視し線せんが険悪になりはじめたところで注文を決めたとき、後ろからひょいと吊つりあげられて足が宙に浮いた。「わわっ」短い足をばたつかせながら背後を振り仰ぐと、シルバーグリーンの鱗うろこを持つ長身のトカゲ顔がメッキの襟えり首くびを掴つかまえて立っていた。

「て、テッちゃん」

　脳天から蒼あおざめるメッキの頭上で、肉食トカゲの縄なわ張ばり争いみたいな低い唸うなり声を喉のどから漏もらして鉄テツ郎ロウが口を開く。

「メッキ……何考えてるんだ、お前は」

「なっなんのこと、知らないよ」

「マドカを放せ」

　鉄郎の口からその名前が出た途と端たん、メッキの中で怖おじ気けよりも一気に反抗心のほうが強くなった。「テッちゃんまでなんなのっ」思いきり身をよじって手を振り払い、地面に着地して即座に距きよ離りを取ったところで鉄郎と対たい峙じして、

「あいつダーウィンズ・ヒルの人間だよ？　三嶋を騙だまして利用するつもりなんだよ？」

「騙すって、お前何か勝手な妄想してるだろ」

「妄想なんかじゃないよ！　だってあのダーウィンズ・ヒルだよ、何企たくらんでるかわかったもんじゃないよっ」

　他人のことには無関心という不文律があるスラム街とはいえダーウィンズヒルダーウィンズヒルと喚わめいていたらさすがに人々の耳につく。通行人や道端にたむろしているスラムの住人たちが何ごとかというように視線を送ってくる。メッキの剣けん幕まくに鉄郎は呆あきれ顔で肩をすくめたあと（そんな仕し草ぐさがますますメッキの癪しやくに障る）、琥こ珀はくの瞳ひとみでまっすぐメッキを睨にらみ据えて、澱よどみのない声で言った。

「ダーウィンズ・ヒルがどうとか、はっきり言って俺おれには関係ない。マドカを頼むって三嶋に言われたから、俺はあの子を保ほ護ごするだけだ」

「テッちゃんもおかしいよ、騙されてるよ！　なんでダーウィンズ・ヒルの人間なんかに肩入れするの？　あいつら金持ちだけがいつだっていい思いして、それに対してあたしたちはお天てん道とうさまの下を堂々と歩けもしない。あいつらが遺伝子操そう作さなんかやりはじめたせいであたしたちみたいなのが生まれたのに、誰だれもこんな姿にしてくれなんて頼んでないのにっ。

　テッちゃんは、スラムを出てって普通の暮らししてるから忘れちゃったんだ。あたしなんてバカだし何もできないし、こんなただの不細工で、チビで化け物みたいでっ……」思いつくまま喚きたてながら目に涙が溜たまっていた。なんでこんなところで、こんなところで泣けてくるのが負けたみたいですごく悔しい。

　鉄郎は小さい頃ころからずるい。そうやっていつも一人だけ前向きで信念があって面めん倒どう見みがよくてかっこよくて、でもメッキは逆立ちしたって鉄郎みたいにはなれない。

　言うだけ言ってぐずぐず泣きだしたメッキに鉄郎がさすがに持てあましたように溜ため息をつき、若じやつ干かん態度をやわらげて、

「メッキ、あのな、俺おれは」

　言いかけたとき、どこかでピロピロと携帯電話の着信音が鳴りはじめた。鉄郎が視し線せんを落としてポケットから電話を出し、あっさり注意をはずされてむっとするメッキの前で電話に応じる。

「ススキか。マドカは無事か？」

「あっ」

　それを聞いた途と端たんメッキはしてやられたことに気がついた。鉄郎のほうが囮おとりで別働隊がいたんだ！　「ずるいよ、騙だましたんだ！」「ススキ？　何、どうした？」泣き顔で喚わめいて飛びかかっていくメッキの頭を片手で押さえながら、電話に応じる鉄郎の顔色が急に変わった。電話口からせっぱ詰まったような声が聞こえ、唐突に途と切ぎれた。

　きょとんとしているメッキの頭の上で、鉄郎は降ろした電話を見つめて二秒くらい唖あ然ぜんとした顔をし、メッキを放りだしてきびすを返した。







　メッキが買いだしに出かけたあと、手足を縛しばられている（自分たちがやったのだが）女の子と狭い地下室で二人きりという構図が微妙に気まずくなってきたのでセイドウももぞもぞと地下室を出て、見張りがてらドアの外に座り込んで時間を潰つぶしていた。地下室を出るとすぐに半階分の階段があり、その上がシャッターが降りたガレージになっている。

　背後のドアに頭をつけて、目の前に延びる薄うす暗ぐらい階段を無意味に見あげる。ここからでは上のガレージの様よう子すは見えないので、上りきったところで突然世界がなくなっていて奈な落らくの底に真っ逆さまとかそんな想像が浮かんできて、けっこう本当にあり得そうな気がしてくる。

（あーあ。なんでこんなことしてるのかなあ……）

　なりゆきでメッキの癇かん癪しやくにつきあうことになったが、セイドウは本来メッキ派というわけではなく、かといって鉄郎派というわけでもなく中立の立場のつもりだった。まあ金はあるに越したことはないのでメッキにつきあうのはいいのだが、どうもそううまくいかないような予感もしている。

　けほけほっ、けほ……

　背中をつけたドアの向こうで小さな咳せきが聞こえた。最初は別に気にしていなかったのだがしばらくたっても治まらず、しかもだんだんひどくなってくる。

（どうしたんだろ……）

　ちょっと心配になってきて肩越しにドアに視し線せんを送ったとき、唐突に咳せきがやんだ。

（あ、治った）

　自分しかいないときに何か問題でも起ったら面めん倒どうなのでほっとして、視線を戻してまたドアに寄りかかる。しばらくまたぼんやりしているうち、咳がやんだあと今度はまったく気け配はいがしなくなったことが気になりはじめた。

　腰を浮かせて身体からだの向きを変え、ドアの南なん京きん錠じようを極力音を立てないようにはずす。ドアを薄うすくあけて中腰の格好で中を覗のぞき、その途と端たん、起こって欲しくなかった〝問題〟が起こってしまったことをセイドウは胸中で嘆いた。

　人質の少女が地下室の真ん中で横倒しになってぐったりしていた。

　どっ、どうしよう。

　少し躊ちゆう躇ちよしたが、放置しておくわけにもいかずドアをあけて近寄ってみる。地面に顔を伏せて倒れたまま少女は死んだように動かない。かがんで顔を覗き込み、

「なあ、ちょっと、どうし」

　瞬しゆん間かん、後ろ手で縛しばりあげていたはずの少女の右手が鋭するどく閃ひらめき、無防備に近づいたセイドウの喉のどもとに何かを突きつけてきた。反射的に身を引こうとしたが踵かかとが滑ってセイドウはみっともなく尻しりもちをついた。

　床に倒れたまま半身をひねった格好で、少女が手にしたカッターナイフをこっちに突きつけている。斜め下から睨にらみあげてくる灰色の瞳ひとみと一対一で見つめあったまま一いつ時ときの空白。切断されたロープの切れ端が思いだしたようにぱらりと少女の右手首から滑り落ちた。

「ひっ」

　それを合図に硬直していた時間が再び動きだし、両手で這はって後ずさろうとしたとき、

　ごすっ。

　後頭部で鈍にぶい音が聞こえた。







「ごめんなー。オレ喧けん嘩か苦手だから凶器使って」

　まるで悪びれずにススキはうそぶいて、持っていた角材を床に放り捨てた。靴の先でヤモリ顔のトランスジェニックがばたんきゅうと気絶している。鉄郎とよく似た爬は虫ちゆう類るい属性の頭を思いきり殴ってちょっとだけ気分がよかったのは内ない緒しよだ。

「マドカ、平気？」

　ヤモリをまたいで少女に駆け寄る。「うん」マドカは持っていたカッターで両足の拘こう束そくも解いて、自由になった手足をまわしてみたりしている。両りよう膝ひざに擦すり傷をこしらえているがそれ以外に怪け我がはなさそうだ。

　ちょっとした体たい操そうを終えて身軽に立ちあがったところでマドカが身体からだを折ってよろめいたので、ススキは慌てて手を出して支えた。

「マドカ？」あれ？　と思う。さっきのは演技だと思ってたのに。

「平気。行こう」

　軽く咳せき込んだだけで、しかし彼女がすぐに自力で立って歩きだしたのでススキは気にかけながらもあとに続く。せっかく助けにきたんだからむしろもう少し可か憐れんな感じでもいいのにという気もする。気を失っているヤモリを二人とも遠えん慮りよなくまたいで、地下室を出て半階上のガレージへ。裸電球一つに照らされたガレージは車がぎりぎり二台入るかというくらいの広さで、ススキが今しがた一本拝借した角材やトタン板などが壁かべに立てかけられている他ほかはがらんとしている。正面に錆さびたシャッターがあり、下半分だけあいたシャッターの向こうに青灰色の外の色が見えている。

「ちょっと待って、鉄郎さんに電話する」

　シャッターをくぐって通りに出たところで携帯を操作していると、隣となりできょろきょろしていたマドカが

「三嶋は？」と訊きいてきた。

「あっ……うん、三嶋さんは」

　そのへんにいるのを期待しているような感じで問われて、リダイヤルをかけた電話を耳にあてながらススキは返答に窮きゆうした。とりあえず状況が判明するまで三嶋のことは言うなと鉄郎に口どめされている。

「三嶋、どこにいるの？」

　重ねて問う声がうろんげになる。ごまかしを考えるのも面めん倒どうなのであっさり降伏しそうになったが、幸いちょうど呼びだし音が途と切ぎれて電話が繋つながった。

『ススキか。マドカは無事か？』

「はい。今ガレージの前に──」

　自分の声に被かぶさって、そのとき電話と反対側の耳に脳まで突き抜けるようなけたたましいエンジン音が飛び込んできた。

「──？」

　振り返った瞬しゆん間かんヘッドライトの白い光が真正面から視覚を貫く。「ススキ！」声と同時に服を引っ張られ、大きく一歩たたらを踏んでアスファルトに尻しりもちをついた刹せつ那な、寸秒前まで自分がいた場所をヘッドライトが一いつ直ちよく線せんに突っ切っていった。

　なんだと思う暇もなく、金属質の轟ごう音おんとともに周囲の空気が震しん撼かんし、壁に挟まれた狭い裏通りいっぱいに噴ふん煙えんが巻き起こった。

「な……」

　マドカを背後にかばうような格好で（実際には助けられたのはススキのほうだが）尻もちをついたまま噴ふん煙えんの中心に目を凝こらすと、頑丈そうな黒い外車がガレージのシャッターに斜めから突っ込んでいた。鉄のシャッターがアルミ箔はくみたいにひしゃげて周囲の壁かべも半はん壊かいしている。『ススキ？　何、どうした？』右手に握りしめた電話の向こうで鉄郎の声が聞こえる。未いまだ放心状態でのろのろと電話を耳にあてなおし、

「あの、車が……」

　言いかけたとき、左ハンドルの運転席のドアが内側から蹴けりあけられた。

「失敗失敗、突っ込んじまった。征威の愛車は頑丈だなあ」

　周囲の惨状から場違いに浮きあがった陽気な声で言いながら、運転席から大柄な人ひと影かげが降りてきた。石せつ灰かいを被かぶったような白っぽい髪の威い丈じよう夫ぶ──直接見るのははじめてだが、噂うわさに聞いていたそのままの外見と漂わせている異様な雰囲気からすぐに正体がわかる。

　ふうむという感じで車の状態を眺めつつ男はゆらりと周囲に視し線せんを巡らせ、最後にこっちに目をとめて、口の端に笑いを浮かべた。

「よう。迎えにきたぜ」

　笑いながら目の前の人間をいきなりさくっと刺したりしそうな、陽気なのにどこかちぐはぐな笑え顔がお。夜よ闇やみの下で異様に浮いて見える白っぽい瞳ひとみに戦せん慄りつする。隣となりでマドカが身を強こわ張ばらせるのがわかり、それでもススキはわずかにマドカの前に出た。恐怖よりもまだほんの少し意地が勝っていたので。

　男が一歩こちらに踏みだし、反対に二人は後ろ手にじりっと後退する。相手の次の一歩を合図に跳ねるように身をひるがえして走りだそうとしたが、

　かちり、

　片耳に聞こえた金属音に、反転しかけた姿勢で硬直した。

　男が右手に銀ぎん色いろの鉄の塊を握ってまっすぐこっちに向けていた。男のごつい手にすっぽり収まるくらいの細身の拳けん銃じゆうをススキはゲームの中で見たことがあった。確たしかＣＩＡなんかが使うとかいう暗殺用の、威力は小さいがもちろん近きん距きよ離りであたれば十分殺傷能力がある。ツテさえあればこのあたりのマーケットの闇ブローカーからでも入手不可能ではない。

「なぁんで逃げるんだよ？　迎えにきたんだぜ？」

　あくまで軽けい薄はくな口く調ちようで、白く濁にごった両眼に楽しそうな笑いを浮かべて男が言う。「逃げたら普通撃うちたくなるだろ？　それが人間心理だよな？　なあ、お前よりそっちの金髪のほうが血の色が映えそうだなあ？」視線はマドカに固定したまま、照準が水平移動してススキの額ひたいの中心を狙ねらう。

「ススキ！──」

　割り込んできた声に、血の気の引いた顔で銃口を凝ぎよう視ししていたススキは救いを求めるような気分で視線を横にずらした。路地の角から姿を現した鉄郎が状況を目にしてぎょっとしたように立ちどまった。

　銃口はそのままに男の注意が鉄郎に向き、

「おー。お前トカゲ？　本物だ。すげえ」

　怪かい獣じゆうを見て興こう奮ふんする子供そっくりの顔で、琥こ珀はくの瞳ひとみと鱗うろこの皮ひ膚ふを嬉うれしそうに眺めて言う男に鉄郎が眉まゆをひそめてわずかに身構える。ガタイのいい大の男が拳けん銃じゆうを片手にそんなことを言っても不気味なだけで場の緊きん張ちよう感かんはまったくゆるまない。

　鉄郎から少し遅れて路地から顔を出した小柄な影かげだけが、状況を読めなかっただけだと思うが唯一なんのためらいもなく動いた。

「ずるいよ！　そいつ連れていくならお金ちょうだいよ！」

　誰だれもとめる暇もなく、メッキが鉄郎の脇わきをすり抜けて男に飛びついていった。しかしメッキのほうが跳ね返って転がっただけで大柄な男はよろめきもしない。「なんだコレは」と、怪獣とはまた別の不ふ思し議ぎな生き物でも発見したみたいにメッキを見おろし、

「すげえ。ぶさいくだなあ」

　感嘆すらしたふうにそう言って、メッキに銃口を向けた。

　ぱしゅっ。

　なんの躊ちゆう躇ちよもなく鳴り響ひびいた銃声は、実際に聞くとゲームやテレビの中で見るようなのよりも逆に安っぽくて、玩おも具ちやの水鉄砲みたいに聞こえた。

　それからあとの一いつ瞬しゆんに起こったことをススキは完全には把握できなかった。銃口の先、虚こ空くうに浮かんだ花火のように赤い霧きりが散るのが見えて、気がついたときには鉄郎がメッキを抱えて地面に転がっていた。「鉄──」「逃げろ、ススキ！」背中でアスファルトをこすりながら鉄郎が叫ぶ。声に操あやつられるようにススキはマドカの手を引いて走りだそうとしたが、マドカのほうが動かなかったので半歩踏みだしただけで引っ張り戻された。

「マドカっ」

　頑としてその場を動こうとしないマドカの視し線せんの先には男が掲げた銃口と、その先に倒れている鉄郎とメッキの姿がある。頭をもたげて銃口を睨にらみあげる鉄郎に、男が露ろ骨こつに煽あおるような仕し草ぐさで銃口を持ちあげてみせる。

「なんだよ、トカゲの兵士は死を恐れねえんじゃねえのか？　反はん撃げきしろよ。脱皮とか変型とかしてみろよ」

「しねえよ」

　奥歯を噛かんで唸うなるような声で鉄郎が切り返すと、男は本気で落胆した顔で両肩をすぼめ、またぴたりと照準を鉄郎に向けた。

「つまんねえ」

「待って」

　引き金にかけた指に力が入ったとき、凛りんとした声が場を制した。

「私が行けばいいんでしょ」

　男の注意がこっちに戻り、拍子抜けしたような顔をしながらも、「ま、いいか」と銃口を降ろした。固まったまま動けずにいるススキの隣となりでマドカが前に進みでる。「マドカ……」掠かすれた声で呼びとめると、彼女はちらりと一度こちらに視し線せんを送り、

「大丈夫。……ありがとうね、二人とも」

　そう言って淡い笑みを見せた。いつもの彼女と変わらない、不ふ思し議ぎなくらい落ち着いた声だった。最後にこちらに向けた瞳ひとみはいつもと同じなんの迷いもない透明な灰色。平静な足取りで男のほうへと歩いていく彼女の長い髪の後ろ姿を、ススキはそれ以上引きとめることができずに見送るしかなかった。







「てっ、テッちゃん！　メッキ！　大丈夫？」

　灰かい白はく色しよくの男とマドカを乗せた外車が去ったあとで、ヤモリ顔のトランスジェニックがひしゃげたシャッターの下から這はいだしてきた。ガレージの中でことのなりゆきを窺うかがっていて安全になってから出てきたのだろうが別に責められることではない（というかどうでもいい）。カエル顔のメッキは目をまわして失神していた。

「鉄郎さん」

　ススキも鉄郎に駆け寄ってアスファルトに膝ひざをつく。

「ああ、大丈夫だ」

　鉄郎がけっこう平気そうに起きあがったのでほっと胸を撫なでおろした。しかしさっき確たしかに血しぶきが飛ぶのが見えたのに。「あたらなかったんですか？」「あたった」鉄郎自身も若じやつ干かん放心したように自分の傷口を見おろして、

「生まれてはじめてこの姿に感かん謝しやしたな……」

　などと呟つぶやいた。見るとランニングの肩から伸びる二の腕から血が流れているが、鱗うろこで覆おおわれた硬い皮ひ膚ふを銃弾が掠めただけで済んだようで傷は浅かった。

「すみません……」

「なんでお前が謝あやまるんだよ」

「いや……なんとなく」

　もう少しはやく行動していればあいつが来る前に逃げられたかもしれないとか、銃口を向けられたときもう少し何か勇敢な行動ができたんじゃないかとか考えてみたが、しかしやっぱり自分には何もできなかったのかもしれないという気もする。「いいんだ。俺おれのせいだ」俯うつむいて沈み込んでいると鱗の腕に額ひたいを小突かれた。

　それからどちらからともなく、マドカを乗せた車が去っていった道の先に視線を送る。エンジン音も排気ガスの渦もとっくに彼方かなたへと遠ざかり、スラムの裏道にはいつもどおりの怠たい慢まんな静けさとざらついたノイズに侵された夜の闇やみが戻ってきていた。

　結局何をしたことにもならなかった。助けようとしたのにどっちかというと彼女に助けられたわけだし。二人とも言葉少なに、たぶん二人とも自分の無力さを痛感していた。
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　助手席に座ったマドカはパーカーのポケットの中で拳こぶしを握り、フロントガラスの向こうに見える前の車のテールランプを睨にらんでいた。

　アップタウン方面へと続く、片側二に車しや線せんのドライブウェイ。対向車のヘッドライトが白い筋とこもった騒そう音おんを引いてすれ違っていく。サイドブレーキを挟んだ左ひだり隣どなりにはハンドルに肘ひじをついて鼻歌混じりに運転している白い凶眼の男、総領晴継──マドカにとってこの男は遺伝子的には兄なのかもしれないが、育ちの上ではひとかけらも家族にはあたらない。

「かわいくねえ顔だなあ。マドカはそんな顔はしてねえぞ」

　こっちの仏ぶつ頂ちよう面づらに横目を投げて晴継が口を歪ゆがめる。マドカはじろりと相手を睨み返し、手のひらで力いっぱいほっぺたを潰つぶして考えつく限り最高の不細工な顔をしてやった。

「あんたの妹もこんな顔よ」

「てめえやめろっ、ブス！」

　晴継が本気で腹を立てて腕を振るい、頬ほおをはたかれてマドカはシートに沈み込んだ。片手で頬を押さえながら、しかし怯ひるまずにきっと視線をあげる。

　自分のオリジナルが総領マドカというこの男の妹であることを、マドカは守しゆ衛えい室しつにあったファイルを盗み見て知っていた。小さい頃ころからときどき気管支の発作が起きるのは自分がそういう病気を抱えているからということも、オリジナルの少女も重い病気で、そのために自分が材料として生かされているということも──そしてオリジナルが今死にかけていて、今度の手術で何が行われようとしているのかも。

　一いつ時とき睨みあったあと、舌打ちをして晴継のほうから視線を前に戻した。「けっ、素材が同じでも育ちが違うとここまで違うかねえ」妹のことになるととことん贔屓ひいき目めらしい。バッカじゃないのと内心で吐き捨ててマドカも視線を横にはずす。

「欠陥品には欠陥品のガキがお似合いってわけだ」

「あんたに欠陥品扱いされる筋合いはないわ」欠陥品なのはお前の脳だ。サイドガラスに半眼の視線を流して言い返し、対向車線をヘッドライトが一台すれ違ってから、マドカはふと表情を変えて瞬まばたきをした。

　運転席に睨む視線を戻し、

「どういう意味？」

　剣けん呑のんな声で訊きくと、ハンドルを肘で操あやつりながら晴継が飄ひよう々ひようと答える。

「あれ、知らないのか？　母親は頭のイカレた美容整形ジャンキー、父親に至ってはどこの誰だれともわからねえ精子バンクらしいぜ？」

「そんなことを訊きいてるんじゃないわ。三嶋に……何かしたの？」

「なんで俺おれが何もしないと思うんだ？」むしろ不ふ思し議ぎそうに訊き返してくる晴継。

　ぐにゃりと顔を歪ゆがめて晴継が笑ったように見えたが、たぶん歪んだのはマドカの視界のほうだ。自分の失態に目め眩まいがした。

　周囲で少し聞き込みすればマドカがあの大学の研究室に誰だれかと一緒に来ていたことくらいわかるだろうし、そうなったら三嶋のこともすぐにわかるだろう。それは考えていた。でも一般人の三嶋を捕まえたところであの連中にはなんの利用価値もない。もし何か訊かれても何も知らなければすぐに解放されるだろうと思った。しかしこの男にとっては、利用価値がどうとかはぜんぜん関係なかったのだ。

　晴継の爽さわやかなくらいの笑い声が耳に障る。ポケットの中で指が冷たくなるほどに拳こぶしを握りしめた──手の中に握り込んでいるものと一緒に。

「冗じよう談だん冗談、何もしてねえよ。ついでにちょっと痛めつけてやっただけ」十分やってるじゃないか！　「蹴けったらすげー跳ねちゃった。もう少し遊んでやってもよかったんだけどなあちょっとヤワすぎるなあのヒョロっちいガキはははは　は　　は」

　どす、という鈍にぶい音。

　笑い声がへんな途と切ぎれ方をした。

　ハンドルを持ったままぽかんとした顔で晴継が自分の右脚に視し線せんを落とす。ズボンの腿ももに根もと近くまで突き刺さっている大振りのカッターナイフをしげしげと見つめ、マドカのほうに視線をあげて小首をかしげる仕し草ぐさをする。二人とも無言だった。おかしなくらい。フロントガラスの向こうから見物している誰かがいたとしたらシュールな無声映画みたいに見えたかもしれない。

　おかしなくらい無言のまま、いきなり伸びてきた晴継の腕に喉のどを掴つかまれてマドカはサイドガラスに後頭部を叩たたきつけられた。二度三度、繰くり返されて視界に火花が散ったとき、

　ぱぁ────ん！

　何かの破裂音にも似た甲かん高だかいクラクションが鼓膜を突き抜け、同時に視界の端から対向車のヘッドライトが飛び込んできた。「うおっ」晴継がそこではじめて声をあげてハンドルを切った。車体が横滑りしながら数回転する。遠心力に振りまわされてマドカはサイドドアに押しつけられ、

「──？」

　背後を遮るドアの存在が唐突になくなった。

　気がついたときにはあいたドアから外に放りだされていた。

　路面に半身を打ちつけられ、それからもしかしたら何回転かしたかもしれないが知覚できなかった。アスファルトと摩ま擦さつを起こしながらしばらく滑ったあと、最後に路ろ肩かたに肩をぶつけてとまった。




「……う……」

　意い識しきが途と切ぎれていたかもしれないがたぶん数秒程度。打ちどころがよかったのか、どうやらまだ生きているようだった。アスファルトに頬ほおを押しつけて倒れていることを自覚して、手をついて上体を起こす。急ブレーキの残ざん響きようが鼓膜の底にこびりついてそれ以外の音が一枚膜がかかったところから聞こえる。

　聴ちよう覚かくだけでなく感覚全部が膜を隔てたようなところにあり、全身が痺しびれて感覚が薄うすい。首から下がついていないような気がして、視し線せんを落として自分の身体からだを確かく認にんすると、左腕と左脚の外側半分がぺろりと剥むけて砂じや利りが突き刺さった赤黒い肉が見えていた。

　これじゃもう短いスカートが穿はけないな。

　感覚がないのが幸いなのか、痛いのかどうかはよくわからず、呆ほうけた顔で脚を見おろして最初にそんなことを考えた。

　晴継の車と対向車はお互いに避けあった末それぞれ反対側のガードレールに激げき突とつして横転していた。あちこちから間延びしたクラクションの不協和音があがっている。事故の余波で玉たま衝つきでも起こったのか、騒さわぎが波紋のように広がっていく。

　横倒しになった車の下から血まみれの男の手が這はいだしてくるのが見えた。無意識に後ろ手で後ずさり、それからはっとして身をひるがえしながら立ちあがろうとしたが一度べちゃっと転んだ。

（動けっ……）

　自分の脚を叱しつ咤たし、どうにか再び立ちあがっておぼつかない足取りで走りだす。半ば斜めになって走りながら肩越しに車を振り返ったとき、運転席から這いだしてきた男が頭をもたげてこっちを見た。

　目があった。

　白い瞳ひとみを赤い血で染めながら、晴継が何か呪のろうような言葉を吐いた。

　人通りが多い時間帯ではなかったがガードレール越しに次第に野や次じ馬うまが集まってくる。何人かがマドカの怪け我がに目をとめてぎょっとしたように引きとめたが、マドカはかまわずに人々を押しのけて走る。

　前方に階段の入り口が見えた。環かん状じよう地下鉄のマークを示す表示灯がぼんやりとした光を滲にじませている。階段を上ってきた人間が何ごとかと驚おどろいて場所をあける。脇わき目めもふらずにマドカはその横をすり抜けて転びかけながら階段を駆け降りる。地上の騒ぎも、コンクリート壁かべに反はん響きようする自分の足音もいつの間にか聞こえなくなっていた。外の音から切り離はなされ、自分の不規則な動どう悸きと荒い呼吸だけが嫌いやに拡大されて聴覚を支配する。

　駅員のブースの中は電気が消えていた。無人のブースと切符売り場を素通りして改札へ。ちょうど自動改札にパスを通して改札を抜けようとしていた利用客を強引に押しのけ、罵ば声せいを浴びながらレバーを押して改札を滑り抜けた。

　水銀灯に照らされたプラットホームが左右に長く延びている。地下鉄は来ていない。ホームに引かれたラインに沿って光が届いていないほうへと走り、ホームの突端のほうまで行ったところで、

　どんっ……

　重い音とともに衝しよう撃げきが背中の中心を貫いた。

　慣かん性せいで走り続けながら膝ひざが崩れ、つんのめってホームの上を転がる。何が起こったのか一いつ瞬しゆんわからなかった。声にならない掠かすれ声とともに喉のどから呼気が漏もれ、吸った息が肺で引っかかって呼吸がとまる。ホームに這はいつくばったまま視し線せんをずらして、頭上に立った長身の人ひと影かげを見あげる。

　血まみれの手に細身の拳けん銃じゆうを持った男が、白い凶眼に明めい確かくな殺意を浮かべて立っていた。右みぎ腿ももにはまだカッターナイフが垂直に突き刺さっている。

「はうっ」

　二の腕を掴つかまれて引きずり起こされ、腹部に引ひき攣つれたような激げき痛つうを感じてたまらず声が漏れた。歯を食いしばって睨ねめつけると対照的に嬉うれしそうに晴継が頬ほおを歪ゆがめて笑い、銃口をマドカの頭に押しあてた。脳が凍るようなぞっとする鉄の感触が髪を通して伝わってくる。

　渾こん身しんの力を振り絞り、マドカは刺さったカッターナイフごと相手の脚を蹴けりつけた。

　晴継が何か口汚いことを叫んだが、唐突に割り込んできた地下鉄の轟ごう音おんに掻かき消されてマドカの耳には聞こえなかった。晴継の右脚ががくんと崩れ、たたらを踏んだ踵かかとがホームの端にかかる。直後、真横からホームに滑り込んできた地下鉄の側そく壁へきに身体からだを預けるような格好になり──その場にへたり込みながらマドカは目を見開いた。

　晴継の半身を巻き込みながら地下鉄がホームを滑り抜ける。一秒おいてから急ブレーキの悲鳴が鼓膜をつんざきたまらず両手で耳を塞ふさいで身を伏せた。心しん臓ぞうまで削り取られそうな甲かん高だかい轟音を歯を食いしばってやり過ごす。




　ざわざわ　ざわ……

　世界中の時間がとまったかと思うような長い空白のあと、次第に周囲に人の声や足音が戻りはじめた。まだ耳を塞いで身を硬くしたままそうっと視線をあげる。

　ホームの半ばくらいまで行ったところで地下鉄がようやく停車していた。四肢をおかしな方向にねじ曲げられた人形みたいになった晴継がホームの途中に倒れているのが見える。その場所から、ホームの端に座り込んだマドカの膝の先まで、引きずられた痕こん跡せきを示す細い血の筋が延びていた。

　水銀灯の下にばらばらと人が集まってくる。光の届かないホームの端でマドカは一人放心状態で現場の騒さわぎを眺めていた。こっちに寄ってくる人間はまだいないが、すぐに誰だれかが気がつくだろう。

　自分の身体からだに視し線せんを落とす。腕と脚は半分がた皮ひ膚ふがずたずたに剥むけて、着ているパーカーの腹部からどろっとした赤黒い液体が浸しみだしてきている。

　よろよろと腰をあげ、這はうようにホームから線路に滑り降りた。

　まだ歩けそうだった。

　もう少しなら、歩けそうだった。




　　　　[image: ]




　ハンダ通り四丁目の交差点の手前で三嶋は車を降ろされ、財布と携帯電話を返された。実家だけでなくアパートのほうもしっかり調しらべられていたらしい。まあ携帯電話の登とう録ろく情報を調べられたのだから当たり前か。それはつまり、携帯電話会社から情報を引きだす権力を総領家が持っているということでもある。

　無意味に長い外車の後部座席から総領征威が顔を見せた。

「怪け我がのことは、何かあったら連絡してくれ。というのは本当だ。それから……余計なお世話だろうけど、君がやってるバイトは個人的にはあまりお勧めしないな」

「言われなくたってもうやりません」

　車の横に突っ立って、三嶋は相手の顔ではなくサイドドアのレバーのあたりを睨にらんで言い捨てた。「すっかり嫌われたな」それほど気にしたふうもなく征威は苦笑混じりにそう言った。

　運転席で電話を受けていた使用人が後部座席を振り返り、

「征威さま、若わか旦だん那ながＣ４を確かく保ほしたようです」

「そうか。急ごう」

　前に向きなおって征威が答える。確保という言い方が耳障りだった。

　追い越し車しや輌りようが通過するのを待っているあいだに思いだしたように征威がもう一度こちらに顔を向け、

「なんで君にＣ４のことを話したかって、さっき訊きかれたけど」

　ふいに巻き戻された話題に、三嶋は伏せていた視線をうろんげにあげた。征威は何か言いかけたが、「……いや、なんでもない」結局首を振って少し笑っただけだった。一番最初の、人のいい笑い方のように見えた。すぐに後部座席のスモークガラスが閉まって征威の顔は見えなくなり、車が発進した。

　ハンダ通りの往来にまぎれて遠ざかっていくテールランプを無表情に見送る。左耳がまだ聞こえにくく、交差点の喧けん噪そうに膜がかかって現実感が薄うすい。見み慣なれた風景なのに違う街みたいに思える。尻しりポケットの中で鳴っていた着信音にしばらく気づかなかった。

　電話を取るという行為が妙に新しん鮮せんに感じた。考えてみると自分が持っている携帯が鳴るというのはすごく久しぶりだ。三嶋が設定していた、というか初期設定のまま変えていなかった無愛想な着信音がいつの間にかもうちょっと味のある着信メロディに変えられていた。とはいえ最近の歌とかそういう女の子らしいものではない。ストラップも何もつけていなかったが、今はあまりかわいくない何かのマスコットフィギュアがぶら下がっている。

　なんのキャラクターだったっけと頭の半分で考えながら、サブディスプレイに表示されている発信元をちらりと確かく認にんして電話に応じた。

「テツ？」

『三嶋！　お前今どこだ？』

「どこって……」

　ガードレールの少し先に見える七階建ての雑居ビルを振り仰ぎ、

「家」

　いつもどおりの応対をしている自分に安あん堵どしたというか、いつもの交差点に帰ってきたことをようやく実感した。電話の向こうで唖あ然ぜんとしたような間があり、

『家って……マドカ、ダーウィンズ・ヒルに連れていかれたぞ』

「ああ、いいんだもう」

『いいって……』

「ごめん、テツ。いろいろサンキュ。明日またかける」

　相手の台詞せりふを待たずに通話を切った。

　電話をポケットに戻し、俯うつむき加減にアパートに足を向ける。しかし途中で思いなおして足をとめ、よく使っている道端の自動販はん売ばい機きまで後戻りしてコーラを買った。行き交う車の騒そう音おんと排気ガスを背中に受けながらガードレールに腰かけてプルタブを引き、冷えた炭酸を一気に喉のどに流し込む。左耳の奥がちりっと滲しみた。

（もうちょっと喧けん嘩かできるようになっとけばよかったなー……）

　と思ってから、まあ俺おれはこんなもんかなとも思う。

　残りはちびちびと舐なめながら、携帯についていたさっきのマスコットがなんだったか今になって思いだした。少し前までよくＣＭを見かけていた、トカゲ型の宇宙人が侵略してくるとかいうＳＦ映画のキャラクター。設定されていた着信メロディもＣＭで繰くり返し流れていたので耳に覚えがあるその映画のテーマ曲だ。そういえばマドカは爬は虫ちゆう類るい系の動物が何な故ぜかたいそうお気に入りらしく、大恐竜時代を扱った二時間枠の特番がはじまったときなんかは食べかけのカップラーメンそっちのけで熱ねつ心しんにテレビに見入っていた。三嶋のほうは退屈になってきてそのうちソファで寝てしまったのだが、番組が終わった頃ころに目が覚めたらマドカが隣となりで腕に寄りかかってすっかり満足そうに眠っていたのでなんとなく動けなくてそのまま一時間くらい固まっていた。

　そんななんでもないことをなんだって今思いだすんだろう。

　そんななんでもない日常が今思えばただ心地ここちよくて、それが全部で、それで十分だった。ダーウィンズ・ヒルとかいう連中の事情なんて最初から今までずっと自分たちには関係ないところで起こっていた。荷が重いとか軽いとか何ができるとかできないとかそんなの、今だって関係ないはずで。

（……何やってるんだ、俺おれ）

　急に何かの焦しよう燥そう感かんに駆られてガードレールから腰を浮かせる。何をのんびりこんなところでコーラなんて飲んでるんだ。

　電話を引っ張りだそうとしてトカゲのストラップに手をやったとき、いつから鳴っていたのかまた着信音が聞こえていることに気がついた。鉄郎がかけなおしてきたのかもしれないと思って見ると発信元は公衆電話を示している。方向性が掴つかめない焦燥感に思考回路の半分を囚とらわれたまま、頭の残りの半分でほとんど惰だ性せいで電話に出る。

「……はい？」

　雑音が聞こえるだけで相手からの応答はない。こんなときに悪いた戯ずらか間違いかと思ってすぐに切ろうとしたとき、

『みしま？』

　聞こえた声に、切断ボタンに伸ばした指と一緒に思わず息がとまった。

『……みしま？』

　固まっているともう一度、心持ち不安げに声が問いなおしてきたので、はっとして呼びかけに応じる。とめていた呼こ気きと一緒に言ったので気が抜けたような声になった。

「うん、俺……」

『よかった。だいじょうぶ？』

　なんでこっちが心配されているのかわからないが電話の向こうで少女の声がほっとしたように吐息した。雑音にまぎれて聞こえる呼吸が荒いのに気づき、

「マドカ？　どうした……今どこ？」

『あのね、地下鉄、出たところ。もうちょっとで着くんだけど、ちょっと疲れちゃって、もう、歩けないの……』呼気とともに声が掠かすれて聞き取りにくくなる。地下鉄と聞いた瞬しゆん間かん三嶋はすでにハンダ通りの駅の方向へ走りだしている。ここからなら走れば五分もかからない。

『三嶋、むかえにきて……』

「今行くから、すぐ行くからちょっと待ってろ──」

　ツ────……

　応答がないまま通話が切れていた。

　慣かん性せいで二、三歩走ったところで三嶋は無む意い識しきに立ちどまった。

　ガードレールの向こうを騒そう音おんを引いて車が追い越していく。耳につく平板な音を垂れ流し続けているシルバーブルーの筐きよう体たいを一いつ時とき見おろし、電話をポケットに突っ込んで、全速で再び駆けだした。







　言い訳でしかないが、征威は〈保険用〉クローンの製造には絡んでいない。末妹のマドカが生まれたとき次男の征威は中学生で、まあ普通の中学生だったかと言われると血筋のせいもあって多少普通じゃなかったかもしれないが、叔お父じや長兄たち強弁派の意向を曲げられるほどの発言力は今以上に皆かい無むだった。

〝Code:Innocent〟という開発ネームがつけられた三体の〈保険〉とともに誕たん生じようしたマドカは、遺伝子上の欠陥はなんら見られないにもかかわらず、生後まもなく原因不明の免疫不全症を発症した。現在、マドカの病状は免疫不全から派生する総合感染症にまで進行し、複数の臓ぞう器き不全を併発して非常に危険な状態にある。今度予定されている手術は最後の手段だった。つまり──損傷を負った臓器をすべてクローンのものと入れ替える。

　征威も医者のはしくれだし、もちろん妹の命はどうしても助けたいと思っている。晴継のほうは単純に妹のことだけを考えているのだろうが、しかし征威は総領グループとしての狙ねらいがもう一つあることも同時に知っていた。病気や怪け我がで欠損した身体からだの部品をクローニングと移植技術によって補完する〈保険〉サービスが確かく立りつすれば、人類の寿命は飛ひ躍やく的てきに向上する。総領グループにとってこれは計り知れないほど巨大なビジネスになる。マドカはタイミングよくその技術の発展のダシに使われたのだった。

　軽く息をつき、窓ガラスに頭を預けて外の景色を眺める。ドライブウェイを往来する車のライトがスモークガラス越しに一段暗く沈んで見える。かすかな走行音が車内にこもっているだけで外の音はほとんど聞こえない。

（罪悪感を共有したかったのかもな……）

　三嶋行祐に、Ｃ４のことを話した理由。

　手術が成功して妹が回復すれば、征威としてももちろんこれほど喜ばしいことはない。しかし、結局三嶋には手術の詳細までは話さなかったが、それと引き替えにＣ４という少女はこの世に存在しなくなる。

　一族の大人おとなたちがどうしてクローンを単にオリジナルの代だい替たい部品として割り切って考えられるのか、中学生の征威は子供心にずっと疑問を感じていた。クローンということは遺伝子の上ではオリジナルと変わらないわけで、それはつまり、その子も征威のもう一人の妹には違いないのに。

「……ん？」

　スピードがゆるやかになり、信号でもないのに車が停とまった。「どうした？」運転席に声をかけつつフロントガラスに目を凝こらすと、車内が静かなので気づかなかったが渋滞が起こっているようだ。この時間帯、普ふ段だんは渋滞するような道ではないはずだが。携帯電話で状況を訊きいていた運転手が、電話を耳から離はなして困惑した顔を振り向けた。

「事故らしいです」

「事故か……まいったな、兄貴は今どのへんだ」

「はあ、それが」

　何やら言いよどむ運転手。やや苛いら立だたしげに征威が視し線せんで促すと、

「事故を起こしたのが、若わか旦だん那なの車のようで」

「なっ……」

　何をやってるんだあのバカ兄貴は……。一いつ瞬しゆん言葉を失って天てん井じようを仰いだあと、いい加減何もかも放りだして南国にでも行ってしまいたくなる気分をなんとか持ちなおして運転席に身を乗りだし、

「Ｃ４も一緒か？　すぐに状況を知らせろ」

「は、はい。今訊いてます」運転手が電話を耳に戻して状況確かく認にんを再開したが、「はあ？　地下鉄？　地下鉄って何、車じゃなくて？」話の断片からはさっぱり要領を掴つかめない。いったいなんの話になってるんだ？　数言のやりとりのあと、運転手が電話を離してまたさっきと同じ困惑した顔で振り返った。

「若旦那が、地下鉄に轢ひかれたそうです」

　事故らしいです、と同じ程度のトーンで言う。同じようにまた一瞬言葉を失ったあと、征威は無む意い識しきに一つ唾つばを飲み、抑えた声で訊いた。

「……死んだのか？」

「いえ、息はあるとか」残念ながらとつけ加えて運転手は慌てて言葉を切った。同じことを考えていた征威が咎とがめられるはずはなかった。







　小銭を使い切って電話を終えたあと、マドカにはもう手を伸ばして受話器を戻す力はなかった。受話器を持ったまま、背中でガラスをこすって電話ボックスの床に座り込む。ポケットにわずかに入っていた硬貨はもうない。ダイヤルするときに押した公衆電話のボタンと、握りしめた緑色の受話器に、指の形が赤い染みになって残っていた。

「三嶋……家まで着けなかったよ……」

　呟つぶやいた声がちゃんと声になっているのか自分ではわからない。ガラスに寄りかかって耳をつけると冷たくて気持ちがよかった。車道を行き交う車の騒そう音おんがガラスを隔ててこもって聞こえる。三嶋の部屋の音と少し似ていて、つい安心して眠りそうになってしまう。目を閉じたら二度とあけられなくなりそうだったので一いつ生しよう懸けん命めい閉じないようにしていたが、少しずつ瞼まぶたが重くなっていく。

「もう少し……」

　声を出して意い識しきを繋つなぎとめようとした。もう少し、私に時間をください。神さまでもお医者さんでも魔ま法ほう使つかいでも、誰だれでもいい。もう少しだけ私を起こしておいてください。三嶋が迎えにきたら、もう少し話ができるように。

　そうしたら、もう、あの人たちの好きなように使ってくれてかまわない……。

　きい……

　軋きしむ音がして、外の騒そう音おんがはっきり聞こえるようになった。

　いつの間にか閉じていた瞼まぶたを押しあげて視し線せんをあげる。電話ボックスのドアがあいて、外に立っている誰かの脚が見えた。

「マドカ──」

　一歩電話ボックスの中に踏み込んで、それからすとんと膝ひざが崩れたように三嶋がマドカの前にしゃがみ込んだ。走ってきてくれたんだ……ひどく息を切らしているのを見てマドカは表情をやわらげた。

「それ、けがしたの？」

　もう自分の一部じゃないみたいに重く感じる腕を持ちあげて、三嶋の左ひだり頬ほおの絆ばん創そう膏こうと耳のガーゼに触れる。三嶋が何か言おうとして口を開いたが、引っかかったような呼こ気きを漏もらしただけで唇を噛かみ、俯うつむいて何度も首を振った。泣きそうな顔にマドカのほうが悲しくなる。

「そんな顔しないで……」

　顔を寄せて囁ささやいたとき、喉のどに空気が引っかかって乾いた咳せきをした。粉末のような細かい血を少し吐いた。「総領さんに、すぐっ……」三嶋がマドカの脇わきに両手をまわしてガラスに預けた背中を抱き起こす。携帯電話に伸ばした三嶋の手に、マドカは血で汚れた自分の手を添えて首を振った。

「三嶋んちにかえりたい」

「何言って……馬ば鹿か、そんなのあとでいいから」

「今じゃなきゃだめなの。おねがい……ねえ、私、せっかくここまで歩いてきたんだよ。ちょっと、届かなかったけど、あとは三嶋といっしょ、にかえろうと、思って……」長い台詞せりふを喋しやべるのに疲れて、また少し血の混じった咳をした。「マドカっ……」肺から絞りだすような声で三嶋が呼ぶ。喋っていないときはむしろ三嶋のほうの息がとまっている。

「かえろう、みしま……」

　重ねて言おうとすると、声を遮るようにきつく抱きしめられた。

「……わかった、喋らなくていい。一緒に帰ろう」

「うん」

　ほんの少し笑って頷うなずいて、マドカは抱きしめられるまま三嶋の首に顔を押しつけた。目を閉じて細く息を吸うと三嶋の部屋のベッドと同じ匂においがして安心する。それと消毒薬の匂いが少しした。

　もう歩けないけど、まだ息はしている。
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「重くない？」

「重くないよ」

「うそばっかり」

「……ちょっと重い」

　正直に白状すると、かすかに笑ったような吐息が首の後ろに触れた。

　ガードレール沿いの歩道をマドカを背負って歩く。深夜でもさして交通量が減らないハンダ通りだが、時間的に歩行者の姿は見かけない。車道の騒そう音おんが外の世界を隔てる壁かべのようになって、二人の周囲はなんだか逆に静かだった。

「ねえ、三嶋」

「喋しやべるなってば」

　さっきから何度も言っているのに、マドカは時折り小さな咳せきをしながら何かにつけて話しかけてくる。喋ることで意い識しきを繋つなぎとめているみたいに。喋っていないと、そこで糸が途と切ぎれてしまいそうで怖いみたいに。

「私、訊ききたかったことがあったんだ」

「何？」

　仕方なく三嶋も調ちよう子しをあわせて訊き返す。少し先に四丁目の交差点の雑居ビルが見えてくる。一度足をとめ、ずり落ちかけたマドカの身体からだをなるべく揺らさないように背負いなおしてから、ガードレールに沿ってまた歩きだす。

「ずっと三嶋のとこに、いてもいい？　って、訊こうと思って……でも、だめって言われるかもしれないから、訊けなかった」

「何を今さら……」駄だ目めも何も一方的に居座ったくせに。

「でも三嶋、私がいたら女の子連れてこれないでしょ？」

「……別に、マドカがいたら連れてこようなんて思わないよ」

「三嶋、ひとりだとご飯食べないから、ご飯つくるのとかできる人が来てくれるといいよ。私、そういうのできないし」

「できなくていいよ、そんなの」

　ちょっとふてくされた声で答えると、マドカはまた少し笑った。

「でも、三嶋はちゃんとしてないから、ちゃんとした女の子が面めん倒どうみてくれないと」

「じゃあ俺おれがちゃんとすればいいんじゃん」

「三嶋にはむりだよ」

「……」断言かよ。

　三嶋がむっつりと黙だまり込んだのでそれで会話が途と切ぎれて、しばらく二人とも沈ちん黙もくした。

　アパートの前に着いた。エントランスの床に散らばった投げ込みチラシを踏んで、チラシが溜たまった集合ポストの前を過ぎる。ポストのプレートの三分の一くらいは空白で、三分の一くらいは怪しげな店や事務所の看板で、残りの三分の一の中に〝三嶋〟とマジックで書かれた小さなプレートがある。

　エレベーターの前で立ちどまると肩越しにマドカが手を伸ばしてきて、乾きかけた血がこびりついた人差し指で上矢印を示すボタンを押した。しかし電光表示板は消えたままで反応しなかった。

「わあ、今日も壊こわれてるね。三嶋、四階まで上れる？」耳にかかる声が変に明るい。

「上れるって」

　少しでもはやく部屋に着きたかったが、仕方なくエレベーターの脇わきの階段にまわった。障害物で圧迫された薄うす暗ぐらい階段を一段ずつ上る。声は二人いるのに一人ぶんのやや不自然な足音が四方を囲むコンクリートに重苦しく響ひびく。

　壁かべに２／１という表示のある踊り場を過ぎたあたりで、

「……ずっといていいよ」

　足もとに落ちるずんぐりした影かげに視し線せんを落として歩きながら、ぼそりと呟つぶやいた。タイミングをはずしてしまったがさっきの問いの答え。「いるよって、マドカが言ったんだろ、そばにいるよって。……ずっといていいよ」

　少し間をおいてから、うん、と頷うなずく声が背中で聞こえた。

　それきりまた無言になり、少女を背負って階段を上ることだけに神経を使う。４／３という表示の踊り場を過ぎて、視線をあげるとようやく四階の通路が見えた。

「もう着くよ、マドカ」

　ほっと息を抜いて背中に声をかける。しかし少し待っても背中からの反応はなく、マドカの声がしばらく聞こえていなかったことに気がついて急に不安になった。様よう子すを確たしかめたいのに冷たい恐怖心が首の後ろにへばりついて振り返ることができないまま機き械かい的てきに足が最後の数段を上る。四階の自分の部屋の前に着き、ポケットから鍵かぎを出そうとしたとき彼女の頭が肩からずり落ちて、肩で支えようとしてそのまま引きずられるようにドアの前に膝ひざをついた。

　座り込んで彼女を腕に抱きなおし、「まどかっ……」自分で情けないくらい頼りない声をかけて身体からだを揺らす。

　血の気の失せた薄い唇がわずかに動いた。身体の横に垂れていた血だらけの手がぴくりと反応し、三嶋の服の袖そでを力なく掴つかんだ。目を伏せたまま大たい儀ぎそうに頭を動かして、マドカが胸に頬ほおを預けてくる。

「……しま、……んね」

「何、マドカ聞こえない、ちゃんと喋しやべって」

　こっちのほうが泣きそうになりながら、すがるように彼女の唇に顔を寄せて掠かすれた声に耳を澄すます。「わたし、そばにいるよって、言ったけど、だめだった……。ずっとは、いられなかった、よ……」途と切ぎれがちの呼こ気きと一緒に次第に声が消え入っていく。思わず一緒に息がとまりそうになりながら必死で彼女の身体からだを揺さぶって声をかける。

「マドカ……マドカ、もうちょっとだからがんばれ。帰りたかったんだろ、まだ部屋についてないよ、マドカっ……」

「きこえてるよ、音。三嶋のへやの……」

　長い睫まつ毛げをゆるく閉じたまま、彼女はかすかに微笑ほほえんだ。

　部屋の音なんて通路には聞こえていなかった。自分の泣きかけの声と彼女の身体を揺らす布ずれの音が灰色の壁かべに虚むなしく反はん響きようしているだけだった。それでも彼女は、いつもの部屋のいつものベッドで、ブラインド越しに届く交差点の喧けん噪そうを聞きながら眠りに落ちるように、心地ここちよさそうにゆっくりひとつ息をついた。

　袖そでを掴つかんだ彼女の手が力を失い、コンクリートの床にことりと滑り落ちた。
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　七月十五日と十六日の狭はざ間まの時間。

　それから、彼女が次の息をすることはなかった。
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「さぶぅー」

　建てつけの悪いドアを蹴けりあけて店先に出た途と端たん冷やっとした空気が頬ほおを刺した。エプロンの上から着込んだコートの襟えりをたぐり寄せ、ぶつくさ毒づきながら店先の掃き掃除をはじめる。暑いのも寒いのも嫌いだが、どっちがましかと訊きかれたら冬は水仕事と外仕事が非常に辛つらいので夏のほうがまだましだとススキは思う。

　夕暮れどきのスラムの一角。昼のあいだにアスファルトに吸収された熱ねつも日が傾くと途端に奪われて冷え込んでくる季節になった。うっすらと黄こう濁だくした空気が沈殿する裏道の風景に青灰色の翳かげりが降りはじめている。

　地下鉄の駅の方向から歩いてくる人ひと影かげが見えた。ススキよりも若じやつ干かん年上の、ひょろっとした感じのあまり特徴のない青年。ナイロンパンツのポケットに両手を突っ込んで俯うつむき加減に歩いていたが、やがて向こうもススキに気がついて視し線せんをあげ、人当たりがいいんだか単に気が抜けてるんだかな笑え顔がおを作った。

「よう」

「ちわ」

　ごく短い挨あい拶さつを交わす。

「早起きですね」

「うん。久しぶりに明るいうちに外に出た」

　ひとかけらも誉ほめていないのだが自分に感心したように三ミ嶋シマは頷うなずき、頭上を軽く仰いでもう夕方だというのに眩まぶしそうに目を細めた。ほうきを持ったままススキもなんとなく一緒に空を見あげる。次第に青みを帯びはじめた灰かい白はく色しよくの低い空。すっかり冬空の景色だった。

「日が短いよなあ、最近」

「十二月ですしね」

「あれ、もう十二月だっけ」

「もうちょっと世の中のカレンダーを気にしてください。風か邪ぜひきますよ」肉も薄うすいくせして三嶋はシャツ二枚の重ね着という程度の薄着だった。ススキ的にはとっくにコートの季節だというのに。

　がりがりと安っぽいエンジン音が近づいてきた。視線を落として振り返ると見み慣なれた白いバンがウィンカーを出しながら路ろ肩かたに寄り、店の前に横づけに停とまった。

　突っ立っているススキたちの前で、イナホ酒店というロゴがペイントされたサイドドアの窓があいた。「おう」「よう」「ちわ」しなくてもいいような挨拶を三人でする。シルバーグリーンの鱗うろこを帯びた腕と顔を運転席から覗のぞかせた長身の男もランニングにシャツをはおっているだけと薄着だったが皮が厚そうなので別に心配にならない。

　三嶋か鉄テツ郎ロウかどっちかなら二日にいっぺんくらい飯を食いにくるが、三人で顔をあわせたのは二週間ぶりくらいかもしれない。しかし感覚的には昨日も一昨日おとといも会ったような気がしているので久しぶりという言葉は出てこない。

　自覚がないままいつの間にか日々が過ぎているという気分を、最近よく味わっていた。自分の中では何も変わっていないのに時間だけは容赦なく流れ続けている。外の世界に腕を引きずられながら何かを取り残してきているような気がして振り返るのだが、見るとそれはもう手が届かないくらい遠くのほうに流されてしまっている。

　七月半ばのあの事件から、もう四ヵ月半がたとうとしている。

　ドライブウェイの衝しよう突とつ事故も地下鉄の事故も、すぐに駆けつけたダーウィンズ・ヒルの関係者が現場を押さえ込んで詳細な情報は世間に流れなかった。ススキと鉄郎が三嶋のアパートに着いたときには、こっちのほうの状況もだいたい片づいたあとだった。三嶋はあまりたくさんは喋しやべらなかったが、いくつか聞きだした話によると、ダーウィンズ・ヒルの次男が来てマドカの遺体を引き取っていったのだそうだ。

　夏のはじめ、彼らの日常の中に突然飛び込んできたちょっと変わった女の子は、日常を少しばかり非日常に引きずり寄せて中途半端に放りだしたきり、現れたときと同じように彼らの前から突然存在しなくなった。
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「バイトじゃなくて、ちゃんと月給で雇うって言ってもらえて。有休もつくし」

「へー。おめでとう。っていうか遅すぎるくらいだよな。何年目だっけ」

「二年。給料もけっこうあがる」

「あ、じゃあ今日おごり？」

「お前別に金に困ってないだろ。たかるな」

　カウンター席で鉄郎と並んでお好み焼きをつつきながら気軽な会話を交わす。お互い淡々としているが、異い形ぎようトランスジェニックである鉄郎が普通の社会で正規雇用されたというのは実はけっこう大きな意味のあることだ。鉄郎の普通以上の頑張りが認めてもらえたのだろう（三嶋からすれば鉄郎が普通なのは当たり前のことなのだが）。

　あまり頑張っていない労働者であるススキがカウンターの向こうで溜ため息をつき、

「いいなあ、オレも有休欲しいです」

「お前はバイトで十分だ」

　ススキのぼやきに、さぼってテレビを見ていた店長からすかさず横やり。「くそー、辞めますよ？」ススキが恨みがましく睨にらんだときには店長の興きよう味みはテレビに戻っている。カウンターの斜め上に設置された古いテレビの周囲に常連客たちが集まって、抜け差せ突っ込めと下品にがなりたてて拳こぶしを振りあげている。寒くなるとレース場に行かずにテレビのドッグレース中継にかじりつく怠たい惰だな客が多くなる。

　いつもの風景、いつもの会話だった。いつの間にか去年と同じ冬が来ている。今年の夏なんて季節自体が存在していなかったみたいに。

「マネキン通り、もうクリスマスの飾りつけしてましたよ」

　レースの行方ゆくえに盛りあがる店長と常連客を横目で冷ややかに眺めながら、今がさぼりどきとばかりススキがカウンターに肘ひじをついて煙草タバコを吸いはじめた。

「クリスマスどうするんですか？」

「俺おれは休みなし。ハンダの商店会でイベントやるから」

「じいさんばあさんばっかりでしょ。色気ないですねえ、クリスマスですよ？」

「ほっとけ。人のこと言えるのか」

　どうせ何もないんだろというように鉄郎が半眼で問うと、

「オレは……ホタルがウチのパーティーに来いってごねるんで、一応行く約束を……」

「ほう」

「へー」

「なんですかその笑いは」妹とクリスマスというのが気恥ずかしいのか、にやにや笑う二人にススキは苦々しく頬ほおを引きつらせて「けっこう面めん倒どうなんですよ、プレゼントも考えないといけないし」視し線せんを逃がしてぶつくさと。なんだかんだで妹がかわいいようだ。ホタルが迷まい子ごになったあの事件以来、ススキはときどき実家に行くようになっている。

　レースの決着がついたようで、テレビの周囲でどよめきと歓声がわき起こった。はしゃいで馬券を掲げている客が一人だけいるが、残り全員は落胆した様よう子すでテレビを離はなれてそれぞれの席に戻っていく。店長もはずしたようで投げやりにチャンネルを変え、無個性な顔のキャスターが無個性な声で何か喋しやべっている報道番組が流れはじめた。

「三嶋さんは？」

「何が？」

「クリスマス」

「別にー。家にいる」

　テレビの音声と常連客の談だん笑しようが混じりあった方向性のない雑音をＢＧＭに会話が再開し、気のない返事をして三嶋はウーロン茶のグラスを傾ける。家で何をするのかと言われると何もすることはないのだが。

「そうだススキ、ゲーム取りにこいよ」家のことを考えていて、置きっぱなしのゲーム機きのことを思いだした。「えっ、くれるんですか？」ススキが年相応の少年っぽい顔になって（ただしくわえ煙草で）カウンター越しに身を乗りだしてくる。

「前からやるって言ってただろ。いつ来る？」

「明日ぁ」

「はやいな。いいけど」

「三嶋」

　と、隣となりでジョッキを傾けていた鉄郎がふいに会話を遮った。「あれ……」何やら固まった顔で斜め上のテレビを凝ぎよう視しして顎あごをしゃくるので、ウーロン茶を舐なめながら三嶋はきょとんとし、琥こ珀はくの瞳ひとみの視し線せんを追ってテレビの画面を見あげた。

『……年前から病床に……識しき不明の……移植医い療りようの大きな一歩……総ソウ領リヨウジェネティクス社による……』ボリュームを抑えたテレビのスピーカーから途と切ぎれがちの音声が漏もれている。遠目でよく映像が見えないので鉄郎の横から身を乗りだして画面に目を凝こらしたとき、

『総領マドカさん』

　耳に引っかかったその単語に、思わずその姿勢で凍りついた。

　群衆の混乱の中で撮とったような映像でずいぶんぶれているが、病院らしき建物が映っていた。エントランスに横づけされた胴体が長い高級車と、四つボタンのダークスーツに隙すきなく身を包んだ長身の男に見覚えがあった。総領征セイ威イ──。

　征威に肩を抱かれて車に乗り込んでいる小柄な人物にフォーカスが移る。画面を凝視したまま知らずに鼓動がはやくなる。

　綺き麗れいな女の子だった。若じやつ干かん衰弱している感じではあるが、肌は真っ白でやわらかそうで、美人なのにあどけなさも残る顔立ち、卵形の整ととのった輪りん郭かくを少し癖くせのある墨すみ色いろの髪がゆるやかに縁ふち取どっている。そして何より、警けい備び員いんのバリケード越しに詰めかけてカメラやマイクを向けている報道陣をうっとうしがるふうもなく、まんべんなく周囲に向けるやわらかな微笑が、それはもう綺麗な女の子だった。

　なんとなく、すとんと肩の力が抜けた。

　無む意い識しきに何かを期待してしまっていた気持ちが波が引くように冷めていった。

「三嶋さん……これ」

　遠えん慮りよがちな声をかけられてテレビから視線をはずすと、ススキが昨日の日付のスポーツ新聞を差しだしてきた。ドッグレースと野球と芸能ネタが紙面のほとんどを占める新聞だが、ススキが開いてみせたのは後ろのほうの社会面だった。『総領ジェネティクス社、世界最先端の臓ぞう器き移植技術　総領家の愛まな娘むすめ、死の淵ふちからの生せい還かん　奇跡の回復』そんなような文章が大げさに紙面を飾っている。

　ざっと斜め読みしたあと、新聞を閉じてススキに返した。

「で、明日何時ごろ来る？」

「へ？」

　新聞を受け取りながらススキが素すっ頓とん狂きような声を出すので、

「ゲーム。取りにくるんだろ」

「行きますけど……」

　ススキがちらりと鉄郎に視し線せんを送り、鉄郎は鉄郎でこっちにフォローを求めるなという顔をする。反応に困ったような二人の顔を交互に見比べて、三嶋は少し表情を崩した。俺おれは今そんなに気を遣われるような顔をしてたのか。

「なんだよ。大丈夫だよ。あれは違う人だろ」

　気軽に笑って、

「だって……マドカは、あんなふうに笑わないよ」

　普通の声で言ったつもりが、どこかほろ苦い感じになった。

　総領マドカの手術が成功したというニュースは知っていた。知りたくもなかったので意い識しきして避けていたのだが、避けようと思えば思うほど情報というのは何な故ぜか耳につくようで。退院したことは知らなかったのではじめて見る実物に少々動揺してしまったが、意外と何も感じなかったので拍子抜けした。

　同じ顔なのに、ぜんぜん同じに見えなかった。

　三嶋が知っているマドカは、あんなふうに無条件に周囲に優やさしい笑え顔がおを向けるような少女ではなかった。もっと無愛想でおよそかわいげというものがなくて、マイペースで遠えん慮りよがなくて、でもいつ消えてしまうかわからないような危ないところもあって──なのに、何故かいつもまったく言動に迷いがない。そんな女の子だった。
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　三嶋、ごめんね……

　謝あやまる彼女の最後の顔を、今でもよく思いだす。光を失いかけた薄うすい灰色の瞳ひとみに自分の顔が映っている。何もできずにただ彼女の名前を呼ぶことしかできない自分。

　みしま……

　シ　マ……ゴ　メンネ……シ……メン　ネ……

　繰くり返される彼女の声が次第にスロー再生のテープレコーダーみたいに変へん調ちようしはじめる。それでも喋しやべり続ける彼女の右目の中から黒っぽいノイズ質の生き物が蟻ありの群れのように這はいだしてきて、彼女の白い顔を覆おおい尽くしていく。

　ミ　シマ……タ　スケ　テ……ク　ルシイ……

　助けを求めて差しのべられた彼女の白い手も見る間にノイズに侵蝕され、細胞をひとつずつ喰くわれるみたいにぶつぶつと組そ織しきに欠損が生じていく。ごそっ、という砂音とともに、ノイズの欠片かけらを残して彼女の顔の片側が消滅する。急速に原型を失っていく彼女の姿を繋つなぎとめようとして宙を掻かいた自分の手にもノイズが飛び火し、手首から肘ひじへとノイズが増殖しながら這いあがってきて腕をむしりとっていく。







　また、変な夢……。

　地下鉄でいつの間にかうとうとしていたらあの夢をみた。最近よく同じようなシチュエーションの夢をみる。危うく降り損なうところだったがちょうどハンダ通りの駅に着いたときに目が覚め、若じやつ干かん放心状態のままふらふらと地下鉄を降りて帰路についた。

　部屋の前でキーホルダーを出したとき、ナイロンパンツの尻しりポケットの中で携帯が鳴りだした。片手で鍵かぎをあけながら片手で電話に出る。

『三嶋くん』

　抑揚に乏しいのに妙にテンションが高い、喩たとえるならマニュアルを読みあげるわりとうっとうしいコンピューターの合成音声のような声。よれよれの白衣姿の左右非対称な研究生の顔が頭に浮かぶ。

「どうも」

『調ちよう子しどう？』

「普通です」応じながらスニーカーを脱ぎ散らかして部屋にあがる。「でもなんかすごい眠いです。変な夢みるし」

『うーん、眠いのは副作用だと思うけど……明日学校来る？　研究室寄れる？』

「たぶん午後行きます」

『じゃあ待ってるから』

　淡泊なやりとりだけで切れそうになったが、一度電話を離はなしたあともう一度耳にあてるような雑音があり、相手はもう少し話を続けた。

『ねえ、僕が言うのも変だけどさ、なんでまた引き受けてくれたの？　二度とやらないって言ったのに』

「……？　変なもんでも食ったんですか？」三嶋くん頼む、バイトしない？　サンプルになってくれる人がどうしてもいなくてさあと大学で泣きついてきたのは池イケ田ダのほうなので池田がそんな殊勝なことを言うのは本当に変だ。怪け訝げんな反応をすると『ちぇ。心配してるのに』と不満げにぼやく声が聞こえた。

　引き受けたことにこれといって理由はなかった。池田ははっきり言って人災だが裏表がないので、三嶋は意外とこの研究生が嫌いではない。

『まあいいんだけどさ。僕はすごく助かるし。明日来てね』

　念押しされて今度こそ通話が切れた。

「……あ、明日ススキ来るのか」

　切れてから思いだして独りごちる。確たしか六時頃ごろ来るって言ってたからその前にちょっと大学に行って帰ってくれば大丈夫か。

　電話を閉じようとしたところで、ディスプレイに留守メッセージのマークが出ていることにはじめて気がついた。「誰だれだろ……」地下鉄で帰ってくるあいだにかかってきたんだろうか。再生操そう作さをしながらポケットの中のその他の常備品（財布とキーホルダー）を床に投げだして腰を降ろし、電話を耳にあてる。

　少しの雑音のあと、女の声でメッセージが流れだした。

『行ユキ祐ヒロくん、佐サ枝エです』

　佐枝さんか。ちょっとほっとする。

『しばらく連絡がないから心配しているわ。奥さまも会いたがってらっしゃるし、よければ帰ってきてね。寒くなってきたのでちゃんとあったかくして、ご飯食べるのよ。クリスマスはどうするの？……』床に寝転がって声を聞いているうちにまた少しうとうとしていて、気がついたらメッセージは終わっていた。

　フリップを閉じ、電話を持ったままぱたりと腕を横に倒す。コンクリートの床に頬ほおをつけて何気なく腕の先を見ると、床にぶつけられた携帯ストラップのトカゲフィギュアが恨みがましくこっちを睨にらんでいる。
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　少し考えて、もう一度腕をあげてシャツの袖そでを肘ひじまでまくってみる。

　肘の内側に注射針の内出血の痕こん跡せきがいくつかと、薄うす緑みどり色いろの色素異常の痕あとが残っている。

（何やってるんだろう、俺おれ……）

　鉄郎もススキも、それなりに前進しているように見えるのに、自分だけが立ちどまったままどこにも進めなくなっている。

　それからしばらく思考を停止して、明日の朝のニュースにされそうな死体みたいに床に倒れていた。妙に静かだった。窓越しに届く交差点の騒そう音おんは最近はもう脳の電気信号の一部みたいになって、特に意い識しきして聞こうとしない限り音として聞こえずに聴ちよう覚かくを素通りしていく。

（寒い……）

　とか、今さら気がついた。

　あらためて考えると異様に寒い部屋だ。建物の材質上、夏はエアコンがなくてもなんとか過ごせるが、冬は逆に極端に寒くなる。いい加減エアコンを直すか買い換えるかしないとたぶん年を越す前に凍死する。部屋の景け色しきが変わっていないのでここにいるとまだ夏のような気がしてしまうのだが、季節は戸外から強引に侵入してくるものらしい。

　部屋の中の配置はほとんど七月のまま放置されていた。三畳半間の仕切りにしていた板だけははずして奥の壁かべに立てかけてあるが、ソファは反対側の壁際に寄せたまま。床の真ん中の非常に邪じや魔まな場所にテレビが陣取っているのは双方の寝床から平等にテレビが見えるようにという変な平等精神の結果だった。テレビに繋つながっていたゲーム機きとコントローラーはテレビの上に適当に積つんである。

　意図があってのことではなくて、単に労力を使ってまでもとに戻す必要性を感じなかったからなのだが、……やっぱりこれは未練がましいかもしれない。

「よっ、と」

　軽く反動をつけて身体からだを起こす。

　明日、ススキにゲームをやってしまって、それからちょっといろいろ変えよう（エアコンを直すのも手間だしいっそ引っ越そうかなどと極端な考えも浮かんできたりするがそれはなんだかすごく呆あきれられそうだ）。

　明日はちゃんと起きて、学校行くついでに買い物行って、と珍しく活動的な計画を脳内で立てる。その前に……ちょっと家にも寄ろうか。
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「征セイちゃん、もう行くの？」

　玄関先でコートに袖そでを通していると明るい声に呼びとめられ、廊下の奥から高校の制服姿の妹が小走りで駆けてきた。「マドカお嬢じようさま、まだそんなに走られてはっ……」世話役の使用人が蒼あおい顔で追ってくる。

　手術から約四ヵ月。移植した臓ぞう器きとの相性がよほどよかったのか術後の経過は驚おどろくほど良好で、十一月の最後の週に退院してまだ一週間程度なのに元気すぎるくらい元気だ。走るところなんて二度と見られないだろうと思っていたのに。

　妹の元気な様よう子すを心底嬉うれしく思いつつ、しかし妹の格好に目をとめて征威はうろんげに眉まゆをひそめた。

「なんで制服なんて着てるんだ。学校に行くのは年があけてからだろ」

「はやく着てみたかったの。似合う？」

　周囲の心配をよそに、マドカは板張りの床をステージがわりに靴下でくるっとひとまわりして真新しい制服を披ひ露ろうしてみせた。黒とグリーンをベースにしたチェックのスカートにモスグリーン系のジャケット、エンジのタイというクリスマスカラーの制服。ひるがえったスカートの裾すそから微妙に視し線せんをはずして兄としてはもう少し長いほうが心配がなくていいと征威は思った。

　幼い頃ころから入院生活が長かったうえ、ここ三年間は完全隔かく離りの無菌室に閉じ込められていたマドカは年ねん齢れいのわりに小柄だが、来年一月から私立校の高等部の一年に編へん入にゆうする。中学三年間をまるまるやっていないので中学からやりなおすという話もあったが、先月の退院前にベッドで受けた高校の編入試し験けんは（一いち夜や漬づけにもかかわらず）文句なしに合格点だった。

　総領家の血を引く者は、染色体の六番と十一番に脳の形成に関かかわるある特殊な変異型の遺伝子を持っている。これがいわゆる総領家の天才遺伝子と呼ばれるもので、そしてその遺伝子の一部が色素の発現にもリンクしているため、同時に特徴的な灰色の瞳ひとみが作りだされる。灰色の瞳は知能の高さの証明であり、一族の誇り、というわけだ。……皮肉めいた考え方をしてしまい、自分自身に内心肩をすくめた。

「晴ハル兄にい。おはよう」

　マドカの声に振り返ると、廊下の奥から使用人に押されて一台の車くるま椅い子すが現れた。

「よう」

　と陽気に片手をあげたのは、一族の跡取りでありながら遺伝子の欠陥で脳に障害を持ち、灰色を通り越して白に近い瞳を授かった長兄、晴ハル継ツグ。マドカがそちらに駆け戻っていき、「私がやる」と無邪気に使用人と場所をかわった。

「今日は調ちよう子しどう？　どこか痛まない？」

　背後から晴継に顔を寄せて優やさしい声をかける。晴継も笑え顔がおで妹を振り仰ぎ、

「今日はすごくいいよ。優しいなあ、マドカは」

「当たり前でしょ、お兄ちゃん」

　にこやかに会話を交わす兄と妹を、征威だけが少し離はなれたところから複雑な心境で眺めていた。傍はたから見るととても仲むつまじい兄妹、いや実際そのとおりなのだが。

　マドカは、自分と同じ顔をした少女がこの男に殺されたことを知らない。

　地下鉄の事故で半身不随になるほどの重傷を負った晴継だが、総領グループの世界でも屈指の医い療りよう技術を駆使して途と切ぎれた神経を繋つなぎあわせ、現在は順じゆん調ちように回復に向かっている。マドカの移植手術の成功もあり、総領ジェネティクス社を中心とする総領グループはまさしく今が上昇気流といったところで、国内はもちろん諸外国からの取材や技術提携の申し出も多い。おかげさまで征威はアホほど多忙になっている。

「じゃあ行ってくる。今日会社に泊まるから」

　ふとした台詞せりふが残業続きのお父さんみたいな感じになってしまったことに朝っぱらからブルーになりつつ玄関に降りると、長兄の脳天気な声が背中にかかる。

「征威、朝飯食っていかないのか？」

「ああ、朝からすぐ会かい議ぎで。会社で適当にカップラーメンとか食うよ」自宅ではいっさいそういうものは出ないが、オフィスでは征威はけっこうジャンクフードを食っている。最近雑誌やワイドショーで業界の貴公子的な取りあげられ方をしているらしい総領征威二十九歳は、本当のところは深夜のオフィスでなだれかかった書類に埋もれて一人もそもそとカップ麺めんをすすっていたりする。

「カップラーメン？」

　マドカがその単語に妙に反応を示した。何かすごい食べ物だと思っているのか目をきらきらさせて、

「征ちゃん、私も食べたい。ね、会社に遊びにいってもいい？」

「そんないいもんじゃないだろ……マドカは駄だ目めだよ。病後なんだし、ちゃんと栄養あるもの食べなさい」

「えー……」

「じゃあマドカ、朝飯のあとピザとろうぜ」

「ピザ！　食べる！」

「……」また朝からピザを食う気か。意気投合して手のひらをあわせる二人に征威はげっそりした溜ため息をついた。兄貴の胃袋が底なしなのは前からとして、マドカまで何な故ぜか術後おそろしく食欲旺おう盛せいだ。食欲があるのはいいことだが、昔はもうちょっと食が細い子じゃなかっただろうか。

「お嬢じようさまがお元気になられてから、家の中が明るくなりましたねえ。若わか旦だん那なもすっかり穏おだやかになられて」

　征威の横で二人の様よう子すを微笑ほほえましげに眺めながら涙声にすらなって言うのは、車くるま椅い子すを押してきた古株の使用人だった。征威が子供の頃ころからいる女性で、晴継の凶行にもいろいろ悩まされてきたのだろう。

「会社のほうも順じゆん風ぷう満まん帆ぱんですし、いいことばかりですねえ」

「……まあな」

　征威のほうは微妙に浮かない顔で応じる。何も問題がないように見えて、どこかに違和感を覚えていた。いやまあ、疲れてるせいだと思うけど。久しぶりに兄妹三人が家に揃そろったのだし、多少の変化があるのは当たり前だ。

　すっかり意気投合している二人の話題はピザが来るまでゲームをしようという話になっている（暇でいいなこいつら）。ジャンクフードと同じくテレビゲームなんていうものも今までいっさいなかったのだが、マドカが術後の療りよう養よう中の娯楽にゲームを所しよ望もうしてから家にもそういうものが入ってきた。もともと空間把握能力に長たけているマドカが得意なのはパズル系のゲーム。晴継が好きなのは、まあやっぱりというか銃でゾンビを撃うちまくるようなやつだ。

「対戦やるか？」

「いいよお。負けないから」

　マドカが後ろから晴継に抱きついて、悪戯いたずらっぽく晴継のこめかみに左手の人差し指を突きつける。親指と人差し指でよくある拳けん銃じゆうの形を作って、

「なんなら本物でやる？」

「ははは。何言ってるんだ」首に絡みつく妹の腕を晴継が笑って引ひき離はなそうとする。じゃれあう兄と妹を征威はやれやれと横目で眺めつつ「……あっと」腕時計に視し線せんを落として時間に慌てた。はやく行かないと。

「あら、でも晴ハル兄にい、本物好きでしょ？」

　あくまで明るい声で、しかし物ぶつ騒そうな台詞せりふが片耳に聞こえ、出かけようとした征威は玄関先でもう一度足をとめた。何か異様な空気を感じて振り返る。

　腕を巻きつけたままマドカが晴継の耳に唇を寄せ、声こわ色いろを一段低くして囁ささやく。

「晴兄、本物の銃で撃たれたことある？　知ってる、すごく痛いんだってね……」

　物騒な台詞と声色に、笑え顔がおを張りつけたまま晴継の表情が固まった。

　数秒、不ふ穏おんな静寂が周囲を包み、

「ばーん」

　冗じよう談だんめかして引き金を引く仕し草ぐさをして、マドカがふいに笑いだした。晴継の首からするりと腕をほどき、「ってね、病院にいるあいだにサスペンス小説いっぱい読んだのよ」スカートをひるがえして踊るように一回転、周囲の人間の反応を面おも白しろそうに一望する。使用人たちが拍子抜けしたように顔を見あわせた。

「征ちゃん、会かい議ぎ遅れるよ？」

「あ」

　玄関先で固まっていた征威はつい間が抜けた声で反応してしまい、「ああ、行ってくる」背筋に妙な冷や汗を感じつつ、体てい裁さいの悪さもあって急いできびすを返した。

　前庭を出るまで、背中にマドカの小こ悪あく魔まっぽい笑い声がずっと聞こえていた。

　くすくすくす。
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　インターホンを押しても応答がないので自分で鍵かぎをあけて中に入った。佐枝は買い物にでも行っているんだろうか、家の中は薄うす暗ぐらく、冷えた空気が足もとに停滞している。エントランスの吹き抜けを囲む二階の回廊も暗く沈んでいるが、吹き抜けの上の鎧よろい窓まどから射さし込む細い陽光が空気中の微細な塵ちりを反射して白はく濁だくした光のカーテンを作っている。

「母さん？」

　リビングを覗のぞいたが誰だれもいなかったので、エントランスに戻って二階にあがった。

　階段を上った正面の壁かべ際ぎわに三嶋が物心ついたときにはすでにあった西欧風の大きな剣と鎧の飾り物が佇たたずんでいる。隠れんぼで潜もぐり込んで出られなくなって佐枝に怒られたり、遊びにきた友だちが今動いたと言いだしてパニックを起こしたりといろいろ変な思い出のある鎧だ。鎧の左右に回廊が半円形に延びていて、回廊に沿って部屋のドアが並んでいる。

　右手の奥にある母親の部屋に向かおうとしたとき、左手のほうで物音がした。左に一つめ、佐枝が使っている部屋のドアが三分の一ほどあいている。そちらに足を向け、覗くつもりだったわけではないがドアをあける前に隙すき間まから中を見ると、奥のクロゼットの前でごそごそしている長い髪の人ひと影かげがあった。

「母さん、何してんの」

　声をかけると、人影がびくりと肩を揺らした。

「ユキヒロ……？」

　応こたえたのは確たしかに母親の声。しかし薄うす闇やみの下で振り返った声の主の顔を目にした瞬しゆん間かん、胃から喉のどに吐き気の塊が迫せりあがってきた。

　人間が年ねん齢れいを重ねる過程というものをまったく無視した、生理的に受けつけがたい違和感を覚える顔だった。顔立ちは十代の少女に見えるのに皮ひ膚ふは干からびて老婆のようで、ぱさぱさの髪は金を通り越してほとんど白髪と化している。少女のようでも老婆のようでもあり、そしてさらにそれをどちらでもないものにしているのが、マタニティドレスの下で大きく張った下腹部。少女で老婆で妊婦で、そして自分の母親でもある女──。

　嘔おう吐と感かんを飲み下し、努めて平静を保って。

「佐枝……さんの、部屋だろ」

「だって、行祐。サエちゃんってばひどいのよ」

　甘えた声で母親が言って、よたよたした足取りで寄ってくる。老人の顔が乗っかった太った身体からだを大たい儀ぎそうに左右に揺らして歩く様よう子すは何かを連想させる──キャロルの童話に出てくるハンプティダンプティだ。すがるように腕を掴つかまれて三嶋は反射的に振り払いそうになったが、びくっとしただけで身体が動かなかった。

「サエちゃんがお薬取りあげるのよ。だからいないあいだに捜してるの」

　悪びれた様よう子すもなく当然の権利みたいに訴える母親にくらっと目め眩まいがした。母親にとっての薬というのはもちろん遺伝子組換え注射のことだ。各種の免疫抑制剤なども使われているその薬を妊婦が使って胎児に影えい響きようがないはずはない。

「当たり前だろ、腹に赤ん坊いるんだから」

「でも、行祐のときもこっそり使ってたけど大丈夫だったわ」俺おれが腹にいるとき使ってたのかこの人は。一いつ瞬しゆん本気で目の前が暗くなる。よく五体満足で生まれてきたな。「だってこの髪とか、ひどいと思わない？　きれいなブロンドだったのにこんなになっちゃって」母親が髪をひと房掴つかむとぱさりと抜けて床に散った。

「思わない？　って……だったら最初から子供なんて産もうとするなよ」

「じゃあやめる」

「は？」

　あまりにもあっさり言うのでひっくり返った声をあげてしまい、

「あんた何言って……」

「もうやめる、産むの。つわりもきついし身体からだは重くてしょうがないし、赤ちゃん産むのってすごくたいへんなのよ。行祐は男の子だからわかんないんだわ。いっかい行祐も産んでみればいいのよ」

　意味不明の非ひ難なんを浴びながらすごくむかむかしてきた。十九年前に長男を産んだのもこの女にしてみればただの気まぐれだったのだ、子供が玩具おもちやを欲しがるのとたいして変わらないレベルの。幸運にもその気まぐれが十ヵ月続いただけで。

「あーじゃあ今すぐ堕おろせよ。どうせあんたに子供が育てられるわけないんだし、生まれてきたって子供のほうが不幸なだけだ」口く調ちようを荒げて吐き捨てると「な、なんでそんな怖いこと言うのっ」自分で言ったくせに人から本当に堕ろせと言われると母親はショックを受けたような顔をした。いい加減にしてくれ。

「行祐はそんな意地悪言わないわ、いつも優やさしい子なのにっ」

「俺だって機き嫌げんが悪い日くらいあるんだよっ！」

　怒ど鳴なるついでにドアの角を拳こぶしで殴ると母親がびくりと身をすくめ、上目遣いにこっちを見あげて目に涙を溜ためる。まったくぜんぜんこっちに非はないはずだがいじめているような気になってくる。

「帰る」

　来るんじゃなかったと来て五分もたたずに後悔した。きびすを返して部屋を出ると、よたよたと頼りないスリッパの足音とともに母親の声が追いすがってくる。

「待って、行祐、怒ったの？　ねえ、怒んないで。じゃあ私やっぱり産むから」

「あのなっ、俺が頼んでるわけじゃ──」

　すでに口こう論ろんの焦点のわけがわからないうえ母親と息子がする会話とも思えない。こんなやりとりをしていること自体に総毛立つほどの嫌けん悪お感かんを覚えて、背中にすがりついてくるしわがれた手を乱らん暴ぼうに振り切った。反動でよろけて壁かべ際ぎわの鎧よろいに背中をぶつけ、

　ぎし、と何かが軋きしむ音。

「──？」視界の端で黒い影かげがぐらりと揺れ、振り返った刹せつ那な、等身大の鎧が作る巨大な影が背後からのしかかってきた。

　影に視界を覆おおい尽くされて一いつ時ときわけがわからなくなる中、金属の塊がなだれ落ちる轟ごう音おんがエントランスの吹き抜けいっぱいに響ひびき渡った。




「痛つぅ……」

　硬い鎧に背中を打ちつけられ、呼吸がとまったまましばらく動けなかった。

　少ししてからようやく、咳せきが混じった呼こ気きを漏もらしてふらふらと上体を起こす。背中にのしかかっていた鎧が崩れて、とんがった形をした鉄てつ兜かぶとがいびつに跳ねながら階段を転げ落ちていった。「くそ、これ昔も倒れてきて死にかけたことが……」隠れんぼで閉じ込められたことよりも呪のろいの人形騒さわぎになったことよりももっとろくでもない記き憶おくがあったことを今思いだした。中学のとき入院したのはこいつに押おし潰つぶされたせいだ。

　毒づきながら四よつん這ばいで自分の身体からだを見おろし、幸い今回は無事で済んだらしいことを確かく認にんして息をついたとき、四つん這いの右手の指の先に白っぽい糸の束のようなものがひと房垂れているのが目に入った。

　背筋を冷たいものが走り抜けた。

　凍りついたままぎくしゃくした動きで視し線せんをあげ、視界に入った光景に愕がく然ぜんとする──床に崩れた鎧の胴体の下から、長い白髪とマタニティドレスの裾すそが覗のぞいている。

「かあ……さっ……」

　呼ぼうとした声が掠かすれて喉のどに引っかかった。結局何も言うことができないままとにかく這い寄って鎧をどける。俯うつぶせに倒れている母親を抱き起こそうとして、床についた自分の膝ひざの先に視線が釘づけになった。

　床に広がったマタニティドレスの裾から、どろりとした粘性の赤い液体が流れだした。最初は細い筋だったものが見る間に量を増していき、意志を持ったスライム状の生き物みたいに床を這いずってあたり一帯を侵しん蝕しよくしていく。ひたり、という水音とともに、膝の先に生温かいものが触れた。

「う、わっ」

　反射的に飛とび退のいて床に尻しりもちをつき、そのまましばらく目の前の光景を凝ぎよう視しして呆ぼう然ぜんとしていた。すぐに行動しないといけないことがあるはずだが頭が真っ白になって何をどう対処すればいいのか考えられない。

　どこかで携帯の着信音が鳴っていることに気づいたときには、もしかしたらだいぶ時間がたっていたかもしれない。

　視し線せんはそのままに機き械かい的てきに尻しりポケットに手をやり、ポケットからはみだしていたトカゲのストラップを機械的に引っ張って、電話を出してフリップをあける。「はい」という声は機械的に口から出た。

『あ、三嶋さん？　どこにいるんです？』

「どこって……」

　機械的に。

「家」

『家って、いないじゃないですか。四時に行くって言ったのに留守だし、ひどいですよ、オレ寒い中わざわざ来たんですからね。もう今度から合あい鍵かぎください』一方的にまくしたてる声を鼓膜の表面で聞き流しながら、視線はまだ座り込んだ足もとに広がっていく赤い液体の池に釘づけになっている。

　これは……。

『三嶋さんってば、聞いてるんですか？』

「ススキ……救急車、呼んで」

　ようやく、たどたどしいながら若じやつ干かんまともなことを言った。

『え？』

「血……が、」

『血って……え、何、怪け我がしたんですか？　どうしたんです、大丈夫ですか？』

「俺おれじゃなくて」

　……俺じゃなくて。床の血ち溜だまりを凝ぎよう視しする。これは……誰だれの血だ？　俺じゃなくて、もしかしたら母親でもなくて、

　赤ん坊……の……？




　　　　[image: ]




「何がなんだって？」

「オレも詳しくは……救急車呼んでっていうのと、あと実家の親に何かあったらしいっていうのしか要領得たことは聞けなかったんですけど」

　鉄郎に連絡してバンで拾ってもらい二人で病院に駆けつけると、家政婦の佐枝という女性が先に来ていて、動転した様よう子すながらもてきぱきと入院の手続きなどをしていた。三嶋はこういうときじゃなくても基本的に事務的な仕事というものの役に立たないので、忙しく立ちまわる佐枝や病院関係者から距きよ離りを置いた廊下の壁かべ際ぎわにぼさっと突っ立っていた。

「三嶋さん」

「三嶋」

　声をかけるとこちらを振り返って、軽く笑え顔がおを見せた。

「ああ、来てくれたんだ。なんか騒さわがせてごめん」

　さっきの電話のやりとりのときはかなり錯さく乱らんしているようだったが、意外と冷静で普ふ段だんどおりの様子だった。

　それから、男三人いたところで結局役に立てることは何もなく、しばらく所在なげに三人並んで少しばかり邪じや魔まな壁かべ際ぎわの飾り物みたいな感じで立っていた。鉄郎の容姿に目をとめてぎょっとする人々もいたが、みんなそれどころではなく多忙なようで横目で見ながら通り過ぎるだけだった。

　三十分くらいたっただろうか。処置室の幅の広い引き戸があいて、産婦人科医らしき手術衣の男が姿を見せた。佐枝もそばに来て、四人で緊きん張ちようした顔で医者の前に立つ。「えーと」誰だれに話したらいいんだという感じで医者が四人の顔を順に眺めて首をかしげるので、

「あ、俺おれです。長男です」

　自分が唯一の血けつ縁えん者しやだということに今気がついたように三嶋が名乗りでた。医者が三嶋に向きなおって難むずかしい顔をする。何やら深刻な様子に見えて、周囲で聞いているススキたちのほうがごくりと唾つばを飲んで次の台詞せりふを待つ。

　と、医者がふっと表情をゆるめた。

「もう大丈夫、心配いりませんよ。母子ともに命に別状はありません」

　場に張り詰めた緊張感が一気に抜けた（まぎらわしいことを）。

「出血は胎たい盤ばんからです。もう少し処置が遅れたら危険なところでしたが、幸い今回は間にあいました。赤ちゃんは人工子宮に移して当面は絶対安静状能ですが、鼓動もしっかりしていますし……」後半の細かい説明はもう聞き流して、ススキは鉄郎と顔を見あわせてほっと息をついた。佐枝はハンカチを握りしめて泣きだしている。

「よかったわ、よかった……、ね、行祐くん」

　安あん堵どする残りの三人に対して、当の三嶋だけが何な故ぜかノーリアクションだった。

「行祐くん……？」

「赤ん坊、生きてるんですか」

　斜め下の床を見つめて平板な声でそう呟つぶやき、

「じゃあ殺してください」

　視し線せんを落としたままぼそりと、しかしはっきりとそう言った。

　その場にいた全員が耳を疑った。

「君、冗じよう談だんにしても限度が……」

「俺は本気で言ってます」

　医者が眉まゆをひそめてたしなめたが三嶋は意に介したふうもなく、唖あ然ぜんとしている残り三人にもまったくかまったふうもなく普ふ段だんよりもむしろ流ちょうなくらいの口く調ちようで続ける。

「ガキがガキを産むようなもんです。どうせあの女に子供が育てられるわけないんだから、今殺してやったほうが赤ん坊の幸せです。だいたい五体満足に生まれてくる保証だってないんだし、欠陥があるくらいなら最初から」「ちょっ……待て、何言ってるんだお前はっ」ススキも佐枝もあまりのことに固まっているだけだったが、鉄郎が医者の前に割って入ってようやく異常な言動を遮った。

「お前おかしいぞ、自分が今何喋しやべってるかわかってるか？」

「何って何が？　俺おれは兄貴として心底将来を心配して言ってやってるだけだ」

　ススキだったら睨にらまれただけで降伏するに違いない琥こ珀はくの瞳ひとみに三嶋は怯ひるんだ様よう子すもなく、あくまで態度を崩さず長身のトカゲと対たい峙じする。ススキから見てもあきらかにおかしい。三嶋がこんなふうに攻こう撃げき的てきな台詞せりふを喋りたてたりしたことはススキが知る限り一度もない。

「ちょっと落ち着け、頭冷やせ」

「放せよっ」

　荒っぽく振りまわされた三嶋の腕を取り押さえるように掴つかんだとき、何かに気がついたらしく鉄郎の顔色が急に変わった。

「おい……腕見せろ」

　腕をねじあげて有う無むを言わさず袖そでをまくる。

　剥むきだしになった三嶋の右腕の状態に佐枝が掠かすれた悲鳴をあげ、ススキもぎょっとして片手で口を押さえた。肘ひじの内側を中心として右腕全体に浮かんだ緑がかった色素沈着の帯と、注射針の内出血──。

「お前、変な実じつ験けんにつきあうのやめろって言ったのに、まだやって──」

「放せってば」

　腕を振り払って袖を戻しながら三嶋はぷいと視し線せんを逃がして、

「テツには関係ないだろ。俺が自分の責任でやってんだから放っとけよ」

「あーそうさ、俺には関係ないさ。そんなに死にたいんだったら一人でとっとと勝手に死ねばいい。でも生まれる赤ん坊の命にまでケチつける権利がお前のどこにあるんだ！」

　どすの利いた一いつ喝かつが廊下の前後に響ひびき渡り、行き過ぎようとしていた無関係な人々までびくっとして足をとめた。静まり返った廊下の真ん中で一手に周囲の注目を浴びてしまい、自分たちの頭上にだけいっそうばつが悪い沈ちん黙もくが降りる。

　重苦しくのしかかる空気の下でしばらく全員が固まっていたが、次第に集まっていた周囲の視線がまた流れはじめ、平常どおりの雑音が戻ってきた。

「……俺、帰る」

　ふてくされた顔で床を睨んでいた三嶋がぼそりと呟つぶやき、言うなりきびすを返して出口に向かって走りだすので「三嶋さ……」「放っとけ、ススキ」投げやりな制止の声にススキは追いかけようとした足をとめ、戸惑いがちに廊下の先と鉄郎の顔とを見比べた。途中まで追っていった佐枝もすぐに引き離はなされて、途と方ほうに暮れたように足をとめた。

「意地になってるだけだ」

　頬ほおの鱗うろこを苦々しく歪ゆがめて鉄郎が吐き捨てる。

「あの状態が長続きする奴やつじゃない。一人になって五分もしたら頭が冷えて自じ己こ嫌けん悪おで転げまわりたくなってくるだろ」「はあ……」よくわかってるなあとススキは感心しつつ、三嶋が走っていった（というか逃げていった）廊下の先に視し線せんを投げた。

「珍しいですよね、三嶋さんが荒れるの。いつもぼーっとしてるのに」

「リミッターがはずれたんだろ、いろいろ重なって」

「……って、リミッターはずれるタイミング、遅くないですか」今はずれるくらいなら四ヵ月半前のあの事件のときにとっくにはずれていてもいいような。

　きょとんとして訊きき返すと、やれやれというように短髪を掻かきまわしながら鉄郎が嘆息し、

「三嶋だからな」

「あー」

　妙に納得した。







　病院のロビーを飛びだして目の前の横断歩道の点滅信号を突っ切って歩道をしばらく走ったところで、向こう側から来た通行人と肩がぶつかった。「すいません」視線をあわせずぺこりと頭を下げただけですれ違い、とっくに息が切れていたので、そのまま走るのをやめて歩ほ調ちようをゆるめる。

　外は小こ雨さめがぱらついていた。冬の夜の冷たい雨滴を後頭部に受けながら、濃のう灰かい色しよくに濡ぬれたアスファルトに視線を落として歩く。雨音のカーテンの向こうから近づいてきた救急車のサイレンがドップラー効果をともなってすれ違っていった。

　……逃げてきてしまった。

　少しもしないうちに激はげしく自己嫌悪に陥っていた。今しがたの自分の言動を思い返そうとしただけでその場にうずくまって転げまわりたくなる。

　思考を強制停止し、足だけが自動的に地下鉄に向かって交互に前に出る。

　何も考えないようにしていたのに、地下鉄の階段が見えてきたとき意い識しきの端にふと引っかかるものを見つけた。地下鉄の駅の上、スクランブル交差点を囲んで背の高いビル群が建ち並んでいる。何が引っかかったのかすぐにはわからず首を巡らせ、ビル壁かべの最上部に設置された巨大広告の一つに視線が吸い寄せられた。

　特に奇抜というわけでもないのに不ふ思し議ぎと目を惹ひく広告だった。〝SORYO GENETICS,Inc.〟というロゴとＤＮＡの二重螺ら旋せんを象かたどったコーポレートマーク、それにイメージガールが写っているだけの、構図も色遣いもシンプルな広告。総領ジェネティクス社の企業イメージ広告は特に最近になって嫌いやになるほど目にするようになったが、その広告ははじめて見るものだった。ゆるやかな癖くせのある長い髪、うっすらと緑がかった灰色の瞳ひとみに微笑をたたえた、誰だれが見てもその愛らしさに目を奪われるような、そんな綺き麗れいな女の子が、広告の中から天使の微笑ほほえみを振りまいている。

　しばらく首をもたげてビル壁かべを見あげているうち、睫まつ毛げにぽつぽつと雨滴が引っかかって少女の姿が滲にじんでいった。

　広告に対して取りたててリアクションを示すでもなく、首も痛くなってきたので視し線せんを落として地下鉄の階段を降りはじめた。

（なんで今、いないんだよ……）

　濡れた舗ほ装そう階段を踏む自分の靴音と次第に遠くなっていく雨音を聞きながら、自分でも意味不明だと思いつつ胸中で行き場のない恨みごとが漏もれる。

　前に家のことでいろいろあったときは、部屋に帰るとマイペースでゲームをしていた少女がマイペースで顔をあげて、おかえり、と言ってくれた。

　いるよって言ったくせに、なんで今いないんだよ……。
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「まあ、お嬢じようさま。一日中制服着てらしたんですか」

「もう脱ぐわ。おやすみなさい」

　呆あきれ顔で言う使用人を適当にかわし、自室に入って襖ふすまを閉めた。電気は勉強机のスタンドだけにして、居い心地ごこちのいい仄ほの暗ぐらさに包まれた部屋の中で服を脱ぐ。

　窓の外では十二月の冷たい雨が降っていた。細かな雨音のノイズが窓ガラスを静かに叩たたいている。といっても十二月の雨というのが本当に冷たかったのか実感としてはあまり覚えていない。何年も病院の無菌室に隔かく離りされていたのでマドカの中ではどうもまだ季節の感覚が戻っていない。

（学校、楽しみだな……）

　中学一年の途中までしか学校に行けなかったので来年になるのが待ち遠しかった。高校生になったらアルバイトとかもしてみたいと思っていたし（それはたぶん許してもらえない気がするけど）。もう明日から行くみたいな気分で机の上に一冊ずつ教科書を出してみたりする。

　全部すぐ使えるように用意されていたが、一冊だけビニール紐ひもで括くくられたままの厚い参考書があった。長いこと使っていなかった引きだしからカッターナイフを捜しだし、表紙と紐の隙すき間まに刃を引っかけて切る。

「痛っ……」

　思ったよりも切れ味がよく、刃が横滑りして左手の指を掠かすめた。一いつ瞬しゆんどこも切れなかったように見えたがタイムラグがあってから人差し指に細い血の筋が浮いてきて、「あー」と平板な声を漏もらして指をくわえる。以前だったら医者がすっ飛んできて有う無むを言わさず殺菌消毒されたところだが、元気になった今ではこれくらいの掠り傷はもうなんでもない。

　左手の指を舐なめながら右手に握ったカッターナイフを見おろして、漠然とした既視感を覚えた。

　まただ、と思う。

　机の隅に立ててある小さな鏡かがみに視し線せんを移す。仄ほの暗ぐらい部屋の中、スリップ一枚の格好で右手にカッターナイフを握って左手の血を舐めているという、我ながらちょっと猟奇的な感じがする少女が鏡の中心に映っている。

　左手を前に掲げて、鏡の中の自分の顔に触れてみる。まだとまらない血が傷口に細く浮かびあがり、つうと指を流れる。

「マドカ……？」

　小さな声で話しかけると、身体からだのどこかでふっと何かの気け配はいが動いたような気がした。
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　ふわふわしていて気持ちが悪かった。たゆたう水面に浮かぶボートの上に仰あお向むけになって空を眺めているうちに乗り物酔いしてきたみたいな。

　晴れていたはずの空がいつの間にかどす黒い厚い雲に覆おおわれている。空と同化した水すい平へい線せんからヘドロのような黒ずんだ波が近づいてくる。もたつく横波がボートを揺らし、ヘドロの触手がずるり、ずるりとボートの縁に這はいあがってきて彼の首に絡みつく。触手の一本が黒光りする精巧な拳けん銃じゆうの形に変化して、こめかみに銃口を突きつける。

　知ってる、撃うたれるのって、すごく痛いんだってね……

　銃口が囁ささやく。

　くすくすくすくす……

　鈴のように笑う声が耳につく。

「あいつだ……」

　傾いた身体からだを車くるま椅い子すの背にだらしなく預けて虚こ空くうに視線を向けたまま、晴ハル継ツグは呻うめくような声を漏もらした。地下鉄に巻き込まれた左半身がうずく。もう神経が縫ほう合ごうされて皮ひ膚ふ移植で手術痕も消えているのに、脳に焼きついた感覚は少しも消えずに残っている。身体をごりごりと卸おろし金で削り取られる痛み。脳の神経マッピングの中では左半身はまだミンチになったままでぶら下がっている。

「あいつだ……生きてやがったんだ……しぶとく生きてやがった……」

　呪のろう声を絞りだし、車椅子を軋きしませて立ちあがろうとしたが、左半身がうまく反応せず壁かべに肩がぶつかった。虚うつろに宙をさまよっていた灰かい白はく色しよくの瞳ひとみが大きく見開かれ、目の前ののっぺりした壁を仇かたきのように睨にらみつける。

　身体の左側で壁をこすりながら、晴継は一人で部屋を出た。
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『九月号巻頭クローズアップ　総ソウ領リヨウジェネティクス社のホープ・総領征セイ威イ（29）氏

　　ファッションから生活スタイルまで、ダーウィンズ・ヒルの貴公子の素顔に迫る──』




　天てん井じようの中なか吊づり広告の見出しをぼんやりと眺めていた三ミ嶋シマは、ふいに興きよう味みを失って広告から視線をはずした。

　破れかけた古い広告で（九月号って、何ヵ月前だ）無む節せつ操そうに飾られた壁と天井が左右に長く延びている。車しや輌りようの乗客はまばらで、規則的な振動が靴の底を叩たたいている他ほかは車内は静かだった。オレンジ色のナトリウム灯が等間隔に瞬またたきながら窓の外を流れ過ぎていく。

　差別用語で言うところの劣等遺伝子保持者たちの専用スペースである（という暗あん黙もくの了解がある）、一番隅の薄うす汚ぎたない座席──遺伝子の高等・劣等なんてほとんどただの偏へん見けんであって根拠のある基準などないのだが。病院を飛びだしてから結局部屋に帰らずに、環かん状じよう地下鉄をぐるぐるまわりながら夜明かししてしまった。最悪だ……。

（なんか腹減ったな……）

　なんかどころか昨日の朝から何も食っていなかった。一応死にそうになる前に身体からだのほうが空腹を訴えてくれるようだ。

　窓の外にぼんやりと白はく濁だくした光が見えてきて、ちょうど車しや輌りようがマネキン通りの駅のホームに滑り込んだので、そこで降りた。何か食ってからちょっと学校に行って池イケ田ダのところに寄って、それから一回家に帰って風ふ呂ろ入って着替えて、それから母親の病院……行かないと。なんだか昨日終わらせるはずだった予定が一つも進展していない。

　マネキン通りはすっかりクリスマスの景色だった。通り沿いの店先には大小のクリスマスツリーや音に反応して踊ったりもしているサンタの人形、アーケードの天てん井じようからはきらきらした電飾が連なってぶら下がり、ジングル・ベルのＢＧＭがちゃかちゃか流れている。空は雪でも降りだしそうな灰かい白はく色しよくの曇どん天てんだというのに街の空気は明るく賑にぎやかで、つい雰囲気にたじろいでしまった。居い心地ごこちの悪い気分を味わいながら俯うつむき加減に電飾の下を抜ける。

　いつも行くラーメン屋の少し手前で、ふと足がとまった。

「っと」

　人込みの中で急に立ちどまったので後ろから来た通行人に軽く突きとばされ、一、二歩たたらを踏んでから、もう一度、心持ちぎくしゃくと視し線せんを前方に向ける。

　最初に見えたのは焦げ茶のローファーに黒のハイソックスを穿はいた白い脚──もう少し視線をあげると、膝ひざ丈たけのチェックのスカートにフード付きのコートを着た小柄な少女の全身像が視界に入った。顔を隠すようにフードを目ま深ぶかに被かぶり、ラーメン屋の入り口に立てかけられた品書きを何やら真剣に見つめている。

　思わず金かな縛しばり状態で突っ立っていると、少女がふいに品書きから視線をはずしてこっちに首をまわした。

　フードの下から覗のぞく薄うす灰はい色いろの双そう眸ぼうと目があった。心しん臓ぞうが跳ねたところで固まってしまったような状態のまま、三嶋にとっては妙に長い空白の時間が経過する。しかし実際にはたぶんほんの二、三秒──油で汚れたガラス戸ががらがらとあいて、店から出てきた客が二人の視線の中間点を横切った。

　客が通り過ぎたときには、少女はべつだん何かに気づいたふうでもなくまた品書きに注意を戻していた。

　一人で緊きん張ちようしてしまった自分にばつが悪くなる。三嶋も視線を足もとに戻し、心持ち大まわりしてラーメン屋の前を通り過ぎた。

　アーケードの下を二十歩ばかり歩いて、

「……」

　結局また立ちどまった。振り返ると少女はまだ店先に突っ立って穴があくほど品書きを見つめている。……食いたいんだろうか。

　少女がまたふいにこっちに首をまわし、また目があった。







（……で、どういう状況なんだろうこれは）

　複雑きわまりない気分でカウンター席の隣となりに座る少女に横目を送る。三嶋からすると非常に気まずい感じの空気が漂う中、少女は表情を変えずに黙もく々もくと醤しよう油ゆラーメンをすすっている。なんで俺おれはこの子と一緒に飯を食っているのでしょう。

　さっきから心しん臓ぞうがずきずきと痛い。

「残すの？」

　と、自分のぶんを綺き麗れいに食べ終えた少女が箸はしがとまっていた三嶋の丼どんぶりに遠えん慮りよなく手を伸ばしてきた。いや食べるけど……と言う暇もなく彼女は半分がた残っていた麺めんに口をつけ、スープまで残さず飲み干して、餃子ギヨーザも二人前たいらげた。

　会計をして（当然みたいな流れで三嶋がおごった）店を出ると彼女はまたフードを被かぶり、クリスマスムードの街まち中なかをなりゆきで一緒に歩きだす。赤鼻のトナカイのＢＧＭにあわせて鼻歌を口ずさみながら彼女は通り沿いの埋え込みに上ってコンクリートブロックの端を歩いてみたり、あちこちの店のガラス窓を覗のぞいて何か考え込むように首をかしげたりする。何をやってるんだ……。偽善じみたことをしている気がして自分にうんざりしつつも、あまりにも危なっかしいので放って帰ることができないでいた。特徴的な長い髪と灰色の瞳ひとみはフードで隠れているとはいえ、こんな挙きよ動どう不ふ審しんな感じでうろついていたら当然目立つ。ダーウィンズ・ヒルの愛まな娘むすめが護ご衛えいもつけずに一人で歩いているのを見つけたら捕まえてカルト宗教に売りとばそうと考えつく人間なんてたぶんいくらでもいる。

　ブロックの上で背伸びをして周囲を見まわしていた少女がぴょんと飛び降りてきて、隣を並んで歩きだした。

「このへん詳しい？　よく来るの？」

「まあ、学校が近いから」

「学校？」

「工科大。この先の」

「大学生なんだ」

「一応」どうしても応答が素っ気なくなる。

　べつだん気を悪くしたふうもなく彼女はふうんと頷うなずいて、

「私は、来月から高校生」

　訊きいてもいないのにお返しみたいに彼女自身のことを話しだした。

「来月？」

「ずっと入院してたの。だから中学に行ってないんだけど、テストの成せい績せきがよかったから中学飛ばして高校生になるの。早生まれだから、今度の二月で十六歳。Ｏ型。でもちょっと特別だから普通のＯ型から輸ゆ血けつはできないんだけど」

「……ふうん」

　内心複雑な相づちを打つ。何な故ぜいきなりプロフィールを聞かされてるんだろうか。

「高校って楽しい？　高校生ってみんなカラオケ屋でバイトしてるんでしょ」

「さあ……俺おれバイトしてなかったし」

　見るからに気乗りしない反応をしていると（みんなカラオケ屋って……何から得た偏見だ）、少女がひょいと首を傾けて斜め下から顔を覗のぞき込んできた。

「……？」なんですか。

　ちょっと引き気味に瞬まばたきをすると、

「つまんない？」

　単刀直入に訊かれて三嶋はとっさに答えに詰まってから、「……違うけど」無邪気に見つめてくる薄うす灰はい色いろの瞳ひとみから視し線せんを逃がしてぼそりと中途半端な答え方をした。つまんないとかいう以前に……辛つらい。

「あんた、総領マドカ……だろ。ダーウィンズ・ヒルのお嬢じようさんがこんなところでうろうろしてていいの？」

「あ！」

　と彼女が突然声をあげたので三嶋のほうがびっくりした。訊いたらまずかったのかと思ったら彼女は斜め前に見えるゲームセンターのほうへ一直線に駆けていく。店先に飾られた彼女の身長くらいあるクリスマスツリーの隣となりのクレーンゲームに張りついてきらきらした目で何かを見つめ、こっちを振り返って、

「あれ、とれる？」

　ガラスケースに人差し指を突きつけて言うので、人の話聞いてないんだなと思いつつ三嶋は渋々近寄っていった。彼女の横からガラスケースを覗き込み、「どれ？」「あれ。ネコ」ぬいぐるみの山の奥のほうにくたっとした感じの灰色のネコが埋まっている。

「……欲しいの？」

「欲しい。とれる？」

「とれると思う」

　頭の中でざっとアームの動きをシミュレートして答える。角度的にかなり難なん易い度どの高い埋まり方をしていたが、三嶋はこういういまいち人生の役に立たないことがときどき得意だった。

　ポケットに突っ込んであったラーメン屋の釣り銭から二百円を供出してコイン投入口に落とすと、操そう作さボタンが点灯しておどけた曲きよく調ちようの電子音が流れはじめる。横方向ボタンと縦たて方向ボタンを操作して、ネコの頭についた紐ひもがうまくアームに引っかかった。頼りなげに揺れながらどうにかゴールまでその状態を保ち、すとんと穴に落下。

　小さな歓声をあげて少女が筐きよう体たいの下にしゃがみ込み、景品取りだし口に手を突っ込んだ。嬉うれしそうにぬいぐるみを腕に抱いて立ちあがり、

「すごーい、ありがと！」

「……どういたしまして」

　総領ジェネティクス社の広告そのままの完全無欠の笑え顔がおを向けられて、三嶋のほうは逆に気分が最悪に低下してくる。別に今さら何かを期待していたわけではないが、やっぱりぜんぜん違うということをあらためて痛感させられていたたまれなくなる。

「俺おれ用事あるから、じゃあ。はやく帰ったほうがいいよ」

　ぬいぐるみを餞せん別べつにして、一方的に今度こそ別れを告げたときだった。

　アーケードの先のほうが騒さわがしくなってきた。クリスマスの買い物客たちが非ひ難なんめいたざわめきとともに脇わきに避けていく。人々があけた道を堂々と通って歩行者天国のアーケード街に乗り込んでくる車が見えたとき、少女が「あっ」と声を漏もらした。庶民的な商店街の真ん中であきらかに異彩を放つ、黒塗りの高級車。

　ダーウィンズ・ヒルだ……野や次じ馬うま的な興きよう味みと少々の畏い怖ふが入り交じった群衆の囁ささやきが聞こえる中、護ご衛えい然とした二人の背の高い黒服が車から降りてくる。

「こっち」

　と、少女に上着の袖そでを掴つかまれて、黒服から身を隠すようにゲームセンターの中に引っ張り込まれた。「ちょっ、俺、帰……」「しゃがんで」囁く声とともに袖を引き寄せられ、つい言われるまま身を低くして館内に並ぶアーケードゲームの列のあいだを中腰で移動する。入り口付近は学校帰りの学生で混んでいたが奥のほうはがらがらで、こそこそと移動する二人を特に訝いぶかしむ客はいない。

　奥まったところにあるメダルゲームの筐体の陰に身を潜ひそめ、半分だけ頭を出して入り口のほうを窺うかがうと、結けつ露ろでうっすらと曇くもったガラス扉の向こうを二人の黒服がきょろきょろしながら歩き過ぎていった。

「よし……行った」

　真剣な顔でガラス扉を睨にらんでいた少女が微妙に悪役っぽい低い声で囁き、肩の力を抜いて筐体の下に座り込んだ。三嶋もつい一緒に気を抜いてしまってから釈然としない気分になる。なんで俺までつきあわされて隠れないといけないんだ。

「あれ、あんたを迎えにきたんだろ。帰れば？」

　いい加減自分の優ゆう柔じゆう不ふ断だんにうんざりして突き放した言い方をすると、「まだ帰れないの」さっき獲とったネコのぬいぐるみを膝ひざ頭がしらに乗せて本物の猫を扱うみたいに耳の後ろをくすぐったりしながら、少女はそう答えた。

「捜し物が、まだ見つからないから」

「……何を？」

「何を捜してるかを探してるの」

　わけがわからない。一方的で掴つかみどころがない言動はマドカという遺伝子を持つ女の子の根本的な特性なんだろうかと思ったりする。「私、前にこのへんに来たことがあるような気がして……既視感っていうの？　歩いてると、ときどきぱって、同じ風景を思いだすの」ネコに向かって淡々とした口く調ちようで話しながら彼女は小首をかしげる仕し草ぐさをし、ふとネコから視し線せんをあげて、こちらに首を振り向けた。

「さっきから思ってたんだけど、前、どこかで会ったことない？」

　透明な薄うす灰はい色いろの瞳ひとみでまっすぐ見つめられてそう言われ、不自然に絶句してしまった。思ってもいなかった問いかけに一いつ瞬しゆん思考回路が真っ白になる。ぴろぴろという平和なゲーム音声が頭の中でダンスしながらひととおり通り過ぎたあと、

「さあ……」

　白っぽい声で中身のない返事をすると、彼女は「そう……じゃあ気のせいかな」と落胆したようにまたネコに視線を落とした。

　ネコの首根っこを持ってみたりしている少女の横顔にちらりと横目を投げてから、三嶋も座った自分の膝のあたりに視線を落とし、

「似てる子なら、知ってたけど」

　ぼそりとつけ足すと、視界の端で少女が顔をあげてまたこっちを見た。

「私と？」

「うん、まあ」

「その子、どうしたの？」

「あー……」言いよどんでから、「……死んだ」自分の台詞せりふが今さら心しん臓ぞうに刺さる。今さらというか、未いまだにというか。

「そうなんだ……ごめんね」

「……あんたに言われたくない」

　他ひ人とごとみたいな同情をされてつい吐き捨てるように言い返してしまい、少女が口をつぐんでわずかに目を見開いた。「あ、いや、なんでもない」すぐに撤てつ回かいし、きまりの悪さをごまかして視線を逃がす。

　マドカが死んだことに対して彼女には（総領家はともかくとして、少なくとも総領マドカという少女個人には）なんの非もないと理屈ではわかっているつもりだった。だからといって好意的になることもできないし、どっちにしてももう関かかわることもないだろうと思っていた。

　思っていたのに、なんで今、彼女と同じ顔をした少女とこんな狭いところに並んで座り込んでその彼女の話をしているんだろう。

「違う、今の、猫の話」

　少し考えて、我ながら意味不明のことを言いだした。

「ネコ？」

　ぬいぐるみの首根っこをひょいと掲げて少女が首をかしげる。「うん。猫」頷うなずいて、手を伸ばして彼女の手からぬいぐるみのネコを受け取る。外側はチャコールグレーのタオル地で、中はビーズが入っているらしく胴体を掴つかむと首や手足がやる気がない感じにくたっと垂れる。まるでかわいくないのに妙な愛着を覚えてサファイヤブルーの（目つきの悪い）瞳ひとみを目め線せんに掲げると、ネコは迷惑そうにガンをつけてきた。ように見えた。

「地下鉄で、びしょ濡ぬれでぶつかってきて、勝手に家までついてきて居ついて、飯食ったりテレビ見たり、眠くなったら俺おれのベッドで寝て、けっこうわがままで、でも一人じゃ駄だ目めだったときに一緒にいてくれて、それで、ずっと飼ってもいいかなって思ってたのに……ある日突然、車に轢ひかれて死んじゃった」頭に浮かぶまま声に変換しながら、なんだかもう本当にそんな感じだったと思って笑えてくる。

「それで終わり」

　話を締しめくくると、隣となりで少女が瞬まばたきをした。

「それだけ？」

「そう。それだけ。よくある話」

　ぺこりと挨あい拶さつするようにネコを彼女に掲げてみせて、そのまま彼女に返した。

　あらためて言葉にしてみると本当にそれだけだった。それだけだったけど……二度と戻らないその時間がどれほど大切だったか。

　少しのあいだ沈ちん黙もくが降りた。遠くで聞こえるゲームの電子音が意味を成さない混線したノイズになって、ほどよい雑音で周囲を包んでいる。ホールの奥の流は行やらないパチスロゲームコーナーの一角──賑にぎやかなゲームセンターの世界からその一帯だけが孤島のように切り離はなされて現実味が薄うすく感じる。

　視界の端で、少女の頬ほおに一筋の水滴がつたうのが見えた。

　ぎょっとして隣の少女を振り返る。さっきと同じ、取りたててなんでもない淡々とした表情のまま、少女がはらはらと涙をこぼしていた。

「な……んで、泣くの？」

「わかんない……どうしてかな、急に悲しくなって……」

　彼女自身も戸惑ったように視線を伏せて手のひらで頬を拭ぬぐい、嗚お咽えつを抑えた小さな声で言葉を繋つなぐ。「あのね、捜し物をしにきたんだけど、いちばん捜してるものが見つからないの。大事なものを捜してるはずなのに、何を捜してるのかわからない。わからないからそこに行けない。今、行ってあげなきゃいけないと思うのに、私、行ってあげられない……」

「……マドカ……？」

　表情を消したまま涙をこぼし続ける少女に戸惑って、無む意い識しきに名前を呼んでしまったことに言ってから気がついた。違う、マドカは確たしかに死んだはずで、彼女は自分が知っているマドカじゃない──しかしまさかという思いが芽め生ばえてきて、それを打ち消そうとする気持ちとぶつかって混乱してくる。

「マドカお嬢じようさま」

　頭の上から降ってきた硬い声に思考を分断され、二人ともびくりと身をすくめた。視し線せんをあげると背中をつけたパチスロゲームの筐きよう体たいの脇わきに背の高い影かげ──影になっていてもいなくてもそう変わらない黒服の男が立っている。

「捜しましたよ。ちょっと目を離はなした隙すきに、まったく……。お一人で出歩かれたりして万一何かあったらどうするんです」恭うやうやしい言葉遣いの端々に面めん倒どうかけないでくださいよもうという嫌いや々いやな心境をひしひしと滲にじませつつ、黒服が腰をかがめて少女の腕を取る。

「どうされたんです──」

　と、保ほ護ご対象の少女の泣き顔に気がついて、隣となりにいる三嶋に問答無用で非友好的な視線を向けてきた。しかしそれからふと驚おどろいたようにこっちの顔を覗のぞき込んでくる。まずいと思って三嶋は内心で身構えた。総領の屋や敷しきには一度行った（連れていかれた）ことがあるから使用人に顔を覚えられていてもおかしくはない。

「なんで、君が一緒に」

　黒服が言いかけたとき、視界の端から目つきの悪い灰ネコの顔が飛んできた。マドカがぬいぐるみの紐ひもを振りまわし、危うくのけぞった三嶋の鼻先を掠かすめて黒服の横よこ面つらに叩たたきつけた。奇き襲しゆうが成功して相手が怯ひるんだところを腕を振り切って身をひるがえす。「っと」有う無むを言わさず手を掴つかまれて半分つんのめりながら三嶋も走りだした。

「お嬢さま！」

　館内に響ひびく制止の声に背中を押されて筐体の列に沿って走る。入り口付近に固まっていた学生の一団を掻かき分けてガラス扉から外へ出たところで、外で待たい機きしていたもう一人の黒服と出くわした。

「あっ──」

「マドカ、こっち」

　黒服がとっさに反応できないでいるうちに三嶋は脊せき髄ずい反射でマドカの手を引いてアーケードの下を走りだした。クリスマスの人込みの隙すき間まを縫ぬって走りながら振り返ると、群衆を乱らん暴ぼうに押しのけながら二人の黒服が制止の声をあげて追ってくる。斜め後ろを走るマドカと視線を交わし、「走って平気なんだっけ？」マドカが頷うなずくのを見てまた前を向く。繋つないだ二人の手のあいだに引っかかった灰ネコのぬいぐるみがぱたぱた振りまわされて、中のビーズが小気味よい音を立てる。

　アーケードを抜けると前方に地下鉄の表示灯と階段の入り口が見えてきた。階段に飛び込んだ途と端たん視界に薄うす闇やみの幕が降り、戸外の光に慣なれた網膜に緑色の残像が焼きついて一いつ瞬しゆん目め眩まいがする。階段を駆け降りる二人の足音と呼吸が壁かべに乱反射して響ひびく。

　うとうとしている駅員を横目で見ながらブースの前を抜けると、ちょうどホームに地下鉄が来ているのが見えた。

　プルルルルル……

　ホームに発車ベルが響き渡る。自動改札にパスを滑らせながら「おいで」マドカの手を引き寄せ二人一緒にレバーを押して改札を抜ける。マドカを先に促して閉まりはじめたドアの隙すき間まに滑り込んだ直後、しゅうと空気が抜ける音とともに背後でドアが閉ざされた。

　肩で息をしながらドアに寄りかかり、背中でドアをこすって座り込む。繋つないだままの手が硬直して離はなれなかったのでマドカを引っ張るような格好になってマドカも隣となりに腰を落とした。灰ネコのぬいぐるみもぽてっと床に落ちた。

　軽く引っかかるような振動とともに、向かい側の窓越しに見えるホームの壁が横に滑りだした。

　次第に速度をあげる車しや輪りんの振動を身体からだの下に感じながら、それから少しのあいだ放心して座り込んでいた。まばらに乗っている乗客に不ふ審しんな目を向けられたが、白昼のアーケード街でロミオとジュリエットばりの逃とう亡ぼう劇げきをやった直後ではなんだかもう気にならない。……考えてみるとえらく目立つことをしてしまった。しばらくマネキン通りを歩けない。大学の顔見知りもいたかもしれないし。

　ようやくのろのろと思考回路が正常にまわりはじめて内心まいったなあという気分になってきていると、ふいに腕にもたれてくる体重を感じた。隣を見るとマドカが身体を折って苦しげな息をしている。

　自分の浅せん慮りよに思い至って頭から血の気が引いた。退院してからまだそれほど日がたっていないはずで、やっぱりこんなに走っていいわけがなかったのだ。「マドカっ……」さっきからもう普通に彼女の名前を呼んでいることに今さら気後れして途中で尻しりすぼみになりながら、かがみ込んで彼女の顔を覗のぞき込む。心しん臓ぞうから絞りだすような苦しげな呼吸を繰くり返しながらもマドカは首を横に振り、

「へいき、ちょっと疲れただけ」

「平気じゃないだろっ。もう家帰れ、電話してやるから」

「やだ。だめ。まだいい」

　ポケットの携帯電話に手を伸ばそうとしたが、彼女のほうが頑として繋いだ手を放さず強く握ってきた。

「少し休めば大丈夫だから。もう少し捜し物するの。もう少し、一緒にいてくれる？」

「いい……けど」

　結局我を通されてこっちが引き下がってしまう。彼女はそれで安あん堵どしたように、ぐったりとうなだれたままではあるが、さっきよりも若じやつ干かん穏おだやかに呼吸をしはじめた。握った手は放そうとしなかった。

　しばらくそのままでいるうちにだいぶ呼吸が落ち着いてきたようで、三嶋もほっとして肩の力を抜いた。床から届くこもった振動と車内のかすかな雑音にまぎれて細く静かな吐息が聞こえてくる。眠りかけているようなので声をかけるのがためらわれて、背後のドアに後頭部を預けてぼけっと天てん井じようを仰ぐ。

　冷静になって考えてみると電話をかけようにも地下鉄では圏外だった。自分のほうがけっこう焦っていたようで一人で勝手に体てい裁さいが悪くなる。

（結局巻き込まれてるし……）

　自分自身に溜ため息が漏もれた。

　二度と関かかわらないつもりだったのに縁えんが切れないのは何かの運命だろうか。まあ運命とかいういかがわしいものは信じていないが、さっきから感じている奇妙な感覚、既視感のようなものはなんだろうと考える。

　腕に触れる墨すみ色いろの長い髪と、寄りかかってくるかすかな体温、繋つないだ右手の中の華きや奢しやな左手の感触と──もう二度と触れることができないはずだったものが今隣となりにあることに、複雑で不ふ思し議ぎな既視感を覚えていた。
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　会議七分前に内ない線せんが鳴った。

「ああ、すぐ準備する」

　相手の声が聞こえる前にスピーカーに向かって言うと、ところがいつもの秘書の声が珍しく違うことを言った。

『いえ、ご自宅の下っ端の方から緊きん急きゆうのお電話です。繋ぎます』『征威さま』短い雑音が入ったあとすぐに通話相手が別の声に変わった。何気なく無礼な単語が混入していたような気がしつつ用件を訊きく。

「どうかしたのか」

『マドカお嬢じようさまが逃げました』

「あぁ？」こいつもなんだかどことなく無礼だ。つい柄の悪い声で訊きき返すと、怯ひるんだような少しの間のあと補足する声が続く。

『学校を見学なさりたいというのでお出かけになられたんですが、信号待ちの隙すきに……。マネキン通りで一度確かく保ほしたんですが、また逃げられまして、今追ってます。手引きする者がおりまして……』

「手引き？」

『えーと、彼です。若わか旦だん那なが前に捕まえてきた、ミ……？』

「ミシマ？　ミシマユキヒロ？」

　こっちから名前を出すと、そうそれ、みたいな緊きん張ちよう感かんのない相づち。三嶋行祐──Ｃ４を保ほ護ごしてくれた青年の名前と顔を思いだして眉まゆを寄せる。なんであいつが……それより引っかかるのは、まさかマドカは三嶋に会うためにマネキン通りに行ったのか？　いや、しかしマドカは三嶋とは面めん識しきがないはずだし。

（やっぱり……いや、でもまさか）

　手術が成功してマドカの意識が戻ってからずっと小骨のように喉のどに引っかかっていた違和感を説明する答えが漠然と見えてくる。しかしあり得ない話だとすぐに胸中で否定する。

『征威さま、もう一つ問題が』

　電話のスピーカーを睨にらんだまま考え込んでいると、遠えん慮りよがちに電話が報告を再開した。とりあえず思考を中断して電話に意識を戻す。

「何かあるならまとめて言え」

『はい。若旦那も逃げたようです』

　電話内蔵の留守番音声と喋しやべっているのではないかと疑いたくなる無個性な声でさらっとした報告。五秒くらい絶句してから、「そっちを先に言え！　捜せ！」『捜してますよ』スピーカーに咬かみつかんばかりに怒ど鳴なりつけると電話が微妙に愚ぐ痴ちっぽく応じる（誰だれかこいつをクビにしろ）。

「俺おれも出るっ」

　電でん話わ機きを拳こぶしで殴りつけて通話をぶち切り、コートを引っ掴つかんで荒い歩ほ調ちようで執務室を出た。ブースの外のオフィスで働いていた社員たちが驚おどろいたように顔をあげて見送る。ダーウィンズ・ヒルの次男は破天荒な長男と比べて知的で温厚な人格者と周囲からは思われているようだが征威本人は別に人より温厚というつもりはない。

　廊下のエレベーターに向かって大おお股またで歩きながら携帯電話を手にして呼びだしをかける。通話が繋つながった途と端たん厳きびしい声で、

「叔お父じさん」

『ああ、征威か。晴継が脱走したらしいな』

「知ってたんならはやく連絡ください」なんで叔父には連絡が行っていてこっちにはすぐ来ないのか。

『まだ制御が不安定だったか……はやく捕ほ獲かくしろ』

「言われなくても捜しますよ。恐竜を野放しにするようなもんです」

　七月の地下鉄の事故のあと、実は晴継には怪け我がの治ち療りようのほかに性格改善プログラムも施されていた。神経伝達物質の分ぶん泌ぴつに関かかわる遺伝子をコントロールして、凶きよう暴ぼう性せいを除去する後天的遺伝子改良──しかしこのタイプのレトロウィルスベクターの安全性については十分な検証がされておらず、また制御に失敗するとドラッグの効果に似た幻げん聴ちよう・幻覚や精神不安定を引き起こすことがあるのがわかっている。そんな段階で晴継を実じつ験けん台だいにしたのは叔お父じの独断によるものだが、征威も知っていて反対しなかったので同罪だと思っている。

　２、３、４……７、８、９……エレベーターの階数表示が一つずつあがってくる。決して遅いエレベーターではないが待ち時間がひどくもどかしく感じる。

「それより叔父さん、訊ききたいことがあります」

　エレベーターをじりじり待ちながら電話に向かって用件を切りだす。本題にしたかったのは晴継のことではない。

「マドカの移植手術、叔父さんが指示を出してましたね？」『ああ。そうだが？』気軽に応じる叔父に対して、征威のほうは声に凄すごみを利かせて。

「Ｃ４の遺体、どれくらい使ったんです？」

『まともに使えた部分は全部使ったが？　無事だった臓ぞう器きすべてと、皮ひ膚ふ、血管、骨こつ髄ずい……』

　しれっとした返事に目め眩まいがした。遺体を骨までしゃぶり尽くしたのか。

「なんでいつも僕の知らないところでだいたいの事態が進行していくんです？　今度こんなことがあったら俺おれ辞めますよ」今回といい保険用クローン計画の立ちあげのときといい、自分の実妹に関する事項が自分の意見を無視して進行しているのが非常に気にくわない。

　小さな電子音とともに階数表示が１７を示した。幅の広い鋼こう鉄てつのドアが左右に滑る。

「とにかく今は二人を捜します。あとできっちり話つけますから」

　返事を待たずに通話を切った。

　エレベーターに乗り込み、閉へい塞そく感かんのある空間に一人になると多少気分が落ち着いて、壁かべに寄りかかって細く息を吐く。

（まさか本当に、Ｃ４の記き憶おくが……？）

　さっき考えていたことの続きが頭に浮かぶ。心臓移植などで提ド供ナ者ーから被提供者レシピエントに記憶や人格が断片的に引き継がれてしまうことがあるというのは、まさかと思うような話だが世界でも何件か確たしかに事例がある現象だ。留学中にたまたま記き録ろくを見て興きよう味みを持ったことがあったので頭に引っかかっていた。

　当時はそれでもやはり信じられない気持ちのほうが強かったのだが、今、完全に否定することができなくなっている自分がいた。
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　ばうわうがうわう！

　十数頭の犬たちが牙きばを剥むき唾だ液えきを撒まき散らしてコースを疾走する。先頭の数頭がほとんど咬かみつきあいながらダンゴ状能でゴールゲートに転がり込み、スタンドで拳こぶしを振りあげてレースを応援していた観かん客きやくたちから歓声と溜ため息が入り交じったどよめきが起こる。

「あぁー……」

　喘あえぐような声を漏もらしてメッキはがっくりとベンチに腰を落とし、握りしめていた馬券（犬券ではどうも変なので慣かん習しゆう的てきにこう呼ばれている）を足もとに叩たたきつけた。「くそう、普通に本命じゃないか。買っとけばよかった」毒づきながら新聞を開いて懲こりずに次のレースのチェックをはじめる。

「次は素直に本命を買おうかな。ブラックサクラドーベル……好きな犬じゃないんだよなあ」

「なあメッキ」

「大穴のポチスパイラルのほうがあたし的には……」

「メッキってばよう」

「うるさいなあ。今忙しいの」

　ぶつくさ独りごちて新聞に見入っているところに緊きん張ちよう感かんを削そがれる声で呼びかけられ、苛いら々いらと横目で睨にらむと、セイドウがベンチの隣となりで退屈そうに頬ほお杖づえをついている。

「腹減った。なんか食いにいこうぜ」

「万馬券あたったらなんでもおごってあげる」

「あたんねえじゃん……」

　ヤモリの分際で半眼で突っ込んでくる。メッキは反はん論ろんできずに苦にが虫むしの大群を呑のみ込んだような顔をした。

「あーあ。なんかこう、ぱーっと稼かせげないかなあ」

　すっかりやる気を削がれてあんぐりと大あくびをし、ベンチに寝そべって新聞を被かぶる。蹴けられそうになったセイドウが慌てて避けながら正論を言ってくる。

「働けばいいだろ。テッちゃんみたいに」

「仕事なんて簡かん単たんにみつからないよ。普通に働いたってどうせたいしたお金にならないし」

　自分の声が新聞の中にこもり、次のレースの開始を待つスタンドのだらだらしたざわめきが新聞越しにくぐもって聞こえる。平日の日が暮れないうちからレース場に来ている人間なんてだいたいろくな仕事はしていない。人のことは言えないけど。

　ここのところ〈閂かんぬき亭てい〉からも足が遠のいていた。より正せい確かくに言うと夏の事件以来三嶋と顔をあわせられない。だって絶対三嶋はもうメッキのことが嫌いになっている。三嶋の大切な女の子を捕まえて売りとばそうとして結局失敗してお金は手に入らなくて三嶋と気まずくなっただけで、いいことなんて一つもなかった。

「ねえ、どれくらいお金積つんだら普通の姿になれるかなあ。そういう手術ってあるよね」

「ないこともないだろうけど、そんな手術やりたいのか？」

「んー……」

　本当にできるなら興きよう味みはあるが、やっぱり怖いかもしれない。後天的遺伝子改造中毒者の末路は嫌いやというほど知っている。「でもさ、だったら逆にさ、どうせこんな見た目なんだったらそれっぽい特別な能力とかあればよかったのにって思わない？　すごい怪力とか、口からミサイル出るとか」「テレビの見過ぎだ、それは」「じゃあ卵産むとか寄生するとか……」自分で言いながらすごくどうでもよくなってくる。

　オチがないまま会話が途と切ぎれ、新聞の表面をぷつぷつと叩たたくスタンドの雑音をぼんやりと右から左に聞き流す。外界からの刺し激げきがほどよく遮られて眠くなってきていると、新聞の向こうでセイドウのぼそりとした声が聞こえた。

「こないだテッちゃんが来てた。メッキのことも捜してたぞ」

「あっそ……」

　新聞を布団がわりに被かぶったままメッキは素っ気ない相づちを打つ。鉄テツ郎ロウが何度かメッキを捜しにきていたのは知っているが、メッキのほうがずっと逃げている。

「テッちゃんがさ、こんなふうに言ってた。

　スラムを出るまで、俺おれは自分が世界一不幸な生まれだなんて思ってたけど、実際にはもっと面めん倒どうな問題を抱えてる人間なんていくらでもいるし、普通の姿で生まれてたら自分が今よりましだったかって言われると、たぶんそんなこともなかった」一言一言、自分自身に言い聞かせるように話すセイドウの声をメッキは黙だまって聞く。「スラムの外って言ったって、別に憧あこがれるほどすばらしいところじゃなくて、でも悲ひ観かんするほど悪くもなくて、つまりそれって普通なだけで……ようするに、外に出てみてわかったのは結局、こういうふうに生まれてきた自分にできることをやるだけなんだって。

　ってさ。やっぱりカッコイイよなあ、テッちゃんは」

「カッコつけなだけだよ」

　つんと答えてメッキは新聞の下で寝返りを打った。「バカみたい。トカゲのくせに」悪態をついたが逃げ腰な感じの小声になり、セイドウが呆あきれたように苦笑するのがわかったが意地を張ってふて寝を決め込む。

　と、隣となりでセイドウがベンチを立つ気け配はいがしたので、

「えっ、帰るの？」

　新聞をはねのけて起きあがったとき、上のほうでよどめきがあがるのが聞こえた。セイドウもそっちに注意を奪われて立ちあがっただけのようだ。

　次のレースはまだはじまっていないので声援があがるのはおかしい。階段状のスタンドの上方を振り仰ぐと、どうやら観客の内部で騒そう動どうが起こっているようだった。別に珍しくもない乱らん闘とう騒さわぎかと思ったが違うようで、人の流れとざわめきが波のようにスタンドを横方向に移動していく。

「あれ、ダーウィンズ・ヒルじゃない？」

　ベンチの上に乗って背伸びをすると、うらぶれたドッグレース場の風景からあきらかに浮いている黒服の男が三、四人、何かを捜すように左右を見まわしながら群衆を掻かき分けているのが見えた。押しのけられた観かん客きやくたちからブーイングがあがるが黒服たちは意に介した様よう子すもない（ダーウィンズ・ヒルの黒服にとってはドッグレースに集まっているろくでなしの一般人なんて蟻ありを踏む程度の価値しかないのだ）。そうこうしているうちにメッキたちがいるベンチの少し上を黒服たちが通り過ぎ、レース場の裏手へと消えていった。

「どうする？　セイドウ」

「え？　どうするって？」

　セイドウがぼさっとした顔で訊きき返してくるのでメッキは苛いら立だたしげにベンチの上で跳びはねて、

「儲もうけ話が転がってるかもしれないよ。行ってみよう」

「って、お前まだ懲こりてないの？」

「それとこれとは別問題だよ」

　気軽に言ってベンチから飛び降りる。通路を走りだそうとしたとき、「わ」通路の途中に突っ立っていた観客の腹部に頭から飛び込んでしまい、メッキのほうが突きとばされる格好になって後ろのセイドウにぶつかった。

「危ないなあっ」

　鼻を押さえて非ひ難なんがましく相手を睨にらみあげた瞬しゆん間かん、裏返った悲鳴が口から飛びだした。

　灰かい白はく色しよくの髪の威い丈じよう夫ぶが、髪と同じ白っぽい色の空虚な視し線せんを下のコースのほうにぼんやりと向けて立っていた。「セ、セ、セセセイドっ……」「メメメメッキっ」がくがくと歯の根を鳴らして抱きあう二人。セイドウなんかほっぽらかして今すぐ逃げだしたかったが靴の底が地面に縫ぬいつけられたように動かない。

　ソウリョウハルツグ──。

　戦せん慄りつする二人をよそに、男はこっちの存在などまるで眼中にないようにゆらりとスタンドを振り仰ぎ、感情が欠落した澱よどんだ瞳ひとみに一いつ瞬しゆんだけ狂気を帯びた光を閃ひらめかせた。

　黒服同様まったく意に介したふうもなく他ほかの観客を薙なぎ払ってスタンドの外へと消えていく男の後ろ姿を、メッキはセイドウと抱きあって息をとめたまま見送った。姿が見えなくなってからようやく呼吸を取り戻したが、ベンチの周囲にまだ異様な気け配はいが残っているような気がして悪お寒かんが消えない。「メ、メメメメ、あああ、あい、あい」セイドウはすっかり恐慌に陥って意味不明のことを口走っている。

　まだ若じやつ干かん放心状態で男が消えた方向に視線を向けたまま、メッキはセイドウのほっぺたを握り拳こぶしで殴った。

「い、痛いてっ？　なんだよ、何すんだよっ」

　我に返ったようで顔を押さえてセイドウが抗こう議ぎの声をあげる。それでメッキも調ちよう子しを取り戻し、ベンチの背をぴょんと跳び越えて走りだした。

「行ってみよう」
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『あのねえ、ホタル、クリスマスに買ってもらうもの決めたの』

「クリスマスはサンタさんがくれるんじゃないの？」

『うん。だからパパに買ってもらうんだよ？』

「あー……うん、そうか」

　今どきの幼児はサンタクロースの存在について徐々に疑いを持ちはじめて葛かつ藤とうしたあげく真実を知って愕がく然ぜんとするという手順を踏まないのだろうか。自分が五つくらいのときは一応まだサンタの正体というのはオブラートに包まれた存在だった気がするが。

「そこのバイト」

　カウンターの内側にしゃがんで一服しながら電話をしていたら頭の上にキャベツを置かれた。電話を耳につけたまま視し線せんをあげると、〈閂かんぬき亭てい〉の店長の（文字どおりの意味で）鉄てつ面めん皮ぴが頭上から睨にらみおろしている。「キャベツ刻んどけって言ったろうが」「へーい」今度買い物にいく約束をして電話を切り、渋々腰をあげた。

　自分の頭くらいある丸ごとのキャベツを手にして煙草タバコの煙と一緒に溜ため息をつく。

「店長、オレ、クリスマスにあれが欲しいなあ。キャベツ刻む機き械かい」

「時給減らしていいなら買ってやる」

「嫌いやです」

「じゃあ自力できりきり刻め」

「いたいけなバイトのほんのささやかな願いなのに……」

　バイトに仕事を言いつけておいて店長のほうは悠々と煙草に火をつけはじめる。まだ夕方なので、常連客が数人バター焼きをつまみにビールを傾けながらドッグレース中継を眺めているだけで店は暇だった。

（三嶋さん何してんのかな……）

　キャベツを三嶋の頭になぞらえて考えつつ包丁をざっくり入れる。昨夜ゆうべから何度か携帯に電話しているのだが、電源を切っているのか繋つながらない状態だった。昨夜は結局病院に戻ってこなかったし、家でふて寝でもしてるんだろうか。まったく、いつになったらあのアンバランスな性格が安定してちゃんとした大人おとなになるんだろうあの人は。

「仕事中に不景気な溜め息つくなって言ってるだろうが」

　キャベツを刻みながら知らずに溜め息を漏もらしていると店長に突っ込まれ、

「ほっといてください。悩み多き青少年なんです」

　と、悩み多き青少年がくわえ煙草タバコで反はん論ろんしたりする。

　他ひ人とごとで言えた義理ではなく、自分があと二年して今の三嶋の年と齢しになったとしても今よりちゃんとした人間になっているという気はまったくしない。大人おとななんていうものになる覚悟がなくても、それでもやっぱりいつかは強制的にそこに引っ張りあげられるのだろうが。

「あ、でも十八過ぎたら堂々と煙草が吸えていいな」

「吸えねえよ」

「あれ、そうでしたっけ」

「お前早死にしろ」

　あまり考えずに言うと呪のろう言葉を吐きかけられた。

「ハタチになったら禁煙しますよ」

　逃げ口上というわけでもなくわりと本気で言ったのだが店長はもう相手にしてくれず、常連客のテーブルに混じって一緒にテレビを見はじめた。鉄板から立ちのぼる蒸気で霞かすんだテレビの中ではいつものようにドッグレース中継が流れているが、今日は客が少ないので大おお騒さわぎになるほど盛りあがってはいない。じゅうじゅうと鉄板がはじける音にまぎれて途と切ぎれ途切れの音声が漏もれている。

　エプロンの前ポケットに突っ込んでいた携帯電話からいつの間にか着信音が流れはじめていた。キャベツを刻む手をとめてポケットの中を覗のぞき、サブディスプレイの発信元の表示を見た途と端たん「あっ」と声をあげてしまった。常連客と雑ざつ談だんしながらテレビを見ている店長にちらりと視し線せんを送り、カウンターの下にしゃがみ込んでこそこそと電話を取る。

「三嶋さんっ。何やってたんですか、もう……」

『ススキ、今そこにテツいる？』

　こっちの心配をよそに、電話の向こうから抑えた囁ささやき声がいきなり訊きいてきた。「今日は来てないですけど」なんなんだと思いつつ答えると、『ならいいけど』と相手の声が若じやつ干かん気楽になった。

『お袋、どう？』

　昨日ろくに容態も聞かずに飛びだしたことがやはり気になっていたのか、それが本題の用件だったようだ。たぶん昨日の体てい裁さいの悪さがあって鉄郎とは話しにくかったからこっちにかけてきたんだろう。叱しかられた小学生みたいだなとススキは肩をすくめて、

「大丈夫みたいですよ。お手伝いさんの人がついてるからって、オレたちは昨夜ゆうべ引きあげてきました」

『そっか……』安あん堵どの吐息と、悪い、とぼそっと謝しや罪ざいが聞こえた。いつもの三嶋だったのでほっとした。

「ひと晩何やってたんですか。今どこです？」

『池のほとり』

「は？」

『あとでまた詳しく話す。さんきゅ』「待っ、三嶋さっ……」とめる間もなく、自分の用件が済んだらもう満足とばかり一方的に切れた。

　通話切れの音を垂れ流している電話を片手にススキはしばらく固まっていたあと、ちぇっと舌打ちしてフリップを閉じた。「もー。人のことあんまり考えてないんだからな……」ぼやきつつもとにかく消息が確かく認にんできてよかったと思う。どこかでのたれ死んでたりしてと一パーセントくらいは思っていたので。

　電話をエプロンのポケットに戻してひょいとカウンター越しにホールを覗のぞくと店長はまだテレビを見ていた。

　また三嶋の頭のつもりでキャベツを刻む作業に戻ったとき、荒っぽくドアが軋きしむ音とともに戸外の冷気が流れ込んできた。寒いなあと思いつつまな板から顔をあげると、トカゲ顔の長身が軽くかがんで戸口をくぐってきた。

「三嶋、やっぱり来てないか」

　カウンターをざっと見まわして開口一番。

「ちょうど今電話ありましたけど……誰だれですかそれ」

　鉄郎に襟えり首くびを掴つかまれて引きずられている白衣の男に目をとめて訊きくと、男が肩越しに首をまわして「やあどうも」みたいなことを言った。左右の顔のバランスがひどくいびつで一見して奇形遺伝子保持者だとわかる。

「三嶋のアパートの前うろついてたから、捕まえてわけを訊いてみたら」

　言いながら鉄郎が捕まえている男を睨にらむ。爬は虫ちゆう類るい属性の鋭するどい眼光をぎろりと向けられて首をすくめつつ男が話を引き継いで、「いや、電話繋つながらないから捜してて。ちょっとあの、同じ試し験けんしてた〈Ｄ４．α〉ラットが、まずい感じに壊こわれて死んじゃって……」「壊れた？」話の筋がさっぱりわからない。ラットというのはネズミのことだろうが……三嶋の話じゃなかったのか。なんでネズミ。「えっとつまり、試験中の〈Ｄ４．α〉ベクターが悪性に変異して分裂阻害因子になってて、三嶋くんも宿しゆく主しゆ体質だからはやく保ほ護ごしないと同じことになってる可能性が……」「もういい。それはさっきも聞いた」結局要領を得ない説明に鉄郎が苛いら々いらと話を打ち切り、こっちに向かって訊いてくる。

「電話あったって？」

「ああ、はい。かけなおしてみます」

　つい今しがたの着信履歴から三嶋の携帯に返信する。少しの無音をおいてから、呼びだし音が聞こえるかわりに電話会社の無感情なメッセージが流れはじめた。

「あ、駄だ目めだ。また電源切りやがった」電話を耳にあてたまま舌打ちする。

「どこにいるって言ってたんだ」

「池のほとり……とかなんとか。このへんに池なんてないですよね」

　貯ちよ水すい池ちみたいなものならどこかにあるかもしれないが、自然の池などこの街にはない。首をひねって言うと、「池……ああ、池か」しかし鉄郎は心当たりがあるらしく一人で頷うなずき、引きずってきた男を放りだしてきびすを返した。「ちょっ、なんなんです、鉄郎さ──」自分だけわかったような顔で店を飛びだしていってしまう鉄郎の後ろ姿をススキはカウンターに身を乗りだした格好で見送って、

「もー。人のことあんまり考えてないんだからな……」

　一いつ時とき唖あ然ぜんとしたあと、くわえ煙草タバコの口をとがらせてぼやきつつ仕方なくエプロンをはずしにかかった。

「店長、ちょっと抜けます」
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　ぴ……ちゃん。

　オイルと赤あか錆さびが浮いた澱よどんだ水面に天てん井じようから水滴が落ち、もたつく水音とともにゆるゆると波紋が広がる。

　ぴ……ちゃん。

　遠くのほうで断続的に水音が跳ねる。

　饐すえた湿気と鉄錆の匂においが沈ちん殿でんするだだっ広い空間だった。天井の亀き裂れつから射さし込む細い斜陽が懐かい古こ的てきなオレンジ色の日ひ溜だまりで水面をゆるく照らしている。

　以前聞いた話では、戦時中の武器工場跡なのだそうだ（今はそんな物ぶつ騒そうな設備は遺のこっていないが）。地上は六、七階の高さがある吹き抜け、地下も非常に深く、ダウンタウンの地中に張り巡らされた地下トンネル網と繋つながっていると言われるが、一面黒っぽく澱んだ池になっているので底のほうがどうなっているのかは知らない。水すい棲せい化かしたトランスジェニックが棲すんでいるとかいう噂うわさはこういう場所につきものの怪かい談だんだろうが、ジャンキーの死体が大量に沈んでいるというのはあながち嘘うそではないかもしれない。

　最初にこの廃工場に潜もぐり込んだのは十一歳のとき。それ以来ちょくちょく家を抜けだしてはスラムに入いり浸びたるようになり、スラムでできたトカゲの友人が家屋の修しゆう繕ぜんの材料を仕入れにいくのによくついていったので、少年時代の三嶋にとってここは勝手がわかった秘密基地みたいな場所だった。

「まだ飲めるかな……」

　池のほとりにまだ上水道が通っている水場があり、昔はここで手を洗ったり飲料水にすることもあった。錆さびついた蛇口をひねってしばらく放水したあと口をつけて舐なめてみると、濃こい錆の味がしたが一応飲むことはできそうだった。拾ってきたペットボトルを洗って七分目くらいまで水を汲くんだ。

「……？」

　蛇口を締しめた右手に皮ひ膚ふが引ひき攣つれるような違和感があった。首をかしげつつ同じく右手でペットボトルのキャップを締めたが、今度は特に何も感じなかった。

　電話も済んだし、戻らないと。いないあいだに彼女が目を覚ましていたら心細い思いをするだろう。

　ペットボトルを右手に提げて頭上を振り仰ぐと、池に面した壁かべに沿って鉄骨の作業通路が階層状に這はっている。上のほうの階に偉い人間の執務室か何かだったらしい部屋があり、寝ね心地ごこちがいいとは言えないが一応ベッドがわりにできるソファが残っている。そこにマドカを寝かせてきていた。

　片側が壁、片側が池に張りだした作業通路の上を歩きだす。格子状の鉄網が張られた足場の下で澱よどんだ水面が鈍にぶい光を反射して揺れている。通路の端の梯子はしごで各階を行き来できるようになっているが、ところどころ瓦が礫れきで塞ふさがれていたり足場が崩れて池に落ち込んでいたりと迷路化しているので、内部に明るくない人間が不用意に歩きまわると稀まれに遭そう難なんする。ジャンキーの死体が沈んでいるという話はそのへんから来ているんだろう。

「みしまぁー……」

　蚊かが鳴くような呼び声がどこかで聞こえた。池の中から喋しやべっているんじゃないかと思うような、水面の揺らぎに似た波長を帯びたか細い声。なんの呪のろいかとぞっとしたが聞き覚えのある声だ。

「みしまぁー……」

　間隔をあけて何度か聞こえてくる。

　瓦礫や資材で見通しが悪い通路を見まわしながら少し進むと、紐ひものようなものの切れ端が頭上から垂れさがっているのが視界の端にとまった。紐に沿って視し線せんをあげると、二つ上の階の作業通路が半ばから折れて、その下の階の通路を巻き込む形で崩落している。途と切ぎれた通路の端にひと抱えほどの束になった古びたロープが引っかかっていて──顔見知りのカエル顔とヤモリ顔が、そのロープの途中でぶらぶら揺れていた。カエルのほうはロープの結び目にしがみついた状態で、ヤモリのほうは足首が絡まって宙ちゆう吊づりになっている。

「……何、やってんの？」

　たぶんのっぴきならない事態なのだろうがつい間抜けに訊きいてしまう。カエル顔のメッキが申し訳なさげな半笑いを浮かべて、

「あのう……セイドウが悪いんだよ、ちゃんと足もと見てないから」

「ちげーよっ、メッキが前見ないで押すから──」

　セイドウが異い議ぎを唱えた瞬しゆん間かん、特に固定されているわけでもなく通路に引っかかっているだけのロープが半メートルばかりずり落ちて二人揃そろって引きつった悲鳴をあげた。二人ぶんの体重を支えるには強度に無理がありそうだ。「あの、三嶋……もしよかったらでいいんですが、助けてもらえると」遠えん慮りよがちに助けを求めるメッキの声に「いや、もしよかったらじゃなくて助けて、三嶋っ」とセイドウのストレートな嘆たん願がんが被かぶさる。

　妙に殊勝なメッキの態度に三嶋はちょっと苦笑して、

「待ってろ」

　二人の下をくぐって通路をもう少し進み、突きあたりの梯子はしごから二階上の通路に登る。揺らしたらまずそうだったので気をつけながら崩落した通路の端まで近寄り、足場に膝ひざをついてロープの状態を見おろすと、腐ふ蝕しよくが進んで脆もろくなっているようで、足場の鉄骨に引っかかっている部分が今にもちぎれそうになっていた。長くはもちそうにない。

「三嶋ぁ、はやくぅ……」

「ああ。ちょっと待って」

　下方から不安げな声に急せかされて、身を乗りだしてロープを掴つかむ。二人まとめて助けるのは無理なのでメッキがしがみついているほうを先に引きずりあげ、足場の端にメッキの手が届いたところで腕を取ってよじ登るのを手伝う。

「こ、怖かったようう……」

「わかったわかった。もう平気」

　抱きついてくるメッキをなだめて通路の奥の安全なほうに押しやっておき、後まわしにされて恨めしげに吊つりさがっているセイドウを助けにかかる。メッキは小柄だからまだいいが、セイドウのほうは三嶋の力ではだいぶ骨が折れそうだった。

「よっ……」

　気合いを入れて引きあげようとしたとき、ぶつっと音を立てて腐りかけていたロープに亀き裂れつが入った。「ひいっ」セイドウが悲鳴をあげる。間一髪、亀裂が広がる前に目いっぱい半身を乗りだしてまだ強度が残っている場所を掴みなおしたが、

　みし……

　ロープが立てる音とは別の不可解な音を自分の腕の中で聞いた気がした。

（なんだ……？）

　さっき感じた引ひき攣つれるような違和感が強くなる。

「みっ、みしま、みしま！」

　と、そのときメッキが急に背中をぐいぐい引っ張って騒さわぎだしたのでそれどころではなくなった。「やばい、やばいよっ！　はやく、はやくっ！」「って、揺らすな、危な──」「ぎゃーっ、こっ殺す気かメッキ！」三人で喚わめきあう声が壁かべと池の表面を叩たたいて跳ね返り周囲にこだまする。

「あそこ、いる、いる、あいつっ……！」

　メッキが掠かすれた悲鳴をあげて指差した先、一つ上の階の通路に影かげが見えた──瞬しゆん間かん、三嶋もぎくりとして息を飲み、セイドウも逆さまのままぴたっと喚わめくのをやめた。

　通路の手すりの陰からこっちの様よう子すを見ている人ひと影かげがあった。白っぽい色の双そう眸ぼうが池の揺らぎを反射してそれだけで単体の生き物のようにざわりと蠢うごめく。白い幼虫か何かが巣くっているように見えて、全身の皮ひ膚ふが粟あわ立だつような悪お寒かんに襲おそわれる。

　血の気の引いた顔で硬直している三人を見おろして、人影は薄うすく笑っただけで、手すりの向こうに姿を消した。

「なんで、あいつが……」

　背筋にへばりついた悪寒と鳥肌が消えないまま三嶋は愕がく然ぜんと呟つぶやき、肩越しにメッキを振り返って「なんでいるんだ、ここにっ」声を荒げて訊きくと、急な剣けん幕まくに驚おどろいたのかメッキがひゃっと縮ちぢこまった。

「知らない、知らないよっ。あたしたちただ、あいつを見かけたから尾つけてきただけで、そうしたらここに入るのが見えたから、窓から忍び込んで……」

「はやく言えよっ」

「ご、ごめんなさっ……逃げよう、ねえ、はやく逃げようよっ」「俺おれ、俺を先になんとかしてくれ！」動転したメッキが背中を引っ張り、一方セイドウが下でやみくもに暴あばれるのでぎりぎりの力でロープを掴つかんでいる右腕に負荷がかかって骨が軋きしむ。

「ちょっと黙だまれ──」

　その瞬しゆん間かん、

　べりっ──

　およそ人間の身体からだから発せられるとは思えない、布が引き裂けるような音とともに右みぎ肘ひじの皮膚に大きく亀き裂れつが入り、関節の骨と周囲の組そ織しきがごそっとはずれた。

「いっ……いやーっ！」

　三嶋本人ではなくメッキのほうが悲鳴をあげた。腕があり得ない伸び方をして宙ちゆう吊づりのセイドウの頭が一段下がり、筋がいっぱいに引っ張られたところでがくんととまって肩に激げき痛つうが突き抜ける。それでも手を放さなかったのはたぶん単に手を放すという神経が働かなかったからだった。

「みし、みしま、ううううで、うでがうでがっ」

「はやくはやくはやく引きあげて！」

　動転した二人が喚きたてる中、歯を食いしばってロープを掴んだまま頭の半分では別のことを考えていた。なんであいつがここにいるんだ──マドカを捜しにきたのか？　まだマドカをつけ狙ねらって追ってきた？　違う、おかしい、実の妹を狙う理由なんてないはずだ。でも単に迎えにきたとは思えない──。

　ぶちぶちという怪音は自分の腕の筋がちぎれる音か、あるいは腐ったロープのほうが立てている音なのかもうよくわからないがセイドウがまた少しずり落ちる。メッキが背中にしがみついてきて「三嶋もういいよ、放していいよっ、セイドウなんて落っことしていいからもうやめようよ逃げようよっ」

「バカよくねえよっ！」

「うるさい……騒さわぐな……」頭の中でいろんな音が乱反射して吐き気がしてくる。いや吐き気は腕がちぎれかけてるせいか。

「落っこちたってどうせヤモリが潰つぶれるだけなんだから」

「メッキてめえ覚えてろっ──」

「騒ぐな！」

　喚わめき散らす二人を一いつ喝かつすると、二人揃そろってぴたりと口を閉じた。びっくりした顔で硬直する二人にトーンを落とした声で続ける。「今助けるから、暴あばれるな。メッキ、俺おれが落ちないように支えてろ」固まっていたメッキがあわあわ言いながら頷うなずいて胴に手をまわす。

　右手でロープを掴つかんだまま、身を乗りだして近くに垂れていた別のロープを左手でたぐり寄せ、「こっち。掴まれ」指示を受けて、逆さまのままセイドウがそろそろとそっちに手を伸ばす。指が触れたところで三嶋が掴んでいるほうが振り子のように揺れてみしっと軋きしみ（実際軋んだのは三嶋の腕のほうだったが）「ひっ」セイドウが慌てて新しいほうのロープにすがりついた。

　途と切ぎれそうになる精神力を掻かき集めて渾こん身しんの力でそっちのロープを引きあげ、足場の端に手が届くところまで来ると、セイドウはどうにか自力で這はいあがってきた。

「死ぬかと思った……」

　上半身を引きずりあげたところでセイドウが力尽きたように突つ伏し、半分泣きだしながらメッキもへなへなとその場に尻しりもちをつく。その格好で放心している二人を残して三嶋は一人腰をあげた。変に長くなった右手がだらんと垂れ、妙に冷静に腕を見おろして総領征威の部屋にあった神経系のホルマリン漬づけに似ているとか思う。切断面の皮ひ膚ふがどす黒い緑色に変色しているのを見て池田のせいだろうという見当はついていた。感覚が麻ま痺ひしているだけかもしれないが痛みはあまり感じない。たださっきからひどい吐き気と目め眩まいがして視界がぐらぐら歪ゆがむ。ふらついて通路の手すりに腰をぶつけながら左手で尻ポケットの携帯電話を引っ張りだし、メッキに放る。

「テツにでんわ、しろ」

　自分の声が頭の中で歪んで聞こえて自分の声じゃないみたいだった。「えっ、三嶋、どこ行くのっ」メッキが電話を受け取るところまではもう視界に入っていない。ふらふらときびすを返して、晴継が消えたあとを追う。







　手術のあと、病室で最初に目覚めたときから、頭の芯しんに奇妙な記き憶おくの断片があった。行ったことがないはずの場所、知らないはずの匂におい、聞いたことがないはずの声。

　奇妙ではあったが、マドカの中ではそれは異物という感じはしなかった。よくわからないけれど、もともと一人だった自分という人間がばらばらになってしまって、それがまた一人になっただけみたいな、そんな感覚だったから。

（ここ……知ってる……？）

　灰ネコのぬいぐるみを抱いてソファに身体からだを横たえたまま、視界に映る部屋の様よう子すをぼんやりと眺める。コンクリートが剥むきだしになった床と天てん井じよう、壁かべの一面が取り払われて二つの部屋がひと続きになっている。ただ、かすかなノイズが混じった静寂が部屋の中にこもっているだけで、聞こえるはずの交差点の音が聞こえない。感じがよく似ているだけで、知っていると思った場所とは違うようだった。すごく昔かすごく未来に存在している同じ部屋にいるみたいな不ふ思し議ぎな錯さつ覚かくを覚える。

　記き憶おくの中にある部屋の風景を網膜に重ねる。マドカが寝ているのは壁際のベッド。ここから眺めると部屋の真ん中の床にテレビが置いてあって、向こう側の壁際にちょっと場違いなアンティーク調ちようのソファがある。その前の床に座ってソファに寄りかかって雑誌を眺めている人が、マドカの視し線せんに気がついて顔をあげる。

　何、マドカ。

　これといって特徴はないのに聴ちよう覚かくに心地ここちよく浸透する声。肉付きの薄うすい頬ほおの片側を少し歪ゆがめてだるそうに笑う。

　マドカもその人の名前を呼ぼうとするが、喉のどに引っかかって名前が出てこない。もどかしげに記憶の断片を探って名前を捜しだす。脳裏にフラッシュするブツ切れの映像──視覚に飛び込んでくる対向車のヘッドライト、疾走するアスファルト、ぼんやりとした表示灯が滲にじむ地下鉄の入り口、ぐにゃぐにゃ歪ゆがむ階段を駆け降りる、黒い銃口、目の前を突っ切る地下鉄の壁、血だらけの公衆電話。泣きそうな顔で自分の名前を呼んでいる人。何か言おうとして口を開く自分──。

「みし……ま……」

　自然と口からその名前が出たとき、記憶のピースがかちりとはまるような音がした。

（私……）

　近づいてくる気け配はいを感じて思考を中断した。

　ざり……ざ、ざり……

　床に積つもった埃ほこりをこすって足を引きずるような不規則な靴音とともに、気配が部屋に入ってくる。ソファに頬をつけたままマドカはコートのポケットの中で右手を握った。閉じた瞼まぶたを通して感じていたぼやけた光の上に大柄な影かげが落ち、ゆっくりと手を伸ばしてくる。

　影がマドカの喉に手をかけた瞬しゆん間かん、マドカも相手の手首を掴つかんで跳ね起きた。両者その体勢で固まって、灰かい白はく色しよくと薄うす灰はい色いろ、濃のう度どは違うが同じ灰色の色素を持つ瞳ひとみで睨にらみあう。相手の手がぎりっと首を絞めてくる。

「晴ハル兄にい……何するの、苦しい。私よ……？」

　掠かすれた声で呼びかけると、突然人間語で話しかけられた恐竜さながらに男がわずかに訝いぶかしげに首をかしげた。ほんの一いつ瞬しゆん力がゆるみ、その隙すきにマドカはポケットの中で握っていた右手を男に向かって一いつ閃せん、転がるようにソファから逃れて距きよ離りを取ったところで右手に構えたカッターナイフを前に突きだして男と対たい峙じする。

　縦たてにざっくりと裂け目が入った男の下腕部に見る間に血が滲にじみはじめる。しかし男はむしろ面おも白しろそうにすら見える顔で自分の腕を見おろして、にやりと頬ほおをひん曲げた。

「やっぱり、お前か……Ｃ４……」

「私はマドカよ。Ｃ４は死んだ。お前が殺したんじゃない」

　コミュニケーションを取る気のない一往復だけのやりとりで会話は終わり、晴継がベルトに差した細身の拳けん銃じゆうを抜く。カッターナイフを前に構えたままマドカはじりっと後ずさる。

　コートの裾すそをひるがえして部屋から飛びだした直後、戸口のコンクリート壁かべを銃弾がちゅんっとこすった。足がもつれて転びそうになりながら作業通路を一いつ直ちよく線せんに走り、梯子はしごをつたって下の階へ。両手で梯子をたぐって降りながら視線をあげると上の通路の手すりから晴継が身を乗りだして銃口を向けてくる。

　間一髪で一つ下の階に飛び降りて、壁に沿って渡された作業通路をまた走りだす。鉄網の足場を蹴ける足音が追ってくる。肩越しに一瞬背後を確かく認にんし、視線を前に戻したところで、はっとして急ブレーキをかけた。

　通路がそこで崩落していた。半ばから無惨にもげた足場の端ぎりぎりで立ちどまったつま先の下には約四階ぶんの虚こ空くうと、かすかな光を受けて揺らめく黒々とした水面。眼下に視線を落として舌打ちしたとき、

「マドカ！」

　聞こえた声に視線をあげると、途と切ぎれた通路の対岸に青年の姿が見えた。手振りで跳べと指示されてマドカは迷わず足場を蹴る。

「三嶋！──」

　背後でサプレッサーの乾いた銃声が聞こえた。







　マドカの背後、銃を持った晴継の右手があり得ない角度に跳ねあがり、肘ひじから先がちぎれて飛ぶのが見えた。同時に足場を蹴ったマドカの身体からだがつんのめるようにはじかれて、伸ばした手と手が一瞬触れただけですれ違う。

　間一髪、三嶋はとっさに右手でマドカの手首を掴つかんだが、

　びっ──

　筋肉繊せん維いが引き裂ける音とともにがくんと腕を引っ張られて、「くっ……」引き寄せることができず逆に引きずられて一緒に通路から投げだされ、糸が切れた人形みたいに眼下の池に向かって落下する。硬い水面に背中を叩たたきつけられる衝しよう撃げき。圧力差で鼓膜がおかしくなって水音は聞こえなかった。

　波打つ黒い水の中に引きずり込まれ、手足に絡みつく重い水流に翻ほん弄ろうされて繋つないでいたマドカの手の感触が自分の手の中からすり抜けていく。視界一面が漆しつ黒こくに侵されて全感覚がもぎとられる中、

（三嶋って、今……）

　彼女が確たしかにそう呼んだことに気がついていた。







　通路の端から眼下を見おろし、一面に横たわる澱よどんだ池を一望する。長い波長の水輪がもたもたと広がって未練がましく消えていく。

　自分の右腕に視し線せんを移して晴継は首をひねった。

　撃うった衝撃でもげた。

　肘ひじの切断部をしげしげと眺めると、皮ひ膚ふ全体がなめくじが這はったあとのような帯状の緑りよく斑はんに侵されている。周囲を見まわし、少し離はなれたところに肘から先の部分が転がっているのを見つけた。硬直した手がサプレッサー付きの二十二口径をまだ握っている。

　腰をかがめて残った左手で銃を拾おうとしたとき、斜め前から踏み降ろされた靴に手の甲を踏まれた。

　ぱき。

　枯れ枝が折れるような音を立てて左手も砕けた。

　シルバーグリーンの鱗うろこを帯びた腕が、転がっている右手から二十二口径を引ひき剥はがして拾いあげた。砕けた左手を伸ばしたまま視線をあげると、同じく鱗を片かた頬ほおに帯びた爬は虫ちゆう類るい顔の男が二十二口径を手にして立っている。

「よう……トカゲじゃねえか」

　頬を歪ゆがめて晴継が言うと、飄ひよう々ひようとした顔でトカゲも「よう」と応じ、腕を伸ばして銃口をこっちに向けた。あまりに月並みなその行動に晴継は心底がっかりした。

「なんだよ、トカゲだったらトカゲらしく自分の身体からだ張って戦えよ。硝酸吐くとか腕が変型して武器になるとかしねえのか？」

「残念ながら、俺おれはごく普通のなんの力もない人間だから、あんたみたいな化け物相手に素手で渡りあう勇気はない」

　サプレッサーの銃声が響ひびいた。
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　ミシマ……ゴメンネ……

　またあの夢をみた。

　四肢に絡みつく水流にもみくちゃにされる中、繋つないだ彼女の白い手が黒いノイズに侵しん蝕しよくされ、虫に喰くわれるように細胞が一つずつ欠けて原型を失っていく。彼女の存在を捕まえようとして水を掻かいた自分の手にもノイズがまとわりついて腕をむしりとっていく。

　ああ、今度は夢じゃなかったんだ。

　目の前で消えていく彼女の存在を、また何もできずに手放すことしかできなかった。

（どう……なったんだっけ、俺おれ……）

　誰だれに水から引きあげられたのかよく覚えていないが、毛布を被かぶせられて池のほとりに座らされていた。鼓膜がまだ若じやつ干かんおかしくなったままで、周囲のざわめきが遠いところから聞こえている。ぼんやりした頭で周囲に視し線せんを流すと、ダーウィンズ・ヒルが駆けつけてきたらしく黒服の男たちが立ち働いて現場の後処理をしていた。

「まったく、やめろって前に忠告しただろうが……」

　傍らに膝ひざをついて腕の状態を見ていた長身の男が苦い溜ため息をついて顔をあげた。

「レトロウィルスの変異体が増殖して組そ織しきが壊こわれかかってるところに異常な負荷がかかったんだ。あとちょっと何か無理をしてたら確かく実じつに腕がちぎれていたところだ。学生が作ったベクターなんてなんの検証もされてないんだ、どんな危険があるかわからないことくらい少し考えれば……」延々と続きそうな苦言を半分くらい聞き流しながら、いまいち現実から遊ゆう離りした頭で自分の右腕を見おろす。肘ひじから先が剥むきだしの靭じん帯たいのようなものでぶら下がって身体からだの横にだらんと置かれている。

「俺の腕の一本や二本……別に惜しくなかったです」

　ぼそりと呟つぶやくと頭を殴られた。思いっきり。腕のほうはほとんど痛覚がないので反応もわいてこなかったがこっちは普通に痛かった。

「痛つぅー……」

　ようやくまともなリアクションをして片手で頭を抱えていると、総領征威の真ま面じ目めな声が頭の上に降ってくる。「腕が一本欠けるってのがどういうことか本気で想像してみたことがないだろう君は。一生不自由な身体を引きずって歩くことになるんだぞ」「すみません……」それでも三嶋はまだふてくされた顔で俯うつむいて答える。

　だってマドカは、ぼろぼろになって電話ボックスから電話をかけてきたときだって、最初に三嶋の怪け我がの心配をしたくらいで自分自身については平気な顔をしていた。あのときマドカが痛かったことに比べたら、マドカが苦しかったことに比べたら、自分の腕の一本や二本なんてなんでもないと、本気でそう思う。マドカのかわりになれるんだったら腕でも足でも別に惜しくなかった。

　そうだ、マドカは。

　はっとして視し線せんをあげる。目の前でマドカが撃うたれて──。

　と、征威が肩をすくめる仕し草ぐさをして、三嶋の前に何かを差しだした。頭の部分に紐ひもと紙のラベルがついた、灰色のネコのぬいぐるみ。腹部に穴があいて中のビーズがこぼれだし、もともとくたっとしていたものがすっかりぼろ雑ぞう巾きんみたいになっている。意図が読み取れないまま見おろしていると征威がぬいぐるみを脇わきにどけて、その下に持っていたものを見せた。

　壊こわれたカッターナイフだった。プラスチックの柄が溶けて中の刃が粉々に砕けているが、柄のくぼみの部分が銃弾を受けとめている。

　腰をあげた征威の陰から、毛布を被かぶった少女がひょいと顔を出した。

「へへ……びっくりした？　私も少しびっくりした」

　冗じよう談だんっぽく言って、湿った墨すみ色いろの髪が張りついた頬ほおにはにかんだ笑みを浮かべる。彼女の顔を凝ぎよう視ししたまま三嶋がノーリアクションで固まっていると、近くまで来てしゃがみ込み、自分の毛布を三嶋の頭に被せてごしごし拭ふきはじめた。

「大丈夫、私もう死なないよ。ほらね、ちゃんと息してるよ」

　毛布の隙すき間まに唇を寄せて囁ささやく彼女の吐息が耳にかかる。被った毛布で周囲の音が遮られて、二人だけが隔かく離りされたかまくらの中にいるような不ふ思し議ぎな空間に包まれている。

　けっこう粗雑に扱われるがまま三嶋はまだ銅像みたいに固まっていたが、ようやくぎこちなく口を開いた。

「マドカ、俺おれのことわかる……んだ……？」

「うん。わかるよ？」今さらという感じで頷うなずくマドカ。

「だって、なんで……」

「うーん、なんでかな……たぶんね、約束したからよ」

　ちょっと難むずかしい顔で小首をかしげたあと、彼女はふっと表情をゆるめて一人で納得したようにうん、と頷き、

「私、前に言ったでしょ、いるよって。三嶋のそばにいるよって。だから私、帰ってきたんだよ。ぜんぜんおかしいことでも、不思議なことでもない。だって私がそう言ったんだから、そうなったのよ」

　そう言って、澱よどみのない薄うす灰はい色いろの瞳ひとみをまっすぐこちらに向けて微笑ほほえんだ。その表情は三嶋がよく知っている、夏に出会ったあの少女とも、テレビで群衆にやわらかい笑え顔がおを振りまいていた総領マドカとも少しずつ違っていて、とはいえ少しずつその片へん鱗りんもあって、ようするに掴つかみどころのない感じはやっぱりあのマドカには違いなくて、

　ふいに顔をあげていられなくなり、かくんと首をうなだれて自分の膝ひざに突っ伏した。

「三嶋？　大丈夫、腕痛いの？　すぐ運んでもらうから」

　かがみ込んで訊きいてくるマドカに俯うつむいたまま首を振っただけで、被かぶった毛布を引っ張り寄せて顔を埋める。顔に張りつく濡ぬれた髪から水滴が落ちて頬ほおをつたい、今はかえって助かったと思った。







「うちの病院に運べ。一応扱いは丁てい重ちように。手術は僕が担当する、叔お父じには手を出させるな。それから僕の秘書に連絡して、今日と明日の予定は全部キャンセル」

「いいんですか？」

「いい」仕事をさぼる口実になってちょうどいい。

　指示を受けて三嶋を運びにいこうとする黒服を呼びとめてもう一つ指示を出す。

「あと兄貴は護ご送そう車しやに放り込んで隔かく離りしろ」

「どっちが先です？」

「兄貴はあとでいい」

　言い捨てておいて、征威はきびすを返してその場を離はなれた。

　ドッグレース場の近くにこんな地底湖があったとは……廃工場の底辺一帯に溜たまった澱よどんだ池を感心半分に眺めながら、湿気でぬめった瓦が礫れきを踏み越えて池のほとりを歩く。「よっ」壁かべ沿ぞいの鉄てつ梯子ばしごに足をかけ、二階ぶんほど登ったところでちらりと眼下に視し線せんを落として、内心少しだけ怯ひるんだ。オフィスビルの高層階から地上を眺めてもなんとも思わないのにこういう不安定なところは慣なれていない。

　四階の作業通路にあがったところで、トカゲの属性を持つ長身の青年と行きあった。トカゲが手に提げている晴継の二十二口径に目をとめて征威はその場で立ちどまった。友好的とはいえない空気が張り詰める中、両者距離をおいて睨にらみあう。

　トカゲのほうからふっと態度をゆるめ、手の中で銃を回転させてグリップをこっちに向ける格好で差しだした。

　征威も気を抜き、お互い数歩歩み寄って銃を受け渡す。

「本気で殺やるつもりだったのか？」

　受け取りながら訊いてみると、トカゲは片方の眉まゆを軽くあげた。

「本気だったさ。でも実銃なんて持ったのはじめてだったから、手が震ふるえて狙ねらいが狂った」

「はじめてだったのか」

「意外か？」気分を害したように琥こ珀はくの瞳ひとみで睨んでくる。「いや。失礼した」素直に謝しや罪ざいするとふいと視線を伏せてすれ違い、梯子を降りていった。「鉄郎さん、三嶋さんの病院一緒に行きます？」くわえ煙草タバコの不ふ明めい瞭りような声で呼びながら、梯子の下に金髪の少年が駆け寄ってくるのが見えた。

　征威は一人通路の上に残り、崩落した通路の手前に倒れている長兄に歩み寄った。肩を撃うたれているが残念ながら致命傷ではなかった。

　立ちどまった靴の先に肘ひじの部分からもげた右腕が転がっている。三嶋の右腕にあったのと同じ青あお黴かびに似た色素の帯が切断面を中心とした皮ひ膚ふ一帯に浮いていた。神経伝達物質の分ぶん泌ぴつ制御のために使った未完成のベクターが異常を起こしたのだろう。同時期に同じ異常の発生──三嶋のほうにも幻覚の兆候が現れていたとしたら、叔お父じが使ったベクターと三嶋の大学の研究生とかいうのが使ったそれになんらかの関連がある可能性があるが、とりあえず征威の窺うかがい知るところではない。

　呆あきれるほど頑丈なもので、銃じゆう創そうを負って右腕がもげて左手も砕けているというのに晴継はそれなりに無事に生きていた。虚うつろな視し線せんを地面すれすれにさまよわせて何か意味不明なことを呟つぶやいていたが、征威が目の前に立つとのろのろと視線をあげ、頬ほおに半笑いを浮かべた。

「よぉう、せいぃ」

　挨あい拶さつするように持ちあげた晴継の左手を、征威の革靴が踏みつけた。

「兄貴、俺おれはすごく怒ってるんだよ」

　ぎりっと靴底に力を入れてねじる。「うぁ……」潰つぶれた泣き声を漏もらして手をどけようとする長兄を見おろして、冷たい低い声で。

「叔父さんはあんたを生かしておいていろいろ遊びたがってるみたいだけど、俺はあんたは死んだほうがいいと思ってる。俺も医者だからね、ばれないようにあんたをどうにかしようと思えば、いくらでも手段はある。

　その空っぽの頭によく刻みつけとけ。今度俺の妹に少しでも危害を加えてみろ……俺は迷わずあんたを殺す」
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　みしまゆきひろ。

　来院者記き録ろくに署名というのをやらないといけなかったので試しに右手で書いてみたら幼稚園児並みの字になった。

「みしま、へたくそぉ」

　ホタルが横から覗のぞき込んで正直にけちをつけてくる。「いんだよ、リハビリはじめたばっかりなんだから」口をとがらせて言い返しつつ、五歳児に言われたということは幼稚園児並みどころか幼稚園児以下かと三ミ嶋シマは内心微妙にショックを受けた。

　ぎこちなくボールペンを握っている右手は、一応もう神経は繋つながっているらしいがうまく動かせない。リハビリで完全に回復するという保証もないらしい。とはいえ一応なりとも神経の通った腕がついているだけありがたいと思えと総ソウ領リヨウ征セイ威イ主治医センセイに口を酸っぱくして言われた。ダーウィンズ・ヒルの最先端の医い療りよう技術がなかったら切断するしかないような状態だったのだという。手術費用は総領家が負担すると言われたのだが、癪しやくなので時間がかかっても全ぜん額がく返そうと思っている。普通に働いたらどれくらいかかるかわからないが。

「ガッコもちゃんと行かないといけないし、治ったら何かバイトもしようかな」

「三嶋さんにまともにバイトができるとは思えませんけど」

「できるって……」

　せっかく本気で生活を改めようと思ったのにススキからはまるで感銘を受けない突っ込みを食らい、鉄テツ郎ロウに至っては反応もしなかった。

　それにしてもなんだってこんなに大人数で来ることになったのかと自分の左右を見まわして首をひねる。待合いベンチの右みぎ隣どなり、座席を一つあけて不ふ機き嫌げんそうに腕組みをしている鉄郎。左側のすぐ隣にはホタルと、その向こうにススキ、さらにその向こうにリボンで飾られた袋に入った巨大なブロントザウルスのぬいぐるみ。ススキはホタルのクリスマスの買い物につきあわされた帰りで、鉄郎はさらにそれにつきあわされた運転手だそうだ。

　総合病院の産婦人科のロビーだった。ナースルームのブースの中で立ち働いている数人の看かん護ご師しの姿が見える。病院独特の消毒臭さは嫌いではないが、産婦人科というのはなんだか全体的にベビーパウダーみたいな匂においがして落ち着かない。

　あれから三週間、十二月二十三日。

「行ユキ祐ヒロくん」

　名前を呼ばれて振り返ると、廊下の先で「お待たせ。こっちよ」と手招きをしている佐サ枝エの姿があった。

「すぐ行きます」

　腰をあげて応じながら変な緊きん張ちよう感かんが背中を這はいあがってくる。頼りない気分で左右に助けを求める視し線せんを送ると、「俺おれは待ってる」「えー。じゃあオレも嫌いやですよ」……じゃあなんで付き添ってきたんだよお前ら。

「ホタル、ホタル一緒に来て。お菓子やるから」

「いいよぉ？」

　友だちがいのない男二人は諦あきらめてホタルを誘い、「ツバつけないでくださいよー」「どうかな。つけるかも」ススキの冗じよう談だんのようでいて本気っぽい忠告を肩越しに受け流しつつ、佐枝に案内されて歩きだす。

　壁かべの向こうでこの世の終わりみたいな赤ん坊の金切り声が聞こえていたりして少々神経を削られる廊下を佐枝についてしばらく進み、少し先に〝未み熟じゆく児じ室〟というプレートがついた引き戸が見えた。「ぷ」三嶋が急に立ちどまったので斜め後ろをちょこちょこ歩いていたホタルが脚にぶつかって変な声を出した。

　看かん護ご師しに付き添われて、ちょうど戸口から出てきた人物がいた。

「あ、奥さま……」

「佐枝さん」

　声をかけようとした佐枝を三嶋は小声で制した。「でも……」「今度、ちゃんと会いにいきますから」戸惑いがちに振り返る佐枝に軽く笑え顔がおを見せ、看護師の手を借りて頼りなげな足取りで廊下の向こうへと消えていく母親を見送る。

「だぁれ？」

　無邪気に言ってホタルが服の裾すそを引っ張ってきた。

「きれいなひとだね」

「ん……うん」

　廊下の先に視線を向けたまま、三嶋は若じやつ干かん放心して頷うなずいた。実は三嶋自身もさっき一いつ瞬しゆんわからなかった。……母親は、遺伝子改造の効果も副作用もどちらも薄うすれて、本来の姿に戻りつつあった。三嶋を産んだのが十八のときらしいので、三十七歳。はじめて見る年相応の姿の母親は、年相応に、普通に綺き麗れいな女性だった。

　未熟児室に入ると、面会用のガラス窓の向こうにケースで覆おおわれた小さなベッドが並んでいた。昨日人工子宮から出て未熟児室の保育器に移されたと聞いて、自分自身も一昨日おとといまで総領傘さん下かの病院に監かん禁きんされていたせいもあってはじめて今日来てみたのだった。

　ホタルを子供用の踏み台に乗せて、二人並んでガラス越しに保育器の中を覗のぞく。

「わあ。かわいいねえ、赤ちゃん」

　踏み台の上でさらに背伸びをし、ガラスに両手と額ひたいを張りつけてホタルがはしゃいだ声をあげる。三嶋のほうはというと、心持ち蒼白な顔でガラスの向こうを凝ぎよう視ししてしばらくそのまま固まっていた。

「どうかした？」

「あ」

　訝いぶかしげな佐枝の声にはっとして振り返り、「いや、意外と……」あらためてもう一度、保育器の中で白いタオルケットにくるまれて眠っているその小さな生き物に視し線せんを戻す。

「意外と……ヒトのカタチしてたから」

　呟つぶやいて、ほっと息をついた。実を言うともっとこう、エイリアンの赤ん坊みたいなのを想像して……内心ちょっとびくついていたのだが、ふっくらした桜さくら色いろの肌の、ちゃんとした小さな人間だった。

「お兄さんとよく似てますよ」

　未み熟じゆく児じ室の担当らしい看かん護ご師しがにこやかに話しかけてきた。お兄さん？　と三嶋は一つ瞬まばたきをしてから、

「似てないです」

　迷惑な顔できっぱり否定した。看護師が鼻はな白じろんで口ごもり、「行祐くん……」佐枝がはらはらした様よう子すで息を飲む。

「ぜんぜん似てないです、俺おれとは」

　繰くり返して否定して、ガラスに軽く額ひたいをつけた。目を伏せて口の中で短い言葉を呟つぶやく。生まれてこないほうがいいと一度は本気で思った小さな命に、今は不ふ思し議ぎと素直に、心からの祝福の言葉を。俺みたいな人間になりませんように。

　幸せになりますように……。
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　がこ……ん。

　取りだし口に落ちてきた缶コーヒーを腰をかがめて拾いあげた。「あっつ……」指先に滲しみた痛みに一人で声を漏もらしつつ左手だけでプルタブを抜き、ちびちびと口をつけながら自動販売機の前を離はなれる。

　バンはホタルを送っていったので、三嶋は途中で別れて地下鉄で帰ってきた。すっかり深まった冬の空気が頬ほおを刺す十二月下旬の夜。コートの襟えりに顎あごを埋めて缶コーヒーで手をあたためながら、車のライトと騒そう音おんが行き交うハンダ通りのガードレール沿いを歩く。

　四丁目の交差点の少し手前で、視線をあげて立ちどまった。

　ガードレールの支柱の上にフードを目ま深ぶかに被かぶった小柄な人ひと影かげが座っていた。もう別に顔を隠す必要はないのでフードは単に寒いから被っているのだろう。浮いた両足を退屈そうに交互に振りながら、両手で持った缶ココアを舐なめている。

　三嶋がしばらくそのまま突っ立っていると、ココアをのんびりと全部飲み干してから、少女がこっちを振り返った。
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「おかえり」

　とっくに気がついていたらしい普通の顔で。

「……ただいま」

　マイペースだなと三嶋は苦笑して応こたえた。「こんなとこで待ってたら誘拐されるぞ」「大丈夫。わりとやる気のない護ご衛えいの人がちゃんと陰から見てるから」しれっとして言う。それは安心していいのかどうなのか。

「帰ろ」

　スカートの裾すそがひるがえるのもかまわずに少女が無造作にガードレールから飛び降りてくる。フードが脱げてゆるい癖くせのある髪がふわりと肩から流れ、冷気でほんのりと赤く染まった頬ほおにひと房かかった。

「って、また居つく気？」

「ううん。門限十時」

「なーんだ」

「残念なの？　じゃあ住む」

「いや、それもちょっと……」

　話しながら並んで歩きだす。交差点の角の雑居ビルはもうすぐそこに見えている。あの部屋に、今度こそ一緒に帰ろう。床に散らばったチラシを踏んでエントランスを抜けて、エレベーターはどうせいつもどおり壊こわれているだろうから荷物で埋まった階段をのぼって、少し息が切れてきたところで四階に着いて、気に入っているスニーカーメーカーのキーホルダーで鍵かぎをあけて。

　ドアをあけたら、ハンダ通り四丁目の交差点のかすかなノイズが聞こえてくる。







　　あとがき




　頸けい椎ついの七番目の骨がちょっとズレているらしく、長時間自力で首を立てていたりとかペットボトルを最後に呷あおって飲み干す動作とかができません。直立二足歩行動物として微妙に生存の危き機きを迎えつつぼちぼちと生きてます。

　こ、こんにちは。はじめてお目にかかる方も多いのかなあということで緊きん張ちようしておかしな書きだししか思い浮かびませんでしたが元気です元気です。はじめましての皆さま、どうもはじめまして、壁かべ井いユカコと申します。

　本作は壁井ユカコの七冊目の本であり、シリーズものを一作品と数えるとようやく二作目にあたります。デビュー作以来ずっと一つのシリーズだけを書いていたので他ほかにもやってみたいことというのを溜ため込んでいて、本作ではとにかくやりたかったこと、好きなものをぐりぐり詰め込みました。その結果が爬は虫ちゆう類るいな人だったり細さい胞ぼう崩ほう壊かいだったり相変わらず空気は曇くもりがちだったり部屋でまったりだったりするのはどうなんだという気もしますが。

　一応一冊完結もののつもりではありますが、まだいろいろ書いてみたい側面がある舞ぶ台たいなので、機会をいただけたらまた書きたいなあと思います。ていうか個人的にあれですもう（どれだ）、鈴すず木き次じ郎ろうさんのイラストをもっと見たくてしょうがないので続きが書けたらとても幸せです。……あっ、デビュー作のシリーズ『キーリ』の続きを楽しみにしてくださっている皆さま、すみませんっ、『キーリ』のほうも現在きりきりと頑張ってます。『キーリ』と併あわせて本作のほうも気に入っていただけましたらとてもとても幸せです。




　えーとそれから、そう、本作についてはちょっとばかり紆う余よ曲きよく折せつがありまして、簡かん単たんに補足を……。以前『電でん撃げきｈｐ』誌に短たん編ぺん小しよう説せつ賞しようの最終候補作として掲載された同タイトルの短編があるのですが、本作は落選したその短編を解体して、設定やエピソードを部分的に吸いあげつつ登場人物を全とっかえして違う話として構成しなおしたものです。ので、もし短編版をご存じの方がいらっしゃいましたら、短編版は習作ということにしておいていただければとあわあわ……そんな感じで、よ、よろしくお願いします。




　さて、新作ということで今回はいつも以上にたくさんの方々にお世話になりました。すべての皆さまに感かん謝しやを申しあげます。特に設定関連の補強にあたって助力をいただいた玲れい子こさんと藤ふじ原わら氏、そして毎度の泣き言に根気よくアドバイスと励ましをくださいます担当編へん集しゆう者しやさまには頭があがりません。今回の原稿を書くにあたっては編集部で担当さんと顔を突きあわせて八時間の耐久打ちあわせなんてものをやってしまいました。ぐはー。

　イラストを担当してくださいました鈴木次郎さんは以前から一読者として漫画のファンでして、引き受けていただけることが決まったときは嬉うれしさのあまり電話口で声が掠かすれました。あがってきたキャラクターラフを何かにつけてにまにま眺めて仕事の推進剤にしています。

　さらに今回は現代もの舞ぶ台たいということで（現代もののつもり……です）、身近な人の話をちょっぴりネタに使わせていただきました。まずはバイト経けい験けんを参考にさせてもらった同居人に、いつもありがとう。修しゆ羅ら場ば中にコンビニご飯も嫌いやになってあまりにもご飯を食べなくなったのを見かねて最近ときどきお好み焼きを作ってくれます。旨うまいのですこれが。

　三つ上の姉と一歳半になる姉の息子に祝福を。甥おいっ子が中学生くらいになるのを密ひそかに楽しみにしています。上司と揉もめて会社帰りに居酒屋で一人で荒れているところを「まったく、ユカコはしょうがないなあ。ほら、帰るよ」と甥っ子が呆あきれ顔で迎えにきてくれて、みたいなダメダメな叔お母ばさんになるのが夢です。お酒飲めないし会社に行ってないので無理ですが。

　スペシャルサンクス、電でん撃げき文庫忘年会のビンゴ大会でＸＢＯＸをさらっていきながらあまりゲームをやらない人であるハセガワケイスケさん。使われないまま部屋に積つまれていたＸＢＯＸは成なり田た良りよう悟ごさんの手に渡って有効利用されているそうです。ナムー。




　そして最後に何より、この本を手に取ってくださったあなたにいちばんの感かん謝しやを。

　願わくは、またお目にかかる機き会かいがありますように。


壁井ユカコ









壁かべ井いユカコ

５月18日生まれウシ座Ｂ型。沖縄出身の父と北海道出身の母を持つ信州育ちの東京在住。出無精。でも都会の雑路や雑音に触れるのは好き。もう少し世の中のいろんなことに一生懸命になれる人間になりたいなあと思いつつ犬をいじりながらゆるめに生きています。
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鈴すず木き次じ郎ろう

現在スクウェアエニックスで「壮太君のアキハバラ奮闘記」連載中です！　主に漫画家です。鮫と美少女フィギュアをこよなく愛すオタク。田舎でひっそりと生息中です。








電撃文庫

カスタム・チャイルド






壁かべ井いユカコ
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